
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　♭



「ん？　……ああ、てめえか。遅かったな」

　草木も眠る丑うし三みつ時どき。

　深夜にもかかわらず微かすかな量の明かりしか灯ともされていない部屋の中で、男は悠然と振り返りながら口を開いた。

「っ……はい。すみません」

　その低い声に身体からだを跳ねさせ、小さな声で返事をしたのは一人の少女だ。つい先ほど恐る恐るこの部屋に踏み入ったばかりの彼女は、今も固い表情のまま足元を見つめている。

　そんな少女の様子を気にした風もなく立ち上がると、長身の男は左手をスーツのポケットに入れてカツカツと歩き始めた。そうして彼女のすぐ目の前まで歩み寄り、右手に持っていた資料の束を突き付ける。

「こいつが現状で判明してる〝対象〟の調査結果データだ。この場で全文頭に叩たたき込んでそこのシュレッダーにかけていけ。どこぞの文学少女よろしく食っちまっても構わねえ」

「……いえ。このくらいなら、一通り目を通せば覚えられると思います」

「そうか、さすがだな。その調子で〝仕事〟の方も手早く片付けてくれよ」

　男の言葉が聞こえなかったのか、あるいは聞こえていて無視したのか、少女は返事をせずに貰もらった資料へと視線を落とした。標的の名は篠原緋呂斗。今や学園島アカデミーで知らぬ者などいないスーパールーキーだ。……けれど、

「はんっ……有り得ると思うか、実際？　確かにヤツの等級ランクは７ツ星だ。星獲とりシステムへの介入が不可能な以上、それ自体は間違いねえ。けどな、だからと言って何もかも信じてやる理由にはならねえよ」

「はい……何か、あるはずです」

「はずじゃねえ、あるんだ。そうじゃなきゃ理屈が通らねえ」

　そこまで言い切って、男はくるりと踵きびすを返した。カツカツと刻まれる足音は常に一定のリズムで進行していく。そのまま窓際まで歩み寄った彼はまるで映画俳優のように二本の指でブラインドを押し広げると、眼下に広がる夜景を見渡しながらニヤリと笑んだ。

「奇跡の７ツ星だか史上最強の転校生だか知らねえが……残念ながらこの島で〝奇跡〟なんか許されねえ。いいや、オレ達がそれを許さねえ。教えてやるよ──太陽に近付きすぎた馬鹿野郎イカロスが、どんな報復を受けたのか」

　真っ暗闇の夜空に向けて不敵な宣言を解き放つ男。

　そんな彼の後ろで小さく俯うつむきながら──それでも少女は、確かに一つ頷うなずいた。
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　　　　♯



「せーしゅくにー！　皆さん、静かにしてくださいー！」

　四月二十日、水曜日の朝。

　そろそろ通い慣れてきた英えい明めい学園高等部２－Ａの教室に、精一杯の威厳を込めているんであろう可愛かわいらしい号令が響き渡った。

「はい……はいっ！　今日は皆さんに素敵なお知らせがあります！　その他にも連絡事項がいっぱいあるので、頑張って聞いてくださいねー！」

　そう言って胸元でぎゅっと両手を握っているのは、このクラスの担任であるナナちゃん先生だ。いや、もちろんそれが本名というわけじゃないが、全員があだ名を使っているからあえて別の呼び方をする気にもなれない。ふわふわの髪とパステルっぽい服装も相まって、いつもながら大学生のような雰囲気である。

　そんなナナちゃん先生は呼吸を整えるようにすぅーっと小さく息を吸い込むと、ピンと人差し指を斜めに伸ばし、それから嬉うれしそうな声音でこんなことを言い放った。

「まず一つ！　なんとですね、このクラスにもう一人転校生がやってきますっ！」

「「「!?」」」

　途端にざわつく室内。驚きと歓喜とが一瞬で場を支配する……が、まあそれもそのはずだ。ただでさえ〝転校生〟というのは無条件に心が躍るワードなのに、ここ２－Ａにはつい先週俺──篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とが転入してきている。二週連続で転校生、となれば、その希レ少ア度は格段に跳ね上がることだろう。

「…………」

　けれど、それでも、教室の最後尾に座っている俺は特に顔色を変えずにいた。いや、顔色が変わらないのはいつものことなのだが、今回に関してはそもそも驚く理由がない。何せ、扉の外に誰が立っているのか俺は最初から知っている。

「ふふふ、皆さん気になりますよね？　楽しみですよねっ？　……分かりました！　それでは、焦じらしていても仕方ないですし、さっそく入ってきてもらいましょう！」

　底抜けに明るいテンションでそんな前口上を述べ、元気よく左手を掲げながら廊下に向かって「どうぞー！」と合図を出すナナちゃん先生。

「はい」

　直後、その呼びかけに応じたのは涼やかで透き通るような声だった。同時に音もなく教室前方のドアが開かれる。コツ、コツとお淑しとやかに響く足音。すらりとした佇たたずまいは男女問わず誰もが見み惚とれてしまいそうなほどに洗練されている。

　そして……彼女は、白銀の髪をさらりと揺らしながら無表情のまま頭を下げた。

「──初めまして、姫ひめ路じ白しら雪ゆきと申します。つい先日まで三番区桜おう花か学園に所属していましたが、一身上の都合によりこちら英えい明めい学園に籍を移すこととなりました。初対面の方、特に男性と接するのがあまり得意ではないので、もしかしたら失礼な態度を取ってしまうことがあるかもしれませんが……別に嫌っているというわけではありませんので、どうか大目に見ていていただけると助かります」

　教室全体を見渡しながら最後まで淀よどみなく言い切った少女──姫路白雪。

　そう、このクラスに加わる転校生というのは他でもない彼女のことだった。とある事情から俺の〝協力者〟的な立場にいる同い年の少女。いつもはモノトーンのメイド服をその身に纏まとっている彼女だが、英明の制服姿もなかなかどうして悪くない。

　……じゃなくて。

　姫路が三番区の桜花学園からここ英明に転校してきたのには、もちろんいくつか理由があった。一つは、単純に〝彼女が俺の仲間だと割れているから〟だ。十日ほど前に行われた大規模な《決闘ゲーム》──５ツ星・久く我が崎さき晴せい嵐らんとの大一番の際、姫路はボロボロだった俺の身体からだを支えるために衆目の中へ姿を晒さらしてしまっていた。あの時の状況を考えればその行動は最適解だったはずだが、しかしこの島において〝他学区の生徒に協力する〟という展開は基本的に有り得ない。だからこそ、彼女が俺を助けてもおかしくないという体裁を早めに作る必要があったんだ。

　とはいえ、ここ学園島アカデミーは〝星の数〟で全てが決まる島。生徒の転校には必然的に〝星の移動〟が伴うわけで、したいからと言って簡単に出来るものではない。特例処理に手続きに、と、面倒な過程を数段階こなす必要がある。

　それを承知であの学長が暗躍──もとい様々な面で手を尽くしてくれたのには、おそらくもう一つの事情の方が大きく関わっているんだろう。

（ま……実際、姫ひめ路じが英えい明めいの生徒になってないと後で色々困るんだよな。遠隔の補佐サポートを受けられなくなるのは難点だけど、そこは加か賀が谷やさんが代わってくれるみたいだし）

　教壇の上で大量に好奇の視線を集めている姫路の姿を眺めつつ、俺は静かにそんなことを考える。……ただの学校生活に何を大おお袈げ裟さな、と思われるかもしれないが、それでも警戒するに越したことはないだろう。何せ、お互いの星を賭けてぶつかり合う《決闘ゲーム》だけじゃなく、日常生活の中にも俺の〝嘘うそ〟がバレる可能性はいくらでも転がっている。

　嘘────そう、嘘だ。

　俺こと篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とは、現在、学園島アカデミー全土を欺く特大の〝嘘〟をついている。この島における絶対的な評価基準である等級──それを、実際には久く我が崎さき戦に勝ったことでようやく２ツ星になったばかりの雑ざ魚こだというのに、唯一無二の頂点である〝７ツ星〟だと全力で偽っているんだ。

　少しばかり複雑な経緯から学園島アカデミーの最高責任者・彩さい園おん寺じ政まさ宗むねまで絡んでいるため、バレたら冗談抜きで人生即終了レベルの爆弾。

　だからこそ、そんな嘘を貫き通すための《カンパニー》──姫路や加賀谷さんが所属しているイカサマチームというのは、俺にとって欠かすことの出来ない存在なのだった。

（……まあ、改めて言うまでもないんだけどな）

　内心で小さく苦笑する俺。

　そんなことをしながら気け怠だるげに頬ほお杖づえを突いている間にも、クラス内のざわめきは徐々に加速していた。中には興奮して立ち上がっているやつまでいる。……が、まあそうなるのも無理はないだろう。何せ姫路は、例の《決闘ゲーム》にちらりと映り込んだだけで早くも大量のファンを獲得している今話題の銀髪メイドだ。既に俺の関係者であることも知れ渡っているため、一体どういう関係なのかと探るような視線が俺たちの間を行き来している。

「…………」

　壇上の姫路はそれらを涼しい顔で受け流しつつ、静かに一つ礼をした。そうして彼女にあてがわれたのは俺の隣、窓際最後尾という特等席だ。ナナちゃん先生にそんな指示を受けた姫路は楚そ々そとした足取りでこちらへ歩いてくると、俺の目の前でもう一度丁寧に腰を折り、ふわりと微かすかに口元を緩ませてから席に着く。

「「「っ……お、おぉぉおおおおおおおおおおっ!!」」」

　……彼女が見せた初めての表情変化ギヤツプにさっそく何人かの心臓が撃ち抜かれているような気がするが、面倒なので全て無視。

「あ、それとそれと、英えい明めい学園恒例の学内対抗イベント、《区内選抜戦》の開催は明日からです！　詳細はこの前のＨＲで説明した通りですが、おさらいということで概要を──」

　ナナちゃん先生の話はその後もしばらく続いていたが、転校生のインパクトが強すぎてみんな頭に入っていないようだった。




「──初めまして、白しら雪ゆきちゃんっ！　わたしは多た々た良ら楓ふう花か、このクラスの委員長だよ！」

　ＨＲが終わって間もなくのこと、誰よりも早く姫ひめ路じに声を掛けたのは彼女だった。

　多々良楓花──背中で跳ねるポニーテールが印象的な元気っ娘こだ。俺と初めて会った時は委員長（予定）だったはずだが、どうやら無事に委員長ホンモノの座を勝ち取ったらしい。

「ぁ……ええと、はい」

　いきなりフレンドリーに話し掛けられた姫路は一瞬驚いたように固まっていたが、やがて緩やかに息を吐き出して、深々としたお辞儀を返してみせる。

「多々良様、ですね。初めまして。それから、お心遣いありがとうございます。わたしは四番区の事情にはまだまだ疎うといので、色々とご教示いただければ幸いです」
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「へ？　って……固い、固いよ白しら雪ゆきちゃん！　一億と二千光年くらい距離を感じる！」

「……そう、ですか？　そんなつもりは全くないのですが……」

「そ、そうなの？　えっと、それなら全然いいんだけど……でもでも、せめて呼び方くらいは変えて欲しいかも！　友達に様付けで呼ばれるなんてちょっとむず痒がゆいよー！」

「友達……」

　ポツリと小さく呟つぶやいて、それから困惑交じりの視線を俺に向ける姫ひめ路じ。……幼少期から彩さい園おん寺じ家に仕えていたため中学生の頃までほとんど家の外に出たことがなく、桜おう花かの高等部に進学してからも全ての授業を通信教材で済ませていた、という彼女のことだ。外部の人間とまともに接するのはこれが初めてになるはずだし、であれば最初からぐいぐい来る多た々た良らに戸惑いを覚えてしまうのも無理はない。

「……ん」

　そいつに悪意はないから大丈夫だ──というような意味合いで俺が頷うなずいてみせると、姫路はほんの少しだけ口元を綻ばせ、それを隠すように白銀の髪をさらりと揺らす。

　そして、

「……なるほど。友達ならばもっとフランクに接していい、ということですね」

「そうそうそうっ！　さっすが白雪ちゃん、大正解！」

「分かりました。では──そうですね、これからは〝楓ふう花かさん〟とお呼びいたします」

「わ～！　やったぁ、ありがとっ！」

　パチン、と胸の前で両手を打ち合わせながら嬉うれしそうに笑う多々良。

　この調子なら姫路もすぐに馴な染じめそうだ──と、そんな風に俺が内心で安あん堵どしていたところ、不意に当の多々良がぐいっと距離を詰めてきた。そうして、元々ハイテンションだったところからさらに一段キーを上げ、ワクワクとした口調でこんなことを訊きいてくる。

「それでそれで──ね、ね！　篠しの原はらくんと白雪ちゃんってどういう関係なのっ!?　もしよかったら教えて欲しいかも、なんて！」

　興味津しん々しんに放たれる一つの問い。そして、それはきっとクラスの誰もが気になっていたことなんだろう。視線を巡らせてみるまでもなく、そこかしこから注目されているのが肌で分かる。

（どんな関係、ね……そんなの、複雑すぎて一言じゃ説明しきれないけど）

　心の中でこっそりと呟く俺。……あえて言うなら〝協力者〟あたりが妥当なのかもしれないが、そもそも馬鹿正直に全てを話す必要はない。当然来るだろうと予想されていた質問に関しては、予あらかじめ無難な〝模範解答〟を用意してあった。

　俺の隣に立つ姫路がそっと静かに口を開く。

「それについてはわたしから。……今でこそこうして英えい明めい学園の制服を着ていますが、わたしは普段よりご主人様──篠原緋ひ呂ろ斗とさまの従者メイドをしております。ですので、どういう関係なのかと問われれば、単純に〝主従関係〟というのが最も適切な答えになるかと」

「わ、やっぱりそうなんだ！」

　姫ひめ路じの説明を聞いてパッと目を輝かせる多た々た良ら。

「…………」

　本土から渡ってきたばかりの俺からすれば〝メイド〟という単語を聞いてすんなり納得できてしまうのには未いまだに多少の違和感があるのだが……しかし、学園島アカデミーにおいてメイドや従者というのはそれほど珍しい存在でもないらしい。何しろ、星に応じてより高いレベルの生活が保障される、という特殊な制度を持つこの島では、５ツ星以上になると専属の使用人を雇うことが出来るようになる。だから、例えば《女帝》──とある赤髪の少女なんかは、家全体で計算すれば実に五十を超える使用人を抱えていたはずだ。

　そんな事情もあって、姫路がメイドであるという部分に関しては下へ手たに隠さない方が良いという結論になっていた。

「へ～……わー、わー。いいな、いいな、憧れちゃうなぁ……！」

　実際、多々良も特に引っ掛かることなく納得してくれている──の、だが。

「……あれ？　でもでも、メイドさんってことは篠しの原はらくんの家にも行ってるんだよね？」

「？　ああ、そうだな」

　来ているどころか住んでいるが、それはさすがに伏せたまま冷静に返す。

　すると、多々良はちょっと顔を赤らめながら、抑えた口調でこんなことを尋ねてきた。

「それって……篠原くん、変な気持ちになっちゃったりしないの？」

「……変な気持ち、って？」

「い、言わせないでよ～！　えっと、その、ほら……む、むらむら、とか！」

　ぎゅっと目を瞑つぶって囁ささやくように言い放つ多々良。彼女の疑問に追従するようにして、近くにいた女子連中がこくこくっと首を縦に振る。……照れるあまりにむしろ恥ずかしい単語選びになっているような気もするが、ともかく多々良の言い分は理解できた。まあ、これについても当然出てくるだろう疑念と言える。

　そんなわけで、俺は表情を動かさないまま小さく首を横に振った。

「いや……まだ初めて会ってから二週間しか経たってないからな。変な気持ちも何もない」

「はぇ～、そうなんだぁ……って！　それじゃこんなこと訊きいたわたしが妄想好きでえっちな子みたいじゃん!?　ち、違うよ違うよ！　わたしは委員長として風紀のチェックをしただけだもん！　篠原くんは、合格！　委員長の太鼓判っ！」

　真っ赤になってそんな言い訳らしきものを口にする多々良。……どうやら、俺と姫路の関係性については〝あくまでも主従関係〟ということで納得してもらえたようだ。今後も邪推の類たぐいは湧くだろうが、当面は同じ言い訳で切り抜けられるはず。

　と……俺がそんなことを考えているうちに、姫路たちの話題は（おそらく多々良の照れ隠しという面もあるのだろうが）いつしか２－Ａのクラス紹介へと移行していた。

「──でね？　このクラスには全部で三十六人のメンバーがいるんだよ。そこに白しら雪ゆきちゃんが加わって三十七人！　一応二年生の中では一番上のクラスってことになってるから、成績が良い人ばっかりなんだ～！」

「なるほど……では、やはり楓ふう花かさんも？」

「わたし？　わたしは……うーん、悪くはないと思うけどそんなに良くもないかなあ。委員長だけじゃなくて陸上部と生徒会もやってるから、えっと……頑張ってるで賞？　みたいな感じかも」

「え。……いやいや、多た々た良らさんは成績良い方でしょ」

　多々良の謙遜に対し、遅れて会話に参加してきた男子生徒が軽い口調でツッコミを入れる。[image: ]つじ友ゆう紀き──中性的な顔立ちの少年で、このクラスの男子では一番よく話す相手だ。少し毒舌気味、というかあまり内心をオブラートに包まない彼だが、先ほどの自己紹介を踏まえてか姫ひめ路じから少し離れた位置に立っている辺り律儀なやつではある。

　そんな[image: ]は、薄っすらとした笑みを多々良に向けながら続けた。

「多々良さん３ツ星だし。人気あるし。僕より背高いし」

「最後の関係あるかな!?　……うん、だから別に悪いとは思ってないんだってば。でもほら、２－Ａには篠しの原はらくんっていう別格がいるし……それに多分、白雪ちゃんの等級ランクだって３ツ星以上でしょ？　プロフィールとか何も覗のぞけないようになってたもん。ね、篠原くん？」

「ああ、そうだな。姫路なら今４ツ星だ」

「「おお……！」」

　俺の答えに[image: ]と多々良は揃そろって感嘆の声を漏らし、それを受けた姫路は返事の代わりに小さく礼をしてみせた。……３ツ星と４ツ星なら一つしか変わらないように見えるかもしれないが、学園島アカデミーにおいて〝星一つ〟の差というのは非常に大きい。入手できるアビリティも解放される権限も段違いだ。文字通り格が違う、という感じ。

　すっかりはしゃいだ様子の多々良がぐいっと姫路に顔を近付ける。

「すごいすごい！　白雪ちゃん４ツ星なんだ！　それじゃ、２－Ａには４ツ星以上の高ランカーが六人もいるってことになるから……うぅ～、わたしももっと頑張らないと！」

「さすが委員長、その前向きさは是非とも見習いたいところだね。……でも、そんなにいたかな？　４ツ星以上のクラスメイト。篠原くんは７ツ星だから当たり前として、４ツ星が沢さわ木きさんに北きた村むらくん、それと和わヶが原はらさん……だけじゃない？　姫路さんで五人目な気がするけど」

「え、そんなことないよ。今言った四人と、あと……あと……あ、あれ!?　どうしよ、ど忘れしちゃった!?」

　人差し指を顎の下に当ててしばらく考え込んでいた多た々た良らだったが、やがて焦あせったようにそう言って両手で頭を抱え始めた。続けて「わたし委員長なのにー！」と心底申し訳なさそうな声が漏れ聞こえてくる……が、別に委員長だからと言ってクラス全員のプロフィールを把握していなきゃいけないわけでもないだろう。特にこの時期は年度が変わったばかりなんだから尚なお更さらだ。

「……良い人ですね、楓ふう花かさん。何と言うか、抽象的な表現になってしまうのですが」

　俺の隣でポツリとそんな感想を零こぼす姫ひめ路じ。

　そうやって、二人して何となくほのぼのとした気持ちになっていると──

「むむむ……うー、思い出せないや。降参！　ごめん篠しの原はらくん、答え教えてくれない？」

　──ぱん、と両の手のひらを叩たたき合わせて、多々良がいきなり俺に頭を下げてきた。

「…………え」

　突然の行動に思わず言葉を詰まらせる。

　答えを教えてくれないか──これまでの会話内容からして、多々良が求めている情報というのは〝２－Ａに所属している四人目の４ツ星とは誰か？〟ということで間違いないだろう。元々このクラスに在籍していた彼女が転校してきたばかりの俺にその質問をするのは一見筋が通っていないように見えるが、実はそんなこともなかったりする。

　何せ、７ツ星──学園島アカデミーで最上位となる等級ランクを持っている俺は、本来ならありとあらゆる情報にアクセス出来る立場にいるはずなんだ。もちろんプライバシーに関する領域についてはその限りではないが、名前や所属学園、それから個人の等級といったプロフィール部分は基本的に公開情報。対象の等級が自分より下なら〝知らない〟なんて有り得ない。

　無論、システムに強制介入して無理やり等級を偽ってでもいない限りは──だが。

（くそ……早速ピンチってわけか）

　外見上は全く表情を変えないまま、心の中では焦りと共にそんな言葉を吐き出す俺。

　いや、もちろんこういった事態を全く予想していなかったわけじゃない。《決闘ゲーム》以外の日常的な危機──すなわち〝俺のメッキが剥はがれかねないような状況〟というのは転校初日から割と頻繁にあったし、そんな時に素早く補佐してもらうためにも俺のイヤホンは常に《カンパニー》と繋つながっている。準備は万端、完璧だ。

　……そのはず、なのだが。

（じゃあ何でイヤホンから寝息が聞こえるんだよちくしょうッ!?）

　そう。俺がいくら右耳に意識を集中させてみても、聞こえてくるのはすやすやと心地よさげな寝息だけだった。時折混ざるむにゃむにゃとした声音から相手が加か賀が谷やさんだということは分かるが、かといって何か重要な情報が聞き取れるわけでもない。

（遠隔補佐の担当が姫路から加賀谷さんに代わったのは今朝の話だし、もしかしたら〝初日くらい何も起こらないでしょ〟って感じで気抜いてたのかもな……ったく）

　十中八九当たっているだろうその推測に俺は内心で小さく溜ため息いきを吐ついた。そうして一転、こほんと一つだけ咳せき払ばらいを挟むと、落ち着いた口調で多た々た良らに問いを投げ返す。

「あー……多々良。その、答えってのは何のことだ？　悪い、ちゃんと聞いてなかった」

「えとね、えとね、２－Ａにいる四人目の４ツ星の話！　沢さわ木きさんと和わヶが原はらさんと北きた村むらくんまでは分かったんだけど、最後の一人がどうしても思い出せなくって！」

「そうそう。まあ、正直そんなに固執するほど重要な話題でもないんだけど……ここで話を切っちゃうのもちょっと気持ち悪いしねえ」

「気持ちいいとか悪いとかの問題じゃないよー！　クラスメイトのことを覚えてないなんて委員長としての沽こ券けんに関わるの！　だからお願い篠しの原はらくん、こっそり教えて！」

　縋すがるように俺の手を取ってそんな懇願を口にする多々良。適当に話題を逸そらせないかと画策してみたのだが、どうもそういうわけにはいかないらしい。

　ならどうやって切り抜けるか──と見た目上は涼やかな顔で悩んでいると、不意にブレザーの裾辺りをちょんちょんと引っ張られるような感覚がした。

（……ん？）

　その後も何度か繰り返される小さな合図。……姫ひめ路じだ。俺のすぐ隣に立っている姫路がほんの少しこちらに身体からだを寄せ、[image: ]つじや多々良の目を盗んで俺に合図を送っている。

（これ……もしかして、緊急時用に決めてたサインか。えっと、それなら……制服を三回連続で引っ張るのは〝耳を貸してくれ〟って意味だったよな）

　昨日の夜までに打ち合わせておいた諸もろ々もろを思い返しながら俺は内心で小さく頷うなずく。

　耳を貸してくれ──ということは、すなわち〝姫路は既に答えを知っている〟ということだろう。何かしらの方法で学園の名簿にアクセスしているんだろうが、今は過程についてはどうでもいい。問題はその答えとやらをどうやって教えてもらうか、だ。

　もちろん、一番手っ取り早いのは文字通り耳打ちでもしてもらう方法ルートなのだが、そんなあからさまなことをこの場でやるのは無理がある。

　それなら場所を移せばいい、と思わないこともないが……いや、それはそれでかなり危険な行為だろう。このタイミングで二人して教室を出る、というのがそもそも意味不明だし、帰ってきたら突然饒じよう舌ぜつになっている、なんて普通に怪しさＭＡＸだ。

（だから、やっぱりこの場で姫路に訊きくしかない……それも、誰にも気付かれずに）

　心の中で呟つぶやいてごくりと小さく息を呑のむ。……平和な日常生活の裏でどうしてこんなスリルを味わわなきゃいけないんだと愚痴りたくもなるが、しかし頼みの綱の加か賀が谷やさんが居眠り中なんだから仕方ない。それに──それに、そうだ。例の〝嘘うそ〟を最後まで貫き通すつもりなら、これくらいの状況は華麗に突破クリアできないと。

　……よし。

「？　ん、ぅんっ…………っ、こ、こほん。……失礼しました」

　突如色っぽい声を漏らしながらピクリと身体からだを跳ねさせ、片手で口元を覆ったかと思えばすぐに元の顔色を取り戻す姫ひめ路じ。……それというのも、俺がこっそり彼女の背に手を伸ばし、制服越しに別のサインを返したからだ。姫路の反応が一瞬だったおかげか、幸い[image: ]つじや多た々た良らが不審がっている様子もない。

　ちなみに、伝えた指令コマンドは端的に一言──〝しゃがんでくれ〟だ。

「あ……ご主人様、靴くつ紐ひもが解ほどけかけています」

　少しの間くすぐったさを堪こらえるように口を噤つぐんでいた姫路だったが、俺が指を離すとすぐにそう言って腰をかがめた。そうして、俺の上靴（四番区内の企業と提携しているらしく、上靴とは言っても普通に紐ひもの付いたスニーカーだ）に手を伸ばそうとする。

「ん？　ああ、いいよ。自分でやるから」

　そんな姫路の行動を確認してから、俺は彼女の後を追うようにしてその場で静かにしゃがみ込んだ。同じ場所を目掛けて動いたわけだから、当然、机より下辺りの高度で俺と姫路の顔がぐっと近づく。整った顔立ちと澄んだ碧へき眼がんが俺の視界で大写しになる。

「っ……」

　心臓の鼓動が一拍跳ねたのを自覚しながら、それでも俺はその場で少し右を向いた。姫路の真正面に俺の耳が近付くような体勢。流れ的にそこまで不自然ということはないはずだが、とはいえこれを長時間維持するのはなかなか難しい。

　靴紐を調整するフリを終えてゆっくりと顔を持ち上げる──と、その直前、俺の鼓膜に吐息交じりの囁ささやき声が届けられた。

「失礼いたします、ご主人様。先ほどの質問の答えは〝中なか野の美み鈴れい〟様だそうです」

「…………」

　今度は俺の方がくすぐったさを耐え忍ぶ羽目になったものの、それでもどうにか顔色一つ変えずに立ち上がった。そうして俺は、目の前でこてんと首を傾かしげている多々良に「悪い」とだけ謝罪をし、ポケットに入れていた端末を取り出しながら言葉を続ける。

「さっきの質問──このクラスにいる四人目の４ツ星は誰かってやつな。あれ、俺はまだ話したことないけど、端末で調べた限り〝中野〟ってやつらしいぞ」

「あー！　そうだ美鈴ちゃん！　そういえば学年上がるタイミングで昇格したって聞いた覚えある！　はぁ、すっきりした……ありがと篠しの原はらくん、おかげで助かったよ～！」

　大おお袈げ裟さに感謝してくる多々良と、その隣で小さく頷うなずきながら「そっかあの人か」などと呟つぶやいている[image: ]。そんな二人に対して、俺と姫路は揃そろって安あん堵どの息を吐つく。

　……そして、ついでに。

（どうせ端末使うんだったら普通にＤＭで教えてもらえばよかったんじゃないか……？）

　とある重大な事実に──それもおそらくは二人同時に──気付いてしまったのだが、まあ、無事に切り抜けられたのだから今回は良しとすることにしよう。





　　　　♯



　昼休み。

「──っと。ほら、こっちが姫ひめ路じの分な」

　俺と姫路は、他に利用者の見当たらない中庭のベンチに腰掛けて昼食を取っていた。

　いつもなら姫路が手作りの弁当を用意してくれるのだが、今朝は転校に関する諸もろ々もろの手続きで時間を取られてしまったため、お昼のメニューはつい先ほど購買で獲得してきたパンである。……獲得。そう、購入ではなく獲得だ。噂うわさには聞いていたが英えい明めいの購買部には〝おばちゃんとの疑似ゲームに勝たないと商品の購入権を得られない〟というルールがあり、少しでも昼食を豪華にしたい連中が毎日凄すさまじい激戦を繰り広げている。

　好戦的な雰囲気の英明学園を象徴する定番中の定番な光景。

　特に名物のチョココロネは入手倍率が三桁を突破しているらしく、また〝７ツ星なんだから当然そこを狙うよな？〟みたいな空気もひしひしと感じられたため、居眠りから復帰した加か賀が谷やさんと姫路の手を借りて無理やりイカサマ勝利を決めてきたところだった。

「え……？　あの、ほら、と言われましても」

　購買印の紙袋から取り出したふわふわのコロネを姫路に手渡そうとすると、彼女は少し驚いたように澄んだ碧へき眼がんをぱちくりと瞬またたかせる。

「わたしがいただいてしまって良いのですか？　ご主人様が獲得したものなのに」

「ああ、俺はサンドイッチの方を食べようと思ってさ。っていうか、そもそもさっきの疑似ゲームだって勝ったのは実質お前だし……いやまあ、姫路が要らないっていうなら貰もらうけど」

「…………い、要らないとまでは言っていません」

　一瞬硬直して、それから膝の上に両手を乗せたまますーっと視線を逸そらしてそんな答えを返してくる姫路。彼女は照れを隠すような仕草で俺からチョココロネを受け取ると、しばらくじっと碧あおい瞳でそれを見つめ、やがて小さな口でぱくついた。

「ぁむっ。ん……んぐ……はむ……はむっ」

「……おい、大丈夫か姫路？　別に急いで食べなくてもいいんだぞ」

「はっ！　……す、すみません。あまりの美お味いしさに止まらなくなってしまいました」

　一口目を食べた瞬間にほんの少しだけ目を見開き、そのまま幸せそうに口を動かし続けていた姫路はそこで慌てて咀そ嚼しやくを中断した。それから少し恥ずかしそうにほんのりと頬ほおを赤らめる。……普段クールな姫路が一瞬でここまで虜とりこになるとは、やはり相当に凄すごいパンらしい。さすが一番人気というだけのことはある。

「俺もそろそろ食べるか……」

　そんな彼女の可愛かわいらしい仕草に食欲を刺激され、俺も紙袋からサンドイッチを取り出すことにした。人ひと気けのない中庭で二人、しばらく無心でパンを堪たん能のうする。

　そして──数分後、パックの牛乳で喉を潤して「ごちそうさまでした」と丁寧に手を合わせていた姫ひめ路じは、その手を綺き麗れいなハンカチで拭いてからゆっくりと話を切り出した。

「先ほどの話ですが──いよいよ、ですね。ご主人様」

「いよいよ？　……って、ああ。例のイベントか」

　すぐに思い当たってそう返した俺に、姫路はこくりと頷うなずいてみせる。

　例の〝イベント〟──今姫路が話題に出したそれは、今朝のＨＲでナナちゃん先生も触れていた《区内選抜戦》のことだ。今日は姫路の転入というサプライズもあって軽めに流されてしまったが、俺たちにしてみれば目下最大の関心事と言っても過言じゃない。

「英えい明めい学園恒例の学内イベント、《区内選抜戦》……これは、毎年四月の下旬に行われているオリエンテーション的な学校行事イベントです。もう少し詳しく言うなら、今後開催される大規模な〝学外対抗戦〟に向けた選考会──といった感じでしょうか」

　俺の方に身体からだを向けながら、おさらいするような口調で呟つぶやく姫路。

　彼女の言う通り、《区内選抜戦》というのは一種の予備選考のようなものだ。他学区との対抗イベントに送り込まれる〝選抜チーム〟を決定するための学内戦。単純に等級ランク──すなわち〝星の数〟で参加メンバーを選ぶ学園も多い中、英明は新入生に対する《決闘ゲーム》のチュートリアル的な意味合いも込めて毎年そういったイベントを行っているらしい。

「《区内選抜戦》、か……」

　右耳のイヤホンをトントンと叩たたいて今度こそ加か賀が谷やさんが周辺警戒してくれていることを確かめつつ、俺もそっと口を開く。

「大雑把なルールとしては、生き残りサバイバル方式ってことでいいんだよな？　最初は英明の生徒全員が参加者プレイヤーで、誰かに倒されたやつはその場ですぐに脱落する。そうやってだんだん参加者が絞られていって、最後の一人になるまで生き残ってたやつが勝ち……ま、ゲームで言うならＰ○ＢＧとかＡＰ○Ｘみたいな感じだ」

「そうですね、その理解でほとんど外れていないと思います」

　静かに頷いて、姫路はピンと右手の人差し指を立ててみせた。

「明日から一週間──学校が休みになる土日も含めてちょうど七日の間、〝英明学園の敷地内〟かつ〝午前八時から午後五時まで〟という二重の条件下で《演習トライアル》という名の特殊コマンドが使用可能になります。これは《区内選抜戦》の参加者──基本的には脱落していない英明の生徒全員です──にだけ申請できる〝疑似ゲーム〟のようなもので、敗北すると《区内選抜戦》から脱落してしまいます。ただ、あくまでも疑似ゲームですので、負けても星が移動することはありません」

「ああ。だから基本的には《決闘ゲーム》と同じだけど、処理の部分が微妙に変わってるって感じだよな。例えば《決闘ゲーム》と違って《演習》は等級に関係なく誰にでも申請できるみたいだし……まあ、俺の方から誰かに挑むってことは今のところないと思うけど」

　苦笑と共に呟つぶやく俺。

　誰に対してでも申請することが出来る、というのは、おそらく《決闘ゲーム》と《演習トライアル》の最も大きな違いだろう。《決闘ゲーム》は自分よりも上位の相手にしか申請できないが、《演習》の方はその制限が完全に取り払われている。競っている内容が〝いかに多く倒すか〟ではなく〝いかに長く生き残れるか〟であるため、初心者狩りや下位ランカー狩りをするメリットがそもそもないというわけだ。

　さらに、他にもいくつか違いはあった。

《区内選抜戦》には〝交戦状態〟という概念がある。これは〝誰かに《演習》の申請をしている〟もしくは〝誰かから《演習》の申請を受けている〟という状態を指すもので、この場合、両プレイヤーは他の誰にも《演習》申請をすることが出来ず、また受けることも出来ないようになるんだ。つまり、端的に言えば先着制。《区内選抜戦》では誰かから申請を受けた瞬間に自動でその《演習》が受諾され、嫌でもそいつと戦わざるを得なくなる。

　この仕様を使えば、逆にいくらでも時間を稼ぐことが出来そうに思えるのだが……残念ながらそう上う手まくはいかなかった。何しろ、もし〝交戦状態〟が二十四時間続いても《演習》が実行されなかった場合、強制的に二人ともリタイアになるという重大なペナルティが用意されているんだ。あの一いちノの瀬せ学長がルールを監督しているだけあって、さすがに細かいところまで抜かりない。

「──はい、大体そのような感じですね」

　俺が一通りの復習を済ませた辺りで、姫ひめ路じはそう言ってこくりと頷うなずいた。そしてほんの少しだけ身体からだをこちらへ寄せると、透き通るような碧へき眼がんで俺の瞳を覗のぞき込む。

「そんな《区内選抜戦》ですが──当然ながら負けるわけにはいきません、ご主人様」

「……ああ」

　姫路の断言に、神妙な顔と声音で同意を返す俺。

　負けるわけにはいかない。……そりゃそうだ。いくら星の移動が伴わない疑似的な《演習》がメインとはいえ、学園島アカデミー最強である俺が一学園内のイベントにも勝てないようじゃ話にならない。笑われて、見下されて、疑われて、下へ手たしたらこれまでの嘘うそが全て発覚するような事態すら考えられる。

　けれど……けれど、逆に言えば、《区内選抜戦》に勝利することさえ出来れば英明内での地位は保証されるということだ。完全実力主義の英えい明めいで首席エースになった、という強力な事実は、俺の〝嘘〟を固めるためのこれ以上ない根拠になる。基盤になる。

　──だから、

「まずはどうにか《区内選抜戦》を攻略して、英明が完全に俺の〝支配下〟にあるって印象を植え付ける。それで今の立場を盤ばん石じやくにする……ってのが、現状の最優先事項だな」

「はい。その通りです、ご主人様。そのためにわたしもここにいますので」

　トン、と片手を胸に当て、ふわりと微かすかな笑みを浮かべてくれる姫ひめ路じ。

　そう──実は、あの学長が様々な方面に手を回してまで姫路を英えい明めいに招き入れたもう一つの理由、というのが、まさしくこの《区内選抜戦》なのだった。本気で勝ち残ろうとしている一部の高ランカーを除き、大半の参加者にとってこのイベントで上位に入ることなんてほとんど不可能に近い。そして、そういう連中は、まず間違いなく俺に《演習》を仕掛けようとしてくるんだ。単純に好奇心からというのもあるだろうし、イベントに勝ち残るつもりがないなら実質ノーリスクみたいなものだし、勝てば一躍有名人になれる。そういった事情から、《区内選抜戦》において俺が狙われ続けることは分かり切っていた。

　それでも絶対に負けることなんか出来ないから、遠隔の補佐だけじゃなく姫路本人が近くにいてくれることになった、というわけだ。

　彼女はじっと俺を見つめたまま囁ささやくような声音で続ける。

「《区内選抜戦》は、その仕様上５ツ星や６ツ星といった高ランカーでも簡単に負けかねません。どうしても連戦が前提になってしまいますし、《演習トライアル》の申請から実行まで最大でも二十四時間ですので準備もあまり出来ませんし……正直なところ、ご主人様にとって不利な要素ばかりが揃そろっています。……ですが、それでも。それでも徹底的に勝利して、ご主人様の〝最強〟を確実なものに変えていきましょう」

「ああ……やっぱり、それしかないよな」

　姫路の静かな熱弁に、俺もこくりと首を縦に振った。……明日からの《区内選抜戦》が俺にとって不利な条件で溢あふれている、というのは事実だが、とはいえ俺だって何もしていなかったわけじゃない。七日間を無事に乗り切るための準備やら打ち合わせはここ数日で嫌というほどやっていた。

「まあ、準備って言っても、基本的には《演習》申請を受ける回数を減らす──要は、ひたすら〝逃げる〟のがメインの戦略になるわけだけどな。《カンパニー》の誘導と補助アビリティを使って全力で《演習》を回避する。一言で言えばそれだけだ」

「そうですね。成立してしまった《演習》に関しては普段の《決闘ゲーム》と同じように対処するしかありませんが、《区内選抜戦》の《演習》申請ルールには〝午前八時から午後五時まで〟かつ〝英明学園の敷地内〟という時間と場所の制限があります。それに、普段の《決闘ゲーム》がインターネット経由で申請を飛ばしているのに対して、《演習》の場合は〝申請したい相手に直接端末を向ける〟といった操作が必要になりますので、一定以上の距離に近付かれない限りその人からの申請を受けることはありません。……これだけの縛りがあるなら、最後まで延々と躱かわし続けるのも充分視野に入るかと」

「ああ、そのために《カンパニー》にも色々と準備してもらったしな。そういや後で学長に呼び出されてるから、その時に逃走経路なんかも改めて──」

『──ひ、ヒロきゅんヒロきゅん！　すとっぷ！　お話ストップ！　誰か来たみたい！』

　と……その時、右耳のイヤホンから聞こえてきた声が唐突に俺の言葉を遮った。焦あせっていてもテンションが高いその声は紛まぎれもなく加か賀が谷やさんのものだ。今朝と違って今回はちゃんと仕事をしてくれていたらしい。

「「……（こくり）」」

　ほんの一瞬だけ隣の姫ひめ路じと目を見合わせ、それからノータイムで「そういえばさっきの授業のことなんだけど……」と至極どうでもいい話題に会話内容を切り替える俺。

　すると、ほんの数秒後──加賀谷さんからの警告通り、俺と姫路が座っているベンチの前を一人の少女が通りかかった。

「あ！　いたいた。緋ひ呂ろ斗とくん、だよね？　合ってる？」

「……ん？」

　俺の目の前でピタリと足を止め、上半身を少しかがめて覗のぞき込むような姿勢で話し掛けてくる少女。その第一声からどうやら単なる通行人ではないらしいと悟り、俺はそこで初めて顔を持ち上げた。

「……えへへ」

「っ……」

　瞬間、あまりの衝撃に思わず絶句する俺。

　彼女は──突然俺に声を掛けてきたその少女は、控えめに言ってとんでもない美少女だった。アイドルのような、と表現するのが一番合っているだろうか。顔立ちは整っているのにどこかあどけなさも残っていて、肩の辺りでふわっと広がる栗くり色いろのツインテールは彼女の雰囲気を柔らかく親しみやすいものに仕上げている。小柄な身体からだは小動物的なニュアンスで庇ひ護ご欲をそそり、何と言うか全身で〝女の子〟をしている、といった印象だ。

　俺がろくな反応を返せずにいると、やがて彼女はぷくっと頬ほおを膨らませた。

「むぅ……ねえ緋呂斗くん、いきなり無視なの？　こんなに可愛かわいい乃の愛あちゃんが健けな気げに話し掛けてるのに、それってちょっと酷ひどくない？？」

「……いや、別に無視したつもりはないけど」

「そうなの？　あ、じゃあやっぱり乃愛に見み惚とれてたんだ。そっかそっかぁ♡　うん、それなら仕方ないよね！」

　えへへ～、と頬を緩ませながら自画自賛めいた返答を口にする少女。……乃愛、というのがおそらく彼女の名前なんだろう。それは分かるのだが、しかし中途半端に知っているというのが一番落ち着かない。

　と、いうわけで。

「あー……それで、結局お前は誰なんだ？」

「乃愛？　乃愛はね、秋あき月づき乃愛っていうの。よろしくね♪」

　少女──秋あき月づきは俺の問いに小さく首を傾かしげると、両手を後ろ手に組んだままにこっと笑ってそう言った。拍子にボリュームのあるツインテールがふわりと揺れる。

「身長はみんなよりちょーっとだけ小ちっちゃいんだけど、こう見えても緋ひ呂ろ斗とくんより一年先輩の三年生なんだよ。ちなみに早生まれ！」

「三年生？　へえ、そうなのか。……ああ、悪いけどこの口調のことなら──」

「む？　ああ、いいよそんなの。気にしなくて。この島じゃ学年なんかより等級の方がずーっと大事だもん」

　ひらひらと片手を振って、本当に何でもなさそうに言い切る秋月。なら良いけど、と俺が素直に引き下がると、彼女は逆にトンっと軽やかな足取りで俺との（物理的）距離を詰めてきた。ラフに着崩している制服の胸元から艶つややかな鎖骨や首筋が目に入り、同時に下着の紐ひもらしきものまで覗のぞいたような気がして、俺は慌てて視線を持ち上げる。

　そんな反応に気付いているのかいないのか、秋月は小さく口元を緩ませながら続けた。

「そ・れ・よ・り──えへへ、やっぱり強いんだね、緋呂斗くん♪　購買の疑似ゲームで一人抜けなんて、乃の愛あ初めて見ちゃったかも♡」

「え？　ああ……なるほど、それで追い掛けてきたってことか」

　ようやく一つ腑ふに落ちた。確かに、それなら特別不思議でもない……と思ったが、よく見れば秋月は秋月で背後に紙袋をぶら下げている。そこから覗いているのはどう見ても限定チョココロネの包み紙だ。

「……って、お前もちゃんと勝ってるんじゃねえか」

「あ、バレちゃった？　てへへ、うっかりうっかり……でも、勝つのは当然、当たり前だよ。だって、乃愛ちゃんは強くて賢くて可愛かわいいから♪」

　俺の呆あきれ声に対して特に謙遜するでもなくそう言うと、秋月はいそいそとチョココロネの包みを取り出した。そうしてクリームの部分をちろっと舌で舐なめ、悶もだえるように「ん～♡」と幸せそうな顔をしてみせる。ともすればあざとくも見えるような仕草だが、何と言うか、秋月の場合は本当に可愛いから性た質ちが悪い。

「──こほん」

　そんな彼女にペースを崩されないためにも、俺は改めて話を仕切り直すことにした。

「それで？　俺に何か用があったんじゃないのか、秋月」

「用？　用かぁ……んー、まあ、あると言えばあるんだけど……」

　人差し指を顎の辺りに添えながらそう呟つぶやいて、ちらっと隣の姫ひめ路じに目を遣やる秋月。彼女はそのまま「ふむふむ」と小さく頷うなずくと、ちょっと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて続ける。

「えへ……もしかして乃愛、お邪魔だった？　それで怒ってるんでしょ？　緋呂斗くん」

「別にそうは言ってないだろ。何の用だ、ってのは突き放してるわけじゃなくて純粋な疑問だ。お前のことは特別歓迎してないけど、邪魔だとも思ってない」

「なんだ、そうだったんだぁ。えへへ、なら乃の愛あも一緒だよ。乃愛も純粋な興味で緋ひ呂ろ斗とくんに話し掛けてるだけだもん♪　えっと、例えば……ね、乃愛さっきからちょっと気になってたんだけど、二人ってもしかして付き合ってるの？」

「二人、って……それ、俺と姫ひめ路じのことか？　だとしたらその詮索は見当違いだぞ」

「そうですね。少なくとも今のところは健全な関係を築いています。……今のところは」

「えぇ～、ほんと～？　でもさ、ご主人様とメイドさんなんでしょ？　毎日一緒にいるんでしょ？　そんなの、何も起きない方がおかしいじゃん♡」

「別におかしくねえっての。妄想するのは勝手だけど他ひ人とに押し付けるんじゃねえ」

「ふぅん、違うんだ……そっかそっか。うん、それなら……えいっ」

（っ!?）

　瞬間──端的な俺の返答に小さく口元を緩ませたかと思うと、秋あき月づきはあざとい掛け声と共に俺たちと同じベンチに腰掛けてきた。位置で言うなら俺のすぐ右隣、姫路とは逆サイドだ。それもほとんど距離を取らず、俺に寄り掛かるような体勢で座っている。

　そうして彼女は、上目遣いに俺の顔を覗のぞき込みながら甘えるような声音で囁ささやいてきた。

「……えへへ♡　こっちの方が喋しやべりやすいでしょ？」

「っ……どうやったらそう見えるんだよ。暑苦しいからさっさと離れろ」

「え～、なんでよいいじゃん。こんなに可愛かわいい乃愛とくっつけるなんて、緋呂斗くん役得だよ？　ほら、せっかくの機会なんだから我慢しないでもっと堪たん能のうしなきゃ……♡」

[image: ]

　面めん倒どうそうに言いながら軽く睨にらんでみたものの、秋あき月づきは全く怯ひるむことなく、むしろ振ふり解ほどかれないようにと俺の腕に自分の両手を絡めてきた。まるでその辺の公園か何かでいちゃついているカップルみたいな格好だ。ボリュームのある柔らかい胸がぎゅーっと俺に押し付けられ、さらさらの髪と艶なまめかしい吐息が首筋をくすぐり、全身から香る柑かん橘きつ系けいの甘い匂いに包まれて何だか頭がぼーっと……

（──って、痛っ!?）

　……逆サイドから姫ひめ路じに抓つねられなければ意識を手放すところだった。危ない。

　こほん、ともう一度咳せき払ばらいを挟んでから話を戻す。

「ったく……前振りはいいからそろそろ本題を話せよ、秋月。用がないならもう帰れ」

「ぶ～。もう、せっかちだなぁ緋ひ呂ろ斗とくんは……いいよ、分かった。本題ね」

　秋月はしばらく不満そうにしていたが、やがて少しだけ身体からだを離しながら頷うなずいた。そうして微かすかに改まったような口調でこんなことを言う。

「乃の愛あが話したかったのはイベントのことだよ。《区内選抜戦》──知ってるよね？」

「ああ、そりゃまあな。そんなに興味はないけど、あれだけ大々的に告知されれば嫌でも目に入る」

「ま、そうだよね。それじゃ、もう一つ──ＬＮＮ、ってあるでしょ？　《ライブラ》が運営してる、学園島アカデミー最大規模のネットニュースアプリ。そこでね、一昨日おとといくらいまで《区内選抜戦》の事前アンケートをやってたんだよ。順位予想とか戦略とか、誰と《演習トライアル》をしてみたいか、とか……他にも色々。ね、そっちは知ってる？」

「ん……いや、それは初耳だな。確かにあいつらがやりそうな企画ではあるけど」

　何かボロが出るような質問ではないと判断し、普通に正直な答えを返す俺。……《ライブラ》の風かざ見みとは何度か顔を合わせたことがあるが、とにかくはしゃぎたがりで、盛り上がるイベントの類たぐいが大好きなやつだ。《区内選抜戦》にも当然注目していることだろう。

　まあ、今回はあくまでも英えい明めいの学内イベントだから、《ライブラ》が直接関わるような機会はほとんどないと思うが……。

「……ふーん？　緋呂斗くんはあんまり興味ない感じなんだ。そっか、そうだよね」

　と、そんな俺の気のない返答に、隣に座る秋月が妙な反応を返してきた。今までの柔らかい雰囲気が一瞬にして鳴りを潜め、声音もやけに平淡で冷めたものになる。

（何だ……？）

　突然そんなものを突き付けられた俺は密ひそかに眉を顰ひそめる──が、しかし、その頃には既に秋月の表情も元の甘えるようなそれに戻ってしまっていた。いくら注視してみてもさっきの違和感は訪れない。全て俺の勘違いだったのか、と疑ってしまうくらいだ。

　当の秋月は先ほどまでと変わらない口調で話を続ける。

「えへ……それでね？　さっきＬＮＮの通知が来たからちらっと見てみたら、その順位予想アンケートの結果が出てたんだよ。まあ、強くて可愛かわいい乃の愛あちゃんももちろん上位に入ってるんだけど……やっぱり、緋ひ呂ろ斗とくんがダントツで人気みたい。えへへ、凄すごいね♪」

「へえ、そうなのか。……ま、期待するのはそいつの勝手だからな」

　小さく肩を竦すくめながら何でもないような口調で呟つぶやく俺。

　秋あき月づきはその後もしばらく《ライブラ》の記事やイベントについての雑談を振ってきていたが、やがて昼休みの終わりがそろそろ迫ってきていることに気付いたんだろう。キリのいいタイミングでぱちんと手のひらを打ち合わせると、ようやく話を切り上げた。

「──ん、こんなとこかな。えへへ……それじゃバイバイ、緋呂斗くん。乃愛といっぱいお話ししてくれてありがとー♡」

　立ち上がってそう言いながら顔の近くで小さく手を振り、その場でくるりと俺に背を向ける秋月。そのまま立ち去るのかと思いきや、少し歩いたところで足を止め、上半身だけでこちらを振り返りながら「お互い頑張ろーね♪」と甘えた笑顔で口にする。

「「…………」」

　そんな秋月の背中を見送りながらしばらく何も言えずに黙り込む俺たち。数秒後、吐息と共にポツリと口を開いたのは俺ではなく姫ひめ路じの方だった。

「要注意、ですね」

「……要注意？」

「はい。彼女は秋月乃愛さま──英えい明めい学園高等部３－Ａ所属、通称〝小悪魔〟と呼ばれる６ツ星ランカーです。この学園には６ツ星の生徒が三名ほど在籍していますが、その中でも際立って良い《決闘ゲーム》成績を残している方ですね。もしかしたら、今回のイベントにおいても大きな脅威となるかもしれません」

「６ツ星……!?　マジかよ、そんなに凄いやつだったのか」

「はい。それに……何と言うか、とてつもなく嫌な気配を感じました。単なる〝強敵〟ではないというか、底知れない〝何か〟があるというか……その、わたしの気のせいであればそれでいいのですが」

　そう言ったきり右手を口元へ遣やり、そのまま黙り込んでしまう姫路。

「…………」

　彼女の意見を咀そ嚼しやくしながら俺も静かに思考を巡らせる。……嫌な気配、というのが何かはっきりと分かるわけじゃないが、確かに奇妙な違和感はあった。今回の接触だって、振り返ってみればただ雑談をしていただけだ。どういう意図があったのかは分からない。

　けれど……そうは言っても、別に今すぐ何かを断定しなきゃいけないというわけじゃないだろう。ちょうど五時間目の予鈴も鳴ったことだし、今は秋月について頭を悩ませるより教室に戻る方が優先だ。

　そう思ってベンチから立ち上がろうとした、刹那──

「ちなみに……ご主人様は、ああいった女性が好みなのですか？」

「えっ」

　無表情の姫ひめ路じに至近距離から問い詰められ、一瞬で言葉を詰まらせる俺。

　その後の弁解に五分ほどの時間を要したことはあえて語るまでもないだろう。





　　　　♯



「くくっ……やあ君、元気にしていたかい？」

　五時間目と六時間目の授業が終わり、ＨＲも済ませて完全に放課となった少し後──。

　校舎の案内をしたいと言って聞かない多た々た良らに姫路を託した俺は、単身で（正確にはイヤホン越しに加か賀が谷やさんが控えているが）学園の中枢部へと足を踏み入れていた。

　私立英えい明めい学園学長室。

　高級感と品の良さを同時に主張するその部屋の真ん中で、ソファに座って大胆に足を組んだタイトスカートの女性──一いちノの瀬せ棗なつめは、くすっと可お笑かしげな笑みを浮かべて続ける。

「君が遅いから、暇すぎて悪戯してしまったよ。出来はどうだったかな？」

「……やっぱりアンタですか」

　嘆息交じりに応える俺。……そう。実は五時間目の半ばあたりから、メールやショートメッセージ、島内ＳＮＳＳＴＯＣのＤＭに通話着信まで、合わせて二十件以上の匿名通知が俺の端末に入っていたんだ。それも、初めはバラバラの話をしているのに最終的にはどれも〝だから学長室まで来てね☆〟に繋つながるという、軽くホラーな状況だった。

「いやまあ、出来で言うならめちゃくちゃ良かったですけどね……文体とか声帯とか一体何種類持ってるんだ、ってレベルで豹ひよう変へんしてましたし」

「くく、だろう？　君に楽しんでもらえたなら幸いだ。料金は後日振り込みで良いよ」

「良いよ、じゃねえよ」

　むしろスパム被害の慰謝料として夕飯くらいは奢おごって欲しいところだった。……が、まあそれはともかく。

　俺は本題に入るべく小さく首を横に振ると、改めて学長の顔を見つめ直した。

「えっと……それで、《区内選抜戦》の話ですよね？」

「ああ。イベントそのものではないけど、それに大きく絡むことだ」

　俺の問いに対し、学長は悠然とした態度でこくりと一つ頷うなずいてみせる。

「《区内選抜戦》──学外戦に向けた選抜チームの決定、という名目で行われる英明伝統の学内イベント。これに君が勝たなきゃいけないことはよく分かっているはずだ。わざわざ三番区から白しら雪ゆきを引き抜いたのもそのためだしね。……全く、大変だったんだぞ？　この島で生徒を一人転校させるのがどれだけ面倒なことか。最小限のダメージに抑えたつもりだけど、それでも桜おう花かの学長には多少の借りが出来てしまった」

　憂鬱そうにそんなことを言って、学長はやれやれと肩を竦すくめた。……まあ、確かにそれはそうだろう。学園同士が基本的に〝敵対〟の関係にあるこの島において、生徒が別の学区に転校するというのは極めて異例の事態に当たるはずだ。加えて姫ひめ路じ白しら雪ゆきは４ツ星の実力者。相当な対価を要求されたに違いない。

「その辺はもちろん感謝してますよ。俺だって負けるわけにはいきませんし」

「くくっ……ああ、分かっているならそれでいい。特に〝君の手助けをするために私は大変面倒な目に遭った〟という部分について理解してくれていれば上出来だ」

「……もしかして、俺に何かさせるつもりですか？」

「察しが良いね。そういうところは嫌いじゃないよ、篠しの原はら」

　タイトスカートに包まれた足を組み替えながらそう言うと、一いちノの瀬せ学長はニッと口元を歪ゆがめつつ片手で眼鏡を押し上げた。そうして一転、神妙な口調で話を切り出す。

「実はね──現在、英えい明めいの学園内で二つばかり奇妙な現象が起こっているんだ」

「奇妙な現象？」

「そう。……順番に言うよ？　まず一つ目──詳しいことはまだほとんど分かってないんだけど、どうやら今回のイベントに外部から首を突っ込んできている輩がいるらしい。おかげで昨日からあっちこっちでアラートが鳴りっ放しだ。私も調べてはいるんだけど、相手がなかなかに狡こう猾かつでね。どれだけ調べても未いまだに尻尾しつぽが掴つかめない」

　落ち着いた口振りで経緯を語る学長だが、その表情には微かすかな苛いら立だちが含まれているように感じられた。おそらく、今日は一日中そいつの対応に追われていたんだろう。もしかしたらさっきの悪戯いたずらＤＭやメールの類たぐいはその憂さ晴らしだったのかもしれない。

　いや……まあ、俺に八つ当たりされても困るのだが。

「こほん。……えっと、ちなみにその〝外部からの介入〟っていうのはどういう意図があるんですか？　星の移動がない学内イベントなんだし、他学区の人はあんまり関係ないと思うんですけど」

「基本的にはその通りだね。だけど──いや、だからこそ篠原、標的として真っ先に考えられるのは君だ。名前も知らないどこかの誰かが他でもない君を狙ってこのイベントに紛まぎれ込んでいる可能性がある。順当に考えるなら、君に恨みを持っているのは三番区や八番区の誰かだろうけど……ま、その辺りは何とも言えないかな。７ツ星を墜おとすという意味合いでなら、君を狙う動機がない人間なんてこの島にはいない」

「…………」

　淡々と告げる学長に俺は小さく息を呑のんだ。……が、しかし、それくらい最初から分かっていたことだ。史上最速の７ツ星。《女帝》彩さい園おん寺じ更さら紗さを陥落させた転校生。これだけ注目を浴びているんだから、もはや学園島アカデミーの誰から狙われたって不思議はないだろう。そんなの、今さらと言えば今さらだ。

「ふう……」

　だから、俺は一度だけ深呼吸して意識を切り替えると、改めて学長に視線を向けた。

「なるほど、大体分かりました。……それで、もう一つは？」

「ああ、うん。二つ目はね、色付き星ユニークスターに関することだ」

「へ？」

　唐突なワードに思わず目を瞬またたかせてしまう俺。

　学園島アカデミーにおける〝星〟というのは通常色を持たないが、その中でほんの十数個だけ、赤や藍など様々な〝色〟を持つ星が流通している。それが特殊星──あるいは色付き星と呼ばれるモノだ。通常の星よりも遥はるかに入手難易度が高い代わりに、それぞれ特殊な能力を持っている。

　そして、色付き星が〝特別〟な点はそれだけじゃなかった。本来、星獲とりシステムを騙だまして〝偽りの７ツ星〟になっている俺はどうやっても星を獲得することなど出来ないのだが、例外処理の関係で色付き星だけは普通に入手できてしまうんだ。もちろんそれで見た目上の等級が変わるわけではないが、しかし実際の等級──今はまだ２ツ星だ──を上げることが出来る。本物の７ツ星にまた一歩近付くことが出来る。

　そんなわけで、色付き星の情報には少しだけ敏感になっているのだった。

「くくっ……」

　学長の方も、最初から俺が食いつくことは承知の上だったんだろう。可お笑かしそうに口元を歪ゆがめながら悠然とした態度で続ける。

「良い機会だし根本的なところから話してあげよう。実は、色付き星というのは学園島に存在する各学園が一つずつ発行しているものでね？　それを誰に託すか、というのはそこの学長に一任されている。一般的には生徒会長なりイベントの優勝者なり定期考査の最優秀者なり、とにかく優秀な生徒を選ぶというのが定番かな。まあ、もちろんその後の《決闘ゲーム》次第で奪ったり奪われたりするから、しばらく経たてば全然関係ない相手の下に渡っていたりするんだけど……ともかく、大元の所有権というのは各学園が握っている」

「……？　はあ」

「そして、色付き星を持っている生徒が学園島アカデミー内の高校を卒業した場合、その星は発行元の学園に戻るんだ。どれだけ巡り巡ったとしても最終的には元の学園に返ってくる。それが色付き星の特徴だね。……さすがの君でもそろそろ察してきた頃だと思うけど、要するに英えい明めいにもその星があるんだよ。翠みどりの星。昨年度の卒業生が持っていたものだから、今は英明のサーバー内に保管されている。

　いや──違うな、正確には〝保管されていた〟と言うべきか」

「……え？　それって……」

　過去形で話す学長に何となく嫌な予感を覚え、恐る恐る彼女の瞳を見つめる俺。

「ああ、そうだ。────奪われたんだ」

　そんな俺に対し、学長は端的に肯定の言葉を返してきた。

「本来なら《区内選抜戦》の勝者に色付き星ユニークスターを託す、というのが英ウ明チのやり方なんだけどね。それが、イベント開始前にどこぞの誰かに掠かすめ取とられた」

「え、ええ……」

「……そんな目で見るな。別に私が何かやらかしたわけじゃないぞ」

「そうは言ってませんけど……でも、そんな簡単に盗まれるようなものなんですか？」

「まさか。色付き星くらい重要なデータになればネットに接続していないスタンドアローンのサーバーで管理するからね。侵入経路なんかどこにもない……と、普段ならそう言い切れるんだけど、どうもイベントの報酬として使う関係で格納場所を変えていたみたいでね。そこをピンポイントでハッキングされたそうだ」

「はぁ!?　だ、大問題じゃないですか！」

「だから、最初からそう言っているだろう」

　嘆息交じりに呟つぶやく学長。彼女は右手の指を二本立てながら静かに続ける。

「奇妙な現象、というのは以上の二点だ。関連性は今のところ不明だけど、発生時期も近いし同一犯という可能性も充分にある」

「なるほど、確かにどっちも気になりますね。……でも、どうしてそれを俺に？」

「……君はバカか？　そんなの決まっているだろう、犯人捜しを手伝えと言ってるんだ」

「え……いや、でも」

　ついつい言葉に詰まってしまう。……学内イベントに潜む不穏な影。確かに気になることは気になるが、しかし俺には《区内選抜戦》で勝ち残るという重大な使命がある。別のことに頭を使っている余裕なんかどこにもないような……。

「いいや？」

　けれど、対面の学長は不遜に足を組みながら俺の懸念を否定する。

「考えてもみろ、篠しの原はら。相手は《区内選抜戦》に乗じて君に〝何か〟をしようとしているんだから、イベントに残留していれば向こうから勝手に動いてくれるはずなんだ。君がわざわざ捜すまでもなく、ね。……それに、さっきも言っただろう？　今回の事件の黒幕は色付き星を持っている。それも、本来《区内選抜戦》に勝利して君が獲得するはずだった翠みどりの星を、だ。くくっ……これがどういうことか、君なら分かってくれると思うけど？」

「…………」

　煽あおるような学長の言葉に小さく黙り込む俺。……ああ、ここまで言われればもちろん分かる。要は〝色付き星が欲しいなら自分で取り返して来い〟というわけだ──何せ、現在の英えい明めいに《区内選抜戦》の報酬となるべき色付き星は存在しない。今回のイベントで星を獲得したいなら学長の依頼を呑のむしかない。

　それに……学長も言っている通り、ここで協力を断ったところで〝黒幕〟は構わず俺を攻撃してくるだろう。だったら、最初から一石二鳥を狙って動いた方がずっといい。

「──覚悟は決まったみたいだね？」

「まあ……そうですね。…………分かりました、やりますよ」

「よし。──それじゃあ篠しの原はら、君のミッションは三つだ。《区内選抜戦》に介入しようとしている人物が誰かを暴くこと、奪われた色付き星ユニークスターを取り戻すこと、そしてその上で確実に勝利し、学園島アカデミー最強の地位を盤ばん石じやくにすること。くくっ……もちろん、私も出来る範囲で支援はしてあげよう」

　厳かな口調で言い切る学長。

　これで話はまとまった──《区内選抜戦》に勝利するのは大前提として、俺が対処すべきは〝外部からの介入者〟と〝色付き星の強奪犯〟。別々なのか同一犯なのかは分からないが、どちらにしても相当に厄介な相手なのは間違いない。

「っていうか……アレですね」

　そこでふと一つの想像が脳裏を過よぎり、俺はポツリと口を開いた。

「外部からの介入はともかく、色付き星を盗んだのは多分学生ですよね？　まあ何かしらの不正は使ってるんでしょうけど、そんなに凄すごいことが出来るならむしろこっちの〝協力者〟になって欲しいような……」

「……止やめておけ。相手は手段を問わない輩やからだぞ？　後で寝首をかかれるのがオチだ」

「あー……いや、まあ冗談ですよ。別に本気で言ってるわけじゃないです」

　苦笑と共に首を横に振って、俺はゆっくりと席を立つ。

　ただでさえ苦労しそうなイベントなのに追加で仕事を引き受けるなんて馬鹿なことをしたものだ、と思わないこともないが……かといって、こんな絶好のチャンスを逃すわけにはいかないだろう。本物の〝７ツ星〟を目指すためにもここが気合いの入れどころだ。

　きっちりと《区内選抜戦》に勝利し、学園島アカデミー最強の立場を不動のものにする。

　学長からの任務を完璧にこなし、赤と藍に続く三つ目の色付き星を手に入れる。

（どっちも捨てるつもりはない……ああ、それくらい出来なくて何が〝最強〟だ）

　自分自身を鼓舞するように小さく右の口角を吊つり上げる俺。




《区内選抜戦》の開催期間は、明日からちょうど一週間だ──。
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「──はぁ……はぁ……っ」

　途切れ途切れの呼吸音が何度となく鼓膜を撫なでる。

　ドクドクと高鳴る心臓の音が五月蠅うるさくて、思わず目を瞑つぶってしまいたくなる。

「んっ……」

　視界の真ん中では、英えい明めいの制服を身に纏まとった姫ひめ路じが小さく顔を背けながら必死に声を抑えていた。否いやが応おうでも艶なまめかしさを感じる反応。彼女が身体からだをよじる度にほんのわずかな衣きぬ擦ずれの音が耳じ朶だを打つ。

「っ……姫路、少しだけ声が漏れてる。抑えられるか？」

「ぁ……は、はい。頑張り、ます……っ」

　俺に押し倒されるような格好で教室の床に背を付けながら、姫路はこくこくと首を縦に振った。さすがの彼女でもこの状況で無表情というわけにはいかないらしく、頬ほおには微かすかに朱が差しており、目尻には薄っすらと涙が滲にじんでいる。

　それを申し訳なくは思うが──しかし、今だけは我慢してもらうしかないだろう。

「追手が俺たちを見失うまでの辛抱だ。悪いけど、もう少しこのまま耐えてくれ……！」

「……っ（こく、こく、こく！）」

　ダラダラと汗をかきながら小声で懇願する俺に、姫ひめ路じの方も切羽詰まった様子で何度も頷うなずいてくれる。距離にしておよそ数センチ。覆おおい被かぶさるような体勢のせいで既に色々なところが触れてしまっているのだが、二人とも今はそんなことを気にする余裕がない。ただ必死に声を抑えてこの場をやり過ごすことに専念する。

　そして、それからおよそ三分後。

「……行った、か……？」

　教室の外から聞こえる足音が完全に消えたのを確認してから、俺はゆっくりと身体からだを持ち上げた。低い姿勢を維持したまま窓越しに廊下を覗のぞき込む──前方、後方、どちらにも人影はないようだ。念のために端末を開いて《カンパニー》製の感知プログラムを起動してみても、近くに端末反応はないと分かる。

「ふう……」

「……ご主人様？　もう、起き上がっても大丈夫ですか？」

「あ、ああ。悪い」

　すぐ近くから聞こえた声に、俺は慌てて片手を差し述べた。そうして机と机の間（角度的に廊下からは決して見えない位置だ）に寝転んでいた姫路の身体をそっと抱き起こす。

　……追手から逃れるために教室に潜む、という判断自体は正解だったはずだが、しかし最初の体勢があまり良くなかったんだろう。慌てて飛び込んだせいで姫路を組み敷くような形になってしまい、音が立てられないから身動きも取れず、ただひたすら接触を避けるために腕の力で全身を支え続けるという……耳元で理性を溶かす吐息が繰り返されていたことも相まって、なかなかハードなミッションだった。

「痛くなかったか、姫路？　ごめんな、せめて俺が下なら良かったんだけど」

「いえ。先に転んだのはわたしの方ですので、ご主人様が謝ることではありません。それに、倒れる直前に腕を回してくださいましたし」

「ならいいけど……」

　そのせいで余計に密着することになったのだが、姫路が気にしていないなら掘り返さないでおくことにしよう。

「……でも、思った以上に大変だな、このイベント」

　少し埃ほこりの付いてしまった制服をぱんぱんと払いながら、嘆息交じりに呟つぶやく俺。

　英えい明めい学園学内イベント《区内選抜戦》──それに対する方針や戦略というのは、昨日までの段階で完全に定まっていた。それが、すなわち逃走ゲーだ。各《演習トライアル》への準備時間があまり取れない関係上、イカサマ込みの作戦を構築するのがなかなか難しく、だからこそ申請を受ける回数は極力減らしたい。というか、そうじゃなくても今の俺はちょっと注目され過ぎているんだ。実際、ＬＮＮの事前アンケートによれば〝イベント中に絶対《演習トライアル》を仕掛けたい相手は？〟という問いに七千人強が篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とだと回答している。

　……いくら姫ひめ路じの補佐があるとはいえ、数千連戦はさすがに意味が分からない。

　そんなわけで、イベントに残っている参加者の座標を一括検索できる《端末感知》の機能や、休み時間に入った瞬間に押し寄せる《演習》申請を一瞬だけ妨害できる《簡易ジャミング》プログラムなどなど、逃げ切りのために必要なモノをここ数日で色々と準備していたわけだが……。

「とにかく追手が多すぎる……敷地内のどこに行っても追われるくらいだ」

「そうですね。例年のイベント規模と比較してもかなり激しい展開になっています。おそらく、ご主人様──今話題の７ツ星とノーリスクでゲームが出来る、というのが非常に魅力的なのでしょう。《演習》に負けると《区内選抜戦》からは脱落になりますが、星を失う心配はありませんので」

「ああ、それはそうなんだろうけどな……うーん」

　小さく頷うなずきながらも、俺は少しだけ違和感を覚えて首を捻ひねっていた。……いくら〝負けても星を失わない〟とはいえ、《区内選抜戦》だって重要なイベントだ。少しでも上位に入りたいと考えているなら無謀な突撃は控えるはずだが。

「……でもまあ、考えてても仕方ないか。とりあえず、これで今回の休み時間も逃げ切り成功だ。こんな感じでやってればもうしばらくは大丈夫そうだな」

「そうですね。生き残りゲームという性質上、追手の数もこれから徐々に減っていくはずですし……何事もなければ終盤まで《演習》を回避できると思います」

　真正面から顔を見合わせてこくりと静かに頷き合う俺たち。

　と、まあそんなこんなで、俺と姫路は適当に時間を潰してから教室に戻ることにした。




　──異変が起こったのはそれからおよそ二時間後、昼休みに入った直後のことだ。

（ん……？）

　数秒後には教室中から襲い来るであろう《演習》申請を妨害するためポケットの中の端末へと手を伸ばしていた俺は、そこでふと動きを止めた。……妙だ。さっきまではワンタッチで起動できていた《簡易ジャミング》のプログラムが開けない。それどころか、端末全体が微かすかに振動しているような気がする。

（なんで……って、まさかこのタイミングで何かの通知が入ったのか？　それで画面が切り替わった……!?）

　一瞬遅れてその可能性に思い至り、形なり振ふり構かまわず勢いよく端末を引き抜く俺。

　しかし、時すでに遅く。

「篠原くん、わたしと《演習》してくださいっ！」

「っ……」

　俺が画面に指を触れさせた頃には、前の席に座っていた多た々た良らがくるりとこちらを振り返り、ぽわぽわとした笑顔のまま真まっ直すぐに端末を突き付けてきていた。

（ま──待て、待て待て待て待て!?）

　内心では動揺全開の悲鳴を上げながら、俺は一切顔色を変えずに自身の端末表示を確認してみる。何かの間違いで申請が不成立になっていやしないかと淡い期待を抱いてはみたものの、現実というやつはどうにも非情なようで、既に多々良からの《演習トライアル》申請は完全に受理されてしまっていた。

　そう、すなわち──逃走失敗、だ。

「やたっ！　今度は逃げられなかったよ。危なかったぁ～」

「危なかったって……多々良、お前そんなに好戦的だったか？」

「ううん、いつもは全然そんなことないよ？　でもでも、篠しの原はらくんと本気でゲームが出来る機会なんて滅めつ多たにないもん！　わたしこのクラスの委員長だし、ちょっとくらいは健闘できるように頑張っちゃうよー！　むん！」

　椅子に座ったままぐいっと上半身をこちらに近付け、ワクワクキラキラとした笑顔で元気よくポニーテールを跳ねさせる多々良。対する俺は──もちろん表面上はクールに振る舞っているが──心の中では激しい焦燥に駆られていた。

（まさかここまで早く崩されるとは……くそ、さっきのは一体何だったんだ？）

　黙ったまま手元の端末を操作して、先ほどの通知を呼び出してみることにする。と、どうやらそれは通話着信やＤＭの類たぐいではなく、ＳＴＯＣストツクで公開している〝篠原緋ひ呂ろ斗と〟名義のアカウントに送り付けられた一つの投稿だったようだ。普段からＳＴＯＣの通知は全て切っているはずだが、どうして今回だけすり抜けられてしまったのかもよく分からない。

　ジャストタイミングで《簡易ジャミング》の起動を妨害してきた諸悪の根源。

　また学長からのイタズラだったらどうしてやろう、などと思いつつ該当のメッセージを開いてみた──その瞬間、

《差出人：秋あき月づき乃の愛あ》

《メッセージ：えへへ、なんでもなーい♡》

「…………」

　あまりにも予想を外れた内容に一瞬脳が追い付かず、俺は思わず絶句した。……何でもない？　何だ、それは。見ようによっては構って欲しいだけの文面と捉えられないこともないが、しかし俺と秋月は昨日が初対面。雑談を交わすような仲でもない。加えて、このメッセージが送られたのはちょうど四時間目の終了時刻だ。まるで狙い澄ましたかのようなタイミング……実際、これのせいで俺は多々良との《演習》を回避できなかった。

（まさか……秋月のやつ、俺の作戦を読んでるのか？　その上で狙い撃ちにしてきた？）

　そんな想像が頭を過よぎる。……まだはっきりとは分からないが、可能性としては充分に有り得るだろう。少なくとも警戒のレベルは数段引き上げる必要がありそうだ。

　──と、

「あ、あの……えっと、篠しの原はらくん？　ご、ごめん、そんなに嫌だった……かな？」

　俺が顔を伏せていたのを別の意味に捉えたのか、目の前の多た々た良らが申し訳なさそうにしゅんと項垂うなだれるのが分かった。そんな彼女を見て、俺は一瞬で思考を切り替える。……まあ、何はともあれ、既に申請されてしまった《演習トライアル》はどうやったって撤回することなんか出来ないわけだ。秋あき月づきのことは一旦保留にしておいて、今はそちらに集中しよう。

「……（こくり）」

　ちらりと隣の姫ひめ路じに視線を遣やれば、彼女もほんの少しだけ身体からだを俺の方に向けて微かすかに頷うなずいてくれていた。イヤホンの向こうには加か賀が谷やさんも待機してくれているし、サポート体制は万全だ。今の俺はそうそう負けない。

　と、いうわけで。

「──別に嫌ってわけじゃない。散々狙われるからちょっと面倒になってきただけだ。でも、まあ受けちまったもんは仕方ないからな。今から……いや、放課後で良ければ相手してやるよ」

「ほ、ほんとっ!?」

「ああ、本当だ。だけど多々良、代わりにこれだけは約束してくれ────いいか、負けたからって泣くんじゃねえぞ？」




「ま……ま……」

　案の定、というか何と言うか、始まってみれば勝負が付くのは一瞬だった。

「……負けましたぁっ！」

「「「っうおおおおおおおおおお！！！」」」

　ぷるぷると悔しげに震えていた多々良が絞り出すようにそう言った瞬間、放課後の２－Ａに集まっていたギャラリーが感嘆とも驚きよう愕がくとも取れるどよめきを発生させた。……多々良が申請してきたイベント用の疑似ゲーム・《変則七並べ》。七並べと花札を融合させたようなそれは複雑かつバランスよく仕上がっていたが、結果だけを見れば俺の圧勝と言って差し支えなかった。

「うぅ～……ダメかぁ」

　額の汗を拭うようなジェスチャーをしながら、多々良は無念そうな表情で続ける。

「わたし、結構自信あったんだけどなぁ……それなのに、手も足も出なかったよ」

「……まあ、その辺はアビリティの差もあるからな。ルール自体は良い具合にアレンジされてたし、お前の作戦もそう悪くはなかったと思うぞ」

「え、ほんと!?　ほんとにほんと!?　わー、わー、篠しの原はらくんに褒められちゃった！」

　いつもよりさらに高いテンションで「やったー！」と両手を上げる多た々た良ら。目の前で上下に揺れる大きな胸からすっと視線を逸そらしつつ、俺は密ひそかにこう思う。

（悪くなかった、ね……いやいや、それどころか普通なら負けてるっての）

　そう。さすがは２－Ａのクラス委員長、といったところか、多々良楓ふう花かはかなりの強敵だった。加か賀が谷やさんのサポートで俺の引くカードが全て操作されていたから良かったものの、イカサマ抜きなら相当な苦戦を強いられていたに違いない。

　もちろん、単純な強さで言えば彩さい園おん寺じや久く我が崎さきの方がずっと上なのだが……しかし、何よりも厄介なのはこれがイベントであるという事実だった。自身の星を賭ける《決闘ゲーム》とは違い、《区内選抜戦》の《演習トライアル》に負けても脱落以外のリスクは特にない。だからこそ、ゲームの進め方が若干変わるんだ。慎重さが薄まり、ギャンブルめいた大胆なプレイングも許容されるようになる。一か八かの作戦が理に適かなったものとなる。

　それは、万が一にも負けられない俺にとってひどく不利な展開だ。

「凄すごいな、凄いなぁ……！　緋ひ呂ろ斗とくんならやっぱり優勝間違いなしだよ！　うんっ！」

「…………」

　キラキラと純粋すぎる眼まな差ざしで見つめてくる多々良に対し、俺は若干の申し訳なさを覚えながら静かに席を立ち上がる。

　すると、ちょうどそのタイミングで──まあ正確には〝そうなるように《演習》の終了時間を調整した〟のだが──午後五時を報しらせるチャイムが鳴り響き、長かった《区内選抜戦》の一日目はようやく重い幕を下ろした。





　　　　♯



「──お待たせしました、ご主人様」

　透き通った声と共にコトンとティーカップが差し出される。

　あの後──多々良との《演習》が終わった後、既に申請可能時間を過ぎていたということもあって、俺と姫ひめ路じは人目を気にすることなくゆっくりと自宅まで戻ってきていた。時間やエリアさえ外れていれば申請を受ける心配はない、というのが《区内選抜戦》の最も良心的なポイントだ。

　とはいえ、休み時間の度に走り回ったり、（表には出していないが）多々良戦でかなり精神を削られたりと、俺も姫路も相当に疲労が溜たまっている。そんなわけで、今の今まで順番に浴室へと赴いていたところだった。

「ああ、ありがとう」

　姫路が淹いれてくれた紅茶にそっと口を付ける。いつもは無糖で用意してくれることが多いのだが、今回は疲労回復の意味合いもあってかほんのりとした甘みが感じられた。

「ふう……やっぱり美う味まいな。こういう時はホットに限る」

「そうですね、疲れた体に熱い紅茶の組み合わせは鉄板中の鉄板ですので。……ですが、ご主人様。本当にわたしが先にお風呂をいただいてしまって良かったのですか？　先ほどは押し切られてしまいましたが、やはりこういう時はご主人様が最初なのでは」

「そんなの気にしなくていいって。だってお前、放っといたら汗だくのままメイド服に着替えて掃除とか洗濯とかやり始めるだろ？　それはさすがに悪いっていうか」

「なるほど……確かに、それを強要しているご主人様、というのはかなり高度な変態に見えますね。失礼いたしました」

　小さく口元を緩めながらそう言って、姫ひめ路じは綺き麗れいな礼をした。丁寧に整えられたさらさらの銀髪がふわっと広がり、シャンプーの匂いが微かすかに鼻び腔こうをくすぐる。……別にそんなつもりで言ったわけじゃないのだが、まあ変態呼ばわりされるよりはいいか。当の姫路も小声で「その……正直助かりました」と付け加えていることだし、ちょっとした照れ隠しだとでも思っておこう。

　やがて、お辞儀の体勢から顔を上げた彼女は、澄んだ碧あおの瞳で真まっ直すぐに俺を見た。

「ともかく──お疲れ様でした、ご主人様。これで一日目は無事終了。イベント全体としては七分の一が消化されたわけですが……いかがでしたか？　手応えの程は」

「そうだな……とりあえず、前もって準備してた《端末感知》やら《簡易ジャミング》は有効に使えそうで安心した。だけど、みんな思ったより好戦的だよな」

「はい、そうですね。先ほど少し調べてみましたが、現在の〝生存者〟──脱落せずに残っている参加者の数は既に五千人を割っているそうです。英えい明めい学園高等部には約九千人の生徒が在籍していますので、一日目だけでその半数近くが脱落した計算になりますね。これほど早いペースで脱落者が出た例は過去にもほとんどありません」

「やっぱりそうなのか……あと、そうだ。別件だけど、例の通知も気になる」

　腕を組みながらそう言って、俺は静かに目を瞑つぶった。……多た々た良らからの《演習トライアル》申請を避けられなかった元凶でもあるＳＴＯＣストツクの通知。狙い澄ましたかのように完璧なタイミングに加えて、『なんでもなーい♡』という無意味すぎる内容。

「十中八九意図的だろうな、あれ。秋月あいつは俺が〝逃走〟をメインの攻略手段にすることを読んだ上で、それを妨害するためにあのタイミングでメッセージを送ってきたんだ」

「ん……では、秋あき月づき様が《区内選抜戦》の裏で何かをしている〝黒幕〟なのですか？」

「いや、そこまではまだ分からない。もしかしたらイベントで上位になるために７ツ星おれを脱落させたかった、ってだけかもしれないしな。メッセージを送るのは不正行為でも何でもないし……ま、どっちにしても微妙なところだ」

　慎重な声音で呟つぶやく俺。秋月が怪しいことは確かだが、まだ決め付けるには早いだろう。

　それより、今は順当にイベントを進める方が先決だ──何しろ、この分だと明日も散々追い掛け回されることは想像に難くない。それに、生き残りゲームというシステム上、日が経たつ毎に厄介な相手ばかりが残ることになる。

「はい、その通りです」

　俺の思考がそこまで達したところで、傍かたわらの姫ひめ路じがさらりと銀糸を揺らして頷うなずいた。

「そういった事情も表面化してきましたので、このままでは最終日まで《演習トライアル》を躱かわし続けられるかどうか少々不安が残ります。というわけで……実は、《カンパニー》の方でとある端末機能を用意させてもらいました」

「え……端末機能？　いやでも、姫路って今日はずっと俺と一緒だったよな？」

「改めて言葉にされると少し照れてしまいますが、その通りですね。ずっと一緒にいました。……ですが、そもそも《カンパニー》の電子機器担当はわたしではありません。もうすぐここへ着くという話だったのですが──あ、ちょうど来たみたいです」

　姫路がちらりと部屋の時計を見上げたまさにそのタイミングで、ピンポーンと聞き慣れたチャイムの音が室内に鳴り響いた。一応門の前を映すカメラを覗のぞいてみれば、そこでは見覚えのある女性がひらひらと片手を振っている。

　パネル操作で玄関の扉を開錠アンロツクすると、数秒後には勢いの良い足音が飛び込んできた。

「──おっ待たせー！　ヒロきゅんも白しら雪ゆきちゃんも元気？　ほらほら、おねーちゃんがお土産買ってきてあげたよん！」

「……あの、加か賀が谷やさん。音量調節のツマミが反応しないのですが、バグですか？」

「違うっ、違うよ白雪ちゃん！　この加賀谷さんは画面越しの存在じゃなくて実体だから！　白雪ちゃんが引っ張ってるのはツマミじゃなくてすべすべな頬ほっぺただから！」

「ぷに……ぷに……むむ、おかしいですね。さっきよりうるさくなってます。むにむに」

「ひゃん！　ひゃんっ！　……だ、だから違うって言ってるじゃんかぁ～！」

「…………」

　洋菓子屋の箱を死守しながら姫路に頬ほおを突つつかれている少し年上の女性──加賀谷さん。

　彼女は、姫路と同じく《カンパニー》の一員だった。ラフな口調にラフな服装（大体ジャージ）、基本ノーメイクで髪には寝癖が付きっ放し……といった感じの、絵に描いたようなダラダラ系のお姉さんだ。よく見れば容姿は整っているのだが、性格や言葉遣いからどうしても残念美人の印象が先行してしまう。そのくせＰＣや端末関係の扱いにはめっぽう強く、俺が例の〝嘘うそ〟をつき始めてから世話になりまくっている相手でもあった。

「ふう……酷ひどい目にあった。白雪ちゃんも反抗期かあ。しみじみ」

　ようやく姫路の拘束から解放された加賀谷さんは、適当な口調でそんなことを言いつつ俺の対面へ回り、早速お土産の箱をテーブルに置いて慎重に中身を取り出してみせる。

「お……」

　と、箱の中から姿を現したのは三つのシュークリームだった。それも、ふわふわなシュー生地にたっぷりのクリームとイチゴが乗り、その上からさらにザクザクのクッキー生地が被かぶせられたお洒落しやれの極みみたいなやつ。

　それらを満足げに眺めながら、加か賀が谷やさんはハイテンションでこう言った。

「ふっふっふ……！　どや！　これぞ女子力！　イ〇スタ映え！　ヒロきゅんたちには昨日ちょーっとだけ迷惑かけちゃったから、そのお詫わびってことで買ってきたの！」

「へえ……美お味いしそうですね。いただきます」

「うん、ヒロきゅんは素直で良い子！　ほらほら白しら雪ゆきちゃんは？　大好物でしょ～？」

「……否定はしません。悔しいですが今も加賀谷さんへの好感度が少しずつ上がってしまっています。ですが、このロゴ……十七番区に新しく出来たお店ではないですか？　加賀谷さん、わたしたちが《区内選抜戦》で大変な目に遭っていた時にまさか遊んで──」

「ぎくっ！　や……ち、違うって。ほら、ちゃんとサポートはしてたでしょ？　逃げる時の誘導だってしたし、行列に並びながら端末機能プログラムも組んだし……い、いいじゃんか～！」

「ダメとは言ってません。ただ……何も、一人で行かなくたっていいじゃないですか」

「……あれ？　白雪ちゃん、もしかして怒ってるんじゃなくて拗ねてるの？」

「拗すねてません」

「え、え、え!?　ねえヒロきゅん、ヒロきゅん見てる!?　この子超可愛かわいくない!?」

「か、可愛くありません！」

　加賀谷さんの分のホットコーヒーを注いでいたかと思えば、銀のトレイを胸元に抱えてぷいっとそっぽを向いてしまう姫ひめ路じ（どう見てもかわいい）。そんな彼女に対し、加賀谷さんは何か尊いものを見るかのように目を眇すがめると、自分のシュークリームからイチゴを摘つまんで姫路の口元に差し出した。

「ねー白雪ちゃん、お詫びお詫び。食べさせたげるからあーんってして？」

「ぇ……で、ですが、ご主人様が見ている前でそんな──」

「どうせヒロきゅんも興奮してるから大丈夫だって。ほら、えいっ」

「！」

　俺の方に視線すら向けずにそう言い放つと、加賀谷さんは躊躇ためらう姫路の口に小ぶりなイチゴを押し込んだ。途端に目を見開く姫路だが、抵抗はほんの一瞬で、咀そ嚼しやくが進む度にだんだんと表情が緩んでいくのが見て取れる。その隙に加賀谷さんはゆっくりと右手を持ち上げ、白銀の髪を梳すくようにして姫路の頭を撫なでていた。

「相変わらず綺き麗れいな髪だよねえ……うっとり」

「……あんまり見せつけないでくださいよ、加賀谷さん。反応に困るじゃないですか」

「えぇ～？　ヒロきゅんがそれ言うの？　学校で白雪ちゃんのこと押し倒したくせにぃ」

「!?　あ、あれは事故だっての!!」

　ニマニマと反撃してくる加賀谷さんに対し、俺は慌てて弁解を口にする。……そういえば、諸もろ々もろのサポートを受けるために学校での行動はほとんど《カンパニー》に筒抜け状態なんだよな。今さらだが、あの場で変な気を起こさなくて本当によかった。

「と、ともかく……加か賀が谷やさん、何か説明しに来てくれたんじゃないんですか？　さっきから普通にくつろいでますけど」

　このまま彼女のペースに持っていかれると話にならないと踏んで、俺は自分から本題を切り出すことにした。すると彼女は「ああそういえば」と両手を打ち、シュークリームの箱と一緒に持っていたカバンからごそごそとノートパソコンを取り出してみせる。

「そうそう、これをやりに来たんだよね。お仕事お仕事……あ、白しら雪ゆきちゃんもそっち座ってていいよ。ちょっとだけ時間かかると思うから」

「？　それなら、わたしは夕食の準備を──」

「いいからいいから。そっちは後でおねーちゃんも手伝ってあげるから」

「……加賀谷さん、包丁の持ち方も知らないじゃないですか」

　衝撃の事実を暴露しながら、姫ひめ路じはしぶしぶ加賀谷さん（自炊できない系女子）の指示に従って俺の隣に腰を下ろした。……最近は定位置になってきたが、少し前までは斜め前だったり三つ離れた席だったりしていたわけだから、何と言うかくすぐったい。

　それに気付いているのかいないのか、加賀谷さんは小さく口元を緩めて切り出した。

「とりあえず、今日のことは通信で聞いてたから大体把握してるよん。要するに、元々用意してたプログラムだけじゃ最後まで逃げ切るのは難しそう……って話だよね？」
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「まあ、ざっくり言えばそんな感じです。《簡易ジャミング》が妨害されたり、追手が想像以上に多かったりで……」

「うむうむ。そこで、悩める全てのヒロきゅんのためにおねーちゃんは一つの端末機能を作ってみました。名付けて……《身代わりの術》っ！」

「……み、身代わりの術？」

　どうしても例の赤髪少女を連想してしまう単語に一瞬ドキッとしたものの、おそらくあいつとは何の関係もないだろう。ここで加か賀が谷やさんが〝お嬢様に扮ふんして登校〟云うん々ぬんと言い始めたらちょっと面白いかもしれないが、それで何かが解決するとも思えないし。

　対面の加賀谷さんに促されて端末を手渡しながら、俺は怪け訝げんな声音で続ける。

「えっと……それ、どういう効果なんですか？」

「うんうん。それじゃ一から説明するね。まず──大まかには知ってるとは思うけど、英えい明めいの《区内選抜戦》って《演習トライアル》の申請方法が普通の《決闘ゲーム》とはちょっと違うんだ。挑みたい相手と三メートル以内にまで近づいて、その人に端末を向けながら《演習》のアイコンをタップ。これで相手に申請が飛ぶって仕組みなの」

「ほうほう」

「でね？　三メートル以内、って制限があるからには、このイベントでは端末の位置情報を使って《演習》相手を指定してるはずなんだよ。縦Ｘ・横Ｙ・高さＺ、どの座標にいる相手に申請を飛ばす、みたいな。……ってわけで、今回はそこに干渉してみました」

「干渉……？　それ、どういう意味ですか？」

「んー、アレだよアレ。不死鳥くんとの《決闘ゲーム》で使った《表示バグ》アビリティの応用編っぽい感じで、ヒロきゅんの座標データを丸ごと書き換えちゃうんだ。そうすれば明日からヒロきゅんが《演習》を申請される可能性は一切なくなる。でも、それだとさすがに怪しまれちゃうから、いっそヒロきゅんの座標を白雪ちゃんに重ねちゃおうかなって」

「重ねる、って……もしかして、俺に送られた申請をそのまま姫ひめ路じに流す、とか？」

「そういうこと！　だから《身代わりの術》なんだよ。座標をバグらせてるから、これからヒロきゅんに送られる《演習》申請は全部白しら雪ゆきちゃんの端末に行く。白雪ちゃんがヒロきゅんの代わりに引き受けてくれる。もちろん白雪ちゃんが脱落したらそれ以降は使えなくなっちゃうけど、それでも大分逃げやすくなるはずだよん」

「お、おお……」

　加賀谷さんの説明を聞き終えると同時、俺は小さく感嘆の息を零こぼした。……姫路に庇かばってもらう、という構図そのものはちょっとアレだが、確かにかなりの効果が見込めそうな作戦だ。俺に《演習》の申請を飛ばしたところで俺ではなく姫路との《演習》が成立してしまい、一度そうなってしまえばキャンセルの類たぐいは一切できなくなる。

「ま、その代わりヒロきゅんと白しら雪ゆきちゃんとは基本的にずーっと一緒にいてくれないと困るんだけどね。そうじゃなきゃバグを疑われるか、最悪不ズ正ルがバレちゃうし……ね？　もう、ヒロきゅん役得だぞ～？」

「はいはい、もう分かりましたって。……っていうか、一つ訊ききたいんだけど、これって姫ひめ路じも納得してることなのか？　いくら何でも〝身代わり〟ってのはあんまり気分良くないんじゃ……」

「？　そうですか？　ご主人様のお役に立てるのであればむしろ嬉うれしいくらいですが」

「そ、そうか……うん、だったら良いんだけど」

　何の疑問もなく即答で返してくる姫路に対し、思わず片手で顔を覆う俺。

　……ともかく、今加か賀が谷やさんが説明してくれた機能が追加されれば、ざっと二、三日は時間を稼ぐことが出来そうだ。仮に例の通知のような形で《簡易ジャミング》が妨害されたとしても、その穴は《身代わりの術》で埋められる。それに──今日は使うべき場面が見当たらなかったが──もしもの場合に備えて緊急回避用の手段というのも一つ準備してあった。このまま何事もなく進行すれば、七日目まで生き残るのはそれほど無理難題じゃないだろう。……このまま何事もなく進行すれば。

（まあ、そんなの有り得ないってことくらい分かってるんだけどな……それでも、打てる手は打っておくしかないだろ）

　ぼんやりとそんなことを考えながら「ふぅ……」と小さく息を吐く俺。

　次の瞬間、《身代わりの術》の組み込み作業インストールが終わったのか、対面の加賀谷さんがパッと元気に顔を持ち上げた。

「ッターン！　……うんうん、我ながら完璧な出来栄えだよ。二人ともお待たせ～！」

「ありがとうございます、加賀谷さん。えっと……こっちが俺のか。ほら、姫路も」

「ぁ……はい、ありがとうございます」

　加賀谷さんから端末を受け取った俺は、そのうちの一つを自分の前に、そしてもう一つを隣の姫路に手渡しする。すると彼女は何か大事なものを持つみたいに両手でそれを包み込み、それから小さく微笑ほほえんでみせた。

「ふふっ……さすがは加賀谷さんです。本当に頼りになりますね、こういう時は」

「うっ。な、なんか褒められてるのに棘とげを感じる言い方……ち、違うよ？　おねーちゃんはやれば出来る子なんだよ？　時代の寵ちよう児じだよ？　百年に一度の──」

「知っています。もうそれ以上は大丈夫です」

「あー！　さては軽く流そうとしてるな！　こ、こうなったら目にモノ見せてあげようじゃんか……白雪ちゃん、料理勝負しよ！　ヒロきゅんは審査員よろしく！」

　言うが早いか厨ちゆう房ぼうへと駆け込んでしまう加賀谷さん。その様子を遠目に見ていた姫路は途中でさっと顔を青あお褪ざめさせ、メイド服の両手をテーブルに突いて立ち上がる。

「ま、待ってください加か賀が谷やさん！　卵は殻ごと焼くものではっ──」

「し、白しら雪ゆきちゃんヘルプ！　煙！　煙出てる！　何も悪いことしてないのに出てる！」

「……もうっ！」

　ぱたぱたと可愛かわいらしい足音を発しつつ、加賀谷さんの後を追ってキッチンに入る姫ひめ路じ。

「あー……ドンマイ」

　そうして一人リビングに取り残されることになった俺は、苦笑いと共に姫路の背を見送りながら、もう少しだけ今日のことを振り返ってみることにした。

（とりあえず、秋あき月づきが怪しいことは間違いない。だけど、学長は〝外部からの介入者〟って言ってたんだよな。なら秋月は無関係なのか？　それとも共犯がいるとか……？）

　分からない。分からない、が──もし秋月がこの件に関わっているのなら、彼女が翠みどりの色付き星ユニークスターを所持している可能性は非常に高い。そして、６ツ星かつ色付き星所持者シングルカラーとなれば、それは以前戦った〝不死鳥〟久く我が崎さき晴せい嵐らんよりもさらに格上──すなわち、７ツ星に準じる実力者、ということになる。

　全く……本当に、とんでもない。

「俺が狙いなら明日以降も攻めてくるだろうし、もっと気を引き締め──」

「──いやいや、それくらい分かるってば白雪ちゃん。大さじ一杯でしょ？　一杯ってことはきっとこれくらいだから……って、ひゃあ!?　跳ねっ……目が、目がー！」

「…………」

　……ええと、まあ、何と言うか。

　キッチンの方から聞こえてくる断続的な悲鳴と叫び声に、俺はイベントの生き残りだけではなくリアルな生命の危機を感じ取って小さく顔を引ひき攣つらせた。





　　　《区内選抜戦：一日目終了》

　　　《脱落者４４７２名。残り人数──４６２７名》







　　　　♯



《区内選抜戦》開始二日目、金曜日。

　昨夜加賀谷さんに組み込んでもらった姫路バリア──じゃない、《身代わりの術》は順調に機能し、この日は今のところ一度も《演習トライアル》申請を受けずに済んでいた。

　現在は放課後、時間にすると午後四時半を回った辺りだ。校庭の方では姫路が俺の代わりに引き受けてくれた《演習》をこなしている真っ最中であり、俺はその間に単身で敷地外へと出てしまう手はずになっている。

　使っているのは事前に用意していた逃走ルートのうちの一つだ。英えい明めい学園は広大な敷地を持つため、正門以外にもいくつか立派な門がある。けれど、《区内選抜戦》の期間中は基本的にどの門にも〝待ち伏せ〟狙いの連中が潜んでいる……そんな忠告を一いちノの瀬せ学長から貰もらっていたため、俺たちが目を付けたのはそのどれでもない通用門だった。

　生徒には一切知られていない、かつ地図にも載っていないような職員専用の裏口。

　ごちゃごちゃと乱立している部室棟の奥の奥、という微妙過ぎる配置のため俺も完全には道順を覚えておらず、イヤホン越しに加か賀が谷やさんの指示を聞きながらようやく門の前まで辿たどり着いた────その、瞬間だった。

「──ッ！」

「わ！　っとっと……あいたっ」

　別の方向からとたとた走ってきた少女とぶつかりそうになり、咄とつ嗟さに身体からだを引こうとする俺。しかし、反応が一瞬間に合わず、少女はぼふっと柔らかい衝突音を伴って俺の胸に飛び込んできた。全身がぎゅうっと押し付けられるような体勢。至近距離から放たれる柑かん橘きつ系けいの甘い匂いに頭がくらくらと麻ま痺ひしそうになる。

「えへへ……」

　当の少女は俺に抱き着いたまま顔を上げ、どこか照れ笑いのような表情を浮かべた。

「ごめんね、ぶつかっちゃったぁ。ほら、乃の愛あってちょっとドジなところあるから……って、あれ？　緋ひ呂ろ斗とくん？」

　言葉の途中で俺を認識したらしく、大きな瞳をさらに丸くする少女。上級生にしては幼くあどけない顔立ちと、いっそあざといくらい可愛かわいらしく仕上げられたツインテールとが俺の視界でアップになる。

「……秋あき月づき、乃愛……」

　しばらく硬直していた俺だったが、彼女の名前を口にすると同時にようやく頭が回り始めた。……秋月乃愛。昨日、俺に謎のメッセージを送りつけて《簡易ジャミング》の妨害を行った張本人。今のところそれが意図的だという確証こそないが、ともかく今最も〝怪しい〟人物であるその少女が、まるで俺の行く手を阻むように抱き着いてきている。

『え……な、何で!?』

　イヤホンの向こうで焦あせったような声を出しているのはもちろん加賀谷さんだ。

『ち、違う、違うよヒロきゅん！　今日はちゃんと周辺警戒してたからね!?　本当に、ほんの一瞬前まで端末の反応なんか全然なかったのに……っていうか、そもそもどうしてこの道を知ってるの!?』

「…………」

　加賀谷さんの弁解を聞きながら静かに思考を巡らせる俺。……もし今の話が全て正しいのだとすれば、この接触は偶然なんかじゃない。間違いなく、紛まぎれもなく意図的だ。

　けれど秋月は「なんだ、緋呂斗くんだったんだぁ」と言いながら嬉うれしそうな笑みを浮かべると、小さな右手をそっと俺の胸辺りに触れさせてきた。そうして縋すがり付くような体勢のまま上目遣いでこちらを覗のぞき込んでくる。

「えへへ、ぐーぜんだね緋ひ呂ろ斗とくん♡　大丈夫？　怪け我がとかしなかった？」

「っ……大丈夫だよ。だからちょっと離れてくれ、秋あき月づき」

「えぇー、そんな冷たい言い方しなくてもいいのに……って、あ！　もしかして緋呂斗くん、乃の愛あの体温でドキドキしちゃってるんだー？　えへへ、分かる分かる。可愛かわいい女の子にぎゅーって密着されたら緊張しちゃうよね？　照れちゃうよねー？」

「……勝手に決めんな」

（近いから……近いし、色々当たってるから！）

　相変わらず全力で自画自賛をかます秋月に半眼でそう言い放ちながら、俺は彼女の身体からだを無理やり引ひき剥はがすことにした。華きや奢しやな肩を右手で掴つかみ、痛くならない程度の力加減で距離を取る。

「わわ。……もう、強引なんだから♪」

　えへ、と天使みたいに笑いながら後ろ手を組み、ちょっと前のめりになって小首を傾かしげる秋月。どんな体勢でも自然と上目遣いが出来るのは一種の才能なのかもしれない。

　が──それはともかく。

（マズいな……）

　表情だけは学園島アカデミー最強モードでクールに決めているものの、俺の頭の中では既に相当量の焦あせりが渦巻いていた。……一番会いたくないタイミングで一番会いたくないやつに会ってしまった、というのが正直な感想だ。何しろ、姫ひめ路じが隣にいない今、秋月に《演習トライアル》の申請をされてしまうと高確率で不正がバレる。もちろん現在の姫路は《演習》の真っ最中だから秋月の申請が通ることはないが、しかし通らないのは通らないで不自然なんだ。だって、もし俺が本当に誰かと〝交戦状態〟にあるのなら、わざわざこんな裏道を通って人目を避ける理由が一つもないことになるんだから。

（くそ……どうする？　どう動くのが正解だ？　どうすればこいつを誤ご魔ま化かせる……!?）

　黙ったままぐるぐると思考を巡らせる俺。

　と──その時、不意に目の前の秋月がトンっと一歩だけ距離を詰めてきた。

「えへへ。ねえ、緋呂斗くん……もしかして、焦ってる？」

「──────」

　何でもないような口調。何でもないような問いかけ。けれど、秋月の瞳はからかうような色を伴って真まっ直すぐに俺の目を覗き込んでいる。いくら表情を取り繕っても問答無用で内心を見透かされているかのような、そんな底知れない雰囲気だ。

　誰もが見み惚とれるような可愛らしい笑顔のまま秋月は続ける。

「ここまで一生懸命逃げてきたんだよね？　でもそこに乃愛が来ちゃって困ってるんだよね？　どうやって逃げようかなって……えへへ、もうやだなあ緋呂斗くん♪　こんなに可愛かわいい乃の愛あのこと怖がるなんて、男の子として間違ってるよ～♡」

「……は？　何の話をしてるんだよ。俺は単に《演習トライアル》を受けるのが面倒なだけだ。もし焦あせってるように見えるなら、それはお前の目がどうかしてる」

「ふぅん？　じゃあそれでもいいよ、どっちにしろ今は申請したりしないもん。乃愛、今日はもう疲れちゃったし……ふぁあ」

　開いた手のひらを口元に当て、人に見られることだけを意識したようなあざとい欠伸あくびをしてみせる秋あき月づき。その言葉に偽りはないようで、もうすぐ五時になるところだというのに彼女は端末を取り出す素振りすら見せない。

（……どういう、ことだ？）

　秋月の意図が全く分からず、俺は密ひそかに眉を顰ひそめた。……ここまで完璧に状況を整えておいて《演習》を申請するつもりはない？　なら何のために接触してきたんだ？　俺の理解を置き去りにするように、疑問だけがどんどん膨れ上がっていく。

「む……？」

　けれど、秋月の方はと言えば既に先ほどの雰囲気を霧散させ、いつもの柔らかい表情できょろきょろと辺りを見渡していた。そうして不思議そうにこてんと首を傾かしげてみせる。

「そういえば……今日はいないんだね？　あのメイドちゃん。あ、もしかして振られちゃったの？　えへへ、そっかそっかぁ……いいよ、それなら乃愛が慰めてあげるー♡」

「だから、最初から付き合ってないって言ってるだろ。それに、いつもいつも一緒にいるわけじゃない。今は単純に別行動中なだけだ」

「え～。でも、この前は付き合ってるようにしか見えなかったよ？　っていうか……もしそうじゃないなら、緋ひ呂ろ斗とくんはメイドちゃんのことどう思ってるの？」

　じっとこちらを見つめながら訊きいてくる秋月。……この質問に何の意味があるのかはよく分からないが、だからこそ慎重に答えを選ぶべきだろう。篠しの原はら緋呂斗にとって姫ひめ路じ白しら雪ゆきはどんな存在か。

「……〝仲間〟だな」

「仲間、かぁ。……うん、ありがと緋呂斗くん。それじゃ、またね♪」

　俺の答えを聞いた秋月はにっこり笑ってそう言うと、胸元で小さく手を振ってからくるりと俺に背を向けた。そうして実に軽やかな足取りで去っていく──と、同時、二日目の終了を告げる午後五時のチャイムが学園中に響き渡った。

「ふぅ……」

　張り詰めていた緊張が解けたことで軽く脱力し、溜たまった息を吐き出しながらトンっと校舎の壁に背中を預ける俺。……ただ会話をしただけだというのに尋常じゃないくらいの疲労感だった。首筋に手を遣やってみれば、既にじっとりと汗ばんでいるのがよく分かる。

　と──そこに、姫路からの着信が入った。

『お疲れ様です、ご主人様。つい先ほど、こちらの《演習トライアル》は無事に終了いたしました』

「そうか……お疲れ。首尾はどうだった？」

『そうですね。かなり一方的に攻め立ててしまったのですが、《演習》相手の方が何な故ぜか途中から満面の笑みで「ありがとうございます！」と感謝するようになってきて……何と言うか、とても不思議な方でした。……それより、何かあったのですかご主人様？　声が少しお疲れのようですが』

「あー……いや、まあその辺は帰ったら話すよ」

　別にもったいぶるような話じゃないが、かといって誰かに聞かれていいような話でもない。まださっきの動揺も抜け切っていないことだし、自宅に戻ってから落ち着いて説明した方が良いだろう。

『……そうですか？　分かりました』

　ほんの少し心配そうな声を発していた姫ひめ路じだったが、やがて俺の意図を汲くんでくれたのか素直にそう言って引き下がった。そして、ふと思い出したように話題を変える。

『ところで、ご主人様──今から三十分ほど前の話なのですが、部室棟の一角で二十名近い参加者が一斉に脱落する、という奇妙な事件が発生したそうです。それも、どうやら彼らは、集団で不正を働いていた方々だそうで』

「……不正？」

『はい。何でも〝自身が既に脱落している〟と偽装することで誰からも《演習》の申請を受けなくなる、という違法アビリティを仲間内で共有していたみたいです。実際、そのおかげで昨日は一度たりとも《演習》をせずに済んでいたようですが……今日になって、それが一人残らず敗北した、と』

「なるほど……って、ん？　〝敗北した〟ってことは、風紀にバレて捕まったとかじゃないのか？」

『はい、そのようですね。違法アビリティ云うん々ぬんという部分に関しては、一斉敗北を不審に思った風紀班が調査に出た後に初めて判明したそうですから』

「……それって、まさか学長が言ってた〝外部からの介入者〟絡みじゃないだろうな？」

『いえ。他学区の息はかかっていないとの調査結果が出ていますので、おそらくそれとは別口かと思われます。まあ、もちろん全く関係ないとまでは言い切れませんが』

「そうか、ならいいんだけど。……にしても、部室棟の一角か」

　腕を組みながら静かに思考を巡らせる俺。

　そういえば──秋あき月づきが走ってきたのは、まさにその方向だったんじゃないか？　時間もぴったりだし、今日はもう疲れたという発言内容にも合致する。それに、彼女ほどの実力者であれば、風紀より早く二十人の違反者を始末できてもそうおかしくはないだろう。

「…………」

　もちろん、現状ではどれも単なる推測でしかないのだが──ともかく。

《区内選抜戦》の二日目は、不穏な影を残しつつもどうにか無事に終了した。





　　　《区内選抜戦：二日目終了》

　　　《脱落者１４８３名。残り人数──３１４４名》







　　　　♯



　翌日、土曜日。

《区内選抜戦》自体は休日中も行われているのだが、部活や何かの理由で学園の敷地に入らない限り《演習トライアル》の申請を受けることはない。一週間に及ぶ学内イベントにおいて唯一のインターバルと呼べる期間だった。

　当然、俺だってこのタイミングで英えい明めい学園を訪れるつもりは微み塵じんもない。だから、基本的には〝何事もなく過ぎた〟という感じなのだが……

『──ねえ篠しの原はら、ちょっといいかしら』

　彩さい園おん寺じのお嬢様（偽）から電話がかかってきたのは、この日の夕方過ぎの話だ。

『明日なんだけど……あんた、暇よね？　日曜日だし、英明のイベントは期間外みたいなものだもの』

『そう、ちょっと買い物に付き合って欲しいのよ。……って、何よ、そんなに嫌そうな声出さなくたっていいじゃない。元はと言えばあんたのせいよ？　あんたに〝赤〟の星を取られてすっごく弱体化しちゃったから、その補充のために別のアビリティを買いに行きたいの。それも、端末から買える汎用アビリティじゃなくて、個人が作ってる一点モノのやつね』

『だけど、あたしが行きたいお店がちょっと特殊っていうか何ていうか……こう、ちょっとした事情があってあたし一人じゃ入れないのよ。だから、あんたにも付いてきて欲しいの。ほら、もしかしたらあんたにとっても有用なアビリティがあるかもしれないし』

『……でしょ？　ふふん、それでいいわ』

『それじゃ、待ち合わせは四番区の学園前駅。時間は午前十時ね。……え？　うん、お店の場所は八番区よ。さっき座標データも送って……じゃあ何でわざわざ四番区こつちで待ち合わせなのか、って？　……ど、どっちでもいいじゃないそんなの。ただ最初に思い付いたのがそれだっただけだわ。別に、あんたがどうしてもって言うなら現地集合でも──』

『……ほんと？　駅前集合で良いの？　……も、もうしょうがないわね！　あんたはすぐそうやって突っかかって来るんだから！』

『ちなみに、当たり前だけど変装してこなきゃダメだから！　制服なんて論外だし……っていうか、せっかく女の子とお出掛けできるんだからちょっとはまともな服着てきなさいよ？　あたしも明日のために奮発して──じゃ、ないっ！　違うわ、使用人メイドに無理やり押し付けられただけ！　別にあんたと出掛けるのが楽しみでわざわざ新しい服を買いに行ったわけじゃないんだから！』

『デート、とかじゃないし……ただ〝共犯者〟として協力して貰もらうだけだもの』

『………………でも、でもね？　篠しの原はら』

『明日が楽しみっていうのは、別に嘘うそじゃないわ』




　──《区内選抜戦》四日目、日曜日。

　半ば強引に決められた待ち合わせ場所で、俺はきょろきょろと首を巡らせていた。

「さて、どいつが彩さい園おん寺じだ……？」

　ポツリと小さく口にする。

　彩園寺更さら紗さ──それは、俺にとって特別な意味を持つ少女の名前だった。学園島アカデミー創始者の直系であり、現理事長の一人娘という超絶ＶＩＰなお嬢様。さらに、俺が例の嘘をつき始めるまで７ツ星として学園島アカデミーの頂点に君臨していた絶対無敵の《女帝》でもある。

　……けれど、彼女も俺と同じく〝嘘〟をついていた。

　そう──改めて考えてみるととんでもない話だが、彼女はそもそも彩園寺更紗ではなかったのだ。本物の〝お嬢様〟は約一年前に誘拐されており、その真相を突き止めるべく朱あか羽ばね莉り奈なという名の少女が彩園寺更紗の〝替え玉〟を務めていた。しかも、さらに言えばその誘拐事件すら彼女が彩園寺家を騙すために作り上げた第二の嘘で、本当は親友である彩園寺更紗に〝普通の高校生活〟を送らせるための一大計画だったんだ。

　当のお嬢様本人ですら真相を知らない、無謀で大胆不敵で自己犠牲的な〝嘘〟。

　そして……何の因果か、彼女の嘘は俺の嘘と複雑に絡み合ってしまった。さすがに面倒だから詳細は省くが、要は俺の嘘がバレれば彼女の嘘がバレ、彼女の嘘がバレれば俺の嘘もバレるという寸法だ。お互いついている嘘が嘘だけに、バレてしまえば一瞬で社会的な死を迎えてしまう。けれど──いや、だからこそ俺たちは密かに手を組むことが出来る。

　だから、まあ……要するに、嘘つき同士の共犯関係、というやつなのだった。

「っと……」

　ちらりと端末上部の時計に目を遣やれば、時刻は午前九時四十五分だ。まだ待ち合わせの十五分前だが、意外と律儀な彩園寺のことだからもう来ていてもおかしくはない。

　ただ、彼女は彼女で完璧に変装しているはずだし、もしかしたらすぐには判別できないかもしれない──と、そんな懸念が微かすかに脳裏をよぎった瞬間、予想に反して彩園寺はすぐに見つかった。

「──よう、早いな」

「へっ？」

　ロータリーの中央、お洒落しやれな木製ベンチに座って端末を弄いじっている少女に声を掛け、俺もその隣に腰を下ろす。突然の行動に驚いたのか彼女はしばらくポカンと口を開けて硬直していたが、やがてそうっと俺の顔を覗のぞき込んできた。

「えっと……篠しの原はら、よね？」

「ああ。……って、何でそんな自信なさげなんだよ。前も同じ格好で会ってるだろ？」

「あ、あんたはそうかもしれないけど……逆よ、逆。ほら、あたしは前回のパーカーとは全然違う服じゃない。なのに、どうして一発であたしだって分かったの？」

「え？」

　よく分からない問いかけに顔を上げ、俺はまじまじと隣の少女を見つめる。……猫みたいな金色の瞳に膝辺りまであるブロンドの髪。それも完全なストレートヘアではなく毛先が緩やかにカールしていて、ソックスの辺りでくるんと可愛かわいらしく丸まっている。加えてその服装は、まるで避暑地のお嬢様の如ごとく清せい楚そで可か憐れんなワンピースだ。どれを取っても恐ろしく似合っているが、確かにいつもの〝彩さい園おん寺じ更さら紗さ〟──赤の長髪に意志の強い紅玉ルビーの瞳が特徴的な少女とはかなり趣が違う。

「おっかしいわね……」

　端末アプリでミラーを起動しながら「うーん……？」と首を傾かしげる彩園寺。

「変装が上う手まく行ってないってことはないはずよ。使用人メイドにもちゃんとチェックしてもらってるし、それに、来る途中で桜おう花かの友達とも三回くらいすれ違ったけど、誰にもあたしだってバレなかったもの」

「あ、いや、確かに言われてみれば全然違うんだけど……何だろう、雰囲気か？　ぱっと見で『ああ、あいつだ』って思ったんだよな」

「！　そ、そう……そうなんだ。ぱっと見であたしだって気付くんだ。ふーん」

　何な故ぜか俺が言ったことをそのまま繰り返し、上機嫌に口元を緩める彩園寺。そうして彼女は勢いを付けるようにぱっとベンチを立つと、ワンピースのスカートをふわりと翻ひるがえしながら俺に声を掛けてきた。

「ふふっ。……それじゃ、そろそろ行きましょ篠原。座ってるだけじゃもったいないわ」

「え？　ああ……ま、確かにそうだな」

　やけに高いテンションに若干首を捻ひねりながら、俺も少し遅れて立ち上がることにした。




　学園島アカデミー八番区──そこは、ざっくりと言えば〝アングラ〟なイメージの学区らしい。

　昼よりも夜の方が遥はるかに活気づき、条例違反ギリギリの店も数多く存在するためしょっちゅう風紀と対立しているような地区。非公式の賭と場ばや風俗店なんかも珍しくなく、また無認可アビリティの製作を行う連中も大量に居付いている。久く我が崎さきの《我流聖騎士団》が本拠地を置いているのもこのエリアだ。

　とはいえ、何も学区全体が不健全で無作法で荒すさんでいるというわけではない。

　単に自由なだけなのよ、というのが、電車の中で聞いた彩さい園おん寺じの認識だった。

「──着いたわ、ここよ」

　四番区を出発してから何度か乗り換えを挟み、小気味良いリズムでガタンゴトンと揺られること一時間弱。俺と彩園寺はようやく目的の店まで辿たどり着いていた。

　立地としては、駅から少し離れた場所に立っている小さなビルの二階部分だ。簡素な造りの扉には〝営業中〟と書かれた札が掛けられており、そのすぐ下にもう一枚のボードが貼り付けられている。そして、そこにはやたらポップな字体でこんな〝ルール〟が記されていた。

　曰いわく──カップル（同性可）以外の入店を禁ズ。

「……おい。おい彩園寺、どういうことだよ」

「ど、どうもこうもないわ。そのままの意味よ。このお店、売ってるモノはすごく良いんだけど、毎回入るのに変な条件ルールを課されるの。そのルールっていうのも定期的に内容が変わるんだけど、とにかく今は〝それ〟を守らないと入店できないってこと」

「いや、それにしたって……」

「何よ、最初に言っておいたでしょ？　あたし一人じゃ入れないから付き合ってって。別に嘘うそはついてないと思うわ。……というか、むしろ光栄に思いなさい？　一時的にとはいえ、あたしの彼カレ……こっ、恋人に、なれるんだから」

「…………」

　恥ずかしそうに耳を赤く染めながらそんな単語を口にする彩園寺に、俺はろくな返答が出来ず黙り込む。……そう言われるとさすがに色々と意識してしまう。変装していてもはっきり分かるほど整った顔立ちに、いつもより女の子成分強めの服装。確か、今日のためにわざわざ新しい服を買ったんだったか。マズい、それはちょっと可愛かわいいが過ぎる──

「……篠しの原はら？　ねえ、ちょっと篠原ってば。聞いてるの？」

「はっ。……悪い、今一瞬意識が飛んでたみたいだ」

　それだけ言って、冷静さを取り戻すために小さく首を横に振る俺。

　ともかく──せっかくここまで来ておいてまさか手ぶらで帰るわけにもいかない。そんなわけで、俺たちはいよいよ店内に足を踏み入れることにした。一応、万が一の場合に備えて加か賀が谷やさんが近くの建物に待機してくれているが、《区内選抜戦》の範囲外ということもあって音声の傍受まではされていない状態だ。……まあ、それはそうだろう。恋人のフリを盗み聞きされるのが普通に恥ずかしいというのもあるが、そもそも姫ひめ路じ以外の《カンパニー》メンバーには俺と彩園寺の関係を伏せている。

　念のためにイヤホンの設定を再確認しつつ、俺は満を持して目の前の扉を押し開けた。

「──ぉおお」

　思わず感嘆の息が漏れる。……外観こそ手抜き感に溢あふれていたが、中に入ってみるとそこは完全に別世界だった。いわゆるジャンク屋なのだろう。ＰＣパーツやコードの類たぐい、黎れい明めい期きから最新型まで揃そろったありとあらゆるゲームハードとその改造パーツ、さらにはモニターにディスクにカセットに──と、何から何まで雑然と並べられている。

　俺自身は多少ゲームをやるくらいのもので、これら一つ一つを説明できるほど詳しくなんかないが、この非日常的な雰囲気は正直言ってかなり良い。

「……でしょ？　気に入ってくれて嬉うれしいわ。ここ、あたしも大好きなお店なの」

　店に入るなりきょろきょろと首を巡らせていたせいで内心が筒抜けだったらしく、彩さい園おん寺じは俺の方を見てくすっと上品に笑いながらそう言った。そして彼女は、立ち尽くす俺に手招きするとそのまま奥の方へと足を進めていく。棚の陰になって見えなかったが、どうやらこちらにレジがあるようだ。

「今日来るってことは言ってあるんだけど……いないわね、店主。──すみませーん」

「うん？　あ、はーい。ただいまー」

　レジ横のカウンターに手を突いた彩園寺が身を乗り出すようにして声を掛けると、奥にある扉から何とも気の抜けたような声音が返ってきた。それから待つことしばし、ガチャっとドアを押し開けて作業着姿の女性が現れる。

「いらっしゃ──って、あれ？　リリィちゃん？」

（……リリィちゃん？）

　明らかに彩園寺の方を見ながらそんなことを言う彼女に俺は一瞬首を傾かしげたが、すぐに気付いて納得した。……偽名だ。彩園寺が金髪金目のお嬢様スタイルを取る時に使っている第三の名前。確かに、この格好では〝彩園寺更さら紗さ〟も〝朱あか羽ばね莉り奈な〟も名乗れない。

　そんな彩園寺は──否、リリィは、澄ました顔で「ええ」と小さく頷うなずいた。

「そうよ。久しぶりね、店主。せっかくだからまた来てあげたわ」

「あー、そっかそっか。そういえば今日来るって連絡もらってたね。うん、久しぶりだ」

　思い出したようにそう言いながら首にかけていたタオルで額の汗を拭う店主。

　彼女はそれからしばらくリリィと雑談を交わしていたが……やがて、そんな会話も一段落着いたのだろう。カウンターの向こうに立った店主はほんの少しだけ意地悪な笑みを浮かべると、改まった口調でこう切り出した。

「ねえリリィちゃん。確認なんだけど、うちの方針はよく知ってるよね？　この店は完全に私の趣味で運営してるから、私が気に入った相手にしか商品は売らない。で、気に入るか気に入らないかっていうのは、その時々のルールを守ってくれるかどうかで判断する」

「ええ、もちろん知ってるわ。あたし、この店一番の常連だって自信があるもの」

「ん、そうかもね。少なくとも私の記憶にある限りではそうだよ──で、だ。入り口にも貼っておいた通り、今のルールは〝カップルでの入店〟。それ以外のお客様は軒並みお断りしてるんだけど……要するに、君がリリィちゃんの彼氏くん？」

　じ、と興味深げな視線が俺に向けられる。視界の端では彩──リリィがちらちらと心配そうに金色の瞳を向けてくるが、しかし、これくらいの演技ならもう手慣れたものだ。

　真まっ直すぐに店主の目を見つめ返しながらあくまでも自然な態度で答える。

「ああ、そうだ。いつもリリィが世話になってるみたいだな。俺は単なる付き添いみたいなものだから、あんまり気にしないでくれ」

「いやいやー、気にしないってわけにはいかないでしょ。だってリリィちゃん、これまでちっとも男っ気なかったんだよ？　いっそ私のこと狙ってるのかなってドキドキしちゃうような時期もあったくらいでさ。それが、今やこんなに気合い入ったお洋服着て、私に彼氏を見せびらかしに……」

「ちょ、ちょっと店主？　あたしが全然モテないみたいな言い方しないでくれる？　それに、か……彼氏が云うん々ぬんっていうのはあなたが決めたルールじゃない。勝手に傷付かないで欲しいわ」

「あ、それは違うよリリィちゃん。単に私はＭだから、そうやって精神的ダメージを受けるのがちょっと気持ち良いなって思ってるだけで」

「じゃあもうあんた黙ってなさいよ！」

　くすん、とわざとらしく泣き真ま似ねをする店主の前で両手を腰に当てるリリィ。対する店主はまーまーといったジェスチャーでリリィを抑えると、改めて俺を検分し始めた。

「ふぅむ……この子がリリィちゃんの彼氏くんかぁ」

「そ、そうよ。しのっ──ヒロ、っていうの。……か、かっこいいでしょ」

「…………」

　ちらちらと俺の方を見ながら照れたような口調でそんなことを言うリリィに、こっちまで恥ずかしくなってきて俺は思わず視線を逸そらす。するとリリィも釣られるように小さく顔を背けたが、よく耳を澄ませてみれば「ヒロ……ヒロ。うん、言える」とこっそり俺の名前を練習していたりして、何と言うか全部がくすぐったい。

「なるほどねえ……」

　そんな俺たちを見て一ひと頻しきりニヤニヤしていた店主は、やがてスッと右手を持ち上げた。

「ねえ、二人とも。ちょっとイチャイチャするの中断して周りの様子を見てごらん？」

「「？」」

　店主に言われるがまま、ぐるりと身体からだを一周させて店内を見渡す俺とリリィ。……そうはいっても、店の中ならついさっきも眺めたばかりだ。山のように積み上げられたＰＣパーツやゲームの類たぐい。おそらくアビリティのデータが入っているんだろうＩＣチップ。そして、それらを物色している客が二組ばかり目に入る。

「……ぁ」

　それを見て何かに気が付いたのか、隣のリリィが微かすかに声を漏らした。

　けれど、残念ながら俺には何を見ればいいのかすらよく分からない。リリィの視線から考えればあそこの客が怪しいのか？　とはいえ、別に何か妙な行動を取っているというわけではない。どちらも高校生同士のカップルで、仲良さげに談笑しながら商品を見ているだけだ。男子の方が左手でアビリティの説明書きを持ち上げ、女子の方はそれを覗のぞき込むようにくっつきながら右手で文字をなぞっている。

　何な故ぜお互い片手しか使っていないのか、といえば、当然もう片方の手は隣にいるパートナーと繋いでしまっているからだろう。

　それも──いわゆる恋人繋つなぎ、というやつで。

「「…………」」

「……ふっ。気付いてしまったようだね、若人わこうどよ」

「な……何よ、何が言いたいの？」

「リリィちゃんの彼氏──ヒロくんは確かに格好良い。ワイルド風のイケメンでお姉さんはそろそろ憤死しそうだ。でもね、これは断じて嫉妬とかじゃなくあくまでもルール違反じゃないかの確認ってだけなんだけど……君ら、本当に付き合ってるの？」

「「えっ」」

「やーほら、恋人って別に結婚みたいに国が証明してくれるものでもないでしょ？　だから極論、その辺の人を引っ張ってきて〝彼氏です！〟って言い張られちゃったらそれを否定することは出来ないわけよ」

「それはそうかもしれないけど……でも、そんなこと言われたらどうしようもないじゃない。ルール設定が曖昧だからいけないんだわ」

「そんなことないって。ほら、リリィちゃんもヒロくんも気付いたんでしょ？　向こうにいる二組はぎゅっと手を繋いでる。指を絡めることで愛を確かめ合ってるの。うん、私はやったことないけどきっとそう。……つまり、何が言いたいかっていうと、身体的接触は恋人には不可欠ってこと」

「ぼ、暴論よ！　あたしたちにはあたしたちの距離感ってものがあるんだから！」

「いやいや、それは分かるよ？　でもさー、一応ルールって銘打ってるんだから手くらい繋いでもらわないと他の人に示しが付かないじゃん。ねえ？」

「で、でもっ……」

「別にここでキスしろって言ってるわけじゃないんだからさ」

「き──っ!?　そ、そそそんなこと人前で出来るわけないでしょ馬鹿ぁっ！」

　意地悪な笑みを浮かべた店主に唆そそのかされてちらりとこちらを見たかと思えば、一瞬で真っ赤になってばっと勢いよく視線を逸そらすリリィ。俺も──表面上は冷静なままだが──相当頬ほおが熱くなっているのが分かる。リリィの反応がオーバーだから尚なお更さらだ。

　けれど……異常に恥ずかしいのは同感だが、ここで躊躇ためらったせいで〝カップルとは認められません〟なんて判定になったら目も当てられない。

（おい、おいリリィ。……彩さい園おん寺じ！）

（ひうっ！　……な、何よバカ篠しの原はら。あんたまであたしをいじめる気？）

（誰もいじめてねえよ。そうじゃなくて……ただ手を繋つなぐだけでいいんだろ？　それならさっさと済ませちまおうぜ）

（え……そ、それって、あたしの身体からだに触りたい、ってこと？）

（だから言い方！　……あのな、別にあっちのカップルみたいに指まで絡める必要はないんだよ。普通に手を繋ぐだけだ。変に意識するから恥ずかしくなるんだって）

（うぅ……そんなこと言ったって、あんただって顔赤いじゃない。耳まで真っ赤よ？）

（……知ってる。だからさっさと終わらせたいんだよ）

　小声でそう耳打ちすると、リリィは目尻に薄っすらと涙を溜ためながらぎゅっと小さく頷うなずいた。それから意を決したようにそろそろと手を伸ばしてくる。

「んっ……」

　目を瞑つぶったまま微かすかな吐息を漏らすリリィ。それとほとんど同時、彼女の柔らかな指先がゆっくりと俺の手を探り当て、やがて手のひら全体で包み込むように握ってきた。じんわりと彼女の体温が伝わってくる。それから、トクントクンという心臓の音も。

　ただし──

「あのさ、リリィ…………これじゃ、ただの握手だ」

「……っ!?」

　俺の言葉にようやく目を開けてくれたリリィは、状況を把握するやその顔をさらに真っ赤に染めた。……そう。俺が身体の前に差し出してたのは右手で、彼女が恐る恐る伸ばしてきたのも同じく右手だった。これじゃ恋人の証明にはならない。むしろ、店内でいきなり握手を始めた謎の二人だ。

「ちっ……違うの！　えっと、えっと……ち、違うったら違うんだってば！」

　すぐに弁解しようとするリリィだが、動揺のせいか思考が上う手まく回らないらしく、右手を胸元に抱えて小さく俯うつむいてしまう。

　それを見かねた俺が、即興で作った言い訳を口にしようとした──瞬間。

「あははっ……うんうん、いいね！」

「「……へ？」」

　何な故ぜか楽しげに声を出して笑ったかと思えば、対面の店主がそんなことを言いながらぱちぱちと雑な拍手をし始めた。咄とつ嗟さに意味が分からずリリィと顔を見合せていると、店主は涙──どうやら笑い過ぎて涙まで出ていたらしい──を拭いながら続ける。

「いやー、初うい々ういしいじゃん。もしかして初彼氏なの？　箱入りだなぁリリィちゃんは」

「え？　……え、どういうこと？」

「合格ってこと。なんかもう、空気が甘酸っぱ過ぎて途中から見てられなかったもん。独身の私にはダメージが大き過ぎたね……だから合格。君らを恋人だと認めてあげよう」

「ほ、ほんと!?　やったぁ……っ！」

「……あの、本当にいいんですか？　俺たち、握手しただけなんですけど」

「ちょ、ちょっとヒロ！　何でわざわざそんなこと言うのよ！」

「え？　いや……何て言うか、後で難癖付けられたら面倒だなと思って」

「いやいや、そんなことしないよ彼氏くん。最初にも言ったけど、私がこのルールを使ってるのは〝気に入らないヤツに私の作品を売らないようにするため〟なんだから。で、リリィちゃんは元々大好きだし、ヒロくんのことも気に入ったから文句なしで大合格。

　ってわけで──ほら、何でも売ってあげちゃうよ？」

「「…………」」

　やたら上機嫌でそんなことを言ってくる店主に、俺とリリィは思わず顔を見合わせた。




　結局、俺とリリィ──彩さい園おん寺じは、実に三時間ほどあの店にいた。

　滞在が長引いたのは半分以上あの店主のせいだが、何もそれだけが理由というわけじゃない。彩園寺が〝お気に入り〟だと評するのも納得がいくというもので、並んでいたアビリティ（全て店主の自作らしい）の性能実演を見ているだけで下へ手たなレジャー施設に入るよりよっぽど楽しかったと言える。

　諸もろ々もろの買い物を終えた後は〝ついでに〟という感じで駅近くのビルに立ち寄って、本屋やらゲームセンターやらを冷かしながら何だかんだで休日を満喫し──、

　帰りの電車が四番区へと差し掛かる頃には、もうほとんど日も暮れかけていた。

「……ふうん？　そんなことになってたのね、《区内選抜戦》」

　隣に座る彩園寺が胸元で腕を組みながら小さく呟つぶやく。少し前に彼女の方からイベントの話を振ってきて、学長の依頼や秋あき月づきの攻勢などなど、ちょうど一通りの状況説明が済んだところだった。

　電車の中ということもあり、俺はなるべく声を抑えながら言葉を続ける。

「ああ。とりあえず、見た目上は順調って感じだ。全力で逃げることだけに集中して、今日で四日目──つまり、全体の半分が終わったことになる。《カンパニー》のイカサマは機能してるし緊急回避手段も残ってるから何も悪くはないんだけど……明日からまた平日だからな。それに、やっぱり秋月の動向が不穏すぎる」

「……そうね」

　長いウィッグをさらりと掻かき上げながら俺の目を見て囁ささやく彩園寺。

「秋月乃の愛あ──英えい明めいの〝小悪魔〟。一昨年おととしの終わりくらいからずーっと英明の二番手みたいなポジションにいる子ね。あたしはまだ《決闘ゲーム》したことないけど、もし戦うことになったら相当準備しないと勝てないと思うわ。強敵というか難敵というか……それこそ、篠しの原はらがいなければ今年の《区内選抜戦》はその子の独壇場だったんじゃないかしら？」

「そこまで、か……にしても、アレだな。小悪魔ってのは秋月あいつにぴったりの二つ名だな」

「ええ、そうね。いつもあざとく可愛かわいく振る舞ってて誰にも素の顔を見せない辺りがいかにも、って感じだわ。それに、ああ見えて《決闘ゲーム》の時は徹底的に相手を叩たたきのめすスタイルだし」

「へえ……？　それは、例えば卑ひ怯きような手を使ってでも、って感じか？」

「ん……いえ、どうかしらね。あまりそういうイメージはなかったけれど、もしかしたら隠すのが上う手まいだけかもしれないし」

「……ま、確かにそうか」

　彩さい園おん寺じの順当な意見に、俺は小さく肩を竦すくめてそれ以上の詮索を止やめることにする。

　と……そうこうしているうちに、いつしか電車は駅に着いていた。

「──それじゃ、あたしはこっちだから」

　数時間ぶりに戻ってきた学園前駅の改札を抜け、ちょこんと右手側の出口を指さしてみせる彩園寺。彼女の住む家がある三番区方面だ。俺の帰り道とは方向が違う。

「ああ。気を付けろよ」

「あんたこそ、イベント頑張りなさいよ？　負けたら承知しないんだから」

　挑発的な笑顔と共にそんな激励の言葉を口にしつつ、彩園寺は緩く握った拳をこつんと俺の胸に当ててきた。それからぱっと身体からだを翻ひるがえすと、上機嫌な足取りで歩き去りながら肩越しにひらひらと手を振ってくる。

　……まあ、それ自体は別にいいのだが。

「こういうことなら普通に出来るのになあ、あいつ……」

　ちょっと前の〝握手〟と今の自然な仕草を思い比べながら、俺は小さく苦笑した。
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　彩園寺と別れた少し後──、

　俺は、学園前駅の裏手に立って一人姫ひめ路じが来るのを待っていた。

　その格好は既に〝ヒロ〟ではなく、髪も制服も普段通りの〝篠原緋ひ呂ろ斗と〟だ。実はこの後《区内選抜戦》の中間報告をしに学長のところへ行くのだが、それには変装のままだと少し具合が悪い。そこで、改めて着替え直したというわけだ。

　ちなみに──髪はヘアスプレーを使いつつ手て櫛ぐしで無理やり戻しているだけだが──制服の方はわざわざ加か賀が谷やさんにデリバリーまでしてもらっている。

　と。

「──お待たせしました、ご主人様」

　そこへ、ふと透き通った声音が真正面から投げ掛けられた。

　釣られて顔を持ち上げてみれば、目の前に立っていたのはもちろん姫ひめ路じだ。それも英えい明めいの制服ではなく見慣れたメイド服バージョン。一応これから学園へ向かうわけだが、休日だから制服を着る必然性はないという判断なのだろう。

「…………」

　そんな彼女だが、よく見ればその表情は少しだけ沈んでいるように思えた。……が、まあそれも当然と言えば当然かもしれない。何せ彼女と出会ってから二週間と少し、休日を一緒に過ごさなかったのはこれが初めてだ。さらに俺だけじゃなく加か賀が谷やさんまで連れ出してしまっていたわけだから、姫路はあの広い館に一人きりだったということになる。

　だから、俺は──周囲に人影がないことをしっかり確認してから──パンっと両手を叩たたき合わせた。

「悪い、姫路。遅くなった。……本当はもう少し早く帰るつもりだったんだけど」

「え？　いえ……そんな、ご主人様が謝るようなことではありませんよ。待ち合わせの時間を決めていたわけでもないですし、早いも遅いもありません。確かに、ご主人様と莉り奈なの両方に嫉妬はしてしまいましたが──」

「……ん？　嫉妬？」

「何でもありません。……とにかく、わたしなら大丈夫ですよご主人様。少しだけ、ほんの少しだけ寂しかったのは事実ですが、そんなに気を遣っていただくようなことは──」

「いや、でもさ」

　いつものようにフォローに回り始めた姫路の発言を遮って、俺はゆっくりと首を横に振った。献身的に尽くしてくれるのはもちろん嬉うれしいが、だからと言って彼女を無む下げに扱っていいわけじゃない。

「お前が大丈夫だろうが何だろうが、俺が申し訳ないって思ってることには変わりないんだよ。そうじゃなくても普段から世話になりまくってるしな。……ってわけで」

「……？」

「こう……プレゼントというか、お土産的なものを買ってみました」

　そんな前振りを口にすると、俺は制服の内ポケットから──着替えの際に抜かりなく移しておいた──薄い水色の包みを取り出した。便箋を入れる封筒をさらに小さくしたようなカード状のそれを、一瞬遅れて慌てて差し出された姫路の手のひらにそっと乗せる。

「こ、れは……？」

「今日行った店で、彩さい園おん寺じの買い物が終わった後に〝せっかくだから〟ってことで選んでみたんだよ。ちなみに中身は店主特製のアビリティな」

「…………」

「まあ、女子に渡すものとしてどうなんだとは自分でも思うんだけど……こういうことするの初めてだから何がいいのか見当も付かなくてさ。とりあえず実用性があれば無駄にはならないかな、と」

「……初めて、なのですか？」

「え？　ああうん、少なくとも記憶にはないな。……それがどうかしたのか？」

「あ、いえ……その、少し気になっただけです」

　何な故ぜか少しだけ口元を綻ばせながら、姫ひめ路じは視線を落として手に持った水色の包みを再度見つめた。それから優しげな手付きで表面を撫なで、「開けてもいいですか？」と囁ささやき声で尋ねてくる。律儀に俺の頷うなずきを待ってから、丁寧に包装を解いていく。

　すると、中から現れたのは、お洒落しやれな透明ケースにセットされた一枚のカードだった。

「なるほど……このような形になっているのですね。右下のＩＣチップを端末から読み込むことで該当のアビリティがインストールされる、と」

「ああ、そうみたいだ。効果の方は、結局あの店主が〝一番おすすめ！〟って言ってたやつを強引に選ばされたんだけど……なんて書いてある？　裏面の〝内容説明コンテンツ〟ってとこ」

「裏、ですか。ええと……では、読み上げますね。アビリティ名：《ピンチヒッター》。効果：このアビリティは《決闘ゲーム》外から使用可能。進行中の《決闘ゲーム》に参加しているプレイヤーのどちらかと〝交代スイツチ〟し、彼もしくは彼女の代わりにその《決闘ゲーム》を続行することが出来る。ただし効果の発動には該当プレイヤーの許諾が必要となる──だそうです」

「……ん？　どういう意味だ？」

「つまり、平たく言えば〝行われている最中の《決闘ゲーム》を乗っ取れるアビリティ〟ということですね。……確かに、これは凄すごいことですよご主人様。《カンパニー》にもアビリティ特化のメンバーはいますが、外から《決闘ゲーム》に干渉できるアビリティを──それも違法ではなく合法の範囲内で──作り上げられた例はこれまで一つもありません。おすすめというのも頷けます」

「へえ、そうなのか……でもこれ、使い道あるか？　無理やり乗っ取れるなら強いどころの騒ぎじゃないけど、相手の許可が要るんだったら活躍の機会がないような……」

「な、ないとまでは言いませんが……確かに、有効に活用できるシーンは限られていますね。あまり汎用性の高いアビリティではないかもしれません。残念無念、です」

　がっくりと肩を落とす俺に対し、少し冗談めかした口調でそんなことを言う姫路。

　そうして彼女は、カードの入った包みを大事そうに胸元に抱きながら──

「ですが、残念でも無念でも、こちらがご主人様からいただいた初めてのプレゼントだという事実は一切曇りませんので。……ありがとうございます、ご主人様。わたし、一生大切にしますね」

　──ふわり、と、可か憐れんな笑みを見せてくれた。
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《四月二十三日日曜日・午後六時三十七分五十二秒》

《〝対象〟篠しの原はら緋ひ呂ろ斗との座標確定》

《周辺百メートル圏内の端末反応：九百二十三》

《うち〝区内選抜戦〟生存者：二百五十二》

《前提条件の達成を確認しました。その他指定条件の全達成を確認しました》

《実行コマンドの入力を確認しました。既定のカウント後にプログラムを再開します》

《三秒──二秒──一秒────》

《────起動アクテイベート》
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「ん……？」

　学園前駅から英えい明めいの校門まで、メイド服姿の姫ひめ路じと並んで歩くこと五分あまり。

　既に《演習トライアル》の申請可能時間を過ぎているということもあって堂々と正門から学園内に入った俺たちだったが、その刹那、姫路がふと怪け訝げんな表情を浮かべて足を止めた。

「……どうした、姫路？」

「いえ……すみません、状況を確認しますので少々お待ちください」

　それだけ言って、右手をイヤホンに添えながら俯うつむき気味に声を発する姫路。……どうやら、加か賀が谷やさんから何か連絡が来ているようだ。それも、声音や表情からしてかなり深刻な類たぐいらしい。

　そして、およそ一分後──イヤホンからそっと指を離した姫路は、案の定焦あせったような口調でこう言った。

「大変です、ご主人様。たった今加賀谷さんから伝達があったのですが、現在、英明の学生──それも《区内選抜戦》の生存者たちが大挙してこちらへ押し寄せてきているそうです。その数、なんと……二百以上っ」

「に、二百……!?　どういうことだ!?」

「そ、それが……何でもＳＴＯＣストツクや学内掲示板、さらにはＬＮＮの緊急通知システムなどで一斉にご主人様の座標情報がばら撒かれているようでして」

「なっ……!?」

　あまりにも予想外の出来事に二の句が継げなくなる俺。……誰かが俺の居場所をＳＮＳでばら撒まいた？　意味が分からない。動機も方法も一切不明だ。

「それに、今はもう六時過ぎだぞ……？　《演習》の申請が出来る時間はとっくに終わってる。何百人来たって無駄じゃないのか？」

「そのはず、ですが……いえ、おそらく何かされているのでしょう。ＳＴＯＣのホットワードに〝区内選抜戦〟及び〝バグ〟という単語が並んで入っています。何でも《区内選抜戦》における〝申請可能時間〟という制限が一時的に消滅している、とか……どこまで信用できるかは分かりませんが、実際に英えい明めい内部で撮影された動画らしきものも上がっていますね」

「くっ……じゃあ、本当に申請できるってことかよ」

　姫ひめ路じの返答に小さく表情を歪ゆがませる俺。……もしそうだとすれば、この状況から感じ取れるのは過ぎるくらいに明白な〝悪意〟だ。誰かが俺を陥れようと動いている。そしてその誰かというのは、考え得る限り一人しかいない。

「秋月乃愛……あいつか？　あいつが、ここまでのことを……？」

「分かりません……ですが、今は考えている時間も惜しいです。一刻も早くこの場を離れましょう、ご主人様！」

「っ……ああ、そうだな」

　どうしても焦あせりに思考を支配されそうになるが、確かに姫路の言う通りだ。どうにかしてこの場を切り抜けないと、最悪バグが解消されるまで永遠に《演習トライアル》を申請され続ける羽目になる。加えて、本来なら今日は《演習》を受けずに済むはずだったため、《簡易ジャミング》や《身代わりの術》といったイカサマ機能プログラムは全てメンテナンス中だ。あくまでも自力で逃げなきゃいけない。

（一応、緊急回避の策は考えてあるけど……ここで消費したくないんだよな、くそっ）

　内心でそう零こぼしながら下唇を噛かみ、俺は改めて辺りを見渡してみることにする。

　今俺たちが立っているのは正門を入ってすぐの開けた空間だ。本当ならここから外へ逃げてしまいたいのだが、しかし姫路の言う〝二百人以上の追手〟というのはその大半が正門から流れ込んでくるはずだ。故に、外じゃなく敷地内へと逃げ込むしかない。

　そして、敷地内は敷地内でも、グラウンドや部室棟の方面はダメだ。部活帰りの連中に見つかってしまえばさらに追手が増えることになる。……となれば、実際の選択肢なんて数えるくらいしかないだろう。

　俺は呼吸を整えるように小さく息を吸い込むと、澄んだ碧へき眼がんを見つめてこう言った。

「通常校舎だ──とりあえず中に入ってやり過ごすぞ、姫路」

「はい、分かりましたっ！」

　俺の提案にノータイムで頷うなずいてくれる姫路。日曜だから校舎の昇降口はおそらく開いていないだろうが、そこは安心と信頼の《カンパニー》だ。一階教室の窓か何かを不正アクセスで開錠アンロツクしてもらえば、校舎内への侵入くらいきっと数分もかからない。

　そんな目もく論ろ見みと共に、普段使っている校舎の裏側へ回ろうとした──瞬間、だった。

「きゃっ──！」

「ッ……！」

　校舎の角を曲がった直後、そこに立っていた〝誰か〟にぶつかってそのまま前のめりに倒れ込んでしまう俺。……いや、倒れたというより、正確には転ばされたという表現の方が正しいだろう。衝突の直前にされた足払いのような仕草で完全に勢いを殺され、その上で一緒に地面へと倒れ込まされた。腕と足とそれから腹部に鈍い痛みが走る……が、しかしそんなのはどうでもいい。全力で頭を跳ね上げて、ほとんど組み敷くような体勢になっている〝そいつ〟を見る。

「……えへへ」

　果たして──そこにいたのは、見覚えのあり過ぎるツインテールの少女だった。

「またぶつかっちゃったね、緋ひ呂ろ斗とくん♪　乃の愛あたち、もしかして相性良いのかな？」

「秋あき月づき……ッ！」

「え～、なになに？　なんでそんな怖い顔してるの？　ほら、緋呂斗くんが乃愛のこと押し倒してるんじゃん。えへへ、ダメだよ？　乃愛が可愛かわいすぎて襲いたくなっちゃうのは分かるけど、強引なのは嫌われちゃうぞ～♡」

「お前、何言って……だったら放せ、よっ！」

「もう、緋呂斗くんの方こそ何言ってるの？　違うってば。乃愛、緋呂斗くんがぎゅーって覆おおい被かぶさってきてるから動けないだけだもん」

　俺に押し倒されたような体勢──と見せかけて両手を俺の背中に回し、足まで絡めて完全に俺を拘束している秋月。全身が柔らかい感触に包まれて意識が飛びそうになるが、今はそれどころじゃない。だって、この状況はどう考えても目の前の少女が作ったものだ。

「えへへ。これでもう逃げられないね、緋呂斗くん……♡」

「っ……」

　甘えるような声音で超至近距離から鼓膜をくすぐってくる秋月。……確かに、彼女の言う通りだ。少し奥まった位置とはいえ、俺たちがいる場所は正門側からも校庭側からも目に入る。これだけ騒いでいれば追手が到着するのも時間の問題だろう。

「ご主人様……っ」

　姫ひめ路じの方はと言えば、珍しく動揺が前面に出た声を発しながら俺の身体からだを引っ張ってくれている。それ自体はありがたい話なのだが……しかし、既に加か賀が谷やさんとも通信が繋つながっている状態で彼女がこんなことをしている、というのは、すなわち〝それくらいしか対処方法がない〟ことを暗に示しているのだろう。それくらい、秋月の作戦は完璧にハマってしまっている。《カンパニー》の力を借りても到底打開できそうにない。

　──だから。

（仕方ない……か）

　現状からそう結論付けた俺は、背後にいる姫路にこんな〝指示〟を出すことにした。

「《演習》申請だ、姫路──ッ!!」

「っ……は、はい！」

　弾はじかれるような声音が耳じ朶だを打つ。

　姫ひめ路じから俺への《演習トライアル》申請──それは、《区内選抜戦》の申請システムを利用した一回限りの緊急回避手段だった。俺が誰かと交戦状態にある限り、他の誰かから《演習》の申請を受けることは絶対にない。であれば、こうして自分から姫路と交戦状態になってしまうことでその他の申請を軒並み蹴ることだって出来るわけだ。後はペナルティが発生するギリギリのタイミングで姫路に〝自滅〟を選んでもらえばそれでいい。

（要するに一日限定の〝無敵状態〟ってやつなんだよな……まさかこんなところで使わされるとは思わなかったけど）

　苛いら立だち交じりに内心でそんな言葉を吐き出す俺。それとほとんど同じタイミングで、姫路が自身の端末を操作して俺への《演習》申請を完了させる。

　と──その行動を見て取ったのか、秋あき月づきは俺を拘束していた腕や足をゆっくりと解放すると、もぞもぞと俺の下から抜け出した。そして制服の乱れも気にせずうーんと大きく伸びをして、にへっと緩んだ笑みを浮かべてみせる。

「あーあ、残念……♡　もうちょっとで乃の愛あと緋ひ呂ろ斗とくんのスキャンダルが学園島アカデミーの一大ニュースになるところだったのに。ま、でも一番の目的は達成できたから充分かな。えへへ……それじゃまたね、緋呂斗くん♪」

「待てよ、秋月。……〝目的〟だと？　お前、やっぱり外部の誰かと手を組んで──」

「え～？　何それ、何のこと？　乃愛ちゃん可愛かわいいから分かんな～い♡」

　襲撃が失敗したにも関わらずあくまでも余裕な態度でそう言って、秋月はそのままくるりと俺に背を向けた。そうして、軽やかな足取りで去っていく彼女の姿が視界から消えたその瞬間、どっと莫ばく大だいな疲労が俺の全身を襲う。……危なかった。動揺と驚きよう愕がくと底知れない恐怖とで頭がどうにかなりそうだった。もし緊急回避の方策を予あらかじめ用意していなかったら、今の手で俺は為なす術すべもなく〝狩られて〟いたことだろう。

「だ、大丈夫ですか、ご主人様……？」

　片膝を突いた状態で呼吸を整えていると、心配そうな表情を浮かべた姫路が俺の前でふわりとしゃがみ込んだ。そうしてすっと俺の額に手を伸ばし、汗の雫しずくを拭ってくれる。

「すみません、あまりお力になれず。不出来なメイドをどうかお叱りください」

「いや、何言ってるんだよ姫路。お前がずっと周りの警戒してくれてたんだろ？　あれがなかったらとっくに詰んでる」

　そう……確かに秋月の作戦に翻弄されてはいたものの、あれだけの時間が経たっていたのに追手が一人も来なかったのは明らかに《カンパニー》のおかげだ。おそらく偽の座標をいくつもばら撒まいて混乱させた、ということなのだろうが、それをあの一瞬で組み上げて実行に移せるのはさすがとしか言いようがない。

「……ありがとうございます、ご主人様」

　俺が本心から言っていると判断してくれたのか、姫ひめ路じはほっとしたように微笑ほほえんだ。そして静かな所作で右耳のイヤホンに手を遣やりながら続ける。

「それと──申請可能時間のバグに関しては、つい先ほど完全に復旧したようです。タイミングから考えても、やはり秋あき月づきさまが関わっていたことは間違いなさそうですね」

「だな。……くそ、厄介すぎる」

　秋月のあざとい笑顔を思い返しながら小さく悪態を吐つく俺。……というか、そもそもあいつはどうしてこのタイミングで俺が学校に来ることを知っていたんだ？　それにあいつは、立ち去る直前に〝一番の目的は達成した〟と零こぼしていた。もし俺を潰すことそのものでないのなら、この襲撃は一体何が狙いだったんだ？

「…………」

　初日から見えていた俺への攻勢が徐々に激しくなっているのを感じる……が、とにもかくにも、今日のところはひとまず耐え切ったと言っていいだろう。《区内選抜戦》四日目終了。イベント全体の折り返し。あとは学長への中間報告で秋月のことを相談し、それから自宅に戻って《カンパニー》と明日からの作戦でも練り直すことにしよう──などと。

　この時はまだ、そんなことを考えていた。





　　　　♯



　一いちノの瀬せ学長への報告は特に波乱もなく順当に終わった。

　色々と脱線したり混ぜっ返されたりしたせいで時間的には少し長引いてしまったが、内容としてはそれほど多くを話したわけでもない。ざっくりと要点をまとめてみれば、大体こんなような感じだ。

『──ふむ。なるほどね、やっぱり秋月乃の愛あが怪しいか』

『ああいや、別に予想がついていたというわけじゃないよ。だけど、英ウ明チのサーバーから色付き星ユニークスターを盗み出せる人間なんてそうはいない。等級ランクや実力、それに動機も含めれば、実際の候補はかなり絞られるというわけだ』

『翠みどりの色付き星……これまでの記録からして〝感知系〟の効果であることは間違いないんだけど、実は託した相手によって発揮される性能にかなり差があってね。秋月ほどの実力者に渡った場合どうなるのか、私でもちょっと予想がつかない』

『うん。あの後も色々調べてはいるけど、今のところ〝黒幕〟の正体はまだ掴つかみ切れていない。一応、個人的に怪しい学区を挙げるとするなら五番区、八番区、十二番区、十五番区あたりか……何とも面倒な話だけど、その辺の連中は普段から英ウ明チを敵視している傾向があってね。中でも十二番区の学長トツプが相手だとしたら最悪だ。今まで何度もやり合っているけど、私にはヤツの化けの皮を剥はがせる気がしない』

『ん？　……ああ、確かにそうだね。今回の《区内選抜戦》は参加者が減るペースが異常に早い。というのも、実は各種ＳＮＳで〝勝利数に応じて学園から報酬が出るらしい〟なんていう悪質なデマが流れていてね。それもあって、みんな例年よりも好戦的になっているんだろう。……全く、面倒なことこの上ない。誰が収拾をつけると思っているんだ』

『上位勢が潰し合って数を減らすのは毎年のことだけど、そっちもいつもより三割増しで激しい印象だと言っていい。それに関しても秋あき月づき乃の愛あが何かしらの形で関わっている可能性は充分にある。……だから、まずはとにかく彼女の尻尾しつぽを掴つかむことだね。そうすれば黒幕に繋つながる道も切り開けるかもしれない』

『くくっ……というわけで、期待しているよ？　偽りの７ツ星』




「…………あ」

　そんなこんなで学長室を後にし、すっかり暗くなった家路を辿たどっていた頃──。

　もう少しでいつもの洋館が見えるという段に差し掛かった辺りで、隣を歩いていた姫ひめ路じが不意に小さな声を漏らした。

「ん……どうした、姫路？」

「あ、いえ……その、実は外出のついでに買おうと思っていたものがあったのですが、それを忘れていたことに今さら気付いてしまいまして」

「ああ、なるほど。ま、今日は色々とバタバタしてたからな……」

　得心して頷うなずきを返す俺。実際、秋月の襲撃があったせいで思考の大部分はそれに持っていかれてしまっていた。買い物の一つや二つ、忘れてしまっても無理はないだろう。

「急ぎのものじゃないなら明日に回しても良いんじゃないか？」

「その提案は大変魅力的なのですが……いいですか、ご主人様。本日の夕食はフライにしようと思っています。彩さい園おん寺じ家の仕入れルートを使いましたのでエビもカキも非常に上質なものが届いていますし、加えて揚げ物はわたしの得意分野です。サクサクとした衣の触感がたまらない、と加か賀が谷やさんにも大好評を頂いています」

「おお、それはめちゃくちゃ美う味まそ──」

「──ですが、ソースがありません」

「なっ……!?」

「……お分かりいただけましたか、ご主人様。そうです、これはなかなかに大問題なのです。わたしもご主人様もタルタルソースより中濃派ですし、妥協して違う料理に、というのはわたしのプライドが許しません。何というか、負けた気がしてしまいますので」

　意外と完璧主義な姫路はそう言ってピンと人差し指を立ててみせた。……まあ、確かに彼女の言い分は理解できる。今の話を聞いたせいで俺も完全にフライの気分になってしまっているし、どうせ食べるならソースをかけて味わいたい。それはそうだ。

「──と、いうわけで」

　俺の思考がそこまで達したのを見て取ったのか、姫ひめ路じはぺこりと小さく頭を下げた。

「わたし、ちょっとコンビニへ行ってきますね。ご主人様は先に戻っていてください」

「え？　……いやいや、それくらいなら俺が行くって」

「いけません。この辺りはそれほど人通りも多くないですが、それでもご主人様は７ツ星でわたしはそのメイドです。世間体、というものがありますので……ふふっ、メイドがご主人様を使い走らせるなんて言語道断ですよ？　わたしの方が怒られてしまいます」

「うっ……まあ、そういうことなら」

　いつも通り涼しげな声音でそんなことを言う姫路に押し切られ、俺は少し遅れて返事をした。釈然としない部分もあるにはあるが、とはいえここまで言ってくれているんだから意地になって交代を申し出る必要もないだろう。

　そんなわけで、俺だけが一足先に寮へと戻ることになり。

　秋あき月づきや《区内選抜戦》に関する情報を集め始めて──そのまま、一時間半が経過した。

「……おかしい」

　リビングで温ぬるい紅茶（自分で淹いれたからあまり美お味いしくない）を飲みながら、時計を見上げてポツリと呟つぶやく。……おかしい、さすがにおかしすぎる。コンビニへ行くだけでこんなに時間がかかるものか？　いや、そんなことはない。ゆっくり歩いてもせいぜい五分で着く距離だ。真面目まじめで律儀な姫路のことだから、途中で何かあったならすぐに連絡してきてくれそうなものなのに。

「とにかく、一旦こっちから連絡して──」

　……と。

　俺が手元の端こ末れを操作して通話機能を立ち上げようとしたその瞬間、当の端末がいきなり小刻みに振動し始めた。通知だ。それもＬＮＮやＳＴＯＣストツクの類たぐいではなく、着信を報しらせる長めの通知。ポップアップされた表示に目を遣やれば、相手は〝姫路白しら雪ゆき〟と出ている。

　少しだけ安あん堵どしながら「もしもし？」と電話に出た──瞬間、だった。




『えへ……やっほー、緋ひ呂ろ斗とくん。こんばんは♪』




「ッ……!?」

　端末から聞こえてきた甘ったるい声に、俺は思わずその場で立ち上がっていた。……秋月乃の愛あ。６ツ星の小悪魔。《区内選抜戦》の開始直後から不穏な動きを見せ続けている彼女が、何な故ぜか姫路の端末を使って俺にコンタクトを取ってきている。

「……おい。何のつもりだよ、お前」

『え？　何のつもり、って言われても……乃の愛あはただ、偶然そこでメイドちゃんに会っただけだよ？　それで、ちょっと〝お願い〟したら快く端こ末れを貸してくれたの。えへへ、やっぱり乃愛が可愛かわいいからかな？』

「っ……姫ひめ路じに何をしやがった。あいつは無事なんだろうな？」

『え～、何それ？　もう、緋ひ呂ろ斗とくんはすぐ怒るんだから……分かった、そんなに言うなら代わってあげるよ。緋呂斗くんの大事な大事なメイドちゃんに♡』

　仕方ないなぁ、みたいな口調でそう呟つぶやきながら、端末の向こうの秋あき月づきはようやく言葉を切った。すると、それから数秒後、躊躇ためらうような吐息が電話口から漏れてくる。

「……姫路か？」

『ぁ……えと、ご主人様』

　窺うかがうように声を掛けると、やけに単調な声音が端末越しに返ってきた。……いや、姫路のテンションが一定なのは割といつものことなのだが、それは単に〝感情表現が薄い〟というだけのことで、普段なら喜怒哀楽くらいはそれなりに判別できるんだ。

　なのに……今は、それが全くない。

　まるで何かを押し殺しているかのような声で彼女はゆっくりと言葉を続ける。

『申し訳ありません、ご主人様』

「…………」

『詳しい事情は話せないのですが……実は、ご主人様に謝らなければならないことが二つほど出来てしまいました。まず一つ──おそらく、わたしは今日そこに戻れません。ご主人様のお傍そばにいることが出来ません』

「っ……戻れない？　それは、秋月に何かされてるのか？」

『……すみません。言えないです』

　俺の問いかけに対し、姫路はか細い声でそれだけ言った。……彼女を責めるつもりなど毛頭ないが、俺の頭には焦燥と混乱ばかりが溜たまっていく。

　そして──、

『もう一つ、です。……ご主人様。今、わたしとご主人様は〝交戦状態〟になっていますよね？　ペナルティが発生するギリギリの時間まで──つまり、明日の夕方まで他の《演習トライアル》をシャットアウトする、という目的で』

「……？　ああ、そうだけど」

『それについて、なのですが…………』

　姫路はしばらくの間言い辛づらそうに言葉を濁していたが、やがて覚悟を決めるように端末の向こうで小さく息を吸い込んだ。そうして、はっきりとした声音で言い放つ。

『──明日のゲーム、負けるわけにはいかなくなりました』

「っ……」

『申し訳ありません、ご主人様。罰なら後でいくらでも受けます。ご主人様の命令なら何でも聞きます。怒りも憎しみも全て何もかも受け止めます。ですので、どうか……どうか明日のゲームだけは、勝利を目指すのをお止めください』

「────」

　懇願するような口調でそんなことを言ってくる姫ひめ路じに対し、訳も分からず呆ぼう然ぜんとしてしまう俺。そのまましばらく硬直していると、やがて、端末の向こうからいかにも楽しげな笑い声が聞こえてきた。

『えへへ……♪　どう？　メイドちゃんからのメッセージはちゃんと伝わった？』

「…………お前」

『そんなに怒んないでよ～。大丈夫大丈夫、まだ何にもしてないってば。まあ、緋ひ呂ろ斗とくんの〝お返事〟次第ではどうなっちゃうか分かんないけど……あはっ♪

　それじゃ──明日はよろしくね♡』

　ぷつっ、と無慈悲な音が耳じ朶だを打ち、そこで秋あき月づきとの通話は一方的に切断されてしまった。ほとんど反射的に掛け直してみるが、向こうとしてはもはや取り合うつもりなどないのだろう。呼び出し音が虚むなしく響くばかりで繋つながりそうな気配はまるでない。

「……く、そっ……！」

　思わず感情を昂たかぶらせながらテーブルの上に端末を投げ出す俺。

　ああ……やられた。してやられた。

　おそらく、秋月の狙いは最初からこれだったんだろう。思い返してみれば、あいつは《区内選抜戦》の開始前日から俺に接触し、その時から俺と姫路の仲を詮索していた。俺にとって姫路がどういうポジションにいるのかを見定めようとしていた。

　そして、先ほどの襲撃。俺を仕留め損なったはずなのに余裕そうだった秋月の態度。

　今なら分かる。……あれは、あの襲撃は、最初から〝俺に緊急回避手段を使わせる〟ためのものだったんだ。別に、あの場で俺を潰し切ろうと考えていたわけじゃない。俺たちを徹底的に追い詰めればどこかのタイミングで姫路が俺に《演習》を申請し、一日限りの無敵モードである〝交戦状態〟に移行する──秋月はそこまで読んでいたんだ。

　そうやって意図的に俺たちを交戦状態にした上で、秋月は姫路を〝攫さらった〟。

　そして、何かしらの条件を付けることで姫路の〝棄権〟を封じてみせたんだ──こうなってしまえば、ペナルティを避けるためにも俺と姫路は戦わざるを得なくなる。敵対せざるを得なくなる。つまり、彼女は姫路こそが俺の〝弱点〟だと見抜いた上で、最も効果的な形でそこを突いてきたというわけだ。

　いっそ空恐ろしいくらいの読み。非の打ち所がない完璧な戦略。

「だけど……」

　それでも、俺は荒い呼吸を落ち着けるように否定の言葉を口にした。……ああ、確かに今のところは何もかもが秋あき月づきの思惑通りに進んでしまっているが、何も悪いことばかりというわけじゃない。考えようによっては、これは一種のチャンスでもある──何せ、今まで水面下で準備を進めていた秋月がここに来て大きく動いたということは、つまり彼女にとってもこれが本命の作戦だということだ。先ほどの襲撃とは違い、本気で俺を仕留めに来ている。であれば、逆に明日の《演習トライアル》さえ攻略できれば秋月の猛攻を食い止められるかもしれない。決して裏を見せない小悪魔の尻尾しつぽを掴つかんで、詰みかけている現状を一気に引っ繰り返せるかもしれない────。

「……いや。違うな、そうじゃない」

　そこまで思考を巡らせた辺りで、半ば無意識にそんな言葉を零こぼす俺。

　そして、今度ははっきりと自覚的に、大おお袈げ裟さなくらい口角を持ち上げながら。

「かも、じゃないだろ。────何があっても負けちゃいけないんだよ、俺おまえは」

　自分の中のスイッチを切り替えるためにも、俺は静かな口調でそう言った。








　　　《区内選抜戦：四日目終了》

　　　《脱落者（土日合計）１２２８名。残り人数──１９１６名》
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「はぁ…………」

　日曜深夜の洋館に深い溜ため息いきが木こ霊だまする。

　それと同時にぐったりとテーブルに突っ伏す俺の対面で、一人の少女が呆あきれたような表情を浮かべながら緩く頬ほお杖づえを突いていた。

「……全く。何があったのよ、もう」

　彩さい園おん寺じ更さら紗さ──俺のＳＯＳに応えて飛んできてくれたお嬢様（偽）だ。数時間前に別れた時は金髪金目の清せい楚そルックだったはずだが、一度自宅に戻った際にその変装は解いてしまったんだろう。今はパーカーとフードで身元を隠しただけというお馴な染じみの格好になっている。

　そんな彼女は、フードの下から覗のぞくジト目を俺に向けながら嘆息交じりに続けた。

「せっかくそろそろお風呂に入ろうってところだったのに……あんたのせいで予定がめちゃくちゃだわ」

「あー、それはマジで悪かった……でも、その割にはすぐに来てくれたよな」

「まあそうね。だって一応仲間だも──じゃなくて！　えっと、えっと……そう、ユキのためよ。あたしは〝ユキがいなくなった〟って聞いたから心配して来てあげたの。別にあんたのためってわけじゃないわ」

「いや、まあどっちでもいいけどさ……」

　いつも通りツンツンとしている彩園寺の言葉に反論する気力もなく、俺は小さく首を横に振る。……先ほどは無理やり自分を鼓舞してみたが、それでも現状が詰みかけていることには変わりない。いつも隣にいてくれる姫ひめ路じがそこにいない、ということもあり、俺のメンタルはなかなかに疲弊していた。

「む……」

　対面の彩園寺は俺の雑な扱いが気に食わなかったのか小さく頬を膨らませていたが、やがて微かすかな溜め息と共にこんなことを言い出した。

「もう、あんたがそんなんだと調子狂うわね……いいわ。全部聞いてあげるから、とりあえず何があったか話してくれる？　そこが分からないことには何にも出来ないわ」

「え……でも、いいのか？」

「良いも悪いも、あたしを呼び出した時点で〝協力してくれ〟って意味じゃない。それとも何？　慰めてくれ、とか、一緒に落ち込んでくれ、とでも言うつもりだったわけ？」

「！　い、いや……そうじゃない。……ありがとな、彩園寺」

　どこか不機嫌そうな彩さい園おん寺じの問いかけにハッと気付かされ、俺は静かに顔を持ち上げながら感謝の言葉を口にした。すると、彼女は少し照れたような声で「べ、別に……」とだけ返してくる。……多分、今の台詞せりふは最初から俺を奮い立たせるつもりで言ってくれていたんだろう。普段は刺とげ々とげしいくせにそういうところは気が利くやつだ。

「──こほん」

　そんな彼女の発破に応えるためにも、俺は一つ咳せき払ばらいして話を切り出すことにした。

「さっきの電話で〝姫ひめ路じがいなくなった〟ってところまでは話したよな？　だから、まずはそれが具体的にどういう意味なのか、って話なんだけど……端的に言うと、あいつは秋月に攫われた」

「…………はい？」

「いや、だから秋あき月づき乃の愛あ……英えい明めいの小悪魔に連れていかれたんだって。姫路は今あいつと一緒にいる。しかも、明日の《演習トライアル》──元々は姫路が棄権するって前提で申請してたやつだ──で俺に負けることが出来なくなった、って言ってきた」

「え……え!?　ちょ、ちょっとそれ、すっごく大問題じゃない！」

　ダンッ、テーブルに両手を突きつつ身を乗り出してくる彩園寺。拍子に顔と顔とが急接近して、ふわりと甘い匂いが鼻をつく。

「どうしていきなりそんなことになってるの……？」

「ん……まあ、話せば長くなるんだけどな」

　混乱に目を白黒させる彩園寺に対し、俺はこれまでの経緯について簡単に説明してやることにした。……とはいえ、学長から依頼を受けたことや秋月の行動が不審すぎることなんかは既に彼女とも共有している。だから、ここで話すべきは例の襲撃についてと、それからさっきの電話の件。

「……なるほど、ね」

　それらを全て聞き終えると、彩園寺は右手を口元へ遣やりつつ小さく一度頷うなずいた。

「ってことは、やっぱり小悪魔が〝黒幕〟だったんだ？」

「十中八九な。……でも、実はまだ証拠がないんだ。今は《区内選抜戦》の真っ最中だから、俺を狙ってるってだけなら別におかしなことじゃない。そんなの秋月以外にも大勢いる。だから、あいつが〝外部の誰かと繋つながって不正をしてる〟って部分が断言できないと何とも言えないんだけど……あいつ、その辺を誤ご魔ま化かすのが異常に上う手まいんだよな。常に自分のペースで喋しやべってるから絶対に〝裏〟を見せてくれない」

「……まあ、それは６ツ星だもの。駆け引きなんて慣れたものだと思うわよ」

　そう言って嘆息する彩園寺。おそらく、《女帝》として強敵と接することが多い彼女だからこそ共感できる部分があるのだろう。

　そんな彼女は少しだけフードを持ち上げると、紅玉ルビーの瞳で俺を見つめつつ続けた。

「でも──まあ要するに、これはピンチでもありチャンスでもあるってことね。絶体絶命の危機的状況だけど、その代わり、ここさえ凌しのげば一気に逆転の可能性が見えてくる」

「ああ、そうだ。それは間違いない。……でもさ、彩さい園おん寺じ。姫ひめ路じとの《決闘ゲーム》を攻略するのには、一つ大きな問題があるんだよ」

「問題？　って……何よそれ？」

「いや、めちゃくちゃ当たり前の話なんだけどさ──今回は、姫路の力が借りられない」

「……あ」

　俺の発言に、一瞬遅れて微かすかな反応を零こぼす彩園寺。

　そう──本当に当たり前すぎることなのだが、姫路と《演習トライアル》をするのだから当然姫路自身はこちら側にいてくれない。イカサマという最強の力を振るってはくれない。

　さらに言えば、姫路以外の《カンパニー》メンバーに連絡を取るというのも少し危険だろう。何せ、リーダーである姫路が秋あき月づきの手に落ちているんだ。姫路の端末から回線が傍受される可能性リスクを考えれば、現状で《カンパニー》の力を借りるのは難しい。

　彩園寺の方もそれに気付いているのか、焦あせった様子でこちらに身を乗り出してきた。

「ど、どうするのよ、それ……！　来ちゃったからには最後まで付き合ってあげるつもりだけど、あたし、イカサマの方は専門外よ!?」

「だよ、な……」

　嘘うそとイカサマで最強のフリをしている俺とは違い、彩園寺は正当な実力で７ツ星の座を勝ち取った正真正銘の天才だ。もちろん頭脳面ではとんでもなく頼りになるが、しかし学園島アカデミーの《決闘ゲーム》は決してそれだけで攻略できるものじゃない。仮に勝ち筋が分かっていても、等級ランクが低すぎて必要なアビリティを入れられない、なんてことはざらにある。

　だからこそ、俺の嘘を成立させるためには絶対に不正イカサマが必要なわけだ。

「「…………」」

　二人して黙り込む俺と彩園寺。しばらく考えてみたがまともな代案は浮かばず、俺は小さく首を振ってからこんな提案を口にする。

「……なあ、彩園寺。俺の方から言っておいて何だけど、その辺はまた後で考えることにしないか？　もしかしたら自力でどうにかなるかもしれないし、とりあえず《演習》の内容を見てから──」

「たらいま～」

「「──っ!?」」

　瞬間、リビングの扉がガチャリと開く音に俺と彩園寺は揃そろって肩を跳ねさせた。同時に聞こえる陽気な声。対面の彩園寺が慌ててフードを深く被かぶり直すのを確認しつつ、俺は恐る恐る背後を振り返る──と、

「……加賀谷さん？」

　そこに立っていたのは、残念美人なゆるゆる系お姉さんこと加か賀が谷やさんだった。珍しくまともな服（カジュアルスーツみたいなやつだ）を着ているが、おそらくどこかで呑のんできたんだろう。ブラウスの胸元は大胆にはだけているし瞳はとろんと蕩とろけているし、何というか大人の色気がむわっと漂っている。

「うむ、加賀谷さんだよ……たぶん、おそらく、めいびー……」

　そんな彼女はふらふらと覚おぼ束つかない足取りで俺の近くまで歩いてくると、その場にどさっと荷物を降ろしつつ崩れ落ちるように寝転んでしまった。

「ふわぁ、それじゃおやすみ……って、はれ？　そういえば、なんでヒロきゅんがうちにいるの？　夜よ這ばいかな？？」

「違いますけど。……酔ってるんですか？」

「そうだよ～。だってだって、ヒロきゅんが謎の美少女とのイチャイチャデートを何時間も見せつけてくるんだもん。おねーさんは遠くで待機してただけだけど、もう羨ましくて羨ましくて……ね？　こんなのお酒呑まなきゃやってられないでしょ？」

「うっ……なんかすいません」

　窮屈さを嫌うようにストッキングを脱ぎ捨てている彼女から若干目を逸そらしつつ、俺は一応の謝罪を口にした。……加賀谷さんほどの美人なら（その気になれば）恋人の一人や二人作れそうなものなのだが、いかんせん服装がアレなのと生活力が皆無なのと《カンパニー》の仕事が────って、

「待ってください。……あの、加賀谷さん。ここに来たのって誰かの指示だったりしますか？　例のツインテールに脅されてたり、とか」

「ついんて？　……んん？　いやいや、そんなわけないじゃんかぁ。だって、おねーさんは一人で呑のんで……呑んで……って、はれ？　もしかしてわたし、帰る家間違えた？」

　ほんの少しだけ頭が冷静になってきたのか、加賀谷さんはぱちぱちと目を瞬またたかせながらそんなことを言い出した。どうやら、酔いが回っていたせいで自宅ではなくこっちに来てしまった、ということらしい──《カンパニー》電子機器担当の加賀谷さんが、だ。

「…………ナイスタイミング」

「はぇ？」

　俺の微かすかな呟つぶやきに、加賀谷さんは横向きに寝転がったままこてりと首を傾かしげてみせた。




「し、し、し──白しら雪ゆきちゃんがいなくなったぁ！？！？！！？」

　……それからおよそ二十分後。

　冷水、氷、スポドリ、果物、マッサージと思い付く限りの酔い覚ましを試みてから加賀谷さんに状況を説明すると、それまでとろんとしていた瞳がカッと一瞬で見開かれた。

　俺は小さく頷うなずいてから話を続ける。

「はい、そうなんですよ。秋あき月づきの襲撃に関しては加か賀が谷やさんも知ってると思いま──」

「な、何で！　無理やりしちゃったの！　いくら白しら雪ゆきちゃんが可愛かわいくてえっちな身体からだしてるからって……せめてもうちょっと段階を踏んでからじゃなきゃ！　めっ、だよ!?」

「──いや、別に俺が乱暴したから逃げたってわけじゃねえよ!?」

　俺の胸倉を掴つかんでぐらぐらと揺らしながら失礼過ぎる説教を口にする加賀谷さん。仕方なくその体勢のままざっくりと事情を説明すると、彼女は「なんてこったぁ……」と呟つぶやきながら力なく手近な椅子に腰掛けて──そこで、ようやく俺以外の人間がいることに気付いたらしい。対面に座るパーカー＆フードの女の子をぱちくりと見つめつつ、小さく首を傾かしげてこんなことを言う。

「……えっと、不審者ちゃん？」

「違うわよ!!」

　やはり第一声からアレな加賀谷さんだった。……けれど、今回に関してはそうズレた反応じゃないかもしれない。パーカーのチャックを口元まで引き上げて逆にフードは鼻先にかかるくらいまで深く深く被かぶっているんだから、これが〝不審〟でなければ一体何だという話だろう。俺も初めて見たときは似たような感想を抱いた覚えがある。

　ともかく、彩さい園おん寺じ（不審者Ｖｅｒ）はゆるゆると首を振りながら面めん倒どうそうに続けた。

「全く……あたしはアレよ、篠原こいつに協力を依頼されてこんな夜中に呼び出された可哀かわい想そうな他学区生。それ以外の素性についてはあまり触れないで欲しいわ」

「ヒロきゅんに呼び出された？　むむむ……なるほど、それじゃわたしたちのお仲間さんってことでいいのかな？　パーカーちゃん」

「ま、部分的にはそうとも言えるかもしれないわね。……というか、その〝パーカーちゃん〟ってもしかして呼び名なの？　不審者よりはマシだけど、もう少しどうにか……」

「えー、だってパーカー以上の情報どこにもないよ？　嫌なら脱がせちゃうけど」

「う……じゃ、じゃあいいわよ、それで」

　不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった様子を隠しもせずに小さく両手を上げる彩園寺。

　対する加賀谷さんはそれを見て満足げに頷うなずくと、改めて俺に身体を向け直した。……正直な話、彼女がここに来てくれた意味は非常に大きい。《カンパニー》電子機器担当・加賀谷さん。不正アイデアを端末機能として落とし込むのが得意な彼女は、その不正イカサマを構築できるだけの天才的頭脳を持っている彩園寺更さら紗さと抜群に相性が良いはずだ。これなら、この面子なら、きっと秋月の悪意に対抗できる。

　だから──俺は、そんな二人の目を見つめ返しながらゆっくりと切り出すことにした。

「それじゃあ……これから、姫路を取り戻すための作戦会議を始めるぞ」





　　　　♯



「──ではでは、まずはルール解説から行ってみよー！　おー！」

　数分後。

　話し合いの末にちょっとしたセッティングと席替えを挟んで、俺たちはさっそく〝作戦会議〟へと突入していた。

　ちなみに、場所はシアタールームではなくリビングのままだ。俺のすぐ隣に彩さい園おん寺じ（パーカー）が座り、対面の加か賀が谷やさんはノートＰＣの画面をこちらに向けている。もちろんルールの確認くらいなら端末からでも出来るのだが、どうせなら三人で共有した方が早いだろう、という判断だった。

　コホン、と気取ったような咳せき払ばらいをしてから加賀谷さんはさっそく口を開く。

「白しら雪ゆきちゃんが申請してきたゲームの名前は、《不等辺三角関係》──これはね、ざっくり言えば一種のカードゲームだよ。プレイヤーはそれぞれ十枚の手札を持ってて、それを同時に一枚ずつ出し合うの。で、各カードには〝相性〟があるから、それに応じて取ったり取られたりっていう処理が発生する。これを手札がなくなるまで繰り返して、最終的にカードをたくさん持ってた方が勝ち！　みたいな感じ」

「ふんふん……ま、そこだけ聞くと分かりやすい感じね」

「でしょ？　要は〝相手より多くカードを取ればいい〟ってだけだからね。プレイヤーが持ってる十枚×二と、最初から場に出てるボーナスカード一枚。この《演習トライアル》に出てくるカードはそれで全部だから、基本的には過半数──十一枚目を取った時点でそのプレイヤーの勝ちになるんだよ。……まあ、実際はアビリティのことも考えなきゃいけないからそう単純にはいかないんだけどね」

　軽い口調でそう言いながら、加賀谷さんはＰＣの画面上に今まで出てきた情報を出力し始めた。それも文字だけではなく、やたらヌルヌル動く動画付きで、だ。……口笛でも吹きそうなくらい簡単にやってのけているが、彼女が《不等辺三角関係》のルールを確認したのはつい数分前のこと。この動画に至っては現在進行形で──逆サイドにタブレットが置いてあるから多分それだろう──作っているんだからとんでもない。

「…………」

　まあ、加賀谷さんが実はハイスペックだというのは悔しいから言及しないことにして。

「えっと……それで？　肝心のカードとその相性、ってのはどういう感じなんですか？」

「ふっふっふ……！　よくぞ聞いてくれたねヒロきゅん！　ちょうど今、その辺りをまとめたスライドを作り終わったところだよ────これだっ！」

　俺の質問に会心のドヤ顔を浮かべてみせると、加賀谷さんはそう言って勢いよくエンターキーを叩たたき下ろした。すると同時、ＰＣの表示モードが切り替わって画面の真ん中に大きな図表が現れる。

　──曰いわく、

《不等辺三角関係：カード相性表》

《当ゲームで使用するカードは全部で六種類。名称は【王】【王子】【女王】【騎士】【暗殺者】【平民】である》

《ただし、ルール説明上、簡略化のために【王】【王子】【女王】をまとめて【王家】と呼称することがある》

《相性その一：【王家】は【騎士】に強く、【騎士】は【暗殺者】に強く、【暗殺者】は【王家】に強い》

《相性その二：【王家】と【騎士】はいずれも【平民】に強く、【暗殺者】と【平民】の間に相性差はない。また【騎士】同士や【平民】同士など、同じ名前のカード間にも相性差はない》

《相性その三：【王】は【王子】に強く、【王子】は【女王】に強く、【女王】は【王】に強い》

　──とのことらしい。

「ん……」

　加か賀が谷やさんが用意してくれた相関図を眺めながら、俺は静かに思考に耽ふけった。……なるほど、カードが六種類あるのに何な故ぜ〝三角関係〟なのかと一瞬疑問に思ったが、要は三つ巴の関係が二重で存在しているような構図になっているわけだ。【王家】と【騎士】と【暗殺者】の三みつ巴どもえ。さらに【王家】の中では【王】と【王子】と【女王】の三つ巴。大雑把に言ってしまえば、ちょっと複雑なジャンケンみたいなものだろう。

　そして、もう一つ気になるのが【平民】だ。相性表を見る限り、【王家】や【騎士】、それに【暗殺者】と違って、【平民】が勝てるカードというのはただの一つも存在しない。

　もしかしたら〝外れカード〟という扱いなのかもしれないが……

「……にしてもちょっと弱すぎないですか、【平民】？　あまりにも価値がなさすぎるというか、むしろマイナスというか……」

「んー、まあね。確かにその通りなんだけど、実は【平民】には他のカードと違ってちょっと特別な効果が設定されてるんだよ。だからカードそのものは弱めに作られてる、ってわけ。……でも、とりあえず先に他のルールも一通り説明しちゃうね？　【平民】の秘密についてはその後のお楽しみ、ってことで！」

　元気よくそんな言葉を口にすると、加賀谷さんは再びＰＣを操作して先ほどとはまた別の画面を俺たちの前に提示してきた。映っているのは【王】や【騎士】を始めとする各種カードのイラストだ。それらが上下二列に十枚ずつ、ズラリと等間隔に並べられている。

　内訳としてはこんな感じだ。

《セットＡ──王・女王・王子・騎士×２・暗殺者×２・平民×３》

《セットＢ──王・女王・王子・騎士×１・暗殺者×１・平民×５》

　映し出されていた情報はこれだけだったが、それでもすぐに見当は付けられた。

「ん……もしかしてこれ、各プレイヤーの手札ですか？」

「そう！　さっすがヒロきゅん大正解！　今ヒロきゅんが言ってくれた通り、この二種類のカードセットがそのままプレイヤー二人の初期手札になるんだよ。まあ、どっちが回って来るかはランダムだけど」

「ふぅん……セットＡとセットＢでかなり強さが違うのね」

「そだね。【騎士】と【暗殺者】が【平民】に──それも特殊効果すら付いてない正真正銘の雑ざ魚こカードに──置き換わってるわけだから、圧倒的にＡの方が強いよ。Ｂが回ってきちゃったら最初からかなりのハンデ、って感じだね」

「……なるほど」

　画面に映る二十枚のカードを眺めながら、俺は静かに思考を整理していく。

「実際にどっちの手札が回って来るかはともかく、ＡかＢかどっちかを持った状態で《演習トライアル》を始めて、そこからは相手が何を出すのか予想しつつ自分が出すカードを選んでいくってことだよな。……ちなみにこれ、各対戦の処理はどういう感じになってるんだ？　相性差に応じて取ったり取られたり、って言ってたけど、例えば俺が【女王】で姫ひめ路じが【騎士】を出したとしたら、【女王】は【騎士】に強いから俺が【騎士】を獲得できる？」

「うーん、ちょっと違うかな。その場合は全取りだよ、全取り！」

「……全取り？」

「うむ！　えっと、ちゃんと説明するとね？　この《演習》──《不等辺三角関係》において、二人のプレイヤーが出したカードの処理っていうのは大きく二パターンに分かれるんだよ。一つは〝引き分け〟だった場合。これは簡単、二枚ともそのまま場に残る」

「はい」

「そして、もう一つが〝それ以外〟──つまり〝二枚のカードに相性差があった〟場合なんだけど、このとき、勝った方のプレイヤーはその時点で場に出てるカードを全部貰えるんだよ。相手のカードだけじゃなくて、自分が使ったカードも、それまでに引き分けで場に溜たまってたカードも、全部まとめて〝獲得札〟に入れちゃってオッケー！」

「ああ……なるほど、そういうことですか」

　得心して小さく何度か頷うなずく俺。……要するに、宝くじで言うキャリーオーバーみたいなシステムなんだろう。対戦結果が引き分けに終わったカードたちはどんどん場に蓄積されていき、次に決着がついた時にその勝者へと全て流れる。つまり、一回の対戦でカードが四枚やら八枚やら動く可能性だってあるわけだ。

「そうそう、そんな感じだね」

　俺の理解がそこまで到達したのを見て取ったのか、満足げに頷く加か賀が谷やさん。

「他のルールについては……あ、一応これだけ言っとこっかな。さっきも言った通り《不等辺三角関係》は〝どっちかの手札がなくなったら即終了〟なんだけど、その時にもう一人のプレイヤーが一枚でも手札を残してた場合、そのカードは自分の獲得札に加えていいことになってるみたい。つまり最後まで残ってた手札に関しては〝獲得した〟のと同じ扱いになるってワケ。……まあ、順当にカードを出し合ってるだけなら手札の枚数に差が付くことはないから、この辺はアビリティを使われる前提の話になるんだけど」

　大体こんなとこかなー、と呟つぶやきながら加か賀が谷やさんは一通りの説明を終えた。俺も確認のためにルールテキストを頭から読み返してみるが、特に抜けている箇所はなさそうだ。

「それじゃあ、ルールも整理できたことだし、ここからは【平民】の効果も確認しながら肝心の攻略法について考えていこうと────ん？」

　議題を切り替えるために俺がそんな号令を掛けようとした瞬間、それを遮るようなタイミングで机の上に置いていた端末が微かすかに振動した。無視しようかとも思ったが、何となく嫌な予感がして俺は当の端末に手を伸ばす。

　──と、

「っ……何だ、これ？」

「……どうしたの、篠しの原はら？」

「いや……」

　警戒したような声音で尋ねてくる彩さい園おん寺じに小さく首を振ってから、俺は送られてきたメッセージを二人にも見えるように投影展開してみせた。そこに書かれているのは一つの短い文章と、物騒な名前を持つ二つのアビリティ──《確率変動Ｌｖ４》と《強制操作》なるものだ。

　俺は、疑問と困惑に眉を顰ひそめながらゆっくりと呟く。

「姫ひめ路じから──正確には姫路の端末からこんなメッセージが送られてきたんだ。《不等辺三角関係》でわたしが使用するアビリティの一覧です、って」

「え……それ、ユキの方から手の内を晒さらしてきたってこと？　……なんで？」

「分からない。秋あき月づきにバレないように送った、っていうのは正直考えにくいけど……でもこれ、文字入力で打ち込んでるわけじゃなくてアビリティ登録の記ロ録グだからな。デマってことはないはずだ」

「まあ、ユキも小悪魔もそんなお粗末なことはしないわよ。このメッセージ自体は信じていいと思う。……でも、動機についてはちょっとよく分からないわね。順当に考えれば余裕の表れ、ってところなのかしら？　絶対的優位な立場にいることが分かってるから、あんたを煽あおるためにわざわざ送り付けてきた……みたいな」

「うーん……確かに、秋月はそういうことをしてきそうなタイプだけど」

　そうかもしれないし、そうじゃないかもしれない。もっと別の意図がある可能性は大いにある。……けれど、どちらにしても姫路が今回の《演習トライアル》に持ち込むアビリティはこの二種類で確定だ。それだけは間違いないと言っていい。

「……ん」

　パーカーの胸元で腕を組みながら、隣に座る彩さい園おん寺じも小さく頷うなずいている。

「とりあえず、方針はかなり立てやすくなったわね。まず《確率変動》──これは、あんたも知ってる《幸運》の上位互換だと思ってくれればいいわ。《演習トライアル》の中に出てくる何かしらの〝確率〟を弄いじることが出来るアビリティ。それも、Ｌｖ４ともなれば50％を１００％に書き換えるくらいのことは出来るはず。だから多分、ユキは最初の手札選択──セットＡとセットＢのランダム決定、ってところを確定でＡにするつもりなんでしょう。つまり篠しの原はら、あんたに回ってくるのは間違いなく弱い方セツトＢよ」

「あー……まあ、確かにそうなりそうだな。……それで？　もう一つの《強制操作》ってのはどういう効果なんだ？　何ていうか、めちゃくちゃ不穏な字面だけど」

「そうね、その認識で間違いないわ。何しろ《強制操作》っていうのは、その名の通り相手の行動を強制的に決定することが出来る高ランカー御ご用よう達たしのアビリティだもの。……まあ、もちろん行動がコマンド指定できるゲームじゃなきゃ使えないし、持続ターンもかなり短めなんだけど、それを差し引いても本当に厄介なアビリティよ」

「行動の指定、って……」

　思わず絶句する俺。……想像していたよりもずっと凶悪な効果だ。そんなことをされてしまったら、仮にどれだけ緻密な作戦を立てていたとしても簡単に潰されかねない。

「ちなみに……それ、今回の《演習》で使われた場合はどれくらい効果が続くんだ？」

「ちょうど三ターン、ね。多分、一番有効に使える初手でさっそく発動されて、あんたの手札から有力なカードが全部抜かれて、ついでに獲得札にも大差を付けられて……そこでやっとゲーム開始、くらいの感覚になると思う」

「ま、紛まぎれもなく悪夢じゃねえか、それ……」

「そう、ね。……うん。ユキ、本気で勝ちに来てるわ」

　端末の投影画面を見つめながら、彩園寺は神妙な口調で呟つぶやく。

　と──その時、傍かたわらのタブレットに姫ひめ路じのアビリティ情報なんかを打ち込んでいた加か賀が谷やさんが、どこか得意げに口元を緩ませながら俺たちの方へ向き直った。

「うんうん、かなりヤル気だよねえ白しら雪ゆきちゃん。遠慮も容赦もない感じ……でも、だからって〝どうにもならない〟なんてことはないよ」

「っていうと？」

「ふふん、秘密組織《カンパニー》を舐なめてもらっちゃ困るよヒロきゅん！　素直にやって勝てないなら不正イカサマでも何でも使うのが私たちのじゃすてぃす！　まずは電子に愛された女こと加賀谷のおねーさんが学園外から《演習》のシステムに侵入して、それから完全無欠のリーダーこと白雪ちゃんが内側で諸もろ々もろのセキュリティを解除してくれれば──」

「…………」

「──って、その白しら雪ゆきちゃんがいないんじゃん!?」

　意気揚々と作戦を語っていたかと思いきや、突然そのままの勢いでテーブルに突っ伏す加か賀が谷やさん。……どうやら、高い技術スキルを持っている割に指示者リーダーがいないと何も出来なくなるタイプの人らしい。まあイメージ通りと言えばイメージ通りだが。

「もう駄目だぁ……《カンパニー》はお終しまいだぁ……」

「勝手に終わらせないでくださいよ……」

「でもさー、実際白雪ちゃんがいないと色々と難しいんだよ？　私なんかいっつも頼りっぱなしだし、そもそもリーダー不在の状態じゃまともに作戦立てられる人なんて──」

「……いるでしょ、ここに」

　加賀谷さんの弱音をかき消すように放たれた短い宣言、立候補。

　その発言主であるパーカー姿の少女──彩さい園おん寺じ更さら紗さは、相変わらずフードを深く被かぶったまま、背もたれに身体からだを預けて悠然とした態度で腕を組む。

「あたしがやる。……あんたたちからの人望とか経験値なんかはユキの方がずっとずっと上でしょうけど、作戦構築の腕ならあたしだって負けてないはずだから」

「そ、そうなの？　むむ……ねえねえヒロきゅん、これって信じていいのかな？」

「へ？　ああ、大丈夫ですよ。格好はちょっとアレですけど、今の言葉に嘘うそはないです」

　嘘がないどころか、むしろ彼女以上に適任な人間なんてそうそう見つからないはずだ。

　そんなことを考えながら俺が静かに頷うなずいてみせると、ようやく覚悟が決まったのか加賀谷さんもゆっくりと顔を上げてくれた。そして、ポツリとこんなことを言う。

「……じゃあ、お願いしていい？　パーカーちゃん」

「ええ、もちろん。その代わり、あなたにもちゃんと働いてもらうけど。……えっと、じゃあとりあえず、さっき後回しにしてた【平民】の効果を見せてもらえる？」

「あ、そっかそっか。了解、ちょっと待ってね」

　彩園寺の指示に従って、加賀谷さんはついっと指先でタブレットに触れた。すると、ほんの一瞬でＰＣの画面が切り替わり、横書きの文章がズラリと一面に表示される。

　──曰いわく、




《平民スキル一覧／セットＡ》

・【簡易摘出】：相手の手札から一枚を選んでこのゲームから除外する。

・【無敗の勇者】：特殊。あらゆるカードに勝利できる（全ての相性差を無視できる）。

・【オールリセット】：相手の獲得札を全て場に戻す。




《平民スキル一覧／セットＢ》

・【爆発的成長】：自身の獲得札をＸ枚増やす（Ｘは使用時のターン数）。

・【大革命】：これ以降、全てのカードの相性差が反転する。

・【トロイの木馬】：特殊。王家または騎士カードに〝敗北した〟場合に効果発動。相手プレイヤーの獲得札から半分（端数切り上げ）を自身の獲得札に加える。




「──っと、まあ大体こんな感じだね」

　俺と彩さい園おん寺じが一通りの効果文テキストに目を通した辺りで、加か賀が谷やさんはフラットな口調でそう言った。

「各効果の発動条件は、基本的には場に残ること。つまり、対戦の結果が引き分けならここに書かれてる能力が発動する、って認識でオッケーだよ。【平民（無敗の勇者）】と【平民（トロイの木馬）】は他のと条件が違うからちょっと注意が必要だけど」

「なるほど……なんか、アレですね。結構爆弾級の効果ばっかりっていうか」

「んー、まあそうは言っても、引き分けにならなきゃ発動しないっていう重めの制限があるからね。相手の【平民】か【暗殺者】に合わせられない限り単なる雑ざ魚こカードになっちゃうし、それに──」

「──それに、今回に関して言えばどっちにしても潰されるし、ね」

「うむ。そーゆーこと」

「…………」

　加賀谷さんと彩園寺とのやり取りに、俺は小さく顔をしかめた。……確かにそうだ。いくら強力な効果が取り揃そろえられているとはいえ、姫ひめ路じには《強制操作》がある。一発逆転の可能性があるようなカードは真っ先に消されると思って良いだろう。

　と……そこで、身体からだを少しこちらに向けた彩園寺が人差し指をピンと立てた。

「情報も出揃ったことだし、ここで一旦整理してみるわね。まず、この《演習トライアル》──《不等辺三角関係》だけど、思った以上に【平民】の効果が強いわ。もちろんカード単体で見れば【王家】や【騎士】、【暗殺者】の方がずっと強いのだけど、【平民】は一枚通ったときのリターンが大きすぎる。それこそ、多少の差なら簡単に引っ繰り返せるくらいにね」

「ああ、そうだな。んで、そうなるとこの《演習》は〝自分の【平民】をどうやって通すか〟──もしくは〝相手の【平民】をどれだけ抑えられるか〟ってのが重要なポイントになるわけだ」

「そうね。それに、他のカードの出し方だって【平民】を基準に考えなきゃいけなくなるはずよ。例えば、【暗殺者】は【平民】と引き分けになるカードだから出来れば早めに処理しておきたい。そうなると早い段階で【暗殺者】がいなくなるから相対的に【騎士】の価値が下がって、でもそうなると今度は……みたいな感じで、仮定に仮定を重ねて何を出すのがベストか選んでいく、ってわけ」

「普通なら、な。……だけど、残念ながら今回はそうじゃない」

「……ええ、そうね」

　パーカーのフードを引き下げながらこくりと頷うなずく彩さい園おん寺じ。

「ユキが《強制操作》を採用してるんだから、最初の三ターンは完全にあの子の思い通りに進むわ。ユキにとって最高の展開になるように──あたしたちにとっては最悪の展開になるように。……でも、だからこそ予測が出来るのよ。どういう風にゲームが進んでいくのか、三ターン目まではほとんど確定させることが出来る」

「ふむふむふむ……それで？　それで、具体的にはどうなっちゃうの？」

「うん、それを今考えてたんだけど……まず、篠しの原はらの手札の中で確実に封じておかなきゃいけないカードは二種類あるわ。最大十枚まで自分の獲得札を増やせる【平民（爆発的成長）】と、どんな劣勢からでも逆転が狙える【平民（トロイの木馬）】。……まあ、【平民（大革命）】もゲームに与える影響はとても大きいのだけど、勝敗を左右するって意味では最初に言った二枚の方がずっと凶悪よ。何があっても絶対に残せない」

「まあ、確かにそうだな。……でもさ、《強制操作》は三ターン継続するんだろ？　だったらもう一枚潰せるわけだし、普通に【平民（大革命）】も消されるんじゃないか？」

「うーん、その可能性もないとは言えないけれど……でもね、ユキの手札には【平民（簡易摘出）】があるのよ。あんたの手札を一枚だけ除外できる【平民】スキル──だから、ユキは《強制操作》の三ターンで合計四枚のカードを潰せちゃうのよね。で、そのうちの二枚が【平民（爆発的成長）】と【平民（トロイの木馬）】になるとしたら、あとの二枚はもう決まってるようなものじゃない？」

「決まってる……？　まあ、そりゃ順当に考えれば【平民（大革命）】と【王家】のどれかになると思うけど──いや、違うな。……もしかして、【騎士】と【暗殺者】か？」

「大正解。……うん、少なくともあたしならそうするわ」

　俺の回答に、彩園寺はフードの下から微かすかな笑みを覗のぞかせた。

【騎士】と【暗殺者】──そんな選択になるのはある種の必然だ。何しろ、俺に回ってくるセットＢの手札には最初から【騎士】も【暗殺者】も一枚ずつしか入っていない。つまり、その二枚を封じられてしまうと俺の手札には【王家】と【平民】しか残らなくなるんだ。三さん竦すくみを基盤テーマにしたゲームとは思えないほどの偏り。そうなれば、《強制操作》が終わった後の逆転は非常に難しいものになるだろう。

「じゃあ……つまり、こういうことか」

　これまでの話を整理するためにも、俺は改めて声を上げた。

「姫ひめ路じの《強制操作》が保もつのは開始から三ターン。この間に、あいつはまず【平民（簡易摘出）】を俺の【暗殺者】にぶつけることで〝引き分け〟にして、スキル効果で俺の手札から【平民（トロイの木馬）】を除外する。さらに【騎士】を使って俺の【平民（爆発的成長）】を討ち取って、【王家】のどれかで【騎士】も潰す……順番はともかく、流れとしてはこんな感じだ」

「ええ、そうね。もしその通りに動かれたとしたら、三ターン目が終わった時点でユキとあんたの差は絶望的なものになる。手札の質、って意味でももちろんそうだけど……最初の三ターンで使われたカードは全部ユキに取られるんだから、ボーナスカードも合わせて合計七枚の差が付いた状態から《演習》を始めなきゃいけないことになるわ」

「七枚差、か……」

　分かってはいたことだが、その大きすぎる数字に思わず顔をしかめてしまう俺。……七枚。七枚だ。《不等辺三角関係》における〝過半数〟は十一枚なんだから、姫路があと四枚カードを獲得すればその時点で彼女の勝利が確定することになる。

「くそ……無理だな。このままじゃ、たとえ姫ひめ路じの出す手が全部読めてたって逆転なんか出来っこない。【騎士】も【暗殺者】もないんだから、四ターン目以降のほとんど全部を引き分け以上で終わらせるなんて物理的に不可能だ」

「そうね。確かに、ここから巻き返すにはちょっと手札が弱すぎるわ。……でも」

「え……？」

「でも、それは──逆に言えば、最初の七枚差さえ引っ繰り返せれば充分ゲームになるってことじゃない？」

　不意に、俺の右隣に座った彩さい園おん寺じが微かすかに口角を持ち上げながらそんなことを言ってきた。自信に満ちた声音。目元が隠れているからか、いつも以上に不敵に見える。

　彼女は俺の目を覗のぞき込むようにして言葉を続けた。

「あのね？　あんたは知らないと思うけど、６ツ星以上の限定アビリティに《エンチャント》っていうのがあるのよ。簡単に言えば〝追加効果の付与〟みたいなイメージの補助アビリティね。それを今回の《演習トライアル》に持ち込めば、セットＢの中にある〝効果のない【平民】カード〟に任意のスキルを付け足せる──もちろん設定できる内容には限度があるけれど、例えば〝お互いの獲得札を交換する〟くらいなら充分許容範囲だと思うわ」

「お互いの獲得札を……」

　彩園寺の提案に俺はそろそろと右手を口元へ遣やった。……なるほど、確かにそれが出来ればかなり絶望度は下がる。手札の質に大きな差があることには変わりないが、それでも姫路ではなく俺の方が〝あと四枚で勝利〟という状況になるわけだ。【王家】と【平民】しかない手札でもどうにか勝ちを狙える圏内レベルになる。

　ただ、問題はそれが〝６ツ星アビリティ〟だという事実だが……

「──いけますか？　加賀谷さん」

「はぇ？」

「今こいつが言った《エンチャント》に近い効果をイカサマで再現して欲しいんです。具体的には、まず《不等辺三角関係》のシステムに侵入して俺と姫ひめ路じの〝獲得札〟を入れ替える。それから端末画面にも干渉して、俺の【平民】があたかもそんな効果を持っていたかのように演出する──そうすれば、秋あき月づきには俺が《エンチャント》を使って劣勢を切り抜けたように見えるんじゃないかと」

「あ、ああ、そういう……うーん、どうかな。普段なら余裕って言うところだけど……」

「……そうなんですよね。さっきも言った通り、秋月に通信を傍受されてる可能性があるので今は他の《カンパニー》メンバーとは連絡が取れません。正真正銘、加か賀が谷やさんしか頼れません」

「う……ヒロきゅんその言い方ズルいよぉ……」

　対面の加賀谷さんはその後もしばらくうーうーと唸うなっていたが……数秒後、ようやく覚悟が固まったんだろう。俺の視線を見つめ返しながらこくっと小さく頷うなずいてみせる。

「──分かった。ちょっとだけ心細いけど、おねーさんはこれでも《カンパニー》の電子機器担当だからね。ヒロきゅんのために最高のイカサマを用意してあげる！」

「……ありがとうございます、加賀谷さん」

「うんっ！　この借りの返済は白しら雪ゆきちゃんの無事帰還でよろしくね！」

　俺の言葉にウインクしながらそう答えると、加賀谷さんはその場で元気よく立ち上がった。そうして「奥のサーバールーム見てくる！」とだけ言い残し、嵐のような勢いでリビングから去っていく。

「ん……」

　その背を見ながらフードを少し持ち上げて、隣の彩さい園おん寺じがポツリと口を開いた。

「これでとりあえずは方針決定、ね。……間に合ってくれるといいのだけど」

「まあ心配すんなって。あの人も何だかんだで天才だし……何より、英う明ちの学長が厳選してるチームの一員だからな」

「そう聞くと一気に物騒な感じがしてくるわね……ま、いいわ。とにかく、あんたはあんたでちゃんとアビリティのインストール済ませておきなさいよ？　ユキの行動を先読みして確実に状況を有利に変えられるアビリティ──定番は《後出し》ね。何だったら全部の枠をそれで埋めちゃってもいいくらいだわ」

「全部を……？」

「ええ。《後出し》は強力だけど、２ツ星相当Ｌｖ２じゃせいぜい二ターンか三ターンくらいしか保もたないもの。いくら《カンパニー》のイカサマで逆転できるって言っても、手札の差を考えたらあんたの方がまだまだ劣勢なんだから」

「あー……なるほど」

　彩園寺の言葉に小さく頷く俺。……確かに、そういうことなら上限まで《後出し》を組み込んでおくのが無難そうだ。何しろ姫路の手札には【王家】から【暗殺者】まで全種類のカードが残っているし、加えて俺の獲得札を全て場に戻してしまう【平民（オールリセット）】なんてスキルまで存在する。それらに対処しようと思ったら〝先読み〟系のアビリティは常に必要だろう。

「…………」

　細かく見ればまだ多少の懸念は残っている、が──ともかく、大筋としてはこれで問題なさそうだ。最初は完全な無理ゲーかに思われた《不等辺三角関係》だったが、彩さい園おん寺じと加か賀が谷やさんの協力のおかげでどうにか攻略クリアできそうな見通しが立ってきた。これ以上の想定外が起こらない限りはきっと勝てる。秋あき月づきの目もく論ろ見みを打ち破れる。

　──けれど、

「本当に…………本当に、それでいいのか？」

「……え？」

　意図せず零こぼれた俺の言葉に、彩園寺がピクリと顔を持ち上げた。

「それでいいのか、って……どういうことよ？　あんた、絶対負けられないんでしょ？」

「そう、だけど……でもさ、姫ひめ路じは俺に〝勝利を目指すな〟って言ったんだ。その意味はまだ分かってないけど、完全に無視するのはどうなんだろうと思って。……まあ、お前の言う通り、どっちにしろ負けちゃいけないことには変わりないんだけどさ」

「…………」

　自分でも曖昧なことを言っているという自覚は持ちながら、それでも俺はポツポツとそんな懸念を口にする。勝利を目指すな──それは、単に秋月に言わされているだけの形式的な台詞せりふなのか？　それとも何か別の意味がある？

　分からない。分からない、が……





　　　　♯



　結局、加賀谷さんは泊まり込みで不正イカサマプログラムの構築をしてくれることになった。

　作戦会議が終わったのが深夜の一時半過ぎだったということもあり、一旦家に戻るのが面倒になったらしい。加えてこの寮には一通りの機材が揃そろっており、環境的にはむしろここの方が作業しやすいくらいなんだとか。

　一応俺も手伝いを申し出たのだが、明日の学校での振る舞いや《演習トライアル》本番に支障が出るからという至極真っ当な理由で追い返され、すごすごと退散してきたところだった。既にシャワーも浴びて着替えもして、寝る気満々でベッドの上に寝転がっている。

　と、まあそこまではいいのだが。

「……お、お待たせ。篠しの原はら」

「…………」

　コンコン、と響く柔らかいノックの音。














　直後、照れ交じりの声と一緒にゆっくりとドアを押し開けたのは、たった今風呂から出てきたばかりの彩園寺だ──さすがにバスタオル姿、などではないが、正体を隠すためのパーカーは脱ぎ捨てて、客人用のクローゼットから引っ張り出してきた薄手のパジャマに着替えている。丹念に乾かしてきたらしく長い髪が濡ぬれているというようなことはないものの、全身から仄ほのかに立ち込める湯気に目を遣やれば彼女が湯上がり直後の状態であることは一目瞭然だ。シャンプーの匂いなのかボディーソープなのかは知らないが、とにかく頭がくらくらするくらい強烈な良い匂いがする。

「……じ、ジロジロ見ないでよ……バカ」

　彼女が部屋に入った瞬間からまるで時が止まったように見み惚とれていた俺に対し、彩さい園おん寺じは恥ずかしそうにそう言うとぷいっとそっぽを向いてしまった。そうして一転、やけに女の子っぽい仕草で膝を突いて、予あらかじめ敷いてあった布団にもぞもぞと潜り込んでいく。

　──そう。

　どうしてパジャマに着替えた彩園寺がわざわざ俺の部屋を訪ねてきたのかと言えば、それは当然彼女がこの家に泊まっていくつもりらしいからだった。万が一の場合に素早く加か賀が谷やさんのフォローに回れるように、というのが建前上の理由だが、どうやらそれ以外にも事情とやらがあるらしく。

　ちなみに、以下は三十分ほど前に発せられた彼女の供述だ。

『──あのね？　彩園寺家には門限があるのよ。それも夜の八時。まあ、普段はお嬢様のイメージを保つためにも一応守ってるんだけど……ほら、今日はこうして夜遅くにあんたから呼び出されちゃったわけじゃない？　だからあたし、これでも使用人メイドの目を掻かい潜くぐってこっそり抜け出してきてるのよ』

『メモは残してきたからそんなに大事にはなってないと思うけど、それでも今家に帰ったら物もの凄すごく怒られることは間違いないわ。ううん、怒られるだけじゃなくて、もしかしたら監視を付けられるかもしれない。……そのせいであんたに協力できなくなったらどうするっていうのよ。少なくともユキが無事に戻ってくるまでそんな危険リスクは冒せないわ』

『だから、あんたさえ良ければ今日はここに泊ま────って!?』

『!?　！？！？　…………！！？』

『と、ととと泊まるの!?　あたしが!?　あんたの部屋で!?　あんたのベッドであんたに腕枕されながらぎゅーってくっついて一緒に寝るの!?』

『で、でででもあたしたちまだ出会って一ヶ月も経たってないし役所に書類も出してないし親に挨拶もしてないし手もっ────』

『て、手は、ほんのちょっと繋つないだけど…………ぁぅ』

　……思い返すと自滅もいいところだが、結局彩園寺は自分で口にした提案を最後まで撤回することが出来ず、なし崩し的に泊まっていくことになったというわけだった。

　いや……まあ、百歩譲って泊まること自体は別に構わない。この館には空き部屋なんていくらでもあるし、何なら客人用に整えられた寝室だってある──のだが、彩さい園おん寺じはそれを良しとしなかった。

「ったく……」

　微妙に頬ほおが火ほ照てっているのを自覚しつつ、俺は天井を見上げたまま悪態を吐つく。

「そんなに恥ずかしがるなら他の部屋を使えばいいじゃねえか」

「い、嫌って言ったじゃない。こんなに広い部屋で一人ぼっちなんて寂しすぎるわ」

「……いつもはどうやって寝てるんだよ、お嬢様」

「そりゃもちろん、使用人メイドが部屋を出てからは大きなぬいぐ──こほん。あ、あたしは我慢強いのよ。今日はちょっと、ＭＰが足りないだけだわ」

　言い訳めいた口調で呟つぶやきながら、もぞ、と小さく寝返りを打って俺に背を向けてしまう彩園寺。……そこでふと気付いたが、寝るときは髪を一つにまとめているようだ。それによって普段はほとんど見えることのない艶つややかな項うなじが視界に入り、もう少し目線を下げてみれば大きめのパジャマからは肩や背中が無防備に露出していて──俺は、反射的に端末を操作して部屋中の電気を全て消す。

（あ、危なかった……！）

　……いや、何が危なかったのかは俺にもよく分からないが。

　ともかく──カチコチという時計の音と、お互いの緩やかな呼吸音。そして寝返りや身動みじろぎの度に生まれる衣きぬ擦ずれの音だけが暗闇の中でやけに大きく耳じ朶だを打って。

　そのまま、十分ほどが経過した頃だろうか。

「ねえ……篠しの原はら、まだ起きてる？」

　不意に、囁ささやくような声音が静寂の中に放たれた。少しだけ近くなった音と気配から推測する限り、どうやら彩園寺が布団の中で身体からだをこちらに向けたらしい。

　妙にドキドキしながら答えを返す。

「……まあ、起きてるけど」

「ほんと？　ふふ、良かった。先に寝られちゃったらどうしようかと思ったわ。あたし結構夜型だから、この時間だとまだあんまり眠くなくって」

「マジかよ。もうすぐ三時だぞ？」

「あたしの睡眠時間は基本的に四時から七時の三時間よ。その代わり、休みの日は一日中寝てることもあるけど」

「すげえ……」

　いわゆるショートスリーパー、というやつなのだろうか。無理をしているのでさえなければ時間が有効に使えて羨ましい限りだ。……それと、こちらは話の内容とはまるで関係ないのだが、電気を落としているせいもあって今は俺も彩園寺もこそこそと抑えた声で会話している。そのため彼女の言葉には端々に吐息が混じっていて、笑い方もいつもより大人っぽく聞こえて、何というか少しくすぐったい感じだ。

「ふふっ。それでね、篠しの原はら──」

　それから俺たちは、微睡まどろむ意識の中で色々な話をした。演技のこと、嘘うそのこと、学校生活に関する愚痴や、たまにス○イプで話しているという本物のお嬢様のこと──そして、

「──頼んだわよ？　ユキのこと」

「……ん……」

「あんたなら、きっとやれるはずだから。久く我が崎さきを倒したあんたなら、誰よりもイカサマを使うのが上う手まいあんたなら、あたしの〝共犯者パートナー〟であるあんたなら……秋月乃愛にだって、きっと負けたりしないから」

　意識が途絶える寸前に聞こえたその激励は、どこか優しい響きをしていた。





　　　　♯



《区内選抜戦》五日目、月曜の朝。

　無事に完成したという端末機能プログラムを加か賀が谷やさんに組み込んでもらい、その後直接学校へ向かうという彩さい園おん寺じ──ちなみに桜おう花かの制服に関しては《カンパニー》が変装用に保管ストツクしていたものを貸し出した形だ──を見送ってから、俺は一人英えい明めい学園へと足を運んでいた。

「…………」

　もちろん、昨日までと同様、学園の敷地に踏み入った瞬間から《演習トライアル》の申請が可能になる。……が、現在俺が〝交戦状態〟にあるというのは昨日の騒ぎでそれなりに浸透してくれたのか、いつものように追い掛け回されることは全くなかった。７ツ星故の注目は感じても、わざわざ《演習》を仕掛けてくるようなやつはいない。

　それと、姫ひめ路じもちゃんと学校に来ていた。

　ついさっきも教室に入るタイミングで鉢合わせになり、透き通るような碧あおい瞳と目が合って一瞬息が止まりそうになったところだ。とはいえ、そこで特別何かを喋しやべったというわけじゃない。彼女はほんの少し申し訳なさそうな仕草でさらりと白銀の髪を揺らすと、俺にお辞儀だけしてそのまま室内へ入っていってしまった。

（覚悟はしてたけど、声すら聞かせてくれない感じか……きっついな）

　クラスメイトの手前、表情には一切出せないが、ひっそりと内心で大ダメージを受ける俺。ふらふらと力なく自身の席に腰を下ろし、ぼうっと定まらない視線を前方に向ける。

「ふぅ……」

『やー、心中お察しするよヒロきゅん！　それじゃ、代わりに二日酔い＆徹夜テンションの加賀谷おねーさんが密ひそかに練習してた白しら雪ゆきちゃんの声真ま似ねを』

「いやそれはいいです。っていうかさっさと寝てください」

　イヤホンから聞こえる無駄に元気な声を小声で一蹴しつつ首を振る。

　そうして、間もなく始まったＨＲでナナちゃん先生が話していた内容によれば、昨夜の段階で《区内選抜戦》の生存者は二千人を割ったらしい。イベント開始時の参加人数が九千人弱だったはずだから、既に七千人以上の参加者が脱落している計算になる。二年生の最上位クラスにあたるこの２－Ａのメンバーでさえ俺を含めて四人しか残っていないほどで、このままのペースなら明日中に決着がついてもおかしくない、という話だった。

「…………」

　その発言に呼応するように向けられる期待の視線を俺は平然とした顔で受け流す。

　まあ、何はともあれ──今は、姫ひめ路じとの《演習トライアル》を無事に乗り切る方が先決だ。




　……異常に長く感じた一日が終わり、ようやく放課後になった。

　休み時間に学園中を逃げ回っていたわけでもないのに〝長かった〟と感じるのは、やはり精神的な疲労が大きく関係しているんだろう。席はすぐ隣なのに、俺は今日一度も姫路と喋しやべっていない。昼休みだってそれぞれ一人で過ごしていた。たったそれだけで、姫路がいつもの場所にいないというだけのことで、まるで別の世界線に飛ばされたかのような違和感がある。

（……っと、そろそろ行くか）

　[image: ]つじや多た々た良ら、その他よく声を掛けてくる連中が軒並み教室を出ていき、全体的に人が捌さばけたのを確認してから俺は鞄かばんを持って席を立った。そして静かに歩を進め、ガラリと教室後方のドアを開け放つ。

「──お待ちしておりました、ご主人様」

　と……ドアの向こうに立っていたのは、先ほど教室を出たばかりの姫路だった。数日ぶりの制服姿。今日初めて聞いたその声は、緊張しているのか少しだけ固い印象を受ける。

「ああ。久しぶり──ってほどでもないか」

「……はい。昨日のお電話からまだ一日も経たっていませんよ？」

「そう、だよな……」

「そうです。…………ですが、わたしもご主人様と同じことを思っていました」

　小さな声でそれだけ言って、姫路はくるりと俺に背を向けた。おそらく〝これ以上は追及してくれるな〟といった意味合いのジェスチャーだろう。詳しい事情を話すのは当然秋あき月づきに禁止されているんだろうし、何なら盗撮されている可能性だってある。迂う闊かつに踏み込むのは控えておいた方が良さそうだ。

　躊躇ためらいがちな速度でゆっくりと足を進めながら、姫路は静かに口を開く。

「それで、《演習》の開催場所についてですが……本日、特別棟Ｆの四階が使用されていないようでしたので、そちらで行いたいと思います。あまり人ひと気けがあるとやり辛づらいですし」

「ああ、分かった。それでいい」

　至極真っ当な意見に短く同意を返す俺。ただでさえ俺も姫ひめ路じも注目を浴びやすいというのに、そこへ〝主人ＶＳ従者の《演習トライアル》〟なんて分かりやすい煽あおりまで付いてしまったらそれこそ《ライブラ》が出張ってくるような大騒ぎになりかねないだろう。単純に面倒だし、そうじゃなくてもイカサマを使うんだからギャラリーはなるべく少ない方が良い。

　そんなわけで、仮眠明けの加か賀が谷やさんに人の少ないルートを指示してもらいながら、首尾よく特別棟Ｆの入り口まで辿たどり着いた────の、だが。

「っと……あれあれ？　えへへ、また会っちゃったぁ。ぐーぜんだね、緋ひ呂ろ斗とくん♪」

　その瞬間、校舎の中から一人の少女が突然ひょこっと顔を出した。

　栗くり色いろツインテールの上級生。決して裏を見せない６ツ星の小悪魔──秋月乃愛。姫路を利用してこの状況を作り上げた張本人が、あざとい笑みを満面に浮かべて立っている。

「…………」

　今までの流れからしてさすがにもう驚いたりはしないが、それでも微かすかに視線を鋭くする俺。けれど、対する秋あき月づきはあくまでも〝偶然会った〟という体裁を崩すつもりはないようで、ちょこんと首を傾かしげながら少しだけ前まえ屈かがみになって俺へと声を掛けてくる。

「こんなにしょっちゅうばったりするんだから、やっぱり運命とかなのかな？　えへへ、乃の愛あ、緋呂斗くんなら全然おっけーだよ♡」

「……白々しいな。それ、本気で言ってるなら記憶力に致命的な問題があるぞ」

「え～、ひどいひど～い。せっかく乃愛ちゃんをモノに出来るチャンスだったのにぃ」

　演技半分、本音半分の俺の発言を意にも介さず、秋月はぷくっと頬ほおを膨らませながらそんなことを言ってきた。そして──一転、彼女は先ほどまでとは違う種類の笑みを浮かべると、トンっと跳ねるような足取りで俺との距離を詰めてくる。ふわりと漂う柑かん橘きつ系けいの甘い匂いを押し付けるようにしながら、上目遣いで俺を見る。

「──ね、緋呂斗くん。今からメイドちゃんと《演習》するんでしょ？　それ、乃愛も隣で見学したいなぁって♪」

「見学……？　妨害の間違いじゃないのかよ」

「やだなぁ、そんなことしないよ～。乃愛はただ緋呂斗くんのカッコいいところが見たいだけ。だから可愛かわいい声で『がんばれ♡がんばれ♡』って応援してあげる♪」

　甘えたような声と仕草でそんなことを言う秋月。……心情としてはこいつの要求にイエスなどとは答えたくないが、しかし《演習》は全て公開設定だ。見たいと言われれば拒否は出来ないし、それに、そもそも拒否するメリットはあまりないだろう。秋月こいつに自由な行動を取らせるくらいなら、むしろ目に付くところにいてくれた方がずっと良い。

　──だから、

「ハッ……好きにしろよ、秋あき月づき。ちょうどギャラリーが少なくて困ってたんだ」

　にこにこと笑っている正体不明の〝黒幕〟に対し、俺は挑むような口調でそう言った。





　　　　♯



《ゲーム名：不等辺三角関係》

《プレイヤーはそれぞれ十枚の手札を持った状態でゲームをスタートする》

《カードは全部で六種類：【王】【王子】【女王】【騎士】【暗殺者】【平民】》

《各プレイヤーは手札の中から一枚を選び、それを同時に場へと出す。この操作を一つの対戦とし、各対戦の結果は以下のカード相性に従って処理されるものとする》

《相性その一：【王・王子・女王】は【騎士】に強く、【騎士】は【暗殺者】に強く、【暗殺者】は【王・王子・女王】に強い》

《相性その二：【王・王子・女王】及び【騎士】は【平民】に強い。また【平民】と【暗殺者】の間に相性差はなく、同名カードの間にも同じく相性差はない》

《相性その三：【王】は【王子】に強く、【王子】は【女王】に強く、【女王】は【王】に強い》

《対戦で出された二枚のカードに相性差がない場合、カードは二枚とも場に残る。逆に相性差がある場合は、より強い方のカードを出したプレイヤーがその時点で場に出ているカードを全て獲得する。また、ゲーム開始時には予あらかじめボーナスカードとして一枚のカードが場に出ているものとする》

《この操作をどちらかの手札が尽きるまで繰り返し、その時点でより多くのカードを獲得しているプレイヤーが当ゲームの勝者となる》




　──特別棟Ｆ四階の西端、半ば倉庫として扱われている人ひと気けのない教室にて。

「よし……こんなもんか」

　俺と姫ひめ路じは、手分けして《演習トライアル》のセッティングを行っていた。……いや、まあセッティングといっても簡単なものだ。机の上に置かれていた段ボールやらファイル類を教室後方へ持っていき、教卓の近くにある程度のスペースを確保しただけのこと。そこにいくつかの机を向かい合わせに設置し、即席のフィールドらしきものが完成したところだった。

「ありがとな、姫路」

「いえ、当然のことですので。……こちらこそ、お手を煩わせてしまってすみません」

　申し訳なさそうに頭を下げてから、姫路は「どうぞ」と囁ささやいて並んだ椅子の一つを引いた。俺がそこに腰掛けると、彼女はもう一度礼をしてから静かに身を翻ひるがえし、楚そ々そとした足取りで俺の対面の席へと向かう。

「おぉ～……えへへ、すごいね。本物のメイドさんだぁ♪」

　秋あき月づきの方はと言えば、教卓の上から顔を覗のぞかせつつ相変わらずあざとい口調でそんなことを言っている。《不等辺三角関係》のルール等は特に伝えていないが、まさか知らないなんてことはないだろう。そこまで気を遣ってやる必要はないはずだ。

　だから、俺はそんな秋月から視線を切ると、改めて正面の姫ひめ路じへと向き直った。

「ってわけで──準備完了だ、姫路。お前の好きなタイミングで始めてくれ」

「っ……、はい」

　俺の言葉に一瞬だけピクリと肩を跳ねさせると、姫路は躊躇ためらいを捨てるようにこくりと小さく頷うなずいた。その少し後、微かすかに俯うつむいていた頭がゆっくりと持ち上げられる。さらさらとした白銀の髪の隙間から、澄んだ碧へき眼がんが俺を見る。

　そして──彼女はちらりと傍かたわらの秋月に視線を遣やってから、落ち着いた声音で続けた。

「それでは、ご主人様。……この度は、わたしの我わが儘ままに付き合ってくれて本当にありがとうございます。本来ならわたしがいるべき場所はご主人様の対面などではなく、隣──それも少し後ろくらいの位置だというのは重々承知しています。だというのに、この体たらく。……ご主人様のメイドとして失格です」

「…………」

「昨日お伝えした通り、わたしはこの《演習トライアル》で負けることが出来ません。ご主人様が相手でも……いえ、ご主人様が相手だからこそ、絶対に負けられないんです」

「……そう、か」

「はい。ですので────全力で、行きます」

　姫路が挑むような声を発したその瞬間、机の上に置かれていた彼女の端末がぼうっと白い光を放ち始めた。おそらく、それが《演習》開始のキーになっていたんだろう。瞬またたく間に俺と姫路の周りを無数の投影画面が取り囲み、それとほぼ同時、姫路の前に浮かび上がるような形で十枚のカードが展開される。

「──補助アビリティ《確率変動Ｌｖ４》を使用しました。本来ならランダムで振り分けられる手札のうち、セットＡを確定で選ばせていただきます」

「……あ、ああ」

　一瞬だけ目の前の光景に呑のまれそうになっていた俺だが、少し遅れてどうにか返事を口にした。大丈夫、大丈夫だ。準備はしてきた。落ち着いてやればきっと勝てる。

「ふぅ……」

　姫路とは違って普通に端末を手に取ると、その直後、俺の前にも姫路のそれと同じような光景が出現した。展開された十枚の手札。その内訳は【王】【王子】【女王】【騎士】【暗殺者】が一枚ずつと、それから五枚の【平民】だ──確かに、ルール説明の段階から判明していた〝セットＢ弱い方〟の手札に相違ない。

（つまり、姫路の意図やら作戦やらを探りつつ、ここから何を出すのが最適なのかを考えていけばいい、ってわけだ。それが《不等辺三角関係》の本来の進め方……でも）

　自分の思考に一瞬で否定を突き付けながら、俺は小さく顔を持ち上げた。すると姫ひめ路じの方もそれに応えるような仕草で頷うなずいて、それから静かにこんなことを言う。

「はい、ご主人様。申し訳ありませんが、わたしの行動ターンはまだ終わっていません──４ツ星アビリティ《強制操作》発動。ご主人様のカード選択を三ターンの間こちらで指定させていただきます」

「おお～！」

　きっぱりとした姫路の宣言に秋あき月づきがはしゃいだような声を上げる。

「《強制操作》！　メイドちゃん、最初からフルスロットルだぁ♡　えへへ……ほらほら緋ひ呂ろ斗とくん、油断してるとほんとに負けちゃうよ？　７ツ星陥落しちゃうよ～？」

「…………」

　秋月の煽あおりは無視しつつ、俺は内心でこくりと息を呑のむ。……やっぱり来たか。

（《強制操作》──相手の行動を思いのままに操れるアビリティ。色んな不確定要素を全部無視して、自分にとって最高の展開を作り上げることが出来る。作戦会議で立てた予想が正しければ、三ターン後には【騎士】も【暗殺者】も、それから逆転できそうなスキルを持った【平民】も一つ残らず潰されてるはずだ）

　逆転できそうな、というのは、具体的に言えば【平民（爆発的成長）】と【平民（トロイの木馬）】のことだ。相手の獲得札を半分奪う、という凄すさまじい効果を持つ〝トロイ〟はもちろん、使用時のターン数に応じて獲得札を加算できる〝成長〟だって充分すぎるくらいに凶悪と言える。どのカードよりも優先的に排除されることだろう。

（もしそんな状況になったら、俺がこの《演習トライアル》に持ち込んでる《後出し》アビリティだけじゃ絶対に逆転できなくなる。逆立ちしたって無理だ。だから俺は、《強制操作》が終わった直後に〝イカサマ〟を始める──）

「……では、一ターン目の行動を決めさせていただきます」

　俺が作戦のおさらいを終えた辺りで、姫路は真まっ直すぐ俺の方を向いたまま静かに右手を持ち上げた。そうして、自分の前に並んだカードのうち一枚にそっと触れる。

　おそらく、本来ならここで俺もカード選択のフェイズに入るのだろうが……しかし、《強制操作》の影響下にある限り俺に選択肢なんてものは存在しない。指先どころか視線すら動かしていないのに、手札の中の一枚が勝手に白い光を纏まとい始める。

「まずは──これで、一戦目ですね」

　姫路が透明な声音でそう告げた瞬間、選ばれた二枚のカードがくるりと反転した。演出が収まってからその内容を確かめてみれば、対面の姫路が提示しているのは【騎士】のカード。そして、俺の方は【平民】──それも〝大革命〟のスキル持ちだ。

【騎士】と【平民】では相性差的に【騎士】の方が上位になるから、対戦結果としては当然【騎士】を出した姫ひめ路じの勝利となる。よって【平民（大革命）】の効果は発動せず、最初から場に出ていたボーナスカード──おそらくカードの総枚数を奇数にするための調整用だろう──も含めて三枚が姫路の獲得札へ移動することになった。分かっていたことではあるが、一ターン目から相当に致命的な展開だ。

　──けれど、

（あれ……〝大革命〟？）

　微かすかに違和感を覚えて、俺はこっそり眉根を寄せた。

【平民（大革命）】というのは、セットＢに含まれる【平民】カードの中の一枚だ。ひとたび効果が発動すればその《演習トライアル》中はあらゆるカード相性が反転する、といったもの。手札の質から考えれば確かに姫路よりも俺に利があるスキルだが、わざわざ《強制操作》を使ってまで封じる必要はないような……。

「──続けて、こうです」

　しかし、俺がその違和感について充分に思考を巡らせるより早く、姫路は次のカード選択を始めてしまっていた。二ターン目と、それから三ターン目の《強制操作》。それを止める術すべなんかどこにも存在しないため、俺はただ黙って彼女の行動を見守るしかない。

　進行をダイジェストで表してみれば、大体こんな感じだ。




　・二ターン目：姫路【平民（簡易摘出）】─俺【平民（効果なし）】

　──カード相性差なしのためどちらも場に残る。【平民（簡易摘出）】の効果により、俺の【平民（爆発的成長）】が手札から除外。




　・三ターン目：姫路【平民（無敗の勇者）】─俺【王】

　──【平民（無敗の勇者）】の特殊効果により俺の【王】カードが討ち取られる。二ターン目の対戦で場に残っていた【平民】二枚も含めて全てのカードが姫路の獲得札へ。




「…………」

「えへへ……容赦ないね、メイドちゃん♪」

　一方的な《演習》展開を教卓の上から見下ろしつつ、秋あき月づきは愉たのしそうな口調でそんなことを言っている。

「たった三ターンで緋ひ呂ろ斗とくんの【平民】スキルを二つ潰して、その上獲得札にもこんなに差を付けちゃうなんて……メイドちゃん、もう完全に裏切っちゃったのかな？　緋呂斗くんとかどうでもいい、って感じ？」

「……うるさいです」

「え～。もう、素直に認めちゃえばいいのに……っていうか」

　とたんっ、と軽やかな足取りで教壇を降り、後ろ手を組んだままニコニコと姫ひめ路じに歩み寄る秋あき月づき。そうして彼女は、少しだけ腰をかがめて姫路の耳元に顔を近付けると、

「──メイドちゃん、乃の愛あにそんな口利いていいんだっけ？」

「っ……すみません」

「うん。次から気を付けてね♪」

　微かすかに顔を青あお褪ざめさせる姫路に対し、秋月は満足げに頷うなずいてからとてとてと教壇の上に戻っていく。そんな二人のやり取りを黙ったまま見つめながら──俺は、密ひそかに別のことを考えていた。

（────おかしい）

　そう、そうだ。

《不等辺三角関係》の冒頭三ターン……《強制操作》の効果中に姫路が取った行動は、何度考えてみてもやっぱりおかしい。彩さい園おん寺じが立ててくれた推測からあまりにも外れ過ぎている。いや、もちろんあれが唯一無二の正解だと言いたいわけじゃないが、外れるにしても大筋くらいは似るはずなんだ。相手の選択を無視して自分勝手に最善手を選ぶだけなんだから、少なくとも発想は近くなる。

　それなのに──目の前にある〝結果〟は、意味も意図すらも分からない。

（まず、一番逆転の可能性がありそうな【平民（トロイの木馬）】が残ってる時点でそもそもおかしい。【騎士】も【暗殺者】も潰されてないから四ターン目以降もそれなりに勝負になるし、その上〝どんなカードでも討ち取れる〟単体最強の【平民（無敗の勇者）】がめちゃくちゃ雑に使い捨てられてる……何だ？　一体何がどうなってる？）

　状況を整理しながら静かに思考に耽ふける俺。……まさか、姫路が間違えた？　いや、さすがにそれはないだろう。即興でやっているならまだしも、半日以上も準備期間があったのに彼女がそんなミスをするとは思えない。

　それに──おかしいと言えば秋月もそうだ。

「えへへ……悩んでるみたいだね、緋ひ呂ろ斗とくん。大丈夫？　このままだとメイドちゃんに負けちゃうよ？　乃愛、緋呂斗くんのかっこいいところ見たいなぁ……♡」

「…………」

　教卓から身を乗り出すようにして甘えた声と表情をぶつけてくる彼女。

　まあ、確かに今の状況だけを見れば圧倒的に俺が不利なのは間違いないのだが……それでも、どこか勝利を確信しているような秋月の発言には違和感がある。だって、まだ〝チェックメイト〟と呼べるような段階には程遠いはずなんだ。逆転の目は残っている。俺を潰すためにここまで完璧なお膳立てをしたにしては、ちょっと詰めが甘すぎる。

　けれど──それが秋月の油断や慢心だとは思わない方が良いのだろう。久く我が崎さきを凌しのぐ６ツ星ランカー。決して裏を見せない英えい明めいの小悪魔。あの彩園寺ですら厄介だと断じていたように、秋あき月づき乃の愛あは間違いなく強敵なんだから。

（だとしたら……やっぱり、誘導ってのが一番有り得るか）

　ようやくその可能性に思い至って、俺はゆっくりと右手を口元へ遣やった。

　誘導──要するに、秋月は絶対的に優位なポジションで俺と姫ひめ路じの《演習トライアル》を成立させつつ、その上で俺に勝たせようとしているということだ。もしそうだとすればこの状況もすんなりと理解できる。おそらく、俺が姫路に勝ってしまうことで俺にとって何か良くない事態が起こるのだろう。だからこそ、秋月はあざとい笑顔で俺を煽あおりながらも、実際には俺が勝てるような道筋をあえて残している。

　それこそが彼女の本当の狙い──つまり、この《演習》そのものが罠だったわけだ。

（……くそ、ちょっと気付くのが遅すぎたな）

　内心で悪態を吐つきながら小さく歯は噛がみする俺。……このタイミングで気付けたのは僥ぎよう倖こうだが、しかし今さらどうしようもないというのが正直な感想だった。俺が姫路に勝てば何もかも秋月の思惑通りに事が進み、負けたら負けたで俺は《区内選抜戦》から脱落することになる。いや、秋月や〝外部からの介入者〟は明確に俺を狙っているんだから、決してそれだけで済まされるということはないはずだ。どちらにしても破滅の未来。秋月が小悪魔と囁ささやかれているのも頷うなずける完璧な策略。

　けれど、同時に──

（いや……だけど、あの姫路が素直にそれに従うか？）

　──そんな疑問が脳裏に浮かんだ。

《カンパニー》リーダー。《決闘ゲーム》に勝つためなら手段を選ばない万能で過激なイカサマメイド。……姫路白しら雪ゆきは確かに俺に仕える従者だが、ただ従順なだけの駒じゃない。というか、もし秋月から『篠原緋呂斗おれに《演習》を仕掛けてわざと負けろ』という指示が出ていたとして、それを姫路が完全に受け入れているのなら、彼女はわざわざこんな舞台を整えるまでもなくその場で〝自滅〟を選ぶだろう。何な故ぜならそれが一番効率的だから。

　それをしていない、ということは……やっぱり〝何か〟あるんだ。姫路は秋月の言いなりになんかなっちゃいない。俺が気付けていないというだけで、あいつはきっと何かを仕込んでいる。

（思い出せ……思い出せ。絶対、どこかにサインがあったはずだ。秋月に聞かれても問題ないように、こっそり伝えようとしてくれてたはずだ）

　顔を俯うつむかせるようにしながら深いところまで記憶を辿たどる俺。とはいえ、可能性があるとしたら昨日の夜にかかってきた電話くらいしか有り得ない。

　あの時──端末の向こうで、姫路は何と言っていた？　事情は明かせないが、俺の傍そばにいられなくなった。俺との《演習》に負けることが出来なくなった。だから、わざと負けるという約束は反ほ故ごにして、あくまでも勝ちを取りに行く────って、いや？

（そんなことは言ってない……あいつは、俺に〝勝利を目指すな〟って言っただけだ）

　それに思い至った瞬間、俺は俯うつむいたまま大きく目を見開いた。

　そう──そうだ。確かに姫ひめ路じは秋あき月づきのせいで俺との《演習トライアル》に負けることが出来なくなり、俺には〝勝つな〟と要求してきた。けれど、よく考えてみればそれだけなんだ。あいつは一度たりとも〝自分が勝たなきゃいけない〟なんて言ってない。

　それを念頭に置いてこれまでのゲーム展開を振り返ってみれば、色々と腑ふに落ちることがあった。まず、俺の頼みの綱である【平民（トロイの木馬）】を奪わず、安易な詰みが発生しないようにしたこと。【騎士】と【暗殺者】を残すことで四ターン目以降も三さん竦すくみが成立するようにしたこと。終盤まで残ってしまうと厄介なことになりかねない【平民（無敗の勇者）】を適当なタイミングで消費したこと。

　そして、何より──

（【平民（簡易摘出）】……あのスキルは相手の手札から強力なカードを一方的に除外できる便利な代しろ物ものだけど、それだけじゃない。《演習》全体からカードが一枚取り除かれるんだから、合計の枚数が二十一枚から二十枚になる。……偶数になる）

　──そういうこと、なんだろう。

《演習》の開始時点から場に出ていた一枚のボーナスカード。あれの影響で、《不等辺三角関係》に登場するカードは本来二十一枚──すなわち、奇数になっているはずだった。それは元々引き分けを回避するための〝余剰牌はい〟だったはずだ。それなのに、【平民（簡易摘出）】によって一枚が除外されたことでその恩恵が打ち消されてしまった。奇数だったカードは偶数になり、偶数であれば当然引き分けが発生し得る。

　……引き分け。

　勝ちも負けも許されないこのゲームにおいて、全てを無事に終わらせる唯一の秘策。

　いや──もちろん、それが本当に姫路の意図したものであるという確証は今のところない。けれど、【平民（トロイの木馬）】は残しておいてくれたのに【平民（爆発的成長）】の方はきっちり奪った、という事実も状況証拠の一つくらいにはなるだろう。何せ〝自身の獲得札の枚数をターン数分だけ加算する〟という効果を持つこのカードは、【平民（簡易摘出）】を除けば唯一〝全体の偶奇を変える〟可能性のある代物なんだから。

「…………」

　そこまで思考が追い付いた辺りでゆっくり顔を上げてみると、姫路は先ほどとほとんど変わらない表情でじっと俺のことを見つめていた。無色透明な視線。けれどそれは、今思えば〝気付いてください〟と必死に祈っているようにも見えて。

　だから。

（……よし）

　内心で一つ頷うなずいてから、俺はイヤホンを軽く叩たたいて加か賀が谷やさんに〝イカサマ中止〟の合図を出すことにした。通信越しに『ええっ!?』と驚いたような声が聞こえるが、今はまともに反応している余裕がない。

「……？」

　俺の不審な動きに傍かたわらの秋あき月づきが微かすかに目を眇すがめたのも分かったけれど、下へ手たに追及されても面倒だし、わざわざ触れてやる必要はないだろう。そんなわけで、俺はこほんと一つ咳せき払ばらいをすると、対面の姫ひめ路じに向けてニヤリと不敵に微笑ほほえんでみせた。

「待たせたな、姫路。──それじゃ、さっそく四戦目と行こうぜ」

「……はい、ご主人様」

　俺の言葉にこくりと頷うなずくと、姫路はすぐにカードの選択を終わらせた。もちろん表示は裏向きだが、既に《後出し》アビリティを発動しているため俺には彼女が何を選んだのか見えている。二枚目ラストの【騎士】──やっぱり、どう考えても普通の出し方じゃない。

「なら、俺は……こいつだ」

　落ち着いた口調でそう言いながら、俺はまだまだ潤沢な手札の中から【暗殺者】を選択した。《不等辺三角関係》の相性表によれば【王家】に強く【騎士】に弱いカードだ。あえて相性の悪いカードを選んだため、当然それらは二枚とも姫路の獲得札へ移動する。

「え……」

　それに対して微かに驚いたような声を漏らしたのは、姫路ではなく秋月の方だった。思わず漏れてしまった、といった感じの反応。ちらりと視線を向けてみると、彼女は慌てて両手を振りながらあたふたと言い訳するように呟つぶやく。

「あ、えっと……ごめんね？　緋ひ呂ろ斗とくん。乃の愛あ、ちょっとびっくりしちゃって」

「びっくり？　ああ、予定通りにいかなくて驚いてる、ってことか？」

「！　……むぅ？　何それ、どういうこと？　乃愛ちゃん全然分かんないな～。予定とかじゃなくて、単に緋呂斗くんが思ったより押されてるからハラハラしてるだけだよぉ♡」

「へえ、そうかよ。……なら、これからずっとハラハラし続けることになるかもな」

　少しだけ表情を固くした秋月にそんな軽口を返しつつ、俺は《演習トライアル》に意識を戻す。

　そうして、次に俺が選択したのは【女王】のカードだ。これが姫路の【暗殺者】に討ち取られ、この時点で彼女の獲得札が十一枚に到達する。十一枚、つまりは勝利条件である過半数を達成したわけだが、しかし、どちらの手札も尽きていないためまだゲームは終わらない。姫路の【王】に対して【王子】を、【王子】に対して【騎士】を合わせ、順調に彼女の所持カードを増やしていく。

　もちろんその中には〝相手の獲得札を全て場に戻す〟なる効果を持つ【平民（オールリセット）】も含まれていたが、これまで一度もカードを獲得していない俺にとっては無害でしかない。効果なしの【平民】を合わせてスキルを空撃ちに終わらせる。

「っ……ねえ、なんで？　さっきから何してるの緋呂斗くん。もっと真面目まじめに──」

「いいから、お前は黙ってそこで見てろよ」

　教卓に置いた手をぎゅっと握り締めながら秋あき月づきが掠かすれた声で問いかけてくるが、俺はそいつを端的な答えで一蹴する。

　と……そうこうしているうちに早くも八戦目が終了し。

　この段階で、姫ひめ路じの手札は残り二枚。そして、【平民（簡易摘出）】の影響で枚数が減っている俺の方は残り一枚となっていた。

「──次で最後、ですね。ご主人様」

　対面の姫路が静かな口調でそう呟つぶやく。

「現在、わたしの獲得札は十五枚。場に出ているカードは二枚だけですので、基本的にはわたしの勝利です。ですが、ご主人様の最後の手札は【平民（トロイの木馬）】……相手の獲得札を端数切り上げで半分奪う、という、現状で最も凶悪な効果を持つ【平民】カードですね。ただし、こちらのスキルは〝相手に奪われた際〟に発動するものですので、わたしが【王家】か【騎士】のカードを選択しない限りは効果を発揮できません」

「ああ、そうだな。これまでの対戦で使ったカードのことを考えれば、お前の手札は【女王】と【暗殺者】──つまり、【暗殺者】の方を選べば何事もなくお前の勝ちってわけだ」

「そうなりますね。……といっても、既にカードは選択済みですが」

　姫路の言葉と共に一枚のカードが白い光を帯び、裏向きのまますっと俺の方に押し出されてきた。……もしこれが【暗殺者】なら、この《演習トライアル》は完全に俺の敗北だ。せっかく彩さい園おん寺じや加か賀が谷やさんが力を貸してくれたというのに、それを勝手に封印した上で呆あつ気けなく騙だまされ、挙句《区内選抜戦》からも脱落するという最悪のパターンに陥ることになる。

　そうなってしまえば、これまで築き上げてきた７ツ星の評判も一気に暴落することだろう。あれだけ〝最強〟を気取っていたくせにあろうことか自分の従者に負けたんだ。俺は相応の批判や嘲笑を受けることになるし、当然、英えい明めいは秋月乃の愛あの手に落ちる。

　だけど、それでも────俺は、姫路を全面的に信じているから。

　この《不等辺三角関係》は決して俺と姫路との不毛な争いの場なんかじゃなく、二人して秋月を騙し返すための絶好の舞台だと理解しているから。

「…………」

　そこでもう一度姫路の碧あおい瞳を覗のぞき込んでみると、彼女は数秒の間真まっ直すぐに俺を見つめ返し、一旦静かに目を伏せてから再び俺と視線を合わせてきた。傍かたわらで見ていた秋月はその仕草の意味が分からなかったのか小さく首を傾かしげているが、しかし俺にはちゃんと伝わっている。だって、これは《区内選抜戦》が始まるよりもさらに前、姫路の転校に際して決めていた膨大な合図のうちの一つだ────曰いわく〝その通りですご主人様イエスマイマスター〟。

「ハッ……」

　だから俺は、もはや秋月の方を振り向くことすらなく不敵に笑って続けた。

「《後出し》アビリティの効果がさっきのターンで切れちまったから、お前の選んだカードが何なのか俺には全く見えてない。……けど、アビリティなんかもう必要ないな。そいつは【女王】だ、姫ひめ路じ」

「【女王】……本当に、そうですか？」

「本当にそうだよ。じゃなかったら、俺の恥ずかしい秘密をダース単位で話してやる」

「……ふふっ。なるほど、それは…………残念です」

　しばらく間を作ってから、姫路は噛かみ締めるようにそう言った。優しげに俺を見つめる碧あおい瞳。そして直後、閉じられていた口元がふわりと笑みの形に緩んで。

「──ご主人様の恥ずかしい秘密、とても聞きたかったのですが」

　公開されたカードは……【女王】、だった。

「……っ……！」

　途中からこうなることは予測できていただろうが、それでも普段の甘えるような表情とは打って変わって悔しげに顔を歪ゆがめる秋あき月づき。華きや奢しやな肩は小刻みに震え、教卓の上に叩たたき付けられた両手はぎゅっと痛いくらいに握り固められている。

　そんな彼女を置き去りにするかのように、諸もろ々もろの処理は順調に進んでいった。まず【女王】と【平民】には相性差があるため最終戦は【女王】の勝利。このため、最後まで場に残っていたカードが全て姫路のものになる……が、ここで条件を満たしたことにより〝トロイの木馬〟効果が発動した。対戦相手の獲得札から半分（端数切り上げ）を奪い取る効果──これによって、姫路が獲得していた十九枚のカードのうち十枚が俺の獲得札へと移動する。

　そして、この時点で俺の手札が尽きたため、十戦目に入る前に対戦は全て終了。残った姫路の手札に関しては、基本ルールに従って彼女の獲得札へと追加されることになる。これで、姫路が所持しているカードもジャスト十枚。

　すなわち、十枚対十枚──《不等辺三角関係》は、こうして引き分けで幕を下ろした。





　　　　♯



「「…………」」

　俺と姫路との《演習トライアル》が終わってからしばらくの間、誰も声を発さなかった。

　その主な理由は、やはり秋月だ。普段から鬱陶しいくらいにあざとく振る舞っている彼女が静かに俯うつむいているせいで、必然的に重たい沈黙が場を支配している。

　それでも──次の瞬間、彼女は無理やり顔を持ち上げてみせた。ふらふらと教壇を降りて俺たちの方へ近付きながら、後ろ手を組んでどうにか口元を笑みの形に歪ませる。

「え、へへ……引き分け、引き分けかぁ。これって、どういう処理になるのかな？」

「どういう処理にもなりませんよ、秋月様。引き分けは引き分けです。《演習》自体は確かに執り行われましたので交戦状態は解除されますが、どちらも負けたわけではありませんので、わたしもご主人様も《区内選抜戦》には残留します」

「ふぅん……そっかそっか。さすが緋ひ呂ろ斗とくん、メイドちゃん想おもいなんだね。……っていうか、ごめんね？　乃の愛あ、ちょっと疲れてきちゃったかも。緋呂斗くんの《演習トライアル》も無事に最後まで見れたことだし、そろそろお家に──」

「──待てよ、秋あき月づき」

　明らかに様子がおかしい秋月がくるりと身を翻ひるがえしたその瞬間、俺は静かに立ち上がって彼女の手首を掴つかんでいた。すると秋月はぴくっと一瞬だけ肩を跳ねさせ、廊下の方を目指しかけていた足をぱたりと止める。

「っ……えっと、何かな？　緋呂斗くん。乃愛が天使みたいに可愛かわいいからついつい引き留めたくなっちゃうのは分かるけど、強引なボディータッチは嫌われちゃうよ？」

「そんな話はしてねえよ。っていうか……さすがに、これ以上誤ご魔ま化かすのは無理があるだろ。いい加減、全部白状したらどうなんだ？」

「な……なんの話？」

「惚とぼけんな。……お前は、姫路を使って俺を潰そうとしてたんだろ？　それも《区内選抜戦》から脱落させるとかそういう次元レベルの話じゃない。お前は最初から──それこそイベントが始まる前から、俺を学園島最強から引き摺り下ろすつもりで動いてた」

「っ……」

　俺の指摘に対し、秋月はほんの少しだけ表情を固くした。……けれど、そんな反応が浮かんだのも一瞬のことで、彼女はすぐに取り繕った笑みを浮かべて訊きき返してくる。

「え～、何それ？　全然分かんないよ。だってほら、乃愛はたまたま──」

「……いいえ、そんなはずはありません」

　そんな秋月の常じよう套とう句くを否定してみせたのは、俺の対面ですらりと立ち上がった姫ひめ路じだった。彼女は一瞬だけ自身の端末を確認しつつ安あん堵どしたように頷うなずくと、澄んだ碧へき眼がんで秋月の視線を見つめ返し、それから涼しげな口調で一連の〝事情〟を明らかにする。

「昨夜のことです。わたしはコンビニへ向かう途中で秋月様に呼び止められ、その際に端末への強制介入ハツキングを受けました。仕掛けられたのは一つのプログラム──《密偵》という名の違法アビリティです。仕込んだ端末を介してやり取りされるデータを全て抜き取ることができ、さらに端末本体を発信機とすることで監視や盗聴もできるという……端的に申し上げるなら、非常に不快で凶悪な効果を持っています」

「ああ……なるほど、だから〝寮には戻れない〟って言ってたのか。それに、こっちからの通信を遮断してたのも」

「はい、そういうことです。わたしたちは富ふ士じ山さん由来のミネラルウォーターよりもずっとクリーンですが、それでも公開したくない情報というのは多々ありますので。……ともかく、そうしてわたしの抵抗を封じた秋あき月づき様の要求はこうでした。〝明日の夕刻まで《区内選抜戦》の辞退、及び《演習トライアル》の放棄や自滅を行わないこと。そうすれば自動的に《密偵》は無効化されるから〟と」

「イベントからの撤退も《演習》の棄権も軒並みアウト……ってのは、言い換えれば〝逃げずに篠原緋呂斗おれと戦え〟って意味だよな。じゃあ、さっきの《演習》そのものが秋月からの要求だったのか」

「そうなりますね。実際、勝てとも負けろとも言われていません。……ですが、わたしが勝ってしまうとご主人様は《区内選抜戦》から脱落してしまいます。当然、それは絶対に避けなければならない結末だったのですが……かといって、ご主人様が勝ってしまうとそれはそれで悲惨な展開が待ち受けていまして」

「ん、それは何となく予想できてたけど……具体的には？」

「《密偵》です。──実は、このアビリティには一つ特殊な設定が加えられていまして、所持者がゲームに負けると自動的に対戦相手の端末へ移動するようになっているんです。ですので、もしわたしがご主人様に負けてしまっていた場合は、先ほど申し上げた盗聴や監視、さらには情報の抜き取り効果などが全てご主人様に作用しているはずでした」

「…………」

　姫ひめ路じの説明を聞いて思わず黙り込む俺。……なるほど、それは確かにヤバすぎる。俺の嘘うそが一瞬で成立しなくなってしまうレベルの凶悪すぎる爆弾だ。もし姫路が機転を利かせて《演習》に〝引き分け〟の余地を残してくれていなかったら、もし彩さい園おん寺じや加か賀が谷やさんが攻略の手助けをしてくれていなかったら、もし俺が姫路のサインに気付けていなかったら──この内どれか一つでも足りないピースがあっただけで最悪の結末を迎えていたのかと思うと、さすがに少しぞっとする。

「……これが、わたしの知っている真実です」

　そこまで言い終えたところで、姫路は一旦言葉を切った。そして身体からだの前で丁寧に手を重ねると、秋月の方にちらりと視線を向けながら静かな口調で続ける。

「もちろん、つい先ほどまでは口止めされていたため話せなかったのですが、条件を果たして《密偵》が無効になった今では従う理由もありませんので。どうでしょう、これでも認めていただけませんか？　秋月様」

「……あは。だから、そんなの知らないってば。なになに？　二人して乃の愛あのこと虐いじめるつもり？　いくら心の広い乃愛ちゃんだってそろそろ怒る──」

「惚とぼけても構いませんが、昨夜のアクセスログはしっかりと保存してあります。現状はめちゃくちゃなバグ表示になっていますが、英えい明めいの女め狐ぎつね──もとい一いちノの瀬せ学長に精査してもらえば、あなたの端末からのハッキングだということははっきり分かると思いますよ？」

「ッ……」

　姫ひめ路じの冷静な追い打ちを受けて、秋あき月づきは今度こそ下を向いた。何かを耐えるような表情で強く下唇を噛かみ、ぎゅっと握った拳をふるふると小刻みに震わせる。

　そして、数秒後──ゆっくりと顔を持ち上げた彼女は、思いきり俺を睨にらみ付けてきた。

「……なん、で……」

「……ん？」

「なんで──なんで、貴方なのッ!?」

　瞬間、悲痛な叫び声が教室内に木こ霊だまする。いつもの甘ったるくて柔らかい雰囲気からは想像も出来ないくらい激しい怒りと憎悪。これまで溜ため込んでいた感情を一気に放出するかのように、秋月はダンッッ!!と手近な机に右手を振り下ろしながら激げき昂こうする。

「なんでっ……なんで、なんで！　意味わかんない！　乃の愛あはこんなに頑張ったのに、こんなに色々準備したのに、なんで貴方あなたが勝っちゃうの!?　なんで乃愛が負けなきゃいけないの!?　おかしい……おかしいよ、こんなのっ！　緋呂斗くんは絶対〝不正〟をしてるのに、ただ卑怯な手を使って成り上がっただけなのにっ……そんな悪い人より乃愛の方が〝下〟なんて、そんなの絶対有り得ない!!」

「……不正？　何のことだよ、それは」

「えへ……決まってるじゃん、全部だよ。だって、転校してきてすぐの人がいきなり７ツ星になるなんて有り得ない。苦労もしないで学園島アカデミーのトップになるなんて有り得ない。だから、そんなのは不ズ正ルに決まってるんだよ。乃の愛あちゃんは可愛かわいくて良い子だから、ズルする人が大っ嫌いなの。……それに、ほら。前に教えてあげたでしょ？　《区内選抜戦》の順位予想アンケート、ほとんどの人が緋ひ呂ろ斗とくんを一位に入れてるって」
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「……？　ああ、聞いたな」

「あれね？　去年最後の終業式の時にも同じようなアンケートをやったんだよ。誰が首席エースになると思いますか、って。それで──そう、その時は乃愛が一位だったの。みんな乃愛が勝つに決まってるって、絶対最後まで残れるよって言ってくれてた。乃愛だってそう思ってた。それなのに……それなのに、緋呂斗くんが転校してきた瞬間、みーんな手のひらを返すみたいに貴方のところに行っちゃったんだ！」

「…………」

「意味、分かんない……こんなの事故だよ。天災だよ。乃愛が何年もかけて頑張って頑張って積み上げてきたものは、後から来た緋呂斗くんに一瞬で全部奪われた」

　瞳に鋭い光を宿しながら、秋あき月づきは一歩俺に詰め寄ってきた。……俺が不正をした、と断言しているが、どうやら何か確証があるというわけじゃなく、単純に〝転校直後なのに学園島アカデミー最強の座に収まっている〟ことを不審に思っているという意味合いらしい。

　それだけなら別に珍しくもない僻ひがみの類たぐいなのだが……彼女の境遇を考えるとそう簡単には片付けられなかった。《区内選抜戦》順位予想の元一位。本来なら首席エースとして英えい明めい学園のトップに立っていたかもしれない少女。そんな秋月にしてみれば、確かに俺の登場は邪魔でしかなかったはずだ。彼女に向けられていたはずの期待や賞賛、信頼や羨望といった諸もろ々もろを、全て俺が奪ってしまったんだから。

「だから────だから、復讐しようって思ったの」

　口元を露悪的に歪ゆがませながら秋月は軽やかな口調で続ける。

「《区内選抜戦》。英明の生徒同士でバチバチしてても変に思われない絶好の機会。……そこで、乃愛はメイドちゃんに目を付けたんだ。メイドちゃんが緋呂斗くんの仲間だっていうのはこの前の《決闘ゲーム》の時から分かってたし、何回か探りも入れて緋呂斗くんとの関係性も確かめた。えへ……協力者、なんでしょ？　メイドちゃん。それも、きっとすごく重要な人。メイドちゃんさえいなくなれば、緋呂斗くんは多分まともに戦えない──そう思ったから、こうやって〝緋呂斗くんとメイドちゃんが敵対しなきゃいけない状況〟っていうのを作ってみたんだよ。邪魔してきそうな高ランカーはお互いに潰し合わせて、不正を使って勝ち残ろうとしてたつまんない人たちは早めに〝お掃除〟しておいて、ね。……まあ、結果的には見ての通り失敗しちゃったんだけど」

「ん……？　じゃあもしかして、参加者が減るペースが異常に早かったのって──」

「えへへ、そうだよ♪　だって、緋呂斗くん以外の人なんてだーれもいらないもん♡」

　可愛らしい笑顔で凄すさまじく物騒なことを言い放つ秋月。彼女はそのまましばらく歪んだ笑みを浮かべていたが、やがて落ち込んだように肩を落とした。

「でも……あ～あ、こんなに準備してたのに何で駄目だったんだろ。せっかく、あんな悪魔と契約してまで──」

「……悪魔？」

「っ……何でもない。ただのたとえ話だよ、たとえ話」

　一瞬だけ焦あせったように言葉を詰まらせたかと思えば、秋あき月づきは誤ご魔ま化かすように小さく首を横に振った。そんな彼女の表情や仕草に意識を向けながら、俺は密ひそかに思考を巡らせる。

（悪魔──ってのは、多分こいつのさらに背後にいる〝黒幕〟のことだよな。学長が言ってた外部からの介入者……そいつと〝契約〟をしたから、秋月はここまでのことが出来るようになった。まあ、要するに不正だ。《区内選抜戦》の申請可能時間をバグらせたのもそうだし、《密偵》だって明らかに違法アビリティ。秋月一人で用意できるとは思えない）

　だとすれば、やはり秋月乃の愛あは学長からの依頼に深く関わっているのだろう。そしてそれは、俺にとって好都合でもある。

　ふぅ……と小さく息を吐き出して、俺は静かに顔を持ち上げた。

「とにかく、だ。計画が頓挫したんだから、お前には洗いざらい喋しやべってもらうぞ秋月。復ふく讐しゆうが云うん々ぬん、ってのもそうだけど、お前には他にも色々と訊ききたいことが──」

「……えへへ。ねえ、何言ってるの？　緋ひ呂ろ斗とくん」

　と──その時、秋月が不意に発した低い声によって俺の台詞せりふは途中で遮られた。彼女は続けて「あはっ」と乾いた笑みを浮かべると、いかにも可お笑かしそうに口元を歪ゆがませる。

「まだ終わりじゃないよ。……終わってない。乃愛はこんなところで負けられない」

「……終わってない？　何の話だ」

「あは、そんなの決まってるじゃん──あのね、緋呂斗くん。乃愛ちゃんは可愛かわいくて賢いから、こんな時のためにもう一つ〝策〟を用意しておいたんだよ」

　愉たのしげに笑いながらそう言って、秋月はピンと人差し指を立ててみせた。内心で微かすかに動揺する俺の目の前で、彼女は吹っ切れたような声音で続ける。

「メイドちゃんに仕掛けた《密偵》アビリティ、あるでしょ？　あれ、実はメイドちゃんにも教えてなかった特殊効果があるんだよ。〝二重アビリティ〟っていって、表──《密偵》の効果が無効になると、自動的に〝裏の効果〟に切り替わるようになってるの」

「……裏の効果、だと？」

「うん。その名もずばり、《破壊衝動》──仕掛けられた端末内のデータを木っ端微塵に壊し尽くしちゃう超凶悪なアビリティだよ。乃愛がポチって起動ボタンを押すだけで、メイドちゃんの端末はただのお洒落しやれな置物インテリアになる」

「な……!?」

「それに、ただ〝データがなくなって困る〟だけじゃないからね。二人も知ってると思うけど、学園島アカデミーでは〝個人情報〟も〝電子マネー〟も全部が端末で管理される──逆に言えば、端末のデータが完全に吹っ飛んだらその人を構成する情報が何もかも消えてなくなるんだよ。学籍もなくなるし、もちろん等級も０になる。……そしたらメイドちゃん、もうこの島にいられなくなっちゃうね♡」

「っ…………違法、どころの騒ぎではありませんね」

　ほんの少しだけ声を震わせながら、それでも姫ひめ路じは淡々と呟つぶやく。

「いいのですか？　そんなアビリティを使用したことが公になれば、秋あき月づきさま自身が学園島アカデミー全体を敵に回すことになりますよ」

「そんなの知ってる。でも……乃愛だって、もう引き下がれないのっ!!」

　諫いさめるような姫路の言葉に激しい感情を顕あらわにすると、秋月は一転してこちらに駆け寄ってきた。そうしてそのまま姫路の背後に回り込み、後ろからその手を拘束しつつ、右手を拳銃の形にして姫路の頭に突き付ける。まるで銀行強盗のようなポージングだ。

　そして、薄っすらと口端に笑みを貼り付けながら……一言。

「──ねえ緋ひ呂ろ斗とくん、今から乃愛と《決闘》しようよ。それも、イベント用のつまんない《演習トライアル》なんかじゃなくて、本物の、お互いに星を賭けた《決闘ゲーム》」

「…………」

「でも、正々堂々の勝負なんかじゃないよ？　乃の愛あはもう、そこにいるのは諦めた。悪魔に魂を売ったから、もう元には戻れない。だから──だから緋呂斗くん、メイドちゃんを返してほしかったら乃愛に負けて？　今すぐ緋呂斗くんの星を乃愛に献上して、貴女あなたこそが７ツ星に相応ふさわしいです、って言うの。そしてみんなの前で土下座して、今までしてきた罪を償うの。……ね？　いいでしょ、それくらい。どうせ、全部嘘だったんだから」

　からかい交じりの口調でそう言いながら、見透かすような瞳で俺を見つめる秋月。

（くっ……！）

　対する俺は、表面上は静かに彼女と対たい峙じしながらも、内心では激しい動揺に押し潰されそうになっていた。……冗談だろ、というのが率直な感想だ。交戦状態を利用し、姫路と俺を敵対させた今回の作戦。これが秋月の〝本命〟だと思っていたし、実際それは間違っていなかった。なのに、彼女はそのさらに一歩先を──俺がこの《演習》を攻略してしまうことすらも想定し、それに対する最適な回答を突き返してきたというわけだ。

（さすがにおかしい……どうかしてるだろ、これは）

　あまりにも俺の行動が読まれすぎている──。

《区内選抜戦》を通してずっと思っていたことだが、ここまで来るともはや確信に近かった。……色付き星だ。英えい明めい学園から強奪された〝翠みどり〟の星。所持者によって発揮される性能が大きく変動するという〝感知系〟の特殊星ユニークスター。おそらく、秋月はその効果とやらをほとんどフルに引き出して俺の思考を読んでいる。だからこそ俺の居場所を常に把握し、最も効果的な手を打ち続けることが出来る。

「…………」

　そこまでして、彼女は──英えい明めいの元学内最強は徹底的に俺を叩き潰しに来ているんだろう。それはきっと、自分の居場所を奪われた恨みであり、昏くらい怒りの発露だ。もう一人の黒幕についてはまだほとんど分かっていないが、とにかくまずは秋あき月づきとの《決闘ゲーム》を乗り切らないことには後がない。先に奪ったのだから、次は俺が奪われる番だ。

「えへへ……今度は、引き分けなんかじゃ許してあげないから」

　蕩とろけるような甘い声音でそっと囁ささやく秋月。

　彼女は、ポケットから端末を取り出すと、いつもの笑顔でこう言った。




「結末の決まった最終決戦──最初から出来レースみたいな〝宝探し〟のゲーム。

　それじゃ、さっそく始めちゃおっか♪」
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　　　　♯



　──《盤上宝探し》。

　秋月から挑まれたそれは、基本的には名前の通り〝相手が隠した《宝パートナー》を見つける〟という趣旨の《決闘ゲーム》であるらしい。

『あはっ……やほー、見えてる？　聞こえてる～？　可愛かわいい可愛い乃の愛あちゃんだよ♡』

「…………」

　端末の投影画面越しに甘ったるい声を投げ掛けてくる秋月から視線を逸そらしつつ、俺は改めて辺りを見渡してみることにする。……現在俺が立っているのは、先ほどとはまた別の校舎の一角だ。普段俺たちが授業を受けている通常校舎Ａ棟。既に他の生徒は学園を出ているため、薄暗い建物の中はシンと静まり返っている。

　現在の時刻は夜の七時過ぎ。秋月による《決闘ゲーム》の申請を受けてからちょうど三十分後といったところだ。その間に俺がやったことと言えば、秋月に『パートナー役が必要だから』と言われてとある少女を呼び出したことと、加か賀が谷やさんとの通信が生きているかどうかを確認したことくらいのもの。本当に最低限の準備をしただけ、という感じだ。攻略法を考えるどころか、《決闘ゲーム》の基本ルールすらまだほとんど把握できていない。

　けれど、それもそのはずだろう──何せ、秋あき月づきにとってこの《決闘ゲーム》は〝勝負〟なんかじゃなく、勝つことが約束された文字通りの〝消化試合〟なんだから。

（まあ……実際、姫ひめ路じを助けようと思ったらここで勝つわけにはいかないからな。もちろん見捨てるつもりなら話は別だけど、そんなのは選択肢にも入らない。……それに、その辺の感情論を抜きにしても〝自分が生き延びるためにメイドを犠牲にした〟なんて話が広まったら７ツ星としての評判はガタ落ちになる。どっちにしても俺の負けだ）

　頭の中でそんなことを考えながら、俺は嘆息交じりに首を振った。……勝つことも負けることも、そして今度は引き分けさえも許されない八方塞がりの《決闘ゲーム》。加えて、秋月は６ツ星かつ色付き星所持者シングルカラーという７ツ星に次ぐ超高ランカーだ。《カンパニー》をまともに頼れない現状では、そもそも俺にどうにか出来るような相手じゃないかもしれない。

『……えへへー♪』

　そんな俺の内心を知ってか知らずか、秋月はあざとい仕草で口元を緩ませている。

『良かったね、緋ひ呂ろ斗とくん。クラスのお友達がまだ帰ってなくて。惜しかったな～、もうちょっとで乃の愛あの不戦勝になるところだったんだけど……えへ、残念♡』

「…………」

『む、また無視だ。しょうがないなぁ……それじゃ、時間もないからさっさと始めちゃうね。まずは【質問】──緋呂斗くんの〝パートナー〟は三階以下に隠れてる？』

「……【質問】？　何だよ、それ」

　さすがに黙ったままというわけにもいかなくなり、小さく眉を顰ひそめて問い返す俺。《盤上宝探し》──この《決闘ゲーム》が〝相手の隠したパートナーを見つける〟という宝探し系の内容であることだけは聞いているが、それ以外は何一つ知らされていない。突然【質問】と言われても意味不明だ。

『んー、そのまんまだよ。【質問】は【質問】』

　秋月は窓のレールにでも端末を置いているのか、覗のぞき込むような姿勢で答えてくる。

『《盤上宝探し》で使えるコマンドの一つで、相手に〝はい〟か〝いいえ〟で答えられる質問をすることが出来るの。ちなみに一ターンに一回限りで、訊きかれた側はちゃんと本当のことを言わなきゃダメ。ここで嘘うそついちゃうと即リタイアになるから気を付けてね♪』

「ん……なるほど。だったらノーだ」

『ふんふん。じゃあ次は【移動】フェイズ──これも【質問】と同じで一ターンに一回使えるコマンドだよ。〝相手のパートナーがいるんじゃないかな？〟って教マ室スを【質問】で割り出したら、そこに向かって自分も進んでいくの。上限は一ターンに三教マ室ス分ね』

「三マス分……？」

　秋月の言っている意味がよく分からず、小さく首を傾かしげる俺。

　けれど──その瞬間、ふと端末本体の画面に〝何か〟が映し出されているのに気が付いて、俺は吸い寄せられるように視線をそちらへ向けた。と、そこに表示されていたのは正方形のみで構築されたシンプルな図面だ。横に八マス、縦に六マスの計四十八マス……そして、これらのマス目は、どうやらこの校舎にある実際の教室と対応しているらしい。例えば、今俺が立っているのは四階の西側から五部屋目にあたる２－Ｊの教室前なのだが、マップ上でも同様に、下から四マス目かつ左から五マス目という位置に〝篠〟と書かれたアイコンが置かれている。対して〝秋〟があるのは一階の左の方だ。

「……なるほど」

　ようやく得心して、俺は画面の向こうの秋あき月づきにこくりと一つ頷うなずいてみせた。

「要するに、各教室が一つ一つのマス目になってるわけか。プレイヤーやらパートナーの居場所は全部この〝マス〟で管理されてて、【移動】の範囲もそれで決まる、と」

『えへへ、そだよ。そういうこと♪　基本的には右か左に動く感じだけど、階段があるところなら──校舎の両端なら、もちろん上下に【移動】してもおっけーだからね♡』

　機嫌の良さが継続しているのか、俺の言葉にそんな補足を入れてくる秋月。

　ちなみに、説明ついでにもう一つ付け加えておくと、それぞれのパートナーがどこかしらの〝教室内〟に隠れているのに対し、俺や秋月がいるのはあくまでも〝教室前〟──つまりは廊下である。先ほど少し試してみたのだが、教室の扉にはしっかりと電子錠が掛けられていた。おそらく、これに関しても何かのコマンドを使わないと開かない仕組みになっているんだろう。

　まあ、それはともかく。

『いい？　それじゃあ乃の愛あは──う～ん、すぐ終わっちゃってもつまんないし、ちょっとだけ手加減さーびすしてあげよっかな。右に一教マ室ス分だけ【移動】してターン終了、だよ♪』

　やけに楽しげな口調で俺を煽あおるようにそんなことを言う秋月。彼女の足取りに合わせてマップ上のアイコンが一つ右の教マ室スへと移動する。……ターン終了、というからには、ようやく俺にも【質問】やら【移動】やらを行える手番が回ってきたということだろう。

　とはいえ、何も焦あせって行動を決める必要はない。端末の表示を見る限り一ターンの制限時間は十分間らしいから、まずはそれを最大限フルに使ってゲームルールの確認を──

『──って、いうのは嘘なんだけどね』

「…………は？」

『えへへ、緋ひ呂ろ斗とくんには特別に教えてあげる♡　乃愛のアビリティの一枠目は《二回行動》──その名の通り二回連続で自分のターンが回ってくる、ってアビリティだよ。だから、もっかい【質問】。……ね、緋呂斗くんのパートナーが隠れてるのは五階以上？』

「っ……《二回、行動》？　何だよ、その冗談みたいな違法チートアビリティは」

『え～、普通のアビリティだよぉ。ただほんのちょっと中身を弄いじってるだけで♡　……えへへ、それで緋ひ呂ろ斗とくん、【質問】の答えは？　早く言わなきゃ失格になっちゃうよ♪』

「ちっ。……ノー、だ」

『わ、やった。大当たり♪　三階以下でも五階以上でもないんだから四階で確定だね。えへへ、やっぱり乃の愛あが可愛かわいいから運にも恵まれちゃうのかな～』

「……ハッ。知るかよ、そんなの。自画自賛なら【移動】を済ませてからやってくれ」

『んぇ？　あ、そうだったそうだった。それじゃ、二回目の【移動】も右に一教マ室スにしておこっかな。せっかくだから緋呂斗くんが悔しがってる顔とかも見たいし……えへへ、もっともーっと焦じらしてあげる♡　そう簡単には終わらせてあげないから♡』

　流れるようにそこまで言って、秋あき月づきはようやく行動ターンを終えた。直後、バイバイ、とあざとい仕草で両手を振る彼女の映像が唐突に途絶える。同時に音声の方も不通になったようで、数分ぶりに密やかな静寂が辺りを包み込む。

「…………」

　一体何がどうなっているのか、未いまだにはっきりと分かっているわけではないが──それでも、今の一手で俺と彼女の立場の差だけは思いきり痛感させられた。悪寒と冷や汗が一緒になって背中を伝う。急せかすような焦燥感が頭の中を駆け巡る。

「……っと、そうだ」

　そこでふとあることを思い出し、俺はポケットに突っ込みかけていた端末をもう一度手元に取り出した。そうして、この《決闘ゲーム》に唯一持ち込むことが出来た《遅延》アビリティを三つ重ね掛けで起動する。２ツ星相当Ｌｖ２だと一つ一つの効果は薄いものの、《決闘ゲーム》の最後まで自ターンの制限時間を延長し続けてくれる〝時間稼ぎ〟のアビリティ──構成を考える余裕がなくてこんなものしか登録セツトできなかったが、それでも現状では最善の策と言えるだろう。何せ、これから作戦会議の時間だ。

「よし……」

　端末の右下に表示された〝残り時間〟が十分から二十分弱にまで延長されたのを横目で見ながら、俺は早速自身のパートナーと連絡を取ることにした。

「──もしもし、俺だ。聞こえるか？」

『ええ、問題ないわ。……っていうか、あんたの方こそちゃんと聞こえてるの？　あたし今、小悪魔に居場所がバレないようにすっごい小声で喋しやべってるんだけど』

「聞こえてるよ。ちょっとくすぐったいけどな」

　紅玉ルビーの瞳を画面越しに見つめ返しながら冗談交じりの声音で呟つぶやく俺。

　そう──俺が《盤上宝探し》に招いたパートナーというのは、他でもない彩園寺更紗だった。彼女は昨日の宣言通り、桜おう花かでの授業が終わるや否や英えい明めいの敷地に忍び込み、俺たちの様子を窺うかがっていてくれたらしい。それも、英明の男子用制服をワイルドに着崩し、ボーイッシュなキャップとマスクまで装着した完璧な変装姿で、だ。……もちろんそれはお嬢様であることを隠すための擬態なのだが、先ほどの話を聞く限り、どうやら当の秋あき月づきにも〝たまたま校舎内に残っていた俺のクラスメイト〟だと勘違いされているようだ。

　が、まあそれはともかく。

　画面の向こうの彩さい園おん寺じに合わせて声を潜めつつ、俺はゆっくりと話を切り出した。

「えっと……まず、大丈夫そうか、彩園寺？　これからしばらく閉じ込められたままになると思うけど」

『全然平気よ。何の演技もしなくていいから普段の学校生活より楽なくらいだわ。音を立てられないのが微妙にもどかしいけれど……あと、そうね。ちょっとだけ寒いかも』

「あー……まあ、四月って言っても夜だからな。悪い、さっき俺のジャケットも貸してやれば良かった」

『！　……そ、それは、あれね。着るのにちょっと勇気がいるかもしれないわ』

「なんでだよ。寒いなら大人しく着とけっての」

　何な故ぜか少しだけ頬ほおを赤らめる彩園寺に呆あきれ交じりの声を返す──が、まあ今さらどうしようもないだろう。彩園寺と、それから秋月のパートナーになっている姫ひめ路じには申し訳ないが、寒さ問題に関しては少しばかり我慢してもらう外なさそうだ。

　と、いうわけで。

「改めて──ありがとな、彩園寺。お前が来てくれなかったら、最悪《決闘ゲーム》が始まる前から詰むところだった」

『ん……いいわよ、別に。最初からこうするつもりだったし……その、ほら。あんたが負けたらあたしも困るし』

　机に頬ほお杖づえを突きながらそっぽを向いて、微かすかに照れ交じりの声音で囁ささやく彩園寺。そんな彼女に対し、俺はほんの少しだけ口元を緩めながら「……助かる」と小声で呟つぶやく。そうして、どこかくすぐったいような空気を掻かき消すためにも、普段の口調に戻して続けた。

「実際、あのまま何も出来ずに負け、なんてことになったら悔やんでも悔やみきれないからな。事情を説明できない以上、その辺のやつに頼むってわけにもいかないし」

『まあそうね。……っていうか、ユキは何か言ってなかったの？　あの子があんたに何も言わないで大人しく人質になるなんてとても思えないのだけど……』

「姫路か？　ああ、言ってたけど……多分、お前が想像してる通りだと思うぞ？」

『あたしが想像してる通り……ってことは、こんな感じかしら。「お手を煩わせてしまい申し訳ありません、ご主人様。ですが今回の件には簡単に対処できます。わたしが学園島アカデミーを去ればそれで済む話ですので──」とか』

「いやエスパーかよお前」

　単語選びやイントネーション、表情に息継ぎまで含めて完璧なくらい合致していた。多少なりとも驚く俺に、画面の向こうの彩園寺は少し優しげに笑ってみせる。

『ふふっ……ま、ユキはずっとそうだったからね。本物の更さら紗さにもそれくらい全力で尽くしてたし、もちろんあんたにだってそう。自分が消えれば解決、なんて馬鹿げた策も、きっと本気で言ってるんだと思うわ』

「本気だから駄目なんだろうが。姫ひめ路じが俺を庇かばって島を出る、なんてことになったら絶対立ち直れなくなる自信がある。……だから、とりあえずはルールの把握だ。俺のターンが終わるまであと十分弱。それまでに《決闘ゲーム》の概要くらいは完璧に理解しておかないと話にならない。──ってわけで彩さい園おん寺じ、悪いけどちょっと付き合ってくれ」

『ええ。望むところよ、そんなの三分もかからないわ』

　俺の言葉にくすっと笑みを浮かべると、彼女は何とも頼もしい答えを返してくれた。





　　　　♯



「──《盤上宝探し》は、簡単に言えば〝対戦相手が隠した宝を見つける〟ゲームだ」

　やけに冷たく感じる廊下の壁。

　そんなところに寄り掛かって軽く体重を預けると、俺は目の前に表示した端末の投影画面を見つめながらルールの解読に踏み入った。

「宝、ってのはこの場合〝パートナー〟のことだな。俺にとってはお前が、秋あき月づきにとっては姫路がそのポジションに当たる」

『……宝とかパートナーとか、あんたが言うと何かむず痒がゆいわね』

「う、うるせえ。そう書いてあるんだから仕方ないだろ。……で、だ。《決闘ゲーム》全体としては、とにかくそれを相手より早くこなした方が勝ちになる。つまり、俺が姫路を見つける前に秋月がお前を見つけちまったら、その時点で俺の負け──ってことだな」

　自分でも内容を理解するためにあえてゆっくりとしたペースで呟つぶやく俺。とはいえ、勝利条件自体はかなり分かりやすい部類だ。今のところ難しいことは何もない。

　画面に指を伸ばして表示を切り替えてみる──と、次に出てきたのは、先ほども見た校舎の全体図だった。

「えっと？　……《盤上宝探し》のフィールドはここ、通常校舎Ａ棟だ。英えい明めい学園の中でも一番大きい校舎で、一階あたりの教室数は八。それが六階まであるから、全部で四十八教室ってことになる。内訳は一年から三年までの上位クラスが十四ずつと、あとは職員室とか保健室みたいな特別教室の類たぐいだな」

『ふんふん。で、それをシンプルに表したのが６×８のこの平面図マツプ、ってわけね』

「ああ、そんな感じだ。プレイヤーおれたちの居場所は最初からマップ上に表示されてて、この後も【移動】コマンドが入力される度にリアルタイムで更新されていくらしい。んで、逆にパートナー──お前と姫路はこの四十八マスの内のどこかに隠れてる。……いやまあ、隠れてるって言っても場所を決めたのはプレイヤーの方なんだけど」

『そうね。あたしも、ついさっきあんたの指示でわざわざ四階まで上がってきたばかりだわ』

「はいはい、だから感謝してるっての。……とにかく、そんな感じでパートナーの配置が終わったら本格的に《決闘ゲーム》スタートだ。いわゆる〝ターン制〟ってやつで、自分のターン中に出来ることがいくつかコマンドとして用意されてる」

『あ、それ、さっき小悪魔がやってたやつよね。確か【質問】とか【移動】とか』

　言いながら視線を右の方に向け、小さく目を眇すがめる彩さい園おん寺じ。どうやら彼女も俺と同じくルール文章テキストを開いているようで、少し後に該当の部分を読み上げ始める。

『ええと、この辺りね。……プレイヤーが自身のターン中に取れる行動コマンドは全部で四つ。一つは【質問】──対戦相手に〝イエスかノーで答えられる質問〟を一つだけすることが出来る。【質問】を受けたプレイヤーは正しい答えを返さなければならず、これに反した場合は即失格となる』

「ああ」

　これに関しては、ついさっき秋あき月づきが直々に説明してくれたものだ。強制的に正しい回答を引き出すことが出来る【質問】コマンド。《盤上宝探し》では、基本的にこの【質問】を利用して〝宝〟の位置を絞っていくことになる。

「多分、秋月あいつがやってたみたいに最初は大まかな【質問】から入って、そこから徐々に範囲を狭めてくのがセオリーなんだろうな。……で、次が【移動】だ。各プレイヤーは、一ターンに三教マ室ス分まで現在地を動かすことが出来る」

『ええ、要は〝自分自身が駒〟ってことよね。校舎全体をこのマップみたいな平面図って考えて、その中を動き回っていく。その距離が最大で三教マ室ス分、と』

「そういうことだな。体育館側東か校庭側西──マップでいう右か左に最大三マス。で、両端なら階段があるから上下にも動けるってことになる」

　要するに、移動方法に制限があるチェス盤みたいなものを想像すればいいわけだ。サイズは６×８の長方形。基本的には左右どちらかにしか自分自身コマを動かせないが、ボードの両端に関してのみ上下の移動が許される。そして、移動できる範囲はどちらのプレイヤーも一律で三マスまで……これらの条件がそのまま現実の校舎と教室にも対応している、と考えれば、【移動】の方もそう複雑なコマンドじゃないだろう。

「──それじゃあ、次だ」

　画面の向こうの彩園寺がこくりと頷うなずくのを見て取ってから、俺は残る二種のコマンドへと説明を移すことにした。ここから先はまだ実際に使われてもいない、俺たちにとっては完全に未知の領域だ。

　意味を捉え違えたりしないよう、じっと画面を見つめながら続ける。

「残りの二つに関しては、【質問】とか【移動】とかと違って毎ターン使うわけじゃないらしい。でも代わりにめちゃくちゃ重要だ。

　まずは三つ目のコマンド──【回答】。文字通り、相手のパートナーがどこにいるかを答えるコマンドだ。当たりならそこで《決闘ゲーム》終了。ただし一つ条件があって、【回答】を使うにはプレイヤー自身がその教室の前に立ってる必要がある。……つまり、ただ場所を割り出すだけじゃなくて、実際にその部マ屋スまで【移動】した上で『ここにいる！』って言わなきゃいけないわけだ。ちなみに、回答権はお互い三つ」

『三つ、ね。なら一応、二回までは外せる計算になるけど……』

　そう言いつつも、彩さい園おん寺じの表情は浮かないものだ。

　いや──実際、回答権の数だけを見るならそれほど厳しいという印象はないだろう。一発勝負じゃなく二回も猶予があるんだから、むしろ緩めの設定に思えるくらいだ。

　……けれど、

「厄介なのは四つ目の【退避】だな。自分のターン中に限り、パートナーの配置を自由に変更できるコマンド──これを使えば相手の情報を一回完全にリセット出来るし、ついでに物理的な距離も引き離せる。……だけど、使うには回答権を一つ消費する」

『ん……なるほど、つまり回答権は〝攻めにも守りにも使える三回限りの切り札〟ってことね。相手にパートナーの位置を特定されても無理やり逃がすことが出来るけど、代わりに攻め手を一つ失うことになる。……そっか、だから小悪魔は《二回行動》を採用したんだわ。今は手加減がどうとか言ってるけど、あの子はその気になればあんたの倍の早さで動くことが出来る。そうやってプレッシャーを掛け続けられたら、先に回答権を使い切るのはきっと篠しの原はらの方よ』

「……そう、だよなあ」

　あまりにも妥当過ぎる彩園寺の推測に、俺は思わず嘆息交じりの声を漏らした。

【質問】、【移動】、【回答】──一ターンのうちに出来ることはいくつもあるが、結局のところは〝相手のパートナーの位置を割り出して最速でそこまで辿たどり着く〟というのがこのゲームの本質だ。そして相手プレイヤーにそれを達成されないよう、時には【退避】で躱かわす必要もある。【退避】は絶対的な防御のコマンドだが、しかし回答権を消費するため最大でも二回までしか使えない。

　それらを踏まえて考えてみれば、秋あき月づきの《二回行動》がどれだけこの《決闘ゲーム》に適しているかというのがよく分かった。【質問】も【移動】も二回ずつ出来るんだから単純に効率が倍になる。そして、それだけじゃなく、俺は常に〝秋月と彩園寺の距離〟を意識し続けなきゃいけないんだ。何せ、相手は二ターン連続で行動できる。仮にその一手目で彩園寺の居場所が特定されてしまった場合、途中で【退避】を挟むタイミングは存在しない。

「……やっぱり強すぎるな、《二回行動》。これじゃ手加減が手加減になってない」

『ええ。さっき言ってた《密偵／破壊衝動》の二重アビリティもそうだけど、多分あんたの言う〝黒幕〟が用意した違法アビリティなんでしょうね。だって、こんなのが公的に出回ってたら絶対記憶に残ってるもの』

「ま、そりゃそうか……」

　言って、俺は小さく首を振る。……既に本性を晒さらしてしまったため誤ご魔ま化かす必要がなくなった、ということなのか、秋あき月づきの行動にはこれまで以上に遠慮がなくなっている。この分だと残り二つのアビリティ枠にも相当に厄介なモノが登録セツトされていることだろう。《二回行動》と同じか、あるいはそれ以上に凶悪なアビリティが。

『っていうか……ねえ、篠しの原はら』

　と──そこで、ふと囁ささやくような声で話し掛けられて俺は小さく顔を持ち上げた。画面を覗のぞき込んでみれば、向こうでは彩さい園おん寺じがどこか不安そうな表情でこちらを見つめている。

『ルールは大体分かったけど、ここからどうするつもりなの？』

「？　どうするつもり、ってのは？」

『いえ……だって、勝っちゃいけないんでしょ？　あんたが勝ったらユキがこの島にいられなくなる。そんなのあたしは絶対にイヤ。でも、かといって負けたら今度は篠原がそうなるわけじゃない。だから、その……この《決闘ゲーム》をどうやって進めればいいのか、あたしには全く分からないのだけど』

「ああ……なるほど、そういうことか」

　少し遅れてようやく質問の意味を理解する俺。

　彩園寺の言い分ももっともだ。秋月が仕掛けてきた《盤上宝探し》は〝始まる前から詰んでいる〟という理不尽すぎる《決闘ゲーム》。勝っても負けても待っているのは破滅の未来ただ一つで、かといって《不等辺三角関係》のように引き分けへと持っていくのは《決闘ゲーム》の内容的に無理がある。というか、仮にそんなことが出来たとしても大して意味はないだろう。結局のところ、姫ひめ路じが人質に取られている限り秋月の絶対的優位は変わらない──だからこそ、もっともっと完璧にこの《決闘》を攻略し尽くす必要がある。

「…………」

　そこまで思考を巡らせてから、俺はそっと顔を持ち上げて彩園寺の瞳を見つめ直した。

「一応、それについてはどうにかなるんじゃないかと思ってるんだ。確証はないけど、もしかしたらこの現状を引っ繰り返せるかもしれない策がある。えっと、具体的には──」

『────うん、うん』

　自分のターンの残り時間を横目で確認しながら、俺は頭の中にある〝作戦〟をざっくりと彼女に伝えていく。画面の向こうの彩園寺は至極真面目まじめな顔でそれを聞いていたが、やがてこくりと神妙に頷うなずいた。

『なるほど、ね……うん、確かにそれならいけるかもしれないわ。少なくとも、聞いてる限り筋は通ってる。それしかないって言ってもいいくらいよ。久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》の時も思ったけど、あんたって土壇場で卑ひ怯きような手を使わせたらほんとに天才的ね』

「そりゃどうも。天下の《女帝》にお墨付きを貰もらえて光栄だよ。……でもさ、彩さい園おん寺じ。今の作戦を成立させるためには、まず普通に《決闘ゲーム》を進めなきゃいけないだろ？　もっと言えば、真っ直ぐ順当に〝勝ち〟を目指さなきゃいけない──ってわけで、当面の目標はそれだ。細かいことは置いておいて、とりあえず《決闘ゲーム》に勝つことだけを考える」

『……ん、そうね』

　俺の断言に胸元で緩く腕を組む彩園寺。彼女は静かに目を閉じると、これまでの話を整理するようにポツポツと言葉を紡ぎ始める。

『【質問】を使って相手のパートナーがどこに隠れているのかを割り出して、【移動】でそのマスに辿たどり着いてから【回答】で答えを宣言する《決闘ゲーム》。ただ、【退避】があるから基本的には一回追い詰めるだけじゃ終わらない。多分、ギリギリのところで躱かわされる……だからこそ【回答】と【退避】に必要な〝回答権〟の数はものすごく重要で、極端な話、相手の回答権が尽きればその時点で勝ちが確定するって言っても過言じゃないわ』

「ああ。だから、この《決闘ゲーム》に必要なのはとにかく早さだ。秋あき月づきより早く〝王手〟をかけて、あいつに【退避】コマンドを使わせる。それを三回繰り返して、あいつの回答権を０にする……それが勝つための最低条件。でも、秋月の方に《二回行動》がある以上、普通にやってたら絶対に勝てない。間に合わない」

『……だったら、どうするの？』

「どうって、そんなの決まってるだろ？」

　戸惑いの混じった彩園寺の問いかけに、俺は小さく右の口角を持ち上げてみせた。そうして、不敵に酷薄に、いかにも嘲るような口調でこう言い放つ──。

「目には目を、歯には歯を、不正には不正を。……これまで散々好き勝手やってくれたんだ。他でもない偽りの７ツ星この俺に──俺たちに不正イカサマで挑んじまったことを、あの小悪魔に後悔させてやろうぜ」





　　　　♯



『えへへ……そろそろ降参する準備は出来たのかな？　緋ひ呂ろ斗とくん♡』

　──彩園寺との作戦会議が無事に終了した少し後。

　二十分あまりの持ち時間が尽きかけていたため慌てて端末を《盤上宝探し》のメイン画面に繋つなぎ直すと、映像越しの秋月は相変わらず可か憐れんであざとい笑みを浮かべながらそんなことを言ってきた。

「…………」

　煽あおるようなその問いかけには一切反応を返さないまま、俺はあくまでも淡々と告げる。

「【質問】だ、秋月。姫ひめ路じがいるのは校舎の上半分──四階以上か？」

『えぇ～、何それ？　つまんないの。せっかく可愛かわいい乃の愛あちゃんとお喋しやべりできるんだからもっと嬉うれしそうにしてくれてもいいのに……違うよ、違う。四階以上じゃない』

「そうか。なら俺は右に三教マ室ス分【移動】してターン終了だな」

　必要最低限の会話しか交わさずに速攻で一ターン目を終わらせる俺。

『むぅ～……』

　秋あき月づきはそんな俺の態度が気に食わなかったらしく、しばらく不満げな唸うなり声ごえ（当然のようにあざとい）を発していたが……それでも、やがてころっと機嫌を直したようだ。そうして早速先手の二ターン目に移ると、先ほどと同様、《二回行動》を活いかした大振りな【質問】で順調に彩さい園おん寺じの居場所を絞り込んでいく。手加減とやらは継続しているようで秋月自身はまだ一階の右端に留とどまっているが、情報量としては既に二択だ。彼女の気が変わればすぐにでも彩園寺を〝見つけに〟いける。

　そして、そんな状況で迎えた俺の後攻二ターン目──

「どうですか、加か賀が谷やさん？」

　──俺は、学園外で待機してくれていた加賀谷さんに連絡を取って、どうにか《盤上宝探し》に介入できないかと試行錯誤してもらっていた。

　加賀谷さんの、ひいては《カンパニー》のイカサマ。もしそれが今回の《決闘ゲーム》にも導入できるなら大幅な戦力強化になる。秋月の回答権を三つ全て消費させる、という〝最低ライン〟を突破するためのこれ以上ない支援ブーストになる──と、そう思っていたのだが。

『……うーん』

　そんな俺の思惑に反して、イヤホン越しに聞こえてくるのは何とも浮かない声だ。

『やー、ダメっぽいね。これ、多分セキュリティとかじゃなくて防御アビリティだよ。ノアっちが校舎全体に《広域結界》か何かを張ってるんだ。この通信は普通の端末機能だから問題なく通じてるけど、正規ルートじゃない侵入アクセスは全部弾はじかれちゃうと思う。よっぽど不正を警戒してるみたいだね……他のメンバーが揃そろってればともかく、おねーちゃんだけじゃちょっと厳しいかな』

「う……そう、ですか」

　ＰＣの打鍵音と共に聞こえてくる加賀谷さんの推測に、俺は小さく肩を落としてそのまま教室の扉にもたれかかった。……やはり、秋月は相当に入念で用心深い性格をしているようだ。学園外からのアクセスが無効になるなら《カンパニー》の力は一切頼れない。

　手の甲を額に遣やりつつ黙り込む俺に対し、加賀谷さんは少し冗談交じりにこう続けた。

「まあ、ヒロきゅんが世紀の大天才なら──それこそノアっちくらいのハイパー頭脳を持ってればどうにかなったかもだけど。でも、ヒロきゅんの才能はそっち方面とはちょっと違うもんねー。残念、残念」

「そりゃまあ……って、ん？　あの、加賀谷さん。それは──つまり、秋月くらい頭が良いやつがいれば何とかなるってことですか？」

『え。あ、いやいや、今のはちょっとした喩たとえのつもりだったんだけど……まあでも、要約すればそういうことかな？』

　俺の追及にちょっと驚いたような反応を見せつつも、加か賀が谷やさんはすぐに肯定の言葉を返してきた。

『ほら、あれだよあれ。《区内選抜戦》が始まる前に、追手から逃げるための方法の一つとして《端末感知》っていうプログラム作ってあげたでしょ？　イベント生存者の端末反応だけを抜き取って検索できる便利な機能。今その校舎にいるのはヒロきゅんたちだけなんだから、あれが使えれば簡単に白しら雪ゆきちゃんの居場所が特定できるってわけ』

「あ……なるほど、確かにそうですね」

『うむ。でもさ、今は《広域結界》が有効になってるから、学園外こつちのサーバーと通信しなきゃいけない《端末感知》はそのままじゃ使えない……だから、もしそっちに天才くんか天才ちゃんがいるならちゃちゃっと単体完結仕様に〝改造して〟くれないかなーと思ったんだよね。《広域結界》は対外防御のアビリティだから内側で不正する分には全く関係ないし、それに改造プログラムの構成は全部おねーさんの頭の中に入ってる。いくらでも教えてあげられるよ』

「プログラムの改造って……でも、機材もないのに？」

『学園島アカデミーの端末はそこらの最新鋭ＰＣより高性能なんだぞーヒロきゅん？　高ランカーになって色んな機能が解放されてくれば尚なお更さらね。んー、おねーさんがそっちにいれば二分くらいで用意してあげられるんだけど……ま、でもさすがにこの方法は無理っぽいかな。早く他の手を探さな──』

「待ってください、加賀谷さん。……それ、無理じゃないかもしれません」

　と、そこで、俺は不意に静かな声を上げると加賀谷さんの発言を遮っていた。『無理じゃない……？』と怪け訝げんな囁ささやきが返ってくる中、俺は端末の投影画面の一つ──彩さい園おん寺じと繋つながったままのそれに視線を遣やる。

　そうして、どちらにも聞こえるように一言。

「──ちょうど今、秋月以上の天才がここにいるんで」

『はぁ……そう来ると思ったわ。全く、あんたって結構人使い荒いわね』

「仕方ないだろ？　俺の立場じゃお前くらいしかまともに頼れるやつがいないんだから」

『あたししか……そ、そう？　そうなの。ふぅん…………、ふふっ』

　彩園寺はほんの少しの間何な故ぜか嬉うれしそうに頬ほおを緩めていたが、やがて俺の意図を汲くんでくれたのかこくりと一つ頷うなずいた。そうして机の上に軽く身を乗り出しながら続ける。

『ええと、加賀谷さん……だったかしら。篠原そいつの端末越しになっちゃうから微妙に話しづらいのだけど、ちょっとした事情があってあたしのＩＤはどうしても教えられないの。だから、とりあえずこのままで続けさせてもらうわね』

『？　その声、もしかしてパーカーちゃん？』

『ええそうよ、一日ぶりね。まあ、今はパーカー姿じゃないからその呼び方には疑問があるけれど……時間がないから本題に入らせてもらうわ。さっき貴女が話してたやつ、あたしが代わりにやってあげる。だからさっさと方法を教えなさい』

『え!?　え、ええっと……本気で言ってるの、それ？』

『もちろん本気よ。嘘うそなんて欠片かけらも混じってないわ。いい？　昨日はわざわざ言ったりしなかったけど、あたしは自他共に認める天才なの。小悪魔なんてメじゃないわ』

『へー……うんうん、なるほど。いいね、それなら教えてあげるよ。パーカーちゃん』

　彩さい園おん寺じの威勢の良い宣言が気に入ったのか、加か賀が谷やさんは二つ返事でその申し出を快諾した。そして上機嫌な口調のまま、少しだけ声を潜めてこんな言葉を口にする。

『た・だ・し。……こういう時のおねーちゃんは、ちょーっとだけ厳しいぞ♪』




『に……二階の、右から四番目の教マ室ス。ユキがいるのはその部屋よ』

　結論から言えば──。

　加賀谷さんから《端末感知》プログラムの改造方法を伝授された彩園寺は、およそ十分弱でどうにかそいつを組み上げてみせた。ギリギリではあるが一応俺の二ターン目が終わるまでに間に合った形だ。相当スパルタな指導を受けていたこともあってか、端末の向こうの彼女はぐったりと椅子にもたれかかっている。

『はぁっ……んっ…………はぁあ。ったく、あんた、後で覚えときなさい……何が〝二分で出来る〟よ。こんな複雑な行程がたった二分で組めるわけないじゃない』

『ええっ!?　いやいや、二分で出来るって言ったのはおねーちゃんの話だよ。そりゃ他の人には無理だって。……っていうか、むしろパーカーちゃんってば見込みある！　白しら雪ゆきちゃんに教えた時なんかゆっくり優しくコースで一日かかったのに、それをたったの十分で吸収しちゃうとは思わなかったもん！』

『その評価は素直に受け取っておくけれど……〝ゆっくり優しくコース〟？　ユキとの対応の差に悪意を感じるわ。あたしの時は一秒も止まってくれなかったくせに』

『ふっ……それは愛ゆえにだよ。うん、愛ゆえにだ』

『そ、そんなので誤ご魔ま化かされたりしないんだから！』

　むっと頬ほおを膨らませた彩園寺はなおも不満げな声を上げている……が、おそらく加賀谷さんの技術自体は認めているんだろう。そこに異を唱える様子は全くない。

「──っと、そうだ」

　とにもかくにも、もうすぐ制限時間タイムリミットだ。今は《決闘ゲーム》に頭を戻すとしよう。

　迷いのない手つきで端末を操作し、《盤上宝探し》のメイン画面に接続する俺。と、即座に接続状態オンラインになった秋あき月づきは『遅いよ～』とじゃれるような声音で言ってきた。そしてそのまま、こちらを覗のぞき込むような体勢で続ける。

『もう、緋ひ呂ろ斗とくんは相変わらず冷たいんだから……いくら乃の愛あが手加減さーびすしてあげてるからって調子に乗りすぎだよ？　乃愛、もっと構って欲しいなぁ♡』

「構って欲しい？　いいや、単に面と向かって俺を煽あおり倒したいだけだろうが」

『え～？　そんなことないよ。乃愛はただ緋呂斗くんと〝お喋しやべり〟したいだけだもん』

「へえ、そうかよ。……ならさ、秋月。一つ訊きいてもいいか？」

『なになに？　いいよ、乃愛ちゃんは可愛かわいいだけじゃなくて賢くて寛大だから何でも聞いてあげる♡　ま、もちろん答えてあげるかどうかは乃愛の気分次第だけ──』

「んなわけにいくかよ。──【質問】だ。秋月、お前が姫ひめ路じを隠したのは二階の右から四部マ屋ス目、１－Ｋの教室だな？」

『……ッ……!?』

　瞬間──俺は、それまで余裕そうな態度を保っていた秋月の台詞せりふを強引に遮ると、返す刀でそんな【質問】を口にしていた。ド直球かつ決定的な問いかけ。怪しさを隠す気すらない露骨な断定。いずれにしても《決闘ゲーム》の趣旨を完全に無視したようなやり口だが、しかし《盤上宝探し》のルール上、秋月はこれに嘘を返せない。

『イエス、だよ。……ねえ、どういうこと？　緋呂斗くん、また何かズルしてる？』

「人聞きが悪いな。俺は今まで不正なんかしたことないし、仮にそういう事実があったとしても今は無理だろ？　こっちはお前の策に嵌はめられてまともなアビリティすら持ち込めてないんだから」

『……そう、だけど……』

　不審と不快と不機嫌で彩られた声を発しながら小さく俯うつむく秋月。……実を言えば、今の質問を実際にするべきかどうか、というのは少し難しい問題だ。情報量的には何の価値もない問いかけだし、それによって秋月を警戒させてしまっているんだからむしろ逆効果にすら思えてしまう。

　けれど、何度も言うが秋月乃愛は強敵だ──俺が何か言おうが言うまいが、一直線に１－Ｋへと向かっていれば〝何か〟していることは確実にバレる。それなら、いっそのこと正面から突き付けて彼女の動揺を誘った方がいくらか有マ効シだろう、という判断だった。

「…………」

　不敵な表情を浮かべたまま【移動】を進める俺。そうして、二ターン目の終了時点で俺が辿たどり着いていたのは二階の右から二部マ屋ス目──姫路のいる１－Ｋの二つ隣にあたる教室だ。三教マ室ス以内にまで近付いたため、これで一応〝王手チエツク〟がかかったことになる。

　そんな様子を端末越しにじっと無言で眺めていた秋月だったが、彼女はやがて『……あはっ』と微かすかに口元を歪ゆがめると、怖おそろしいくらいに可か憐れんな笑みを浮かべてこう続けた。

『なかなか上手にズルするんだね、緋ひ呂ろ斗とくん。分かった、それじゃ手加減してあげるのはもう終わり──【質問】だよ。緋呂斗くんのパートナーが隠れてるのは四階の左から二つ目の部屋。ね、そこでしょ？』

「……イエス、だ」

『えへへ、そうだよね♪　場所が分かってるのは緋呂斗くんだけじゃない。乃の愛あだってもうとっくに絞り込めてるんだから。まだちょっと距離はあるけど……こんなの、すぐに引っ繰り返せるし』

　瞳に昏くらい光を湛たたえながらあくまでも笑顔でそんなことを言ってくる秋あき月づき。宣言通り〝手加減はもうやめた〟らしく、彼女は三ターン目先手の【移動】で合計六教マ室ス──一階右端の部マ屋スから四階の中程まで一気に足を進めてみせる。……やはり《二回行動》の効力は尋常じゃない。あれだけ〝遊ばれて〟いたというのに、一瞬で王手をかけ返された。

（くっ……）

　密ひそかに顔をしかめる俺を置き去りに、秋月はあざとく人差し指を顎に当てつつ続ける。

『それと、忘れないうちに【退避】も発動しなきゃ。回答権を一つ消費して、メイドちゃんを別の教室に移動させる……うん、これで一回リセットだよ』

　流れるようにそこまで言い切ると、秋月は『じゃあまた後でね♡』と両手を振ってそのまま通話を切ってしまった。彼女にしてはあっさりとした話の切り上げ方だが、それは当然、姫ひめ路じに諸もろ々もろの指示を出すためだろう。【退避】先の教室やそこへ行くまでの経路ルート。いくら何でも対戦相手おれが聞いている中でそんな話を出来るはずもない。

　張り詰めていた緊張を解ほぐすように「ふぅ……」と小さく息を吐いた、その時。

『ん……？　ねえ篠しの原はら、ちょっといいかしら』

「？　どうした？」

『ユキの端末反応がなくなったのよ。……もしかしたら、気付かれたのかもしれないわ』

「あー……」

　少し固い声音でそんなことを言う彩さい園おん寺じに、俺は微妙な反応を返した。……まあ、何というか妥当な展開ではあった。こちらが【質問】も使わず急激な進展を見せればまず間違いなく不正を疑われる。であれば、対策されない方がおかしいだろう。

「姫路の端末がシャットダウンでもされたのかもな……いや、まあいい。秋月が俺たちより先に一つ目の回答権を使ってくれただけでも成果としては充分すぎるくらいだ」

『ええ、確かにそうね。一つ目を先制できたのはかなり大きいわ。でも──』

「…………ご主人様？」

　瞬間、透明で涼しげな声音が彩園寺の言葉を遮って俺の耳へと届けられた。

　弾はじかれるように振り返ってみる、と──落ち着いた佇たたずまいでそこに立っていたのは、他でもない、姫路白雪その人だ。

「えっ……」

　状況が上う手まく呑のみ込めずに一瞬思考が止まる俺。……けれど、よく考えてみれば何のことはない。【退避】コマンドが使われている真っ最中なんだから姫ひめ路じが教室の外にいるのは当たり前だし、次のターンで辿たどり着けるくらいには近くにいたんだから、俺と彼女がここですれ違うのはもはや必然と言ってもいいくらいだ。

「…………」

　とはいえ、突然すぎる遭遇に俺がなかなか二の句を継げずにいると、目の前の姫路は制服の腰辺りでそっと両手を重ね、そのまま深々と頭を下げてきた。

「申し訳ありません、ご主人様。つい先ほど、秋あき月づきさまからの指示でわたしの端末へのアクセスは全て拒絶カツトさせていただきました。そういった系統の手段は今後一切通用しないと思っていただければ幸いです」

「あ、ああ、それは分かったけど……良いのか？　俺と喋しやべって」

「はい。端末が接続状態になっているためこの会話も筒抜けだとは思いますが、秋月さまの不利益になるようなことは何も話していませんので」

　白銀の髪をさらりと揺らしながらいつも通りの口調で呟つぶやく姫路。……まあ、彼女がいいというならそれでいいんだろう。俺も念のために彩さい園おん寺じと通話中になっている画面のスピーカー音量をゼロにし、秋月に聞かれているという前提で話を切り出すことにする。

「にしても……あれだな、【退避】って言っても普通に歩いて移動するんだな」

「はい、そのようですね。一瞬でワープ出来れば面白かったのですが、いくら学園島アカデミーといえども生身の人間を転送するにはまだ技術が追い付いていないようです。それに、今回は〝ご主人様に余計な情報を与えないように〟ということで非常に遠回りかつ面倒なルートを指定されていまして……ふぅ。逆らうつもりはありませんが、どうしても億おつ劫くうに感じてしまいます」

「ああ、確かにそうかもな。階段上がったり下がったりしてるだけでも意外に疲れるもんだし……っていうか、あんまり汗かいて身体からだ冷やさないように気を付けろよ？　今日は十時過ぎから特に寒くなるって話だったから、部屋を暖かくしてないと普通に風邪引く羽目になる。俺の方こつちのパートナーもさっきからちょっと寒がってるみたいだしな」

「そうでしたか。ご心配いただきありがとうございます、ご主人様。わたしの方から風邪を感う染つすわけにもいきませんし、なるべく注意していますね。……ちなみに、ご主人様のパートナーというのは〝あの方〟ですか？」

「そうだよ、多分姫路が想像してる通りのやつだ。だから、安心しててくれ。こんな《決闘ゲーム》はさっさと終わらせてすぐにお前を解放してやる」

「ふふっ……分かりました、楽しみにお待ちしています。……っと、すみません。秋月さまから早く移動するようお叱りを受けてしまいました。それでは、わたしはこれで」

「ああ。……じゃあ、またな」

「はい」

　最後に小さくはにかんだような会釈をしてみせると、姫ひめ路じはくるりと俺に背を向けて静かな足取りで去っていった。そうしてすぐ近くの階段で下へと向かう……が、先ほどの話を聞く限りこれがフェイントである可能性は非常に高い。情報としてはカウントしない方が良さそうだ。

「ふぅ……」

　ぼんやりとそんなことを考えながら溜たまった息を吐き出して、俺はちらりと端末の時計に目を遣やった。現在時刻は八時を少し回ったところ。【退避】コマンドの関係で秋あき月づきの先手三ターン目がまだ終わっていないため、今回はかなり長めに時間が取れそうだ。

　そんなこんなで、俺は改めて通話のボリュームをオンにした。

「──悪い。それで、どうした彩さい園おん寺じ？　さっき何か言いかけてた気がするけど」

『あんたが急に切るからどこまで話したか忘れちゃったわよ……えっと、そう。確か、ユキの居場所を見つける方法のことよ。回答権はあと二つも残ってるのに《端末感知》のプログラムが封じられた。じゃあどうすればいいのか、って話でしょ。いつまでも時間稼ぎだけしてたって仕方ないわ』

「ん……まあ、確かにそうだな」

　こくりと静かに頷うなずく。先ほどのターンを見れば分かるように、あれだけやって──全力でイカサマ機能を使った上にかなりの手加減まで加えられて──ようやく対等のペースを保てるくらいなんだ。順当に範囲を絞っていくようなやり方じゃ絶対に間に合わない。

「だから、本当は秋月の思考を読んで、姫路をどこに隠したのか推測するっていうのがセオリーなんだろうけど……それが、ちょっと厳しそうなんだよな」

『？　どうして？』

「単純な話だよ。──今回の《区内選抜戦》を通して、俺の動きはずっと秋月に読まれてた。何をやってもあいつに邪魔されたし、どの作戦も筒抜けだった。だから、多分、あいつは全部の行動を〝俺がどう動くか〟推測した上で決めてるんだ。英えい明めいの色付き星ユニークスター──翠みどりの星の効果を使ってな」

『あ……そっか、そういえば〝強奪された〟って言ってたわね。……うーん。でも、そうなると一気に厄介な話になるわ。行動の推測、ってことは感知系とか情報分析系の効果でしょ？　そんな能力と小悪魔自身の才能が合わさったら……』

「ああ、そうだ。そういうことだよ。確証はないけど、今この瞬間だって俺の思考があいつに読まれてるかもしれないわけだ。だとしたら、推測だけで動くのは危険だろ？　裏を掻かかれてドツボにハマる可能性だってある」

『それは……確かに、そうかもしれないけど』

　言って、うーと小さく唸うなり声ごえを上げる彩さい園おん寺じ。……まあ、そんな反応をしたくなってしまう気持ちもよくわかる。だって、そもそも〝行動が読まれているかも〟なんていうのは基本的に対処しようがない部類の懸念なんだ。回避しようと別の手を打ってみても今度はその変更自体を読まれている可能性が出てきてしまい、それを考えているうちに結局堂々巡りになる。何も出来なくなってしまう。

「…………だけど」

『だけど？』

　そこで俺が零こぼした小さな声に、画面の向こうの彩園寺はパッと頭を持ち上げた。

『何かあるの？　方法が』

「方法、ってほどじゃないけど……ほら、秋あき月づきはこれまで散々俺の先手を打ってきてるわけだけどさ、二回だけそれを失敗してるんだよ。明らかに〝予定と違う〟って反応を見せたことがあった。一回目は姫ひめ路じとの《演習トライアル》の時、んでもう一回はついさっき──お前が姫路の居場所を特定した時だ」

『ん……確かに、言われてみればそうね。……妙な話だわ。行動が全部読めるならその二つにも問題なく対処できるはずなのに』

「ああ。だから、何が違うのかって色々考えてみたんだけど……多分、多分な？　今言った二つの行動には、俺以外の思考が交ざってるんだよ。《不等辺三角関係》の時は姫路からのサインを受け取って示し合わせながら動いてたわけだし、さっきのイカサマなんて完全にお前と加か賀が谷やさんの手柄だ」

『つまり……小悪魔が読めるのはあんたの思考だけ、ってこと？』

「そういうことだ。で、もしそうだとすればそれは使える。逆手に取れる。だって、秋月は俺の思考を読んで、とにかく〝俺が見つけられなさそうな教マ室ス〟に姫路を配置してるってことだろ？　なら──」

『──それを第三者的に見られるあたしがいれば、むしろ手が読みやすいってわけね』

　少し上擦った口調で言葉を交わしながら画面越しに頷うなずき合う俺と彩園寺。……ああ、おそらくいける。何しろ、秋月は変装した彩園寺のことを〝取るに足らない英明の下級生モブ〟だと思っているんだ。戦力として数えてなんかいない。あくまでも俺が〝一人で〟戦っていると思い込んでいる。

　その誤解は、勘違いは、きっと彼女に対する決定打になり得るはずだ。

『待って、ちょっとやってみるわ』

　静かにそう言い放つや否や、彩園寺はさっそく端末を操作して《盤上宝探し》のマップにアクセスし直した。６×８の簡易的な平面図。その下から二列目、右から二行目のマスに〝篠〟と書かれたアイコンが置かれている。

『今あんたがいるのはここ、１－Ｍの教室前よ。二階右寄りの教室で、階段が近いから上下の移動もしやすい場マ所ス。……この時点で、まず二階は有り得ないわね。単純に、ユキが二階の教室に入ったならあんたの位置からも見えてるはずだから』

「ああ、それは確かにそうだな」

『そして、そうなると一階も消える』

「……ん？」

　ペイントツールを使ってマップの一番下の列にも躊ちゆう躇ちよなく二重線を書き加える彩さい園おん寺じに対し、俺は小さく眉を顰ひそめる。

「消える、か……？　二階が有り得ないのは分かるけど」

『うーん、そうね。それじゃ、さっきの状況──二階が消えてる状況で、あんたなら小悪魔にどんな【質問】をするかしら？　もちろん、順当にプレイするとして、ね』

「ん……そう、だな。今いるのが二階の端だから、とりあえず上に行くか下に行くかくらいは確定させたい。だから、最初は二階以下なのか三階以上なのかを──って、あ」

『そう。あんたにその【質問】をされると、一階にユキがいた場合一ターン目でそれがバレるのよ。しかも距離だってそれなりに近いから、あんたはかなり早い手順で【回答】まで辿たどり着けることになる。あの小悪魔がそんなミスをするとは思えないわ。だから一階はなし。

　そして、次──四階も多分なさそうね』

　またもや豪快に線を引く彩園寺。けれど、これについては分からないこともない。

「……お前がいるから、か」

『そういうこと。今あたしが隠れてるのは四階の教室で、それは小悪魔も知ってる。あれだけ完璧に状況を整える子なんだから、わざわざ足音で潜伏先がバレるリスクなんか負わないはずよ。実際、さっきまで耳を澄ませてたけど、聞こえたのはせいぜい階段を昇ったり降りたりする音だけ。少なくとも、この部屋の前は誰も通ってないわ』

「なるほど。ってなると──」

　パズルめいた感覚にだんだんと調子が出てきて、俺も画面越しに彩園寺の手元を覗のぞき込みながら静かに思考を回していく。

「──三階もないな。あと、五階の左側もなさそうだ」

『ふふっ、そうね。三階の右側はあんたの真上だし、左側はあたしの真下。で、五階左はあたしの真上にあたる。階が違うと足音はちょっと難しいけれど、でもこれだけシンとしてるんだもの。ドアを開ける音とか椅子を引く音はどうしても響く……いいえ、響くだろうって警戒する。正直ユキの仕草ならそんなの全然聞こえないと思うけど、あの小悪魔がそこまで知ってるとは思えないしね。

　だから、残るのは五階の右半分と、あとは六階のどこかってわけ』

「なるほどな。ってことは、可能性があるのは全部で十二部マ屋スか……四分の一には絞れたけど、決め打ちするにはまだちょっと数が多すぎるな」

『……いえ、もう少し絞り込めると思うわ』

　神妙な顔つきで口元に手を遣やりかけた俺に対し、彩さい園おん寺じは真まっ直すぐこちらを見つめながら不意にそんなことを言い始める。

『これに関しては言うべきかどうかちょっと迷ってたんだけど、あんたの方から言ってこないなら──これが篠原の思考にないことなら、小悪魔が採用してる可能性はかなり高いと思う。……いい？　こういう《決闘ゲーム》を効率的に進めようとする場合、本当にパズルみたいな計算が必要になるのよ。相手があと何手で自分のパートナーの位置まで辿たどり着けるかを常に考えてないといけない。で、それを踏まえると、一番妥当な隠し場所っていうのは相手の位置から〝三の倍数＋一〟マス離れた場所になるわ。相手に無駄なターンを使わせる＝効率がいい、って思考が無意識のうちに働くから』

「え……いや、言いたいことは分かるけど、普通そこまで考えるか？」

『考えるわよ、少なくともあたしはね。それに、今までの展開を見てる限り小悪魔も結構な効率主義者みたいだから、手加減をやめたならきっとあの子もそうするんじゃないかと思う。……ここまでの条件を全部入れてみれば、ユキが隠れてる場所の候補は一気に絞られるわ。３－Ｅ、３－Ｊ、３－Ｌ……この三つしか残らない』

「っ……マジかよ。とんでもないな、お前」

『何よ、当たり前でしょ？　あたし、こう見えても学園島最強あんたのパートナーなんだから』

　冗談めかしたようにそんな言葉を口にしながらマップ上の三教マ室スに丸を付けていく彩園寺。……自分から提案しておいて何だが、まさか【質問】を一つも消費せずにここまでショートカット出来るとは思ってもいなかった。さすがは《女帝》というか何というか、やっぱりこういうところは敵かなわないなと密ひそかに舌を巻いてしまう。

（っていうか……今さらだけど、どうしてこんなとんでもないやつがあっさり俺に負けたんだ？　予想外の事故だったとか羞恥心の問題とか、それくらいで崩れるようなタマじゃない。ほんと、何かしらの事情があったとしか思えないんだけど……）

「……？　篠しの原はら？　ねえ、篠原ってば」

「え？　あ、ああいや、悪い」

　怪け訝げんな顔をした彩園寺に声を掛けられ、我に返った俺は誤ご魔ま化かすように小さく首を横に振った。……どうやら、いつの間にか思考が少し逸それていたみたいだ。気付けば後攻三ターン目も半ばを過ぎているし、このターン中に【退避】も済ませなきゃいけないことを考えるとあまり時間の余裕はない。

　と、いうわけで。

「それじゃ、とりあえず次の【質問】は確定だな。違ってたらまた考え直すってことで」

『ええ、それでいいわ。……ふふっ、あんたにも思い知らせてあげるわよ。《女帝》と小悪魔、果たしてどっちの方が上なのか──ま、そんなの試すまでもなく分かり切ってることなんだけどね』

　紅玉ルビーの瞳で真まっ直すぐに俺を見つめながら、彩さい園おん寺じは不敵に笑ってそう言った。




『──なん、で……っ』

　数分後、毎度の如ごとく三ターン目の終了間際。

　上の階への【移動】と、それから彩園寺の【退避】を済ませてから放ったピンポイントな【質問】──〝姫ひめ路じがいるのは３－Ｅか３－Ｊか３－Ｌのどこかだ、違うか？〟という俺の問いに震える声で『はい』と答えた秋あき月づきは、その直後、ふわふわの栗くり色いろツインテールを振り乱しながら一気に感情を昂たかぶらせた。

『なんで、なんで、なんでッ！　外からの妨害は全部カットしてるしそれ以外の小細工も出来ないようにしてるのになんで一発で当てられるの!?　ねえなんで緋ひ呂ろ斗とくんっ!!』

　対戦相手であるにも関わらず形なり振ふり構かまわず俺に疑問を叩たたき付けてくる秋月。もし同じ空間にいたら掴つかみかかられていたんじゃないかというくらいの迫力に思わず怯ひるみそうになるが、そんな感情は微み塵じんも出さずに俺は小さく笑みを浮かべる。

「さあ、どうだろうな。使ったのはお前の知らない手段だよ」

『ううん、ないよそんなの。乃の愛あ、いっぱいいっぱい勉強したもん。乃愛が知らない方法なんてこの島にはない。あるわけない。……なら、〝アレ〟の効果が読まれてる？　それで裏を掻かいて……ううん、違う。だとしてもちゃんと引っ掛かるはず……』

　俺の適当な発言を一瞬で切り捨てた秋月は、そのまま切羽詰まったような表情でぶつぶつと呟つぶやき始めた。焦あせりのためか、これまでは飄ひよう々ひようと誤ご魔ま化かし続けていた自身の策略についても少しだけ口走ってしまっている。……が、まあ無理もない話だ。実際に俺が姫路のいる教マ室スまで辿たどり着くにはあと二ターンほどの【移動】を要するが、とはいえこれで二度目の王手。絶対的な優位があったはずの相手に二回連続で先制を許している、となれば、さすがの小悪魔でも動揺せずにはいられないだろう。

　と、俺が内心でそんなことを思った──刹那。

『えへ……うん、分かった。もういいや』

　不意に、そっと顔を持ち上げた秋月が小さな小さな声を発した。普段のあざとい声音とは少し違うが、かと言って怒りや焦りで我を忘れた声でもない。喩たとえるなら、何らかの決意に裏打ちされた〝強さ〟を感じる声質だ。

　歪ゆがんだ笑顔で彼女は言う。

『細かいことはよく分かんないけど……緋呂斗くん、乃愛の行動とか癖とかからメイドちゃんの居場所を推理したんでしょ？　うん、それ以外ありえない。不正イカサマもアビリティも封じてるんだから、方法なんてそれくらいしか残ってない』

「……へえ？　だったら何なんだ？」

『えへ、簡単だよ緋ひ呂ろ斗とくん。緋呂斗くんがそーゆーことするなら、メイドちゃんの最後の隠れ場所はランダムにする。ダイスとかルーレットとか、そういうので適当に決めちゃおっかな。えへへ……近いか遠いか、乃の愛あと緋呂斗くんの運試しだね♡』

「っ……ランダムって、急に自暴自棄にでもなったのかよ、お前」

『そんなことないよ～。ただ、一番効率がいいのはそれだって気付いただけ。……それじゃ、次は乃愛のターンね？　えっと、まずは──』

　徐々に普段のテンションを取り戻してきた秋あき月づきはそのまま四ターン目へと突入した。そうして繰り出される二つの【質問】と二回の【移動】。これによって、彩さい園おん寺じの新しい隠れ場所が二階以下であることまでは特定された。まだしばらくは余裕があるが、しかし《二回行動》で巻き返されることを考えれば今回も同順か一ターン差くらいの勝負になりそうだ。二つ目の回答権も、きっとほとんど同時に消費される。

　それはいい。それはいいの、だが──

『最悪の展開ね。……ランダムっていうのが一番どうしようもないわ』

　──端末の向こうの彩園寺が疲れた声音でそう呟つぶやくのを聞きながら、俺は廊下の壁に背中を押し付けるようにしてズルズルと床に座り込んでいた。

　頭の中では今さっき秋月が口にした衝撃的な作戦が木こ霊だましている。……ランダム。誰かの意図を全く介入させない無作為な選び方。それは、実際のところ決して自暴自棄な行動なんかじゃなく、秋月の言う通りこの状況下で最も効果的な選択だった。

　彩園寺は嘆息交じりの声音で続ける。

『アビリティが使えなくてイカサマも封じられた。だから小悪魔の思考を逆算してどうにか二回目も上う手まく行きそうだっていうのに……それもこれも、ランダム戦法を取られたらおしまいよ。三回目はユキを探すための唯一の取っ掛かりすらなくなることになるわ』

「だな……ったく、まさかこう返されるとは思わなかった」

『普通は思い付かないわよ。思い付いてもやらないわ。……ただ、あの子がそれだけ〝本気〟ってことでしょ』

「…………」

　神妙な口調の彩園寺に対し、俺は小さく黙り込む。

　秋月乃愛──本来なら英えい明めい学園の頂点に君臨していたはずの少女は、やはり規格外の強敵だ。違法アビリティや強奪した色付き星ユニークスターといった不正に手を出しているとはいえ、状況も《決闘ゲーム》の結果も何もかも、気付けば全てが彼女の望む結末に向かおうとしている。

　──と、

『……ねえ、篠しの原はら』

　そんな風に俺が思考に耽ふけっていたところ、画面の向こうの彩園寺がおずおずと声を掛けてきた。そうして、彼女は窺うかがうような声音と表情で静かにこんなことを訊きいてくる。

『あんたでも、やっぱり無理なの？』

「……？　無理って、何が？」

『や、だから……どうにかしてユキを見つけられないかって訊いてるのよ。あたしはまだ何も思い付かないけど、あんたなら──久く我が崎さきとの《決闘ゲーム》を最終局面で引っ繰り返したあんたなら、もしかしたら何とかしてくれるかも、って思ったんだけど……』

　サイドに流れる髪を弄いじりながらそう言って、その後恥ずかしそうにそっぽを向いてしまう彩さい園おん寺じ。どうやら遅れて照れがやって来たらしく、耳や頬ほおを薄赤く染めながら『わ、忘れて！』などと言っているが……しかし、忘れるも何もない。

「何言ってるんだよ彩園寺。そっちのことなら──」

『だ、だから忘れてって言ってるでしょ!?　意地悪しないでよバカ篠しの原はらっ！』

「いいから聞けって。……あのな？　その方法ならもうとっくに準備できてるんだよ」

『──へ？』

　俺がそこまで言い切った瞬間、彩園寺はピタリと身体からだの動きを止め、大きな紅玉ルビーの瞳をぱちくりと瞬またたかせた。そしてそのまま、恐る恐るといった口調で訊いてくる。

『準備できてる、って……それ、もう一回ユキを探し出す手段があるってこと？』

「ああ。イカサマと色付き星ユニークスターの逆利用に続く第三の手だ。お前と加か賀が谷やさんのおかげでここまでほとんど差を付けられずに来たからな。この《決闘ゲーム》を無事に終わらせるための算段はちゃんと付いてるよ。……だから、俺が考えてたのはその後のことだ。どうするのが一番良い終わり方なのかって、それをずっと考えてた」

『…………』

「……？　何だよ、どうした彩園寺？」

『い、いえ……単純に、びっくりしてるのよ。半分くらい冗談のつもりで訊いたのに、まさか本当に思い付いてるなんて……ちょっと信じられないくらいだわ』

「いや、さすがにこんな場面で嘘うそはつかねえよ。それもお前に対してはさ」

『分かってるわよ、そんなの。……っていうか、それならそうと早く言ってよね。慌てて損しちゃったじゃない』

　画面越しにジト目を向けてきつつも、はふう、と大おお袈げ裟さに胸を撫なで下ろす彩園寺。そんな彼女に「悪い」と苦笑してみせながら、俺も思考を切り替えることにした。……後のことも確かに大事だが、今は目の前の《決闘ゲーム》に集中だ。いくら《決闘ゲーム》を無事に終わらせる術すべが頭の中にあるとはいえ、それが必ずしも上う手まく行くとは限らない。加えて、現状で判明している秋あき月づきのアビリティは《二回行動》及び《広域結界》──二つだけだ。最後の一枠に関しては、まだ影も形も見えていない。

「すぅー……」

　だから、俺は気合いを入れ直すためにも一度大きく深呼吸をした。そうして一転、画面の向こうの彩さい園おん寺じに真正面から問いかける。

「──なあ彩園寺、今って何時何分だ？」

『時間？　え、午後の八時四十二分、だけど……それが何？　っていうか、それくらいあんたの端末でも見れるでしょ？』

「見れるけど、お前にも知っておいて欲しかったんだよ。……いいか？　俺はこれから数ターン──少なくとも、俺と秋あき月づきが二回目の回答権を使って情報が振り出しに戻るまでの間、全力で時間を稼ぐことにする。制限時間ギリギリまで自分のターンを使い潰すのはもちろん、適当に話を繋つないで秋月のターンも引き延ばす」

『……？　そうすると、どうなるの？　小悪魔の精神をひたすら逆さか撫なでする、とか？』

「いや。……実はさ、それが出来れば自動的に姫路の居場所が分かるはずなんだよ」

『……へ？』

　俺の合図がちゃんと伝わってれば、だけどな──と付け足してから、俺は不思議そうに首を傾かしげる彩園寺に〝作戦〟の詳細を説明してやることにした。





　　　　♯



《盤上宝探し》開始五ターン目。

　おおよその見込み通り、俺と秋月はほとんど同時に──一応先制したのは俺の方だったが──お互いのパートナーに王手をかけ、同じ巡目ターンの先手と後手でそれぞれ二回目の【退避】を使用した。

　これにより、どちらも残る回答権は一つだけとなっている。すなわち、互いに〝後がない〟状況、なのだが……しかし、秋月の声は余裕そのものだ。

『──えへへ、凄すごいね緋ひ呂ろ斗とくん♪　本気の乃の愛あとここまで互角に戦える人なんて生まれて初めて会っちゃったよ。乃愛たち、もしかしたら本当に相性ピッタリなのかも♡』

「そうかよ。ここまで心の籠もってないお世辞は久しぶりに聞いたな」

『えぇ～、ほんとだよ～。冗談とか皮肉なんかじゃなくて、緋呂斗くんとはもっともっと違う出会い方がしたかったなぁ……って思ってるよ？　本当に、心の底から』

「…………」

『ま……でも、今は残念ながら敵同士なんだけどね』

　俺に向かって真まっ直すぐ視線を投げ掛けながら、口元を微かすかに歪ゆがめて挑むように宣言してくる秋月。その表情から感じ取れるのは俺に対する怒りと憎悪だ。加えて、既に勝利を確信しているということなのか、どこか悲しげな達観の色も窺うかがえる。

「……ふぅ」

　そんな秋月から一瞬だけ視線を逸そらして端末上部の時計を見ると、俺は溜たまっていた息を吐き出しながら静かに顔を持ち上げた。そうして、悠然とした態度で告げる。

「敵同士、ね。確かにそうかもしれないな──まあ、その関係ももうすぐ終わるけど」

『終わる？　なんで？』

「いい加減飽きてきたからだ。……あのな、もう外はとっくに日が暮れてるんだぞ？　ただでさえ昨日から集団で追い掛け回されたり姫ひめ路じがいなくなったり連続でゲームさせられたりで疲れ切ってるんだ。さっさと寮に帰って寝たいんだよ、俺は」

『あは♡　いいよ、別に。乃の愛あちゃんが勝つのを待ってた方が絶対早いと思うけど、終わらせられるものなら終わらせちゃっても──』

「へえ。……いいんだな、それで？」

『……いいんだな、って……どういうこと？』

　様々な感情が入り乱れる顔色に微かすかな困惑を混ぜながら、秋あき月づきはそんなことを尋ねてきた。対する俺は、煽あおるように口角を持ち上げつつ飄ひよう々ひようとした口調でこう返す。

「どうもこうもねえよ──いいか？　俺はこの一ターンで姫路の居場所を特定する。ここから何ターンかかる位置にいるかは知らないけど、とにかく場所だけはこのターン中に確定させる。それでもいいんだな、って言ってるんだ」

『このターンで？　……あは、それはちょっと可お笑かしすぎるよ緋ひ呂ろ斗とくん。だって、そんなの有り得ない。方法がない。それこそ四十八分の一の勘に頼るくらいじゃないと──』

「ハッ……そう思うなら黙って見てろよ秋月。後悔しても知らないけどな」

『っ……』

　あくまでも強気な態度を崩さないままもう一度端末の時計に目を向ける俺。秒単位まで表示されたデジタルの数字群が等間隔で時を刻んでいくのを眺めながら、俺は、密ひそかに祈っていた。……頼む、頼むから気付いてくれ。通じてくれ。この賭けが失敗したらもう俺に為なす術すべはない。このまま秋月に詰まされるのを待つしかない。

　そして────数秒後、時計がきっかり十時を示した。

「…………ああ、そうか。ありがとな」

　それとほとんど同時に別の画面から流れてきた声に短く感謝の言葉を返しつつ、俺は内心でそっと胸を撫なで下ろした。そうして、まるでずっと前から分かり切っていた当たり前の事実であるかのように、堂々と秋月に〝答え〟を突き付ける。

「３－Ｇ教室。……姫路が隠れてるのはそこだな、秋月？」

『────』

「ああ、ちなみにこれは【質問】じゃないぜ？　何せ返事がイエスだってのは分かり切ってる。……って、しかもめちゃくちゃ近いじゃねえか３－Ｇ。右に一教マ室ス進んでから階段下がってすぐ左……ってことは、このターンで【回答】まで行けちまうのか」

　ランダム化の弊害だな、と呟つぶやきながら小さく口角を吊つり上げて、俺はゆっくりとした足取りで【移動】を始めることにした。秋あき月づきのターンを介することなく一手で【回答】まで持っていけるのだから、これ以上【退避】で妨害されることもない。《盤上宝探し》はこのターンで確実に幕を下ろす。

『…………待って』

　と──そこで、長らく下を向いて黙り込んでいた秋月がようやく微かすかな声を発した。

『答え合わせくらいしてよ、緋ひ呂ろ斗とくん。……なんで？　なんで分かったの？　乃の愛あ、さっきからちょっと混乱しちゃってるんだけど』

「そうか？　むしろいつもより落ち着いて見えるけどな」

『……緋呂斗くん？』

「何だよ、そう不機嫌な声出すんじゃねえって。分かった分かった、教えてやればいいんだろ──って言っても、最後のやつに関してはちょっとしたズルだけどな」

　お前が最初に言ってた通り、と付け加えつつ、ニヤリと笑ってみせる俺。

「さっき……一回目の【退避】で俺と姫ひめ路じがすれ違った時の会話、お前も聞いてたんだよな？　実は俺、あそこで姫路に一つの〝合図サイン〟を託してたんだ」

『……合図？　ううん、そんなのどこにも──』

「いや、間違いなく言ったぜ。細かい言い回しまでは覚えてないけど、確か〝今日は十時過ぎからかなり寒くなるみたいだから身体からだを冷やさないようにしろ〟ってさ。……まあ夜の教室に放置されるわけだから体調の心配をしてたのも事実だけど、あの台詞せりふの意味は何もそれだけってわけじゃないんだ。だって、寒くなるから身体を冷やすな──そんな無む茶ちやな命令を実行できるようなモノなんて、教室の中には一つしかないだろ？」

『え…………ぁ。…………エアコン』

　一瞬遅れて〝それ〟に思い至ったらしく、呆ぼう然ぜんとした声で呟つぶやく秋月。

　そう──エアコン、エアコンだ。俺が姫路に託した合図というのは、要するに〝十時になったら部屋のエアコンを起動してくれ〟という意味だった。もちろん、そのタイミングで彼女が隠れている教室のエアコンを。

『で、でも……それが何？　エアコンの音なんてそこまで響いたりしないよ……？』

「まあ、確かにそうだな。だけど、英えい明めいでは──っていうか大概の学校ではそうだと思うけど、教室のエアコンってのは職員室で集中管理できるようになってるんだ。冷房やら暖房を入れ過ぎてないかって監視したり、室温が適度に保たれてるかどうかをチェックしたり……要は、エアコンの使用状況を教室ごとに見ることが出来る」

『っ！　そ、それ……もしかしてっ』

「ああ、その〝もしかして〟だよ。──いいか、秋月？　俺のパートナーの新しい隠れ場所は一階の職員室だ。そして今さっき、十時になった瞬間にエアコンが動いてる部屋があるかどうかを確認してもらった。当然、こんな時間なんだから普通は一つだって稼働してるはずがない……俺の合図を受け取った姫ひめ路じが律儀に暖房を入れてない限り、な」

『…………』

　流れるような口調で最後まで説明を済ませると、秋あき月づきは今度こそ言葉を失った。……ハッキングと思考分析に続く三つ目の捜索手段。《決闘ゲーム》開始時に彩さい園おん寺じが寒がっていたのを見て密ひそかに頭の片隅で練り始めていたのだが、上う手まくハマってくれたようで一安心だ。

「ま……とにかく、こいつで《決闘ゲーム》終了だな」

　３－Ｇ教室の前まで【移動】を終え、画面に向かってそんな宣言をする俺。絶望しているのかはたまた何かしらの機を窺うかがっているのかは知らないが、秋月は何の反応も返してこない。ただ黙って顔を伏せているだけだ。……が、まあ別に構うことはないだろう。これ以上この《決闘ゲーム》に時間をかける理由なんかどこにもない。

　だから──、

　俺は、端末のマイク部分に顔を近付けると、満を持してその言葉を口にした。

「【回答】だ。……秋月乃愛お前のパートナー、姫路白しら雪ゆきは〝ここ〟にいる」

　そこまで言い切った、瞬間──カッと何かのロックが外れるような音が辺り一帯に鳴り響いて、３－Ｇ教室の扉が自動的に開かれた。《決闘ゲーム》中はどうやっても開けることが叶かなわなかった教室の入り口だが、どうやら【回答】コマンドを使用することで開錠される仕組みになっていたらしい。エアコンのおかげで温まっている空気が穏やかに肌を撫なでる。

　そうして、扉の開放と共に明るくなったその部屋の真ん中には──

「お待ちしておりました、ご主人様。……ふふ。見つけてくれてありがとうございます」

　──見慣れた制服姿の姫路白雪が、さらりと白銀の髪を揺らして立っていた。

「ああ……待たせたな、姫路」

　そんな彼女と視線を合わせながらそっと安あん堵どの息を漏らす俺。……【回答】成功だ。開始時はあれだけ劣勢だったにも関わらず、どうにか秋月より先に〝宝〟を手中に収めることが出来た。よって、《盤上宝探し》のルールに照らし合わせればこれで完全に《決闘ゲーム》終了。何の文句もなく俺の勝利が確定する──はず、だったのだが。




『あはっ……あは、あははは。あははははははははっ！』




　──突如、壊れたような笑い声が端末を介して俺の鼓膜に打ち付けられた。

　その声の主は、もちろん秋月だ。チェックメイトを掛けたのは俺の方だというのに、状況はどう見ても引っ繰り返っているというのに、彼女は涙を流しそうなくらいの勢いで可お笑かしそうに笑い転げている。

『あは……使った。やっと使ってくれたね緋ひ呂ろ斗とくん♡　これで、乃愛の勝ちだよ』

「……何？」

『えへへ♪　乃の愛あはね、ずっと前から緋呂斗くんが三つ目の回答権を使ってくれるのを待ってたんだよ。勝ち誇った顔で乃愛を潰しに来るのを待ってた。無防備になってくれるのをずーっと待ってた。……えへへ、行くよ？　《運命改変》アビリティ発動──緋呂斗くんの【回答】をなかったことにする』

　秋あき月づきがそんな不穏な台詞せりふを口にした瞬間、不意に目の前の景色が一変した。

　いや──一変したとはいっても、別に校舎が変形したとか姫ひめ路じがいなくなったとかそういう類たぐいの変化じゃない。変わったのは端末の表示だけだ。つい先ほどまでは【回答】が成功したことを報しらせるメッセージや勝利条件達成の演出なんかが全面に出ていたのに、それらが全て消えてなくなっている。そして、当然のように回答権も消えたままだ。

『……えへへ♡』

　すっかり元の調子を取り戻した──というよりさっきまでの消沈っぷりが〝演技〟だったのだろうが──秋月は、何も知らない人間が見たら一瞬で恋に落ちそうなくらい甘くて可か憐れんな笑みを浮かべながら続ける。

『ね、すごいでしょ？　これが乃愛のとっておき、《運命改変》だよ。対戦相手の行動を一つだけ〝なかったこと〟に出来る６ツ星以上の制Ｅ限ｘアビリティ──何にでも使える便利な緊急回避手段だから、困ったときのために採用してたんだ。さっすが乃愛ちゃん♪』

「緊急回避……じゃあ、そいつで俺の【回答】を打ち消した、ってことか」

『そーゆーこと♪　……えへへ、これでもう何も出来ないでしょ、緋ひ呂ろ斗とくん？　あとはじっくり乃愛の活躍を見届けてくれればいーからね♡』

　煽あおるような、というより、どちらかと言えばほっと安堵したような口調でそんなことを言ってくる秋月。……まあ、確かに彼女の言う通りだ。回答権がなければ【回答】も【退避】も出来ないんだから、もはや俺に秋月を止める術すべなんか一つも残っちゃいない。向こうは実質無限に【質問】と【移動】を繰り返せるわけだし、それに、そもそも彩さい園おん寺じの居場所は既に職員室だと割れている。

『これからはずーっと乃愛のターンっ！』

　画面越しの俺に向けてあざといポーズを取ってから、秋月はさっそく【移動】を開始した。コツコツと上靴が廊下を叩たたく音が暗い校舎の中に響き渡る。小さき悪魔の足音。破滅までのカウントダウン。

　けれど──、

「……なあ。なあ、姫路」

　そんな秋月の様子をリアルタイムで窺うかがいながら、俺はすぐ隣にいる姫路にそっと顔を寄せていた。滑らかな銀糸にさらさらと頬ほおをくすぐられつつ、端末の向こうの彩園寺にも聞こえるようにとある作戦を耳打ちする。

「……？」

　最初は怪け訝げんな顔をしていた姫ひめ路じだったが──説明を続けるに従って、澄んだ碧へき眼がんが徐々に見開かれていくのが分かった。

「え……？　で、ですが、それは………………なるほど、確かに」

「……だろ？　多分、それしかない」

　至近距離で彼女の瞳を覗のぞき込みながらこくりと小さく頷うなずく俺。

　と──そんな風に俺と姫路がこそこそと打ち合わせをしている間にも、秋あき月づきの方は順調に【移動】を進めていた。ターンの概念が既に消失しているため、移動範囲の制限なんかもないに等しい。彼女はまるでスキップするみたいに遠慮容赦なく足を進め、ついに彩さい園おん寺じが身を潜めている職員室前まで辿たどり着く。

　そうして、蕩とろけるような笑顔で一言。

『えへへ、来ちゃった♡』

「……違うだろ。煽あおるのもいい加減にしとけよ、お前」

『えぇ～。いいじゃん、緋ひ呂ろ斗とくんのけち。ちょっとは嬉うれしかったくせにぃ～♡』

　画面の向こうであざとく笑う秋月。彼女は、それからこほんと咳せき払ばらいをして続ける。

『分かった分かった。それじゃ、仕方ないから終わらせてあげるよ──【回答】。緋呂斗くんのパートナーはこの部屋にいる。……ふぁあ、乃の愛あもう疲れちゃった。早くお家に帰って寝たいなぁ』

　甘えるような欠伸あくびをしながらそう言って、秋月は【回答】コマンドによって開錠された職員室へと足を踏み入れた。薄暗がりの中に反響する軽やかな足音。そのまま部屋の中心まで辿り着いた彼女は、しばらくの間きょろきょろと首を巡らせていたが……やがて、奥のデスクに腰掛けている一人の少女を見つけたようだ。

『[image: ][image: ][image: ]♪』

　そこで改めて〝勝利〟を実感したのだろう。秋月は跳ねるような足取りで少女の近くまで歩み寄ると、後ろ手を組みつつ見上げるような体勢で声を掛けた。

『えっと……あなたが緋呂斗くんのパートナーさん？　そういえば喋しやべるのは初めてだね』

『ええ、そうね。この姿で顔を合わせるのは初めてだわ。もっとも、私自身は何度かあなたと会ったことがあるし、もっと言えば、私の知っているあなたは復ふく讐しゆうのために道を外すようなタイプではなかったと思うのだけれど』

『っ……何、それ。何が言いたいの？　っていうか、女の子……？　意味分かんない。男装しながら帽子キヤツプとマスクで顔も隠してるようなアヤシイ人なんて、乃愛の知り合いには一人もいないんだけど～？』

『あら、別に隠してるつもりはないわ。こんなのただのファッションじゃない。もしこれを〝怪しい〟って思うなら、それはむしろあなたの方に何かやましいことがあるって意味じゃないかしら？』

『！　こ、のっ……！』

　舌打ち交じりの低い声を発し、デスクに座る少女を思いきり睨にらみ付ける秋あき月づき。それから彼女は小さく背伸びするような体勢で少女の頭へ手を伸ばすと、つばの部分を引っ掴つかむようにして勢いよく帽子キヤツプを跳ね上げる。

『────え？』

　それだけで──たったそれだけのことで、隠されていた赤の長髪がまるで魔法のようにストンと腰下まで流れ落ちた。強制的に息を呑のまされるような一瞬の変貌。同時に彼女は口元を覆っていたマスクも取り払い、意思の強い紅玉ルビーの瞳で秋月の目を見つめ返す。

　そうして、可お笑かしそうに口元を緩ませながら静かな口調でこう言った。

『……どう？　これで思い出してもらえたかしら』

『《女帝》……彩さい園おん寺じ更さら紗さっ!?　な、なんであなたが──っ!!』

『何でって言われても、別に大した理由はないわ。たまたま近くを通りかかって、７ツ星あの男がピンチみたいだったから〝面白そう〟と思って首を突っ込んでみただけ。……でも、やっぱり小悪魔あなたじゃアレを倒すには力不足みたいね。全く、どこかにあいつを止めてくれるヤツはいないのかしら』

『力不足って……何言ってるの？　乃の愛あは勝ったんだよ、７ツ星に。違法アビリティにまで手を出して、緋ひ呂ろ斗とくんから星を奪って、それで、新しい学園島アカデミー最強に──』

『それ、本気で言ってるの？　……だとしたら、ちょっと可哀想になってくるわね』

『…………可哀かわい想そう？』

『そうよ。だってつまり、あなたは篠しの原はら緋呂斗を墜おとすのに〝不正〟を手段としてしまった──そういうことでしょう？　……ふふっ、それじゃあこんな結果になるのも無理はないわ。あいつ、結構ズルいもの。あなたみたいな不正イカサマに慣れてない人が付け焼刃で太た刀ち打ちできるような相手じゃない』

『……っ……』

『ああいえ、確かに《決闘ゲーム》そのものはあなたの勝ちよ？　それは疑いようもない事実だし、否定するつもりは全くないわ。だけど、一つだけ────誰に勝ったのか、って部分に関してだけは、ちょっと認識が食い違ってるかもしれないわね』

　焦じらすような溜ためを作ってからそう言って、彩園寺はちらりと画面越しの俺に視線を向けてきた。それにつられるような形で、既に顔面蒼そう白はくになっている秋月もゆっくりと身体からだをこちらに向け直す。

『…………』

　そんな状態でも気丈に睨んでくる彼女に対し、俺はニヤリと右の口角を持ち上げた。

「ま、そういうわけだよ秋月。今そこの６ツ星お嬢様が言ってた通り、《盤上宝探し》の勝者は確かにお前だ。だけど、残念ながらこの《決闘》の敗者は俺じゃない」

『緋ひ呂ろ斗とくんじゃ、ない……？　そ、そんなわけ──』

「あるんだよ、それを成立させる方法が。まあ、実際こいつはとんでもなく珍しいらしいから、いくらお前に知識があるって言ったってさすがにカバー出来てない可能性の方が高いけどな。何せ店主が趣味でやってるような店にひっそりと置いてあっただけだ。市場にもネットにも一切流通しちゃいない」

『…………？』

「けどまあ、一応訊きくぜ秋あき月づき。……《ピンチヒッター》ってアビリティ、知ってるか？」

　──そう、そうだ。

　勝っても負けても最悪の未来に到達し、加えて、姫ひめ路じを人質に取られているため引き分けすらも許されない《決闘ゲーム》。そんな八方塞がりな状況を突破するために俺が目を付けた手段カラクリというのは、例の店──彩さい園おん寺じに付き添って行ったジャンク屋で姫路へのお土産にと購入していた店主お手製の特殊アビリティだった。

《ピンチヒッター》。実行中の《決闘ゲーム》の外から使用することができ、承諾さえ貰もらえれば対象プレイヤーの代わりにその《決闘》へ参加することが出来るという、希少な〝交代スイツチ〟効果を持ったアビリティ。俺が《盤上宝探し》に登録セツトできたのは《遅延》だけだが、《ピンチヒッター》であれば俺が所持している必要はそもそもない。

　そして俺たちは、つい先ほど、その効果を使って〝俺〟と〝姫路〟を入れ替えた──すなわち、この《決闘》のプレイヤーを篠原緋呂斗ではなく姫路白雪に変えてしまった。そんな交代スイツチが既に成立しているんだから、秋月の対戦相手は俺ではなく姫路だ。俺は誰にも負けちゃいないし、６ツ星の秋月が４ツ星の姫路に勝ったところで当然星は奪えない。

　ただ──もちろん、それだけならただの小細工というか、屁理屈だ。再三言っているように、姫路を人質に取られている限り秋月の優位は変わらない。破滅の未来は覆くつがえせない。

　けれど、それでも。

「お前のおかげだ、秋月。用心深いお前が余計な設定を付け加えてくれてたから、この作戦がただの屁へ理り屈くつじゃなくなった」

　姫路の隣で不敵な笑みを浮かべながら、俺は画面越しにも見えるようにニヤリと口角を持ち上げてみせた。頭の中で全てのピースがかちりとハマる感覚。そうして俺は、ダメ押しとばかりにこんなことを言い放つ。

「いいか？　俺と姫路が交代してるんだから、お前が負かした相手は俺じゃなくて姫路だってことになる。……もう一回言うぞ？　お前は姫路に勝ったんだ。いや……勝っちまったんだよ」

『え？　────ぁ』

「ハッ……やっと気付いたのか。そう、そうだよ。お前が姫路に仕掛けた《密偵／破壊衝動》の二重アビリティ──あれは、姫路が負けたらその勝者の端末に移動するよう設定されてる。つまり、今回の結果によって姫ひめ路じの端末からお前の端末に移るんだ。だからお前はもう姫路を人質として扱えない。俺は《決闘ゲーム》に負けてないし、ついでに呪いのアビリティはお前の端末に感染した。……どうだ？　これ以上ないってくらい、完璧な結末だと思うけどな」

　煽あおるような口振りで今の状況を突き付ける俺。一応質問の体裁を取ってはいるが、反論なんてあるわけがなかった。《盤上宝探し》はもう完全に勝負がついている。

『っ……』

　そんな俺の宣告を最後の最後まで聞いて、観念したように両目を瞑つぶると──

　小さな端末の画面の向こうで、秋あき月づきは静かに崩れ落ちた。





　　　　♯



「……で？　そろそろ詳しい事情を話す気にはなったのかよ、秋月」

　深夜十二時の職員室。

　最低限しか照明を点つけていないため微かすかに薄暗いその部屋の中で、俺は秋月と一対一で向かい合っていた。

　職員室で、というのは、あれから秋月が一歩もその場を動こうとしなかったからだ。端末越しに話し掛け続けるのも面倒なので、ついさっき俺が移動してきた。一対一で、の方は、単純に姫路たちが気を遣ってくれた形だ。実際、普段の秋月ならともかく、力なく項垂うなだれた彼女を三人で取り囲むというのは構図としてあまり気持ちよくはない。

「…………」

　当の秋月はと言えば──さすがに床に膝を突いたままでこそないものの──手近な椅子に浅く腰掛けて華きや奢しやな身体からだをさらに縮こまらせていた。その視線は小さく下を向き、震える右手はぎゅっともう片方の腕を押さえ付けている。前髪に隠れた表情から窺うかがえるのは恐怖や絶望、そして微かに覗のぞく〝諦め〟の感情だ。

　それでも彼女は、不格好な笑みを口端に貼り付けながらゆっくりと口を開く。

「それ、話さなきゃダメかな……？　えへへ、乃の愛あ、あんまり言いたくないんだけど」

「言いたくないなら別にいい。だけど、こっちにも事情があるからな。お前が話してくれないならこれから全力で調べて尾つけ回すことになる」

「えへ、情熱的だね緋ひ呂ろ斗とくん。そうやって執着してくれるのも嬉うれしいけど……でも、やっぱり話しちゃおっかな。もしかしたら、これが最後のチャンスかもしれないし」

（……最後の？）

　少し引っ掛かるような言い方をしながら、秋月は「う～ん！」と大きく伸びをした。見るからに空元気だと分かるわざとらしい仕草。けれど、それである程度テンションの切り替えが出来たのか、彼女は先ほどよりもほんの少しだけまともな表情を浮かべて正面に立つ俺を見上げる。

「ねえ、緋ひ呂ろ斗とくん。……今からするのは乃の愛あの話だよ。緋呂斗くんはあんまり興味ないかもしれないけど、乃愛にとっては一番大事な話。今まで、誰にも言えなかった話」

「？　ああ」

　いつも自信満々に振る舞っているくせに急に自虐のような言い回しになった秋あき月づきに微かすかな戸惑いを覚えながら、それでも小さく頷うなずきを返す俺。興味がないも何も、話を振ったのはそもそも俺の方だ。詳しく聞きたいに決まってる。

　そんな俺の反応をじっと見つめてから、秋月は覚悟を決めるように「すぅー……」と息を吸い込んだ。そして、握った両手を膝の上に乗せながら静かに話を切り出す。

「えっと……あのね？　知ってると思うけど、乃愛って結構頭いいんだよ。小学校に入る前に受けた〝能力開発テスト〟っていうので歴代何位みたいな物もの凄すごい点数を取っちゃって、それで学園島こつちの初等部にスカウトされてきたの」

「……いや、結構ってレベルじゃないと思うけどな、それ」

「えへへ、ありがと。緋呂斗くんに言われるとちょっと変な感じがするけど、それでも嬉うれしいな。……あ、えと、それでね？」

　いつもより数段控えめな反応を見せながら秋月は続ける。

「この島の初等部って、凄いんだ。高等部だってもちろん優秀な人は多いんだけど、初等部は本当に〝未来のエリート候補〟しかいないの。それは能力とか才能とかって意味じゃなくて、むしろ家柄と血筋……要はどこかの社長令嬢とか財閥の息子みたいな、そんな人たちばっかりなんだよ。高貴、っていうのかな？　価値観が違うの。常識が違うの。振る舞いが違うの。見えてる世界が全然違うの。……そんなところに〝一般人〟の乃愛が交ざったって溶け込めるわけないんだよ。

　だから乃愛はいつも一人で、ずっと劣等感を抱えてた」

「……劣等感？」

「そう、劣等感。えへへ……緋呂斗くんみたいに最初から〝特別〟な人には分かんないかもしれないけど、そうやって周りが凄い人だらけだと、そうじゃない人は困っちゃうんだよ。自分はダメだって思っちゃうの。……ううん、別にみんなのことが嫌いってわけじゃないよ？　イジめられてたわけじゃないし、むしろみんな仲良くしようとしてくれた。でも、それでもやっぱり、乃愛にはみんなが違う世界にいる人たちにしか見えなくて、乃愛だけが何の取り得もない、何の価値もない人間にしか思えなくて……だけど、それを周りのせいにしたらもっと惨めな気持ちになるから、全部全部自分の中に溜ため込むしかなかったの。……ね？　こんなの、劣等感以外の何物でもないじゃん」

　昏くらい表情に時折乾いた笑みを織り交ぜながら、秋月は自らの過去を語っていく。その口振りから感じ取れるのは強烈な痛みだ。きっと、本来ならただ思い出すだけでも辛つらいくらいの記憶なんだろう。

　それでも、秋あき月づきは絞り出すような声音で呟つぶやく。

「でも──でも乃の愛あは、頑張ろうって思ったんだよ。みんなが凄すごいのは知ってるし、乃愛が普通なことも知ってる。だったら、乃愛が普通じゃなくなれば……凄い人になれば、みんなに追い付けるかなって思ったの。一緒にいられるかなって、思ったの。……だから乃愛は一生懸命勉強した。学校の授業はもちろん、学園島アカデミーのシステムも、《決闘ゲーム》のこともアビリティのことも、高等部に上がる頃には誰よりも詳しくなった。だって、星獲りゲームが始まれば家柄とか血筋なんて関係なくなるもん。純粋な実力勝負──それなら、もしかしたら乃愛も認めてもらえるかもしれない。〝普通〟じゃなくて〝特別〟になれるかもしれない、って……そう思ったから」

「それは……別に、間違ってないだろ？」

「うん、間違ってなかったよ。いっぱい頑張ったおかげで、乃愛は一年生のうちから英えい明めいの最上位クラスに入ることが出来た。その中でも順調に星を増やして、去年には５ツ星になって、クラスのみんなにも〝来年は首席エースだね〟って言われてた。乃愛なら《区内選抜戦》に勝って学校の代表になれるよ、って……だから乃愛、それを目標にしてたんだ。劣等感を打ち払うための武器として、今まで頑張ってきたことへの報酬として、一つでいいから〝証明〟が欲しかった。……認めてもらいたかったの。特別に、なりたかったの」

　何もかもを過去形で話す秋月。その理由には、そろそろ察しがついている。

「──でも」

　そんな予想を裏付けるように、秋月は泣き笑いのような表情で俺を見上げた。

「緋呂斗くんが、それを全部台無しにした」

「…………」

「っ……分かるよね？　もう分かったよね？　結局さ、いくら頑張ったところで乃愛は凡人だったんだよ。天才なんかじゃなかった。今まで一生懸命積み上げてきたものは、島の外から来た〝天災〟にほんの一瞬で壊された」

　俺を糾弾するでもなく、ただ淡々と事実を告げるような口調で秋月は言う。彼女の〝動機〟に関しては《盤上宝探し》が始まる前にも一度突き付けられていたが……それは、俺が思っていたよりもずっと根が深いものだったらしい。

　秋月は、色々な感情がごちゃ混ぜになった表情で続ける。

「だから乃愛は、乃愛から全部を奪った緋ひ呂ろ斗とくんが嫌いだった。大っ嫌いだった。取らないで、って、それは乃愛のものなのに、って……頭の中が恐怖と悲鳴と絶望でいっぱいだった。いつもみたいに乃愛は可愛かわいいんだって、出来る子なんだって、凄いんだって暗示を掛けても全然笑えなくなって、何もかもどうでも良くなりそうだった。……でも、でもね？　普段の乃愛ならそれでお終しまいなんだよ。上う手まく行かないのは慣れてるから、いつも失敗してばっかりだから、どんなに辛つらくたってちゃんと一人で呑のみ込める。復ふく讐しゆうしようなんて絶対に思わない。なのに──」

「……そこで、例の〝悪魔〟に目を付けられた、ってわけか」

「あは……そうだよ、そういうこと。まあ、乃の愛あからしたら悪魔なんかよりずっと怖いけど……二週間前、だったかな。夜のお散歩をしてたら、乃愛の端末にいきなり着信が来たの。深夜だし、非通知だし、どう見ても怪しかった。でも、乃愛はそれに出たんだよ。何となく、出なきゃいけないような気がしたから」

　もしかしたらそれが間違いだったのかもね、と少し冗談めかして呟つぶやく秋あき月づき。

　彼女は、ほとんど泣きそうになりながら、それでも声だけは震わせることなく続ける。

「乃愛に声を掛けてきた悪魔の名前は、倉くら橋はし御み門かど──十二番区聖せい城じよう学園の学長で、同じく十二番区の運営責任者でもあって、絶対的な権力者で、なのに若くて紳士的で穏やかで才能があって……って、みんなから慕われてる偉い人」

「……なのに、お前に対してはそうじゃなかったのか？」

「どう、なのかな。乃愛にはもう、よく分かんないや……」

　微かすかに首を振りつつ無理やり儚はかない笑みを浮かべてみせる秋月。

　そんな彼女を真まっ直すぐに見つめながら、俺は静かに思考を巡らせる。……倉橋御門。《区内選抜戦》に外部から介入して来ている一連の〝黒幕〟。そいつは──一体どうやって調べたのかは知らないが──俺の出現によってアイデンティティを失いかけていた秋月に接触し、脅すような、あるいは洗脳するような声音でこんなことを言ったのだという。




『────憎いか？』

『てめえの努力を一瞬で踏ふみ躙にじった篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とが憎いか？　そんなのを許容しててめえを見切った英えい明めいが憎いか？　無力な自分が憎くて憎くてたまらねえか？』

『一つ良いことを教えてやる。……ここだけの話だが、篠原緋呂斗には何かあるぜ。そもそも、この島のシステム的に〝入学時点で４ツ星以上〟ってのは相当の無理をしない限り押し通せやしねえんだ。データの上では確かに７ツ星になってるから下へ手たに手は出せねえが、何かしらの工作をしてなきゃおかしい。それも学園ぐるみでな。……どうだ？　だんだん憎くなってきただろ。壊したくなってきただろ』

『だったら、オレと取引をしようぜ』

『内容は単純だ──今度の《区内選抜戦》、英明生同士がやり合っても違和感のないイベントに便乗して、てめえは篠原から星を奪う。方法は任せるぜ。そのために必要なアビリティなら合法だろうと違法だろうといくらでも用意してやる。……あ？　おい、今さらそんな甘ったれたこと言ってんじゃねえよ。さっきも言った通り、篠原緋呂斗は間違いなく不正をしてる。だったら、それを墜おとすのは正義だろ？　違うか？』

『てめえがそれを実行できれば、その時点で篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とは降格し、てめえが新たな〝７ツ星〟になる。そうなった場合、てめえにゃ英えい明めいを捨てて聖う城ちに来てもらうぜ。そうすりゃオレは新たな主戦力を獲得できて、てめえは篠原と英明に報復しつつ島の最高ランクに君臨できる……な？　良いこと尽くめすぎて笑えてくるだろ』

『なあ小悪魔、こいつはチャンスなんだぜ。オレからすりゃ別に実行部隊はてめえじゃなくたっていいんだ。唯一無二なのは７ツ星だけで、６ツ星ならてめえ以外にもいくらか当てはある。だけど、オレはてめえに目を付けた。……言いたいことはそれだけだ』

『返事は明日の深夜零時までに頼むぜ──まあ、せいぜい賢い生き方を選ぶんだな』




「…………」

「……あは。これが、緋呂斗くんの質問への答えだよ」

　とすっと椅子の背に寄り掛かって天井を見上げながら、秋あき月づきは小さく呟つぶやいた。

「乃の愛あは〝悪魔〟に誘われて、その契約を呑のんだ。不正でも何でもやって緋呂斗くんから星を奪え、って。そうすれば乃愛の望みは全部叶かなうから、って。

　いつもならそんな誘いに乗ったりしないけど……多分、乃愛は怖かったんだよ。今まで頑張ってきたものが報われる寸前で壊れて、どうしたら良いのか分からなくなってた。どんなに努力しても乃愛は〝普通〟なままで、最初から〝特別〟なみんなにはいつまで経たっても追い付けないんだって思ってた。そこに転がってきた一つのチャンス──だから、それがいくら怪しいものだって分かってても〝乗る〟以外の選択肢なんてなかったの。

　……でも。

　でも……だからこそ、後に引けなくなっちゃったんだよ。動き始めちゃったから、悪者になっちゃったから、途中で止やめることなんかもう出来なかった。悪いことをしてるのは乃愛だから誰にも相談できなくて、どうしても緋呂斗くんを倒さなきゃいけなくて、そのためにメイドちゃんまで人質に取って……それでも、勝てなかった」

「……抵抗しようとは思わなかったのか？　その、倉くら橋はしとやらに」

「抵抗……？　無理だよ、そんなの」

　自嘲気味に呟きながら静かに首を横に振る秋月。

「緋呂斗くんは分かってないんだよ。あの人は乃愛なんかじゃ絶対相手にならない。地位も経験も才能も何もかも違いすぎるし……それに、あの人はすっごく狡こう猾かつだから。こうやって乃愛が名前を出したところで、多分あの人が関わってた証拠なんてどこからも出て来ない。きっと全部乃愛が仕組んだことになって終わるだけ」

「…………」

「──だから、いいよ緋呂斗くん。乃愛のことはもう放っといて」

　俺が思考を巡らせていると、秋月はどこか吹っ切れたような口調でそう言ってきた。

「事情も理由も分かったでしょ？　乃の愛あの方から話せることなんてもう何にもないよ。今回の件は、最初から〝ズルして勝とう〟って思った乃愛が悪かっただけ。〝普通〟な乃愛が〝特別〟になれる夢を見ようとしたのが悪かっただけ。……あは、でも安心して？　復ふく讐しゆうの復讐、なんて考えなくても、どうせ乃愛は今から酷い目に遭うから。契約を果たせなかったから、もうあの人の言いなりになるしかない。これからずっと、奴隷みたいに扱こき使われるしかない。……えへへ、だから〝最後のチャンス〟って言ったんだよ。緋ひ呂ろ斗とくんと会えるのも、この学校に来れるのも、きっと今日で最後だから」

「…………」

「でも、一つだけ。メイドちゃんを傷付けようとしたことは……それだけは、ごめんなさい。ちゃんと謝るね」

　目尻に滲にじんでいた涙を制服の袖で拭ってから、秋あき月づきは俺に向かって深く頭を下げた。それはまさしく〝清算〟という言葉が相応ふさわしい仕草で、彼女がもう俺の前から姿を消そうとしていることを如によ実じつに表していて。

　けれど──、

（……んだよ、それ。ふざけんな）

　俺は、そんな秋月の独白を聞きながら密ひそかに苛いら立だちを覚えていた。

　これまでの話をまとめてみれば、要するに今回の件の主犯は倉くら橋はし御み門かどで、秋月はそれに動かされていた駒だったというわけだ。精神的に不安定だったところに魅力的な誘いを提示され、その甘言に乗ってしまったが故に引き下がれなくなっていた。絶対に俺から星を奪わなきゃいけない。どうしても失敗するわけにはいかない。……《運命改変》アビリティを使った直後に見せた〝安あん堵ど〟の表情は、おそらくその辺りが原因だろう。

　まあ、そこまでは別にいいのだが…………しかし、問題はその後だ。

「──何で勝手に諦めてるんだよ、お前」

「……え？」

「放っといて？　会うのはこれが最後？　……あのな、悲劇のヒロインを気取るのもいい加減にしろよ秋月。勝手に俺を巻き込んでおいて勝手に終わり方まで決め付けるんじゃねえ。脅されてるんだか洗脳されてるんだか知らないけど、勝手に負けを認めんな」

「っ……で、でも、そんなのしょうがないじゃん！　乃愛のことを助けてくれる人なんてどこにもいないもん。あんな悪魔を倒せる人なんて、どこにも──」

「そうか？　……ああ、そりゃアレだ。お前がずっと下向いてるから見えないだけだろ」

「──ふぇ？」

　ボロボロになった秋月の精神を立て直すために極限まで格好を付けつつそう言うと、俺は俯うつむいていた彼女の頭に手を伸ばし、くしゃっと前髪をかき上げるようにしながらゆっくりとその顔を前に向かせた。途端、大粒の涙をいっぱいに溜ため込んだ瞳が俺の視界でアップになる。これまで絶望しか映していなかったその目が、困惑気味に俺を捉える。

「……緋ひ呂ろ斗と、くん……？」

　そんな秋あき月づきの視線を真まっ直すぐに見つめ返しながら──俺は、不敵に笑ってこう言った。

「ったく……忘れたのか？　俺は学園島最強だぞ。十二番区の学長だか何だか知らないけど、そんな雑ざ魚こは相手にならない。戦ってやる価値もない。心配しなくてもこの勝負はとっくに俺の勝ちだよ、だからお前は勝手に救われてろ」

「え……そんな、わけ──」

「あるんだよ、それが。……ま、だけど最後の仕上げはお前にもちょっと協力してもらうぜ？　《区内選抜戦》を綺き麗れいに終わらせるための後始末に、な」




　──そこから先の展開は、ほとんど一方的なものだった。

　虚構全開の最強ムーブでどうにか秋月の協力を取り付けた俺は、その足でまず一いちノの瀬せ学長の元へと向かった。当然困惑した顔の秋月も一緒に、だ。そこでこれまでの経緯──主に姫ひめ路じと引き離された後の諸もろ々もろ──について話し、同時に秋月の背後バツクにいる〝黒幕〟が十二番区の倉くら橋はし御み門かどであることもきっちりと伝えた。

『……なるほど、あいつか』

『温和な面を被かぶった狡こう猾かつな詐欺師。言葉で他ひ人とを操る胸糞の悪い独裁者……となると、なかなか難しいな。アレは一生徒の証言くらいで揺らぐような相手じゃないぞ』

　そう言って顔をしかめる学長。そんな彼女に対し、俺はとある一つの〝提案〟をぶつけてみることにした。狡猾で慎重な悪魔を潰せるかもしれない逆転の一手。全てを終わらせられるかもしれない会心の一撃。その話を最後まで黙って聞いていた学長は、やがて小さく哂わらってこう言った──『それなら、もっと派手にやってやろう』。

　……そして、翌日。

　大方の予想通り、秋月は倉橋御門から呼び出しを受けた。学園島アカデミー十二番区の片隅、数多あまたのセキュリティが張り巡らされたビルの最上階。所持者オーナーである倉橋の承認がなければ決して入ることの出来ない密室の中で、彼は秋月にこんな暴言を浴びせかける。

『ったく……てめえにゃ失望だ、小悪魔』

『何してくれてんだ、てめえはよォ……６ツ星なんだろ？　英えい明めいの首席エース候補様だろ？　だったらどうしてあんな不正イカサマ野郎の一人や二人、きっちり排除できねえんだよ。分かってんのか？　てめえのせいでこっちは大損だ。違法アビリティの開発やら調整もタダじゃねえし、それなりにリスクも負ってる。なのに、てめえからは何の成果も上がってねえ』

『……最初に言っただろ？　取引なんだよ、こいつは』

『てめえは既に対価を受け取った。だったらきっちり返さねえといけねえよな？』

『だから──だからてめえは、今日からオレの奴隷になれ』

『ああ、そうだ。要は、オレの命令を忠実にこなす私兵みたいなもんだと思ってくれりゃそれでいい。立場上派手には動けねえオレの代わりにリスクの高い汚れ仕事を一つ残らずやってもらう……そういう意味で、てめえは最高の駒なんだよ。いざとなれば切り捨てられるどうでも良さって意味で、な』

『おい、返事はどうしたクソガキ？　いつまでも黙ってねえでさっさと言っちまえよ。オレの奴隷に成り下がります、ってなァ』

　……秋あき月づきの心を粉々に破壊するように、あるいは徹底的に屈服させるように紡がれる脅迫的な言葉の数々。最初はソファに座って俯うつむいていた秋月だったが、やがて恐怖からその場を離れようとし、即座に倉くら橋はしに掴つかまって壁に背中を押し付けられた。逃げ場を失った彼女は同時にその瞳から光を失い、何もかもに絶望したような表情で小さく首を縦に振る。

『は、い……』

『……わたしは、あなたの────』

　──俺がその部屋に突入したのは、ちょうどそんなタイミングだった。

　ダンッ!!　と鼓膜を突き破るような爆音が辺り一帯に鳴り響き、それと同時に入り口の扉が豪快に吹き飛ばされる。倉橋以外には開けられなかったはずの重い扉がゴロゴロとまるで紙屑みたいに転がっていく。もちろん、それらは完全復活した《カンパニー》の仕業なのだが、驚きに目を見開いている倉橋にそんなことが分かるはずもない。

　そして──同時、秋月は恐怖を押し殺しながらも可愛かわいくあざとく笑ってみせた。

『……あはっ♪』

『なになに？　あなたの奴モ隷ノになるなんて、乃の愛あが本気でそんなこと言うと思った？　っていうかこわーい♪　独占欲の塊じゃん♡』

『さっきまでの態度？　えへへ……やだなぁ、もう。あんなのぜーんぶ演技に決まってるじゃん。乃愛、こう見えても小学生の頃からずっと自分を騙して生きてるんだよ？　あなた一人を騙だますくらい朝飯前、なんだから♡』

　──そう。

　秋月は、この部屋に入ってからずっと〝演技〟をしていた。あらゆる希望を失った敗者の演技。そしてその裏で、こっそりと反撃の一手を繰り出していたんだ。何しろ、現在彼女の端末に作用している《密偵／破壊衝動》のアビリティは監視と盗聴の効果を持つ。そのため、つい先ほどまで外にいた俺たちにも倉橋の〝本性〟はしっかりと伝わっていた。

『いや……それだけじゃないぜ？』

　流れるような口調でそこまでのネタばらしを行ってから、俺は小さく口角を上げる。

　ここからは、幕引きへと繋つながる最後の仕上げだ。元々の俺の提案だと〝入手した証拠データを使って倉橋を脅して黙らせる〟という比較的穏やかマイルドなものだったのだが、一いちノの瀬せ学長の方はその程度で済ませてやるつもりなど毛頭なかったらしく──

『──お待たせしますにゃ、《ライブラ》にゃ！』

『ふっふーん！　篠しの原はらくんからのご依頼通り、さっきの音声は既にＬＮＮの配信チャンネルで全島に放映済みだにゃ！　そして、もっちろん今もカメラは回ってるにゃ！』

　金と権力と人脈に物を言わせた《ライブラ》の動員。……そう、要するに学長はこの島で最も影響力の大きい彼女たちの配信チャンネルで倉橋の暴言を告発し、その後俺が部屋に押し入って倉橋から秋月を奪い返すところまでをリアルタイム中継してみせたのだ。

『放映……!?　しかも《ライブラ》だとッ!?　貴、様ァ……篠原緋ひ呂ろ斗とッ!!』

『ハッ……何だよ、そんな凶悪な顔してないで少しは笑えよ倉くら橋はし。せっかく何千何万って連中がアンタのことを見てるんだからさ』

　煽あおるように哂わらう俺と、その対面で苛いら立だちのままに『クソが……！』と吐き捨てる倉橋。

　当然、そんな様子も《ライブラ》によって余すことなく放送され、各種ＳＮＳを通じて瞬またたく間に拡散されていった。いわゆる大炎上、というやつだ。十二番区学長・倉橋御み門かどの評判は一夜にして地に落ち、噂うわさでは既に学長交代の話まで持ち上がっているんだとか。

　つまり──まあ何というか、一言で言えば。

『……ゲームセット、だ』

　非の打ちようがない完璧な勝利、というやつなのだった。





　　　　♯♯♯



《区内選抜戦》七日目、最終日の朝──。

　英えい明めい学園の大ホールでは、今まさに学内イベントの締しめ括くくりである〝総当たり戦〟が行われようとしていた。

《区内選抜戦》が〝いつ誰に《演習トライアル》を申請しても良い〟というルールを持っている関係上、期間内に順位が確定しない──すなわち〝複数人が生き残ってしまう〟という可能性は充分にある。そのため、六日目終了時点で二人以上の参加者がイベントに残留していた場合、残っている全員を強制的に戦わせて無理やり決着を付けさせるという手法が慣例として採用されているんだそうだ。

　もちろん六日目までに勝者が決まっていれば単なる表彰式になるし、七日目が発生するにしてもその生存者の数は年によって全然違うらしいが……今年に限って言えば、何とも分かりやすい状況になっていた。

「えー……おはよう、君たち」

　どこか眠そうな目で会場を見渡しながら、壇上に立った黒髪の麗人が静かに口を開く。

「私だ、学長の一いちノの瀬せだ。実は昨日、少し愉快な出来事があってな？　明け方まで酒を入れていたから既に相当眠いんだが……まあ、これも大人の魅力ということで笑って許してほしい。……さて、今さっき司会が話していたように、これから《区内選抜戦》の最終段階、総当たり戦に突入したいと思う。君たちも学内掲示板やＬＮＮでとっくに速報を見ているのかもしれないけど──ともかく、今回の七日目生存者は二名だ」

　言って、学長はちらりと隣──同じくステージ上に立つ俺ともう一人の少女の方に目を向けてきた。その表情は自分で宣言していた通りローテンションで気け怠だるげに見えるが、眼鏡の奥の瞳だけはこの状況を楽しむように小さく笑っているのが分かる。

「一人は、今月の頭から散々話題になっている〝学園島アカデミー最強〟篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とだ。大方の予想通り、凄すさまじい数のプレイヤーに追われていたようだけど……まあ、７ツ星が最終日ここに残れないなんて末代までの恥だからね。とりあえずは順当な結果と言えよう」

「……ひたすら悪意を感じる表現だな、それ。一応誉ほめ言葉として受け取っておくけど」

「一応も何も最大限の称賛だよ、遠慮せず存分に喜ぶと良い。……さて、続いて二人目の紹介だ。３－Ａ所属、この《区内選抜戦》では昨年も一昨年おととしも上位に食い込んでいた６ツ星の小悪魔──秋あき月づき乃の愛あ」

「……ん」

　学長の前振りに対し、秋月は何も言わずにその場で小さく首を縦に振った。普段の明るさやあざとさが欠片かけらも見えないその姿に学長も少しだけ首を捻ひねっていたが、やがて気を取り直したようにマイクへ顔を近付ける。

「ともかく……今回の《区内選抜戦》最終日はこの二名で争ってもらう。どちらも選抜チーム入りは確定だけど、まあ首席エースが決まらないと格好が付かないからね。それに、私もこの手のお祭り騒ぎは嫌いじゃない。なんと言っても６ツ星ＶＳ７ツ星の頂上決戦だ、君たちも心して──」

「ぁ……あのっ!!」

　と──その時、流りゆう暢ちような語り口で〝最終戦〟への期待を煽あおっていた学長の言葉を分断するように、どこか緊張交じりの大声が会場中に響き渡った。

　もちろん、俺が叫んだというわけじゃない。声の主は秋月だ。

「あの……学長、一ついいですか？」

「もちろんいいとも。私の眼鏡が伊だ達てなのか度が入っているのか、はたまたそれ以外の機能が満載なのかという実に好奇心旺盛な質問かな？」

「え、それもちょっと気になる……けど、そうじゃなくて！　……そうじゃなくって、一つだけ言わなきゃいけないことがあるんです。

　えっと……乃愛、緋呂斗くんと戦うつもりはありません」

「……ふむ。それは、つまりどういうことかな？」

「そのままの意味です。乃愛は今日の最終戦に参加しない……《区内選抜戦》を辞退するって言った方が分かりやすいかも、ですけど」

　少し躊躇ためらいながらもはっきりとそう言い放った秋月に、ホールに集まった数千人の生徒たちはざわざわと動揺したような反応を見せた。……まあ、それもそのはずだろう。せっかくここまで勝ち残ってきたのに今になって辞退する意味が分からない。それに──自分で言うのも何だが──ほぼノーリスクで７ツ星おれと《決闘ゲーム》が出来る機会なんて滅めつ多たにないんだ。みんなが疑問を抱くのも無理はない。

「…………」

　そんな秋あき月づきの宣言を正面から受けた学長は、しばらくの間じっと彼女の瞳を見つめ返していたが……やがて、静かに眼鏡の位置を整えてから真面目まじめな声で問いかける。

「理由を聞かせてもらえるかな？　確かに辞退という行為そのものはルール上問題ないんだけど、一応《区内選抜戦》は英えい明めいの伝統イベントでね。ここで抜けられると主に私が困ってしまう」

「ご、ごめんなさい学長。……でも乃の愛あ、意見を変えるつもりはありません」

　謝罪の言葉を口にしながらもゆっくりと首を横に振る秋月。彼女はそれからほんの一瞬だけ隣に立っている俺へと視線を向け、そこで微かすかに笑ってみせたかと思うと、そのままくるりと身体からだを翻ひるがえしてステージの前方へ足を進める。

　そうして──眩まぶしい照明を全身に浴びながら、彼女はがばっと勢いよく頭を下げた。

「すみませんっ、でした！！！！」

　会場内のざわめきを一瞬で消し飛ばすほどの大声。同時にふわりと舞い上がる栗くり色いろのツインテール。お辞儀と呼ぶには深すぎるくらいの姿勢で十秒近く固まってから、秋月は意を決したように視線を上げて堂々とした態度で口を開く。

「昨日の配信を見てた人も多いと思うけど、知らない人もいるかもだからちゃんと説明するね。実は──実は乃愛、《区内選抜戦》でズルをしてたんだ。どうしても〝特別〟になりたくて、非道な手段を使って緋ひ呂ろ斗とくんから星を奪おうとしてた。みんなが真剣にイベントをこなしてる間、乃愛だけ悪いことを企んでた。……本当に、ごめんなさい！」

　言って、もう一度頭を下げる秋月。その表情はいつもと比べて少し固いが、揺れていたり迷っていたりする様子はない。おそらく一晩かけて覚悟を決めてきたんだろう。

　彼女は小さく笑みすら浮かべながら〝告白〟を続ける。

「えへへ……まあ、結果だけ見れば、緋呂斗くんが凄すごすぎて乃愛の作戦なんか全然通用しなかったんだけどね。それでも、やっぱりズルはズルだから、乃愛はここに立ってちゃいけないと思うの。不正の罰を受けなくちゃ。

　だから……だから、乃愛は《区内選抜戦》を──」

「──ストップだ、秋月」

　けれど。

　秋月が決定的な言葉を口走る寸前、俺は端的な制止の声を発して彼女の発言を遮っていた。あまり大きな声で叫んだというわけではないが、それでも秋月にはちゃんと届いてくれたらしい。視界の先で俺に背を向けている彼女の肩がぴくっと跳ねる。

「っ……どうしたの？　緋ひ呂ろ斗とくん。もう少しで終わるところだったんだけど」

「終わったらマズいから止めてるんだろうが。……いいか？　《区内選抜戦》のことだけど、お前が辞退する必要は全くない。だからその先は言わなくていいぞ」

「え……？」

　俺の断言に呆ほうけたような声を返しながら、ゆっくりと身体からだをこちらに向け直す秋あき月づき。彼女はしばらく口を半開きにしていたが、やがて、慌てたようにぶんぶんと首を横に振る。

「な……何言ってるの緋呂斗くん。ないわけないよ、あるに決まってる。乃の愛あは〝悪いこと〟をしたんだから、その責任は取らないと」

「その理屈が間違ってるとは言わないけど……今回の場合、そもそもお前が〝悪〟なのかって言われると微妙なところだ。だって、お前は〝不安定な精神状態に付け込まれてまんまと利用された〟んだろ？　なら悪いのはどう考えても倉橋あいつだし、ついでに言えば、さっきお前自身も言ってたように俺は何の被害も受けちゃいない。責任も何もないんだよ」

「で、でも、でもっ！　あの人に唆そそのかされたのは本当だけど、それを呑のんじゃったのは乃愛だもん。百歩譲って緋呂斗くんが許してくれても、みんながダメって言うに決まってるじゃん！」

「そうかよ。……じゃあ、言わなきゃいいんだな？」

「…………え？」

「いや、だからさ、ここにいる連中がお前に〝ノー〟を突き付けなきゃ──お前を悪だって責めなきゃ《区内選抜戦》を辞退しないんだな、って言ってるんだよ。今のはそういう意味だろ？」

「っ……そう、かもだけど。……でも、そんなの」

　俺の追及に少しだけ答えを迷いながらも消極的に頷うなずく秋月。そんな反応を見て、俺は小さく口元を緩めてみせる。

　そして、

「ああ、それなら安心だぜ──せっかく用意してもらったのに、危うく無駄になるところだった」

　もったいぶるような態度でそんなことを言いながら、俺はポケットに片手を突っ込んで自身の端末を取り出した。そして直後、一瞬の操作でとあるデータが羅列されたページを投影展開してみせる。秋月の方は最初それが何なのか分かっていなかったようで小さく首を傾かしげていたが、やがて「あ」と声を零こぼしたかと思えば微かすかにその目を見開いていく。

「これ、って……」

「気付いたか？　……ああ、そうだよ。こいつは《ライブラ》が昨日の配信後に取ってた視聴者アンケートの結果だ。設問はいくつかあったけど、とりあえず〝英えい明めいのＩＤを持ってる端末〟じゃなきゃ回答できない、ってやつだけを抜き出してもらった。《今回の件で非があるのは誰だと考えるか》やら《秋あき月づき乃の愛あの処遇はどうあるべきか》やら……で、肝心の結果については見ての通りだ。ここにいる連中のうち99・５％以上が〝お前は別に悪くない〟って言ってるぜ」

「っ……で、でもそれは、あんな映像を見た後だから──」

「多少同情票が入ってるんだろう、って？　まあ、確かにそれは否定できないけど……でもさ、よく見てみろよ。重要なのは、どっちかって言うと回答数の方だ」

「回答数……はっせんきゅうひゃくにじゅうさん？」

　意味が分からない、とでも言うように、投影された画面を見つめながら微かすかに震えた声で呟つぶやく秋月。……八千九百二十三票。これは、実際とんでもない数字だ。《区内選抜戦》の総参加者数──すなわち英えい明めいの高等部に所属する生徒数はおよそ九千といったところだから、そのほとんど全員が昨夜の配信を最後まで見ていて、しかも軒並み彼女を擁護する側に回ったということになる。

「……ハッ」

　秋月の理解がそこまで及んだのを見て取ってから、俺は小さく笑ってみせた。

「どうだ？　これでもまだ自分は特別じゃないって、誰からも認められないって言うつもりなのかよ、お前は。いくら《ライブラ》に影響力があるって言っても、昨日の放送にあれだけ人が集まってたのは〝秋月乃愛〟の名前がＳＴＯＣストツクのホットワードに入り続けてたからだ。せっかくだからあとでログでも覗のぞいてみろよ？　本当に凄すごいことになってたんだぜ──何せ、各学区のエースクラスが揃ってお前に関する投稿をしてたんだ。お前を称たたえてるやつも恐れてるやつも警戒してるやつもライバル視してるやつも、全員が倉くら橋はしのやり方に憤ってた。……ったく、どこが〝誰にも注目されてない〟んだよ。あの《女帝》すらお前のことを買ってたぞ」

「え……う、嘘うそ……」

「誰がこんなすぐバレる嘘をつくんだよ。……いいか？　秋月。結局、お前はただ焦り過ぎてただけなんだ。今までずっと劣等感に襲われ続けてきて、それを抑えるのに必死で周りが見えてなかっただけ。本当は、お前はとっくに特別になってたんだ──それも、倉橋の力なんか借りるまでもなく、お前自身の力でな」

「……っ……！」

　大きく大きく目を見開いて、秋月は耐え切れなくなったとでもいうようにぽろぽろと大粒の涙を零こぼし始めた。大勢の観客が見ていることに気付いてすぐに制服の袖で両目を拭うが、水滴は次から次へと溢あふれ出てきて止まらない。ついには前の方に立っている連中から温かい声援まで飛び交い始めて、それが余計に秋月の涙腺を刺激する。

　そんな彼女の表情をじっと見つめながら──俺は、小さく一歩前に出た。

「そこで、だ。……俺に、一つ提案がある」

　真正面から秋あき月づきと対たい峙じした状態で言い放った言葉。もったいぶったその言い方に対面の彼女がそろそろと窺うかがうような視線を返してきて、同じくギャラリーの意識も俺に集中してくれたのか、ざわめくような喧けん騒そうがしんと静まって────そして、




「《区内選抜戦》の一位抜けは……英明のエースはお前だ、秋月」




「…………え？」

「「「は？」」」

　次に俺が口にしたその宣言に、目の前の秋月だけでなく会場中の誰もが揃そろって疑問符を浮かべたのが分かった。それどころか壇上の学長すらも「何を言っているんだ君は？」といった感じの怪け訝げんな視線をこちらに向けている。

　けれど、俺はそれらの反応を全て無視して話を続けた。

「イベントを辞退するのはお前じゃなくて俺の方だ、って言ってるんだよ。やる気になってくれたところ悪いけど、お前と《演習トライアル》をするつもりは一切ない」

「え……な、なんで？　緋ひ呂ろ斗とくんだって首席エースを狙ってたはずじゃ……？」

「んなことねえよ。俺がひたすら《演習》を避けてたのは〝負けたくなかったから〟じゃなくて、単純に〝相手をするのが面倒だったから〟だ。お前の執着を否定するつもりはさらさらないけど、俺からすれば《区内選抜戦》に大したモチベーションはない。最初からな。それに──」

「……それに？」

「そもそも、俺はとっくに〝学園島アカデミー最強〟なんだぞ？　今さら英えい明めいの首席エースがどうこうなんて、そんなちっぽけな器に収まるつもりはない。だから、そっちはお前にくれてやる」

「っ……で、でもっ──！」

「異論は受け付けねえ。……っていうか、ちょうど今辞退の申請が済んだところだ」

　手元の端末を小さく掲げながら俺は静かにそんな言葉を口にした。そうして、再びざわめき始めたギャラリーに向けてニヤリと口元を歪ゆがめてみせる。

「俺が一位になるって予想してたやつらは残念だったな。だけど、ちょっと冷静に考えてみろよ。首席エースってのは要するに《決闘ゲーム》の学校代表だ。ってことは、何かしらのイベントがある度に駆り出されて、学長やら生徒会長なんかと一緒に学園の運営に携われる……いや、携わらないといけないんだろ？　そんなの退屈すぎてやってられるか。学外戦で戦うくらいなら構わないけど、上に立つのは色々と面倒が過ぎる。……だから、それをやりたいっていう酔狂なやつに押し付けてやることにしたんだよ。悪く思わないでくれ」

「…………」

　放心したように黙り込む秋あき月づきに歩みを寄せながら、俺はひたすらに露悪的な口調で建前上の理屈を並べ立てた。そして手を伸ばせば触れられそうなくらい距離が縮まったタイミングでそっとマイクを切ると、彼女にしか聞こえないように、小さな声音で一言だけ付け加えることにする。

「──な？　これで、お前は名実ともに〝特別〟だ」

「ぁ……っ……」

　その言葉に、目の前の秋月は微かすかな声を漏らした。そのまま黙り込むこと数十秒、彼女は意を決したように小さく頷うなずいて、それからくるりと勢いよく会場に向き直る。

　そして──、

「分かった……分かった、いいよ。それじゃあ乃愛が英明のエースになる。いつか緋ひ呂ろ斗とくんと真正面から勝負しても負けないくらい完璧な学校代表エースになる。乃の愛あを選んでくれたみんなに失望とか後悔なんて絶対させてあげない───だからっ！　だから、みんなも全力で乃愛についてきて!!」

「「「ッ……ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！！！！」」」

　思いきり右手を宙に掲げた秋月に、今日一番の大歓声が会場中を覆い尽くした。
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《速報！　〝区内選抜戦〟終結！》

《本日昼頃、四番区英えい明めい学園で開催されていた学内イベント〝区内選抜戦〟が大盛況の内に幕を下ろした。それも、大方の予想を裏切るように、一位になったのは〝学園島アカデミー最強〟篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とではなく、秋あき月づき乃の愛あ──〝小悪魔〟と囁ささやかれる６ツ星の実力者だ》

《しかし、それは決して篠原緋呂斗の凋ちよう落らくを表すものではない。何せ彼は、あろうことかイベント中に他学区からの妨害を暴き、返す刀で叩たたき伏せ、その上で秋月乃愛に首席エースの座を譲ってみせたのだ。まさに雲上の決戦。今回の記事では、その二人にスポットを当てながら〝区内選抜戦〟全体を振り返っていきたい》

《なお、その他のコンテンツとしては、〝小悪魔〟秋月乃愛を除く二名の６ツ星が繰り広げていた三日に渡る激戦の様子や、つい先日英明学園に転校したばかりの話題のメイド・姫ひめ路じ白しら雪ゆきが主あるじに次ぐ好成績でイベントを終えていることについても──》




「……ふぅ。それじゃ、失礼しました」

　凝った装飾で彩られた両開きの扉をパタンと閉じる。

　七日間に渡る《区内選抜戦》が俺の気取った〝辞退宣言〟で幕を閉じ、そのまま上位表彰やら閉会セレモニーなんかが盛大に執り行われた少し後のこと、俺と姫路はＤＭで呼び出しを受けて学長室を訪れていた。

　あれだけ協力してもらっておいて何の相談もせず秋月に首席エースを譲ってしまったわけだから、多少の文句や嫌いや味みを言われることは覚悟していたのだが──

「何というか……とても上機嫌でしたね、あの女め狐ぎつね」

　隣を歩く姫路がポツリとそんなことを言う。

　そう。俺の懸念に反して、今日の学長は非常に機嫌が良かった。さっき二日酔いがどうとか言っていたような気がするが、今も学長室で年代物のワインを開けているくらいだ。

　が──まあ、それもそのはずだろう。実際のところ、俺があのタイミングで《区内選抜戦》を辞退したことは俺や学長にとって何のダメージにもなっていない。あの流れなら誰も〝俺が負けた〟とは思わないし、逆に、あそこで俺が秋月を負かしていれば少なからず批判が湧いていたはずだ。それなら、いっそのこと彼女に首席エースの称号を譲ってしまった方がどちらにとっても得になる。

　そこまで思考を巡らせてから、俺は姫路の言葉に小さく頷うなずきを返すことにした。

「ああ、確かにな。いつもニヤニヤ笑ってるイメージはあるけど、今日はいつにも増してテンションが高かった気がする」

「はい。先ほどのスピーチでも少し本音が零こぼれていましたが、十二番区の倉くら橋はし御み門かど学長をやり込められたのが相当に嬉うれしかったのでしょう。これまで〝黒い噂うわさはいくらでもあるのにどうしても証拠が見つからない〟というタイプの人だったそうですから」

「〝これで理事会の連中にもデカい貸しが出来る〟みたいなことも言ってたしな……ま、その辺は好きにやってくれって感じだけど」

　苦笑と呆あきれ交じりの声音で呟つぶやく俺。……一いちノの瀬せ学長と俺との関係は、一言で言えば〝相互利用〟だ。《カンパニー》による補佐や資金面、また情報面でも協力してもらっている以上、四番区の地位が上がるのは俺にとっても悪い話じゃない。

　ちなみに、秋あき月づきが奪っていた〝翠みどり〟の色付き星ユニークスターに関しては、依頼達成の報酬ということできっちり俺に渡してくれるそうだ。ただ、もちろんそれは俺と学長の間だけで成り立っている事情であり、公的な処理としてはまた別の理屈になる──すなわち、まず〝秋月が星を盗んでいた〟という事実は英えい明めいの体裁的にも徹底的に伏せ、その上で〝秋月乃の愛あをエースに据えるのは構わないが不正に対するペナルティが一切ないと来年のイベントでも同じような事態が起きかねないため〟なるそれっぽい理論を持ち出すことで、彼女を除いた最上位者である俺に色付き星を託すという流れに落ち着かせるらしい。

　まあ、実際、今回の労力を考えればそれくらいしてもらわないと割に合わないが……。

「ふふっ……本当にお疲れさまでした。ご主人様」

　と、その時、俺の表情から心の内を読み取ったのか、隣を歩く姫ひめ路じがふわりと微笑を浮かべつつそんなことを言ってきた。それから彼女は、制服に包まれた身体からだをほんの少しこちらに向けながら囁ささやくように続ける。

「これで３ツ星、ですね」

「……ああ、そうだな」

　そんな彼女の言葉に、俺は静かに頷うなずいてみせた。……３ツ星。ようやく３ツ星だ。本物の〝７ツ星〟にはまだまだ遠いが、それでも少しはマシな数字になってきた。この調子で等級を上げていければ、いつかは〝あいつ〟を見つけられるかもしれない。この島に来た目的を果たせるかもしれない。

　そんなことをぼんやりと思った──刹那、

「わっ！　……え、えへへー。こんなところで会うなんて奇遇だね、緋ひ呂ろ斗とくん♪」

　遥はるか後方から駆けてきたかと思えば全速力で俺を追い抜かし、くるりと華きや奢しやな身体を反転させつつまるで通せんぼをするように両手を広げたのは……他でもない、英明の小悪魔こと秋月乃愛だ。ぜぇぜぇと息を切らしているせいで奇遇な感は微み塵じんもないが、それでも彼女はどうにかニコッと笑みを浮かべる。

「やっぱり乃愛たちってば相性ばつぐ──ん、はぁっ……けほ、こほっ…………ちょ、ちょっと待ってごめん無理」

「……何でもいいからさっさと息を整えてくれ」

「ぅう……ありがとう緋ひ呂ろ斗とくん……」

　俺の両腕に縋すがり付くような体勢で小さく下を向く秋あき月づき。彼女はしばらく動どう悸きを落ち着かせるように肩で息をしていたが、やがてぱっと顔を持ち上げて続ける。

「うん、乃の愛あちゃん復活！　えへへ、いきなりくっ付いちゃってごめんね？」

「別にいいけど……それで、何の用なんだ？　まさか本当に偶然とは言わないよな」

「あ、え、えっと……あのね？　乃愛、緋呂斗くんに一つ訊ききたいことがあって」

　言って、秋月はほんの少しだけ真面目まじめな表情になった。至近距離から見上げるような形でじっと俺の目を覗のぞき込み、そのまま真剣な声音で言葉を紡ぐ。

「ねえ、緋呂斗くん。……緋呂斗くんは、どうして乃愛のことを助けてくれたの？」

「……どうして？　いや、それは《盤上宝探し》が終わった時にも話しただろ。俺は別にお前を助けようと思ったわけじゃない。単純に、今回の〝黒幕〟を潰すために──」

「ううん、そっちじゃないよ。そっちじゃなくて、今日のこと──乃愛に首席エースを譲ってくれたこと。わざわざ《ライブラ》のデータまで集めて、乃愛の劣等感をどこかに追い払ってくれたこと。……えへへ、もしかして緋呂斗くん、ほんとに乃愛のこと好きだったりするの？　だったら……お礼とか、してあげてもいいよ？」

　冗談とも本気ともつかない甘い声でそんなことを言いながら、秋月はもう少しで触れてしまいそうなくらいまで整った顔を近づけてきた。その瞬間、ふわりと柑かん橘きつ系けいの匂いが鼻び腔こうをくすぐる。ほとんど抱き合うような体勢になっているため胸やら足やら色々な部分が俺に押し当てられ、あまりの官能にくらっと眩暈めまいがしそうになって……それと同時、隣の姫ひめ路じがむっと不満げに唇を尖とがらせるのが分かった。

「ッ……！」

　煩悩をどうにか振り払うためにも全力で思考に集中する。

　俺が秋月を助けた理由──ただ倉くら橋はしを倒すだけじゃなく、彼女に英えい明めいの首席エースを譲った理由。それは単に〝罪悪感〟からというのもあるし、先ほど壇上で口にした説明が全て嘘うそだったとは言わないが、確かにそれだけというわけでもなかった。

　まず一つは、共感だ。不正に手を出してしまったがために誰にも頼れなくなってしまった秋月。そんな彼女の立場は俺と重なる部分が多くある。それに、もし後ろめたい事情があって誰かに助けを求めることが出来なくたって、正義とはかけ離れた〝嘘つき〟相手なら遠慮なく縋れるというものだろう。

　そして……重要な理由が、もう一つ。

「──お前が戦力になるからだよ」

「へ……せ、戦力？」














　俺の言葉に至近距離でぱちくりと目を瞬またたかせる秋あき月づき。あまり意味が伝わっていなさそうだったので、補足としてもう少し続けることにする。

「ああ、戦力だ。今回のイベント、不正を使ってるとは言ってもお前はとんでもなく強かった。もしかしたら負けるかもしれない、って思わされたのだって一度や二度の話じゃない……そんなやつ、放っておくなんてもったいないだろ？　だから今のうちに〝貸し〟を作っておこうと思ったんだ。それ以上でも以下でもない」

　半ば突き放すような口調でそんなことを言い放つ俺。

　今言ったのはもちろん秋月にも公開できる建前上の理屈だが、半分以上は本心でもあった。単独で英えい明めいから翠みどりの星を掠かすめ取とり、違法アビリティこそ使っていたものの《区内選抜戦》をほぼ完璧に支配していた少女……確かに異常なくらいの難敵だったが、逆に言えば、もし彼女が味方に回ってくれるならこんなに心強いことはない。これから学外戦を攻略していく上で間違いなく重要な〝鍵〟になる。

「…………」

　俺の答えを聞いて、秋月は少しの間黙り込んでいた。そうして一転、躊躇ためらうように小さく息を呑のんでから、恐る恐るといった様子でこんなことを訊きいてくる。

「ねえ緋ひ呂ろ斗とくん。……それって、それってさ。緋呂斗くんが乃の愛あに価値を見み出いだしてくれたってことだよね？　乃愛が、緋呂斗くんの〝特別〟になれたってことだよね？」

「あ？　ああ……まあ、そうかもしれないな」

　表現の仕方に引っ掛かりを覚えつつも俺は小さく同意を返す。対する秋月の方はと言えば、どうせまた『やっぱり♡』などと言いながらあざとい笑みを浮かべてくるのだろうと勝手に思っていたのだが──

「…………わ…………ぇへへ」

　──そんな俺の予想に反して、秋月の反応は控えめだった。いつもみたいにわざとらしく声を上げたりせず、小さく頬ほおを赤らめながら恥ずかしそうに笑みを零こぼす。それも、思わず零れてしまった、というような自然な笑みだ。初めて見た秋月のその表情があまりにも可愛かわいくて、見み惚とれそうになって、俺は彼女にバレないようにほんの少しだけ目を逸そらす。

「「…………」」

　そのまましばらく何も言えなくなってしまう俺と秋月。

　と……その少し後、一足先に立ち直ったらしい秋月が俺に一枚のメモ用紙を押し付けてきた。見れば、そこには十桁ほどの英数字が可愛らしい文字で書き込まれている。

　小さく眉を顰ひそめる俺に、秋月は囁ささやくようにこう言った。

「え、っと。……それ、乃愛の端末ＩＤだよ。それも、みんなに公開してるやつじゃなくて、すっごく大事な人にしか教えないつもりで作ったプライベートなアカウント。今まで誰にも見せてなかったんだけど……えへへ、緋呂斗くんには特別に教えてあげる♪」

「え？　あ、ああ……そりゃどうも」

「うん！　これからは乃の愛あが、おはようもおやすみもいってらっしゃいもおかえりも、可愛かわいく言ってあげるから──め、迷惑ならすぐやめるから……だから、不束ふつつか者ものですが、今後ともよろしくお願いしますっ」

　そこまで言い切ってからはにかむように小さく笑ってみせると、秋あき月づきはぱっと身体からだを翻ひるがえした。そして、一度もこちらを振り返ることなく足早に彼方かなたへ去っていく。……恥ずかしさの方が勝ってしまったのか、いつものあざとさが鳴りを潜めていたせいで逆にドキドキした。くそ、あいつやっぱり素が可愛いんだよ──

「──なるほど。これが、かの有名な〝お友達から〟というやつですか……なるほど」

「…………」

　隣では姫ひめ路じが何やら無表情で頷うなずいていたが、怖いので訊きき返さないことにした。





　　　　♭♭



「……珍しいね？　ミカド。君がここまで派手にしくじるなんてさ」

「…………」

「って……あちゃあ、一回顔洗ってきたら？　凄すごい顔してるよ、とても穏やかな紳士には見えない。今まで三人は殺やってそう」

「……仕方ねえだろ。オレが立てた計画が部分的にすら達成できなかったのは正真正銘今回が初めてだ。これで機嫌が良かったらどうかしてる」

「ふうん、そうなんだ？　でも、それは君のせいでしょ。君が弱いから負けたんだ。えっと……何だっけ？　篠しの原はら緋ひ呂ろ斗とから星を奪うのは失敗して、秋月乃愛を失って、聖せい城じようの学長を降ろされて、それで命からがら逃げてきたの？」

「チッ……ああ、そうだよ。悪かったな」

「拗すねないでよ。まあ、別にいいんじゃない？　あんなの〝表の顔〟ってだけだし、なくてもそう困らないでしょ。……というか、ミカドの現状なんてどうでもいいんだよ。そんなことより、今回のイベントで篠原緋呂斗は三つ目の色付き星ユニークスターを手に入れた。さすがにそろそろペースダウンするはずだけど……もし彼が８ツ星になったりしたら大問題なんだから。その辺、ちゃんと分かってる？」

「わーってる、わーってるよ。……ああ、次は必ず潰す」

「うん、よろしくね。……あ、でも、今度は君だけじゃなくあの子も一緒に連れて行ってよ？　また失敗されたらさすがの僕でもちょっと笑えないし」

「……了解」

「ん。それと……せっかく面白そうな情報を持って帰ってきてくれたことだし、次はもっと搦からめ手でいってもいいかもしれないね。そうだなあ、例えば──」





　　　　♯♯♯



　彩さい園おん寺じから連絡があったのはその日の夜のことだった。

「……ん？」

　端末が振動する音にふと顔を持ち上げる。……愚痴交じりのＤＭやメッセージの類たぐいならそれなりの頻度で交わしているが、今回は珍しく着信の通知だ。もうそろそろ寝ようかという頃合いだったため、ベッドに腰掛けながらそっと端末の画面に触れる。

「もしもし？」

『あ、篠しの原はら!?　良かった、出てくれなかったらどうしようかと思ったわ』

「何だよそんなに慌てて。……っていうか、そうだ。おかげで《区内選抜戦》は無事に終わったぞ。依頼達成ってことで色付き星ユニークスターも無事に手に入れられた」

『っ……そ、そうなの？　ふうん、それなら良かったわ。あんたがなかなか連絡してくれないから、どうなったのかなってちょっと気になってたのよ』

「へ……？　いや、連絡はしたぞ？　夕方くらいに、メッセージで」

『え？　……あ、本当ね。ごめんなさい、全然気付かなかったわ』

「いや、別にいいけど……アレだな、お前にしては珍しいミスだな」

『そうかもね。何ていうか、ちょっと今それどころじゃなくて……って、そうよ！　あたしはそもそもその話をしようと思ってあんたに連絡したの！　大変、ほんっとに大変なんだから！』

「大変……？　何がだ？」

　彩園寺の剣幕に思わず怪け訝げんな口調で問い返す俺。どちらかと言えば冷静なタイプであるが故に、彼女がここまで取り乱すというのはかなり珍しい。

　だからこそ、何があったのかと内心で警戒を強めていたのだが──しかし、次に彩園寺が言い放った衝撃的な発言は、俺の防御態勢をいとも簡単に突き崩した。




『更さら紗さがっ！　……あたしでも本物の更紗あの子でもない、三人目の彩園寺更紗が現れたの!!』




「……は？」

　何というか。

　俺たちの〝嘘うそ〟には、ちょっと障害が多すぎる──。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『敵に回したくない存在……？』





『──はい。というわけですので、申し訳ありませんご主人様』

　とある日の放課後。

　学園から帰宅途中だった俺に対し、端末越しの姫路がふとそんな連絡を入れてきた。

　何でも英明の一ノ瀬学長に緊急で呼び出され、一時的に遠隔のサポートが出来なくなってしまうのだという。が、まあそうは言っても、既に帰路も半ばを過ぎたところだ。不測の事態なんてそうそう起こるまい。

『その……一応、万が一の場合に備えて加賀谷さんに代理を頼んでおきましたので』

「ああ、分かった。大丈夫だから心配すんなって。むしろ、そっちこそ気を付けてな」

『……はい』

　落ち込んだ様子でそう言って静かに通信を切る姫路。《カンパニー》に話が付いているなら尚更気にしなくていいのに、と思いながら俺が足を進めようとした──次の瞬間、

「──よ、っと」

（うぉあっ!?）

　俺のすぐ隣に、どこからともなく（強いて言うならしゅたっと上から降ってきたような気がしたが）一人の女性が現れた。ぼさぼさの髪に眠そうな瞳、加えて服は適当なジャージ……と、徹底的なダメさ加減なのに顔だけは整っている残念美人・加賀谷さんだ。

　動悸と動揺がどちらも落ち着いてから、俺はゆっくりと声を出す。

「……いきなり驚かすんじゃねえよ、お前」

「お前!?　しかも辛辣っ!?　……って、あー、そっかそっか」

　一瞬遅れて俺が〝演技中〟であることを思い出してくれたらしく、加賀谷さんはそう言ってポンと両手を叩き合わせた。それからニッと口元を緩めて俺の顔を覗き込んでくる。

「そんなわけで、加賀谷さんだよん。ヒロきゅんをお家までエスコートしてあげよう！」

「…………」

「おぉ……やっぱり最強クールモードも格好いいねえヒロきゅん。ひゅーひゅー！」

　屋外だというのに超至近距離でガンガンに絡んでくる加賀谷さん。こんなところを見られたら──と当然の懸念が脳裏を過ぎるが、同時、俺はふと一つの違和感に気が付いた。

「ん……あれ？　この辺り、普段ならもう少し人がいるはずなんだけど……」

　それなのに、前を見ても後ろを見ても、他の通行人が誰一人として見当たらない。

　と、そんな俺の疑問に対し、隣を歩く加賀谷さんが至極あっさりと答えを返してきた。

「？　うん、そりゃおねーさんがばっちり人払いしてるからね」

「……人払い？」

「そうそう。端末感知と干渉と意識の誘導を同時にむにゃむにゃーっとやるとこういうことも出来るんだ。ま、百パーセントってわけじゃないから目視でも確認してるけど」

「…………」

　さっきとは全く違う意味合いで黙らされる俺。……そんな反応に気付いているのかいないのか、ずいっと身体を近付けてきた加賀谷さんはいかにも楽しげな笑みを浮かべる。

「だから──おねーさんはヒロきゅんにダル絡みしても怒られない、ってこと！」

　その発言に顔をしかめてみせながら……さすが《カンパニー》、と改めて思った。
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